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昭和63年度国立公害研究所年報  

の発刊に当たって   

昨今の科学・技術の進歩，産業構造，生活様式の変化等に伴い，環境問題とし  

て重要な課題が次々に生じ，本研究所の使命の重さを改めて痛感している。例え  

ば，最近のバイオテクノロジーの進歩，先端技術産業の発展は，種々の面で環境  

科苧に大きなインパクトを与えている。なかでも多くの有害化学物質による一次，  

二次の汚染は重要な関心事になりつつある。また，汚染の発生源が不明確で痔定  

困難なものが多くなり，これと呼応して列島あるいは地球的な規模での環境汚染  

が問題となっている。他方では人々の自然環境への関心が高まり，快適な生活環  

境の追求等を含む身近な環境問題も重要な課題となっており，こういった方面に  

も科学的見地からの対応が求められている。特に当研究所においては，これまで  

の環境汚染の影響や機構の解明を中心としたパッシブな研究の時代から，新たな  

環境問題の予見・予防や環境の創造に関するポジティプな研究を国際貢献の視点  

を含めて行う時代へと転換することが求められている情勢にある。   

このような最近の重要な環境問題に対して，本研究所が従来から実施してきた  

経常研究の中には，これらを予見的，先導的に先取りしたものが多い。昭和63年  

度からは，このような研究を基礎として，新たに地球規模の環境問題として注目  

されつつある成層圏オゾン層の破壊に係るテーマをはじめ3課題の特別研究を発  

足させた。これらの特別研究の成果については，昭和62年度より，従来本年報で  

報告していた特別研究の部分を発展・拡充し，「国立公害研究所特別研究年報」  

（ARシリーズ）として刊行しているので，特別研究の研究内容に関心のお持ちの  

方は，ARシリーズも併せてご覧いただきたい。また特別研究以外にも環境保全総  

合調査研究促進調整費，科学技術振興調整費等により新たな環境問題に対処する  

ための研究，環境研究の基盤を支える研究等を実施しており，当研究所のこれか  

らの分野における研究領域も年々拡大しつつある。   

こういった環境研究をさらに発展させるためには実際のフィールドにおける観  

測が重要なことは論をまたがないが，昭和62年度末に新たに日光国立公園内に設  

置した奥日光環境観測所における観測活動もスタートし，環境汚染による自然生  

態系の変化等新しい環境研究の領域にも歩を進めることができた。また，昭和62  

年度に補正予算により購入したオゾンレ丁ザーレーダー，高分解能ガスクロマト  

グラフィー等の大型機器も本格稼動を開始し，環境研究の発展に大きな役割を  

担っている。  
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また当研究所は，もともと環境科学に関する研究のセンター的な役割も期待さ  

れており，昭和63年度においては，地球温暖化問題に関する今後の研究の方向及  

び研究者間のネットワークづくりを主題とした公開シンポジウムをはじめ，多数  

のセミナー，シンポジウム等を開催し，独自の研究活動と並んで広く内外の研究  

者と連携して研究を推進していく方途についても模索をしている。   

本研究所は，人類全体のためのより良い環境の実現に向け，最近の厳しい国の  

財嘩状況の中で，できうる限りの努力をしているつもりであるが，所外の多くの  

方々のご理解，ご支援なくしてはとうていその大きな目的を達することはできな  

い。本報告をご高覧いただいて，率直なご意見やご指導ご鞭捷を下さるよう切に  

希望する。  

平成元年8月  

国立公害研究所  

所 長 不破敬一郎   
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1．概   況   

国立公害研究所は，昭和49年3月，我が国の環境研究の中心的役割を果たすために，環境庁の  

研究機関として，筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特色は，理工学分野，生物・医学  

分野，さらに，人文・社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構成され  

ており，大学の研究者や地方公害研究所の研究者等所外の専門家の参加を得て，研究を学際的に  

実施すること及び環境研究の基礎を確立するために必要な大型実験施設を駆使し，野外の実験調  

査研究と併せ，研究プロジェクト化して総合的に実施することにある。   

本研究所は，平成元年3月15日をもって15周年を迎えた。その間，組織の充実，施設の整備  

を進めつつ，研究体制の強化に努めてきた。現在，主要な大型実験施設が完成し，機構の充実と  

あいまって研究活動も本格化してきたが，これまでの研究の成果を評価し，その基礎の上にたっ  

て地球規漠の環境問題等新たな環境科学の課題に本格的に立ち向かうべき時期を迎えている。   

このような状況の下に63年度は12課題の特別研究（うち3課題は新規，9課題は継続）を実施  

したほか，経常研究において基礎的研究を積極的に進めた。   

昭和63年度中における主な活動は，次のとおりである。  

（1）機構については．昭和50年度に現在の10部となり，その後は各部の内容の充実に重点に  

おいて整備を進めている。   

定員については，地球的規模の大気環境問題，遺伝子資源の保全，沿道大気汚染問題に関係す  

る研究の推進体制等の強化に3名の増員を図った。なお，63年度末の組織・定員は10部2課39  

室，250名となっている。  

（2）施設については，昭和63年3月に日光国立公園内に開設した奥日光環境観測所の本格的  

な移動を開始した。  
（3）予算については，研究所の運営に必要な経費として，40億2200万円が計上されたほか，  

原子力利用研究に必要な経費及び海洋開発調査研究に必要な経費（いずれも科学技術庁一括計  

上）としてそれぞれ3000万円及び400万円が計上された。さらに，年度途中の移し替え経費として  

科学技術振興調整費1億1100万円，環境保全総合調査研究促進調整費4PO万円が計上された。  

（4）研究活動については，大型実験施設の整備及び研究者の連携のもとに年々活発化してい  

る。研究内容は，社会的ニーズに対応した目的指向型の研究に重点を置いているが，一方，環境  

研究分野は，複雑な要因の絡み合った難しい問題を抱えており，いまだにその研究の基礎が確立  

されていないものが多いため，基礎的な研究分野も重視している。また，科学技術全般からみて  

重要と考えられる共通基盤的研究についても，環境分野と関連の深いものについては他省庁や大  

学等の研究機関との連携のもとに積極的に参画している。以下研究費の区分別にその概要を記す。   

①特別研究としては，「成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究」等地球規  

模の環境問題をはじめとして，新たなニーズに対応するための新規3課題の研究をスタートさせ  

るとともに，9課題につし）て籠統実施した。   

②経常研究としては，環境悪化が人の健康及び生活環境に及ぼす影響，環境汚染現象・機構の  

解明，環境汚染の計測技術手法の開発，環境に係る知見を活用した総合解析等に関する継続及び  

新規の課題163課題について実施した。特に昭和63年度からは，経常研究において将来特別研究  

等大型のプロジェクト研究として実施する可能性のあるテーマのフィージビリティスタディを充  

－1－   



実させることとし，例えば地球温暖化問題に関する今後の研究の方向等のテーマについても経常  

研究として実施した。   

③国立機関原子力試験研究費による研究として，植物並び微生物を同位体を用いて標識化し，  

それより環境汚染をモニタリングするための手法の開発に関する研究を新規テーマとしてスター  

トさせたほか，継続2課題を実施した。   

④海洋開発調査研究促進費による研究として，新規に遠隔計測技術を用いて海洋環境の動態を  

把握するための研究1課題をスタートさせた。   

⑤環境保全総合調査研究促進調整費による研究としては，単年度の研究テーマとして，成層圏  

オゾン層の状態を監視するための望ましいシステムのあり方に関する研究等2課題を実施した。   

⑥科学技術振興調整費による研究としては，総合研究では，新たに「組換えDNA技術の開放  

系における安全性に関する基礎的研究」等新規2課題をスタートさせるとともに，3課題を継続  

実施した。さらに単年度のテーマとしては，重点基礎研究2課題，個別重要国際共同研究1課題，  

大深産地下空間開発に伴う環境影響に関する緊急研究1課題を実施した。  

（5）環境情報システムについては，大気汚染及び水質汚濁に関するデータベースの整備を進め  

るほか，国連環境計画（UNEP）の国際環境情報システム（INFOTERRA）に係る情報源の登録  

を拡大する等，所用の作業を進めた。なお，昭和63年6月に環境週間における所内の研究活動を  

広く一般の人々に理解していただくため，「国立公害研究所研究発表会」を開催したほか，地方公  

共団体において公害・環境研究等に携わる関係者との交流を深めるため，平成元年1月に「化学  

環境と計測」をテーマに第4回目の「全国公害研究所交流シンポジウム」を開催した。また昭和  

63年11月には，地球温暖化問題に対する日本の貢献の方途を探り，今後の研究方向を定めるとと  

もに，研究者間のネットワーク形成に資するために，日本学術会議講堂において公開シンポジウ  

ム「二酸化炭素等の増加による地球環境変動に対する研究の方向一日本の役割－」を開催した。  
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2．調 査 研 究＊   

2．1’特 別 研 究  

（1）環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動予測手法開発に関する総合解析研究（最終年度）  

〔研究担当部〕総合解析部・環境情報部・計測技術部・環境保健部・生物環境部  

〔研究責任者〕内藤正明  

〔研究幹事〕甲斐沼美紀子・森田恒幸  

〔研究期間〕昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔研究概要〕本研究は，我が国の環境問題を長期的に予測するとともに，これを支援するための  

知識情報システムやモデリング・予測システムを開発することを目的としたものである。   
産業のソフト化，人口の都市集中，技術革新，高度情報化，国民の価値意識の変化，国際交流  

の活発化等，21世紀に向けた我が国の社会経済の基本潮流は，環境問題に大きなインパクトを与  

えようとしている。これらのインパクトを合計100近いシナリオに整理して，専門家に対するデ  

ルファイ調査及びコンピュータ・シミュレーションによって，シナリオの確からしさを体系的に  

検討した。この結果，このまま進めば21世紀初頭に特に交通公害及び廃棄物問題が深刻化し，ま  

た有害化学物質問題や自然保護問題も悪化するという見通しを得た。これらの成果は，知識情報  

システムやモデリング・予測システムとともに，政策立案の場で役立てることを検討している。  

〔発 表〕K－32，朗，B－21，b－13～18  

（2）水界生態系に及ばす有害汚染物層の影響評価に関する研究（最終年度）  

〔研究担当部〕生物環境部・計測技術部・水質土壌環境部・環境保健部・技術部  

〔研究責任者〕菅原 淳  

〔研究幹事〕安野正之・畠山成久  

〔研究期間）昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔研究概要〕各地の重金属汚染河川で生物相の調査を進めてきたが，本年度も数河川で調査を  

行った。付着藻類と底生動物（主に水生昆虫）に関して重金属（Cu，Znなど）汚染と生物相の関  

係をかなりの程度明らかにできた。藻類では採取地点の重金属汚染度と重金属耐性の関係を検討  

し，同じ種でも汚染環境の遠いにより種々の異なる耐性を示すことが分かった。水生昆虫の重金  

属耐性機構（コカゲロウの場合）として，重金属結合タンパクはカドミウムと嗣を区別して結合  

することを明らかにした。生物の相互間係に基づく生態影響の評価に関しては，本年度は特に動  

物プランクトンの捕食者の役割について実験生態系を用いて検討した。農薬に関しては，水田周  

辺の河川水中の農薬の化学分析，藻類の光合成活性や生物相（主に底生生物）の変化，農薬に高  

感受性を有するヌカエビを用いたバイオアッセイなどから，水界生態系への影響評価に必要な多  

くの知見が得られた。さらに，低農薬水田地帯の生物相調査から逆に農薬の生態影響を類推する  

調査も行った。  

〔発 表〕K－30，f’－3，E－69，G26，H－35～37，43～47，e－92，g－3，h－14，15，17，18，22，  

・〔発表〕に記載された記号は第5章 成果発表一覧の記号に対応する。  
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25，26，29～31，i－10  

（3）地球温囁化に係わる炭素系大気微量成分のグローバル変動に関する先導的研究  

〔研究担当部〕大気環境部・計測技術部・技術部  

〔研究責任者〕秋元 肇  

〔研究幹事〕鷲田仲明  

〔研究期間〕昭和62～63年度（1987～1988年度）  

〔研究概要〕本研究は近年，地球温暖化の問題とかかわって重要視されている炭酸ガス，メタン  

等の炭素系大気微量成分の増加の原因を明らかにするために，化学物質の放出→対流圏大気化学  

反応→大気微量成分の増加の関係を解明することを目的としている。研究は（1）炭素系微量成分  

の発生量の測定と見積り，（2）炭素系微量成分の光化学反応機構の研究，（3）対流圏微量成分濃  

度の測定法の開発と長期変動の測定，（4）対流圏光化学反応モデルの開発，の4つの課題からな  

る。本年度は大気中の炭素循環においてとりわけ重要な，森林起源炭化水素（モノテルペン類と  

イソプレン）の大気中での動態研究に関して重要な成果が得られた。特にガスクロマトグラフ質  

量分析計を用いた高感度・高精度連続自動分析法による実大気中の森林起源炭化水素の測定，光  

化学反応チャンバーによる反応研究において新しい知見が得られた。   

なお，本研究は平成元年度からは総合特別研究「地球温暖化に係わる大気成分の環境動態の解  

明に関する研究」に統合される。  

〔発 表〕C47～49，d－4，5，36，50，53，63，64，72，75，100，101  

（4）土壌及び地下水圏における有害化学物質の挙動に関する研究  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・総合解析部・計測技術部・環境情報部・生物環境部・技術部  

〔研究責任者〕村岡浩爾  

〔研究幹事〕高松武次郎・平田健正・向井 哲・稲森悠平  

〔研究期間）昭和60年度～平成元年度（1985～1989年度）  

〔研究概要〕本研究では，有害化学物質（重金属，有機塩素化合物等）の土壌，地下水圏での挙  

動を明らかにすることを目的にしている。本年度は，土壌に侵入した有機塩素化合物が地下水流  

れによって溶出し，地下水圏で輸送，拡散される機構を解明した。また現地調査で，テナックス  

を用いた土壌ガス分析を行い，汚染源の特定に有効であることを示した。土壌に侵入した有機塩  

素化合物は微生物によって分解される。今回分解菌の単離に成功し，新菌株であることから  

Methylosinw trtchost，Ortum TSUKUBAと命名した。植物の重金属吸収特性は，根から地上部  

への移行率と細胞自身の元素吸収能に依存することが分かった。またヒ素汚染水田の土壌微生物  

相を調査した結果，汚染田では糸状菌が優占すると同時に，その種多様性が低下し，高濃度亜ヒ  

酸に耐性を持つ特異的な菌が優占していた。  

〔発 表〕K－40～47，E14，24～26，40，42，46，51～54，61，e12，15，22，46，47，■49～51，  

53，72，73，80～82，88  

（5）稟物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究  

〔研究担当部〕大気環境部・環境情報部・総合解析部・技術部  

〔研究責任者〕秋元 肇  

〔研究幹事〕植田洋匡・若松伸司・村野健太郎  
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〔研究期間〕昭和61年度～平成元年度（1985～1989年度）  

〔研究概要〕近年，大気汚染の長距離輸送が頗在化して，欧米では多国間の汚染の授受問題に発  

展している。本研究はこのような列島規模の長距離輸送と，長距離輸送中に起こる種々の形態の  

大気汚染（都市型NO2から光化学オキシダント，硫酸塩，硝酸塩エアロゾル仁湿性大気汚染，酸  

性雨への変化）に関して，その動態とメカニズムを明らかにすることを目的とする。■さらに，こ  

れら大気汚染を統一的に予測する手法を開発して．排出削減効果の評価等大気保全計画に資する  

ことを目的とする。   

昨年までの，陸上を渡る大気汚染長距離輸送の研究の継続として．本年度は海上を渡る大気汚  

染長距離輸送の研究を実施した。   

九州北部地域を中心とした野外観測を行って，陸上を渡る長距離輸送の結果と比較しながら解  

析を進めた。新たな現象として，成層圏からのオゾンの降下，大陸方面からの汚染物質と天然起  

源物質の流入，人為起源汚染物質と天然起源物質の相互作用，特に，火山起原のSO2，Caとの相  

互作用，植物起源炭化水素によるオキシダント生成等の検討を行った。また，書物理，湿性大気  

汚染，酸性雨の挙動を観測データに基づいた観測を行った。  

〔発 表〕K14，D－6～16，32，33，37～40，43，C52，d－11～21，26～31，49，弧65～67，  

77～84，92～99  

（6）バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究  

〔研究担当部〕生物環境部・技術部  

〔研究費住着〕菅原 淳  

〔研究幹事〕近藤炬朗・古川昭雄・大政謙次  

〔研究期間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔研究概要〕光化学二次汚染物質による可視被害やタンパク質，遺伝子等の分子レベルでの影響  

の解明を行うと共に，バイオテクノロジーを利用して野外における光化学二次汚染物質による大  

気環境の汚染状況を評価するために有効な指標植物の開発・探索手法を確立することを目的とし  
ている。   

本年度は以下の威果が得られた。（1）PAN（パーオキシアセチルナイトレート）による植物の  

傷害のいくつかの特徴を明らかにした。（2）大腸菌グルタチオンレダクターゼ遺伝子を単離し，  

この酵素の性質を調べた。（3）タバコのリーフディスクにアグロバクテリウムを用いて遺伝子を  

導入し，植物個体再生することを確認した。（4）植物によるPANの吸収速度の自動計測のための  

装置を開発した。（5）組織培養植物の気孔の分化・発達の診断システムの開発を行った。（6）ペ  

チュニアを用いて野外におけるPAN汚染状況を評価するための条件の検討を進め，優れた指標  

になり得ることを示した。  

〔発 表〕K－36，k9，H－7，11，12，15～21，29～32，ト1～3，5，23，24，ト5～8，12，13，  

20，23，i2，3，5  

（7）富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・技術部  

〔研究費任考〕村岡浩爾  

〔研究幹事〕渡辺正孝  

〔研究期間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  
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〔研究概要）内湾海域は生物生産の最も醸著な海域であるが一方，産業・都市排水の流入にとも  

ない宵栄養化が進行し，赤潮発生などの一因となっている。生物生産の増大と海洋環境保全の両  

立にとって望ましい状態を明らかにすべく内湾海域での富栄養化物質の質的，量的変動とそれに  

ともなう生態系への影響を科学的に明らかにすることが強く求められている。本特別研究におい  

七は（1）閉鎖系海域における富栄養化がもたらす環境特性の把握に関する研免（2）制御実験系  

を用し1た富栄養化の影響評価に関する研究，（3）現場メゾコズムを用いた内湾生態系の物質循  

環・動態に関する研究を行い，内湾の環境管理のための基礎となる科学的知見の著積を行う。  

〔発 表〕E－36，37，41，72，e－54．55，66～68，74～76，86，96   

（8）先端技術における化学環境の解明に関する研究  

（研究担当部〕計測技術部・環境情報部・総合解析部・大気環境部・環境保健部・生物環境部・  

技術部  

（研究責任者〕松下秀鶴  

〔研究幹事〕森田昌敏・中杉修身  

〔研究期間】昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔研究概要〕先端技術産業で使用されるいろいろな化学物質の生産，消費から廃棄に至るまでの  

管理と汚染の未然防止に資するため，科学的知見の蓄積を目的として以下の研究を行った。  

（1）環境中の化学物質の分離・分析手法に関する研究，（2）バイオセンサーの開発に関する研  

究，（3）化学物質の環境中における変化と移行過程に関する研究，（4）化学物質による環境汚染  

を防止するための方法論に関する研究，（5）先端技術産業用化学物質及び非意図的生成化学物質  

に対する上記4手法の応用に関する研究である。このうちサブテーマ（1）では，有機物質に対し  

て高分解能ガスタロマトグラフ質量分析計を用いた超微量分析法を，また有害物質については  

ICP質量分析法を用いた超微量分析法を検討した。サブテーマ（2）では，有機スズ化合物につい  

てその淡水生物に対する急性影響を，またサブテーマ（3），（5）において塩化ダイオキシンとフ  

ランの熱生成過程とそれに基づく動鼠トリクレン・バークレンの環境中での分解反応と新しい  
処理法，シラン・ホスフィン等の半導体プロセスガスについてその大気中での半減期などを求め  

た。またサブテーマ（4）ではトリクレン，バークレンの環境動態のモデル化を試みた。  

t発 表〕C－18，32，34～36，42，45，46，49，G－34  

（9）環境容長から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研究  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・総合解析部・計測技術部・生物環境部・環境情報部・技術部  

〔研究責任者〕村岡浩爾  

〔研究幹事〕海老瀬潜一  

〔研究期間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔研究概要〕依然として環境基準達成率の低い湖沼とその集水域を対象に，従来からの汚濁物質  

排出制御の諸施策に加えて，水域の持つ多様な潜在的樺能も含めて検討し，湖沼の物質循環や生  

態系構造の特性，流域の汚濁負荷特性，排水の処理特性等を考慮した水質管理手法の確立を目的  

として，以下の研究を行った。（1）水域利用実態の機能別評価として，地域住民への自由連想法  

による意識調査を実施し，親水性の評価体系を作成した。（2）多種の藻類虎合条件下の屋外実験  

池において，アオコの傑占培養実験に成功し，栄養塩・鉄・微量有機成分の供給が必要なことを  

明らかにした。（3）難分解性物質を含む排水の薪処理技術として，流動床槽の担体に粒状活性炭  
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を用いる微生物活性炭流動床法を開発した。（4）霞ヶ浦集水域の河川上流部の山地流域と田園地  

流域，河川下流部の田園他流域と市街地流域での年間流出負荷量の大きさを，各土地利用のベー  

スとなる年間降水負荷量に対する比率で評価した。  

〔発 表〕K－48～58，60～64，66～68，B－5，6，C－19，E6，7，9～11，13～16，20，48～50，  

58，H8，l16，19，28，30，31，a14，b－5～7，34～36，e－1，2，5，7～10，14，16～19，  

21，23～25，28～30，34，37～40，43～45，83，87，89～90，h16，i－13～14，18～24，  

27，28，36～40  

（10）大都市圏における環境ストレスと健康に係る環境保健モニタリング手法に関する研究（初年度）  

〔研究担当部〕環境保健部・．環境情報部・総合解析部・計測技術部  

〔研究責任者〕村上正孝  

〔研究幹事〕兜 真徳・大井 紘  

〔研究期間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

【研究概要〕大都市圏においては，騒音あるいは大気汚染等の改善が遅れていて，こうした環境  

汚染による精神的・心理的影響や，急性的なあるいは慢性的な身体への影響が問題とされている。  

したがって，大都市圏での環境汚染状況，それらに人々が暴露されている状況，さらには精神的  

なまた身体的な影響すなわち環境ストレスについて，体系的に評価し監視するシステムを作るこ  

とが急務である。この研究は，このようなシステムを作り出すための基礎的な検討をするもので、  

都市化の最も進んだ東京大都市圏を対象にしている。初年度として，まず，その住民が環境汚染  

（騒音，NOズ，SPM）に複合的に暴露されている状況の把握，及び精神的・心理的影響を含む健  

康への影響の評価，及び健康へのリスク評価のために，調査と分析を開始した。  

〔発 表〕A－13，14，G－1，4，7～10，18，19，23，g－1，2，7，9，10，22～28，30  

（11）粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生体影響に関する実験的研究（初年度）  

〔研究担当部〕嘩墳生理郡・環境保健部・技術部  

〔研究責任者〕横山栄二  

〔研究幹事〕嵯峨井勝・小林隆弘  

〔研究期間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔研究概要〕NO2と粒子状物質を主体とした大気汚染物質のヒトの健康に及ぼす影響を総合的  

に評価し，健康維持に係る行政課題等に資することを目的に以下の実験的研究を行った。（1）粒  

子状物質とNO2等の複合暴露実験装置の作製及び暴霜条件の検討，（2）粒子状物質の生体内挙動  

と毒性発現機構に関する研究，（3）粒子状物質とNO2等の呼吸器疾患との関連に関する研究で  

ある。   

この内，サブテーマ（1）ではNO2と硫酸エアロゾルの複合暴霹実験を行いうる装置を開発し  

た。（2）では化学形態の異なる粒子状物質（本年度はCuOと可溶性のCuSO．を比較）の経気道  

投与による生体影響を調べ，肺内クリアランス速度も毒性も両者間に大きな相違は認められな  

かった。（3）の1）では気道過敏症及びアレルギー反応に関する研究を行った。硫酸エアロゾル  

の吸入によりモルモットでは3．2mg／m3程度の濃度で気道が過敏になった。アレルギー反応はマ  

ウスで検討したがIgE抗体価変化は認められなかった。（3）の2）では呼吸器腫瘍発生に関する  

研究を行っているが，本年度はNO2＋硫酸エアロゾルの複合暴露により腫瘍プロモーションマー  

カーの増加を認めた。  
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〔発 表〕F－1，7～10，13，14，f－1，3，5，7～9，15，18～22  

（12）成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究（初年度）  

〔研究担当部〕大気環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・環境生理部・生物環境部・  

技術部  

〔研究責任者〕秋元 肇  

〔研究幹事）笹野泰弘・近藤短朗  

〔研究期間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔研究概要〕成層圏オゾン濃度変動の実態把握とその大気物理・化学的メカニズムの解明を図る  

とともに，成層圏オゾン濃度変動予測モデルの構築，オゾン濃度減少による地上紫外線環境の変  

化の生体影響に係る基礎的実験研究を行うことを目的としている。   

本年度は初年度であることから，それぞれのサブテーマで今後の研究の準備にあてられた。成  

層圏・対流圏オゾンの測定のため導入されたオゾンレーザーレーダーについては，装置の整備，  

解析プログラムの開発，上部成層圏を対象とした測定手法の検討を行うとともに，データの蓄積  

を図った。また，成層圏一次元モデルの計算スキームを確定し，プログラムを開発した。フロン  

等によるオゾン破壊実験を成層圏チャンバーを用いて行い，オゾン破壊を実証した。紫外線の生  

物影響に閲し，細胞の培養を行ったほか実験準備を行った。  

〔発 表〕C－29，31，Drl，3，19，25，26，31，36，Hr14，Cr43，drl～3，38，39，44，46，47，  

60，62，69～71，71，73，74，i－29  
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2．2 経 常 研 究  

2．2．1環境情報部  

〔研究概要〕環境情報部は，環境に関する情報の収集・処理・解析・評価の方法の情報科学的研  

究により，環境科学の方法論形成に賀する一万，環境に関する情報業務の効率化に寄与している。   

環境モニタリング等の数値情報に関しては，対象の変動特性に応じた計測のあり方やデータ解  

析法について，主に統計学的視点から検討を進めている。本年度は，大気環境データについて時  

間的・空間的変動特性を明らかにするためのフィールド調査とデータ解析を進めた。さらに，健  

康情報と大気汚染情報との関連を明確にするための大気汚染モニタリングシステムや，土壌汚染  

監視システムのあり方について基本的検討を開始した。   

環境情報の視覚表現法の開発の一環としては，三次元的視覚表現の研究を開始して地球規模の  

海洋データ等の理解しやすい表示に成功した。また，衛星画像等の画像データから環境情報を抽  

出・解析・評価する対話型画像処理システム（IPSEN）のソフトウェアの拡充も進めた。さらに，  

大気中二酸化窒素濃度の長期変動を表示・解析した。   

一方，人工衛星等のリモートセンシングデータの利用に関しては．分光情報処理による水面反  

射光及び大気散乱光の除去の手法の開発を進めると共に，分光情報の対話型データ処理システム  

の開発について検討を続けた。衛星データ等の処理技術の統計学的検討については，多時期・多  

バンドの衛星データから，陸域の季節変化情報と年次変化情報とを分離する方法を開発し，その  

有効性を具体例によって検討した。また，航空機による熱赤外データから地表土壌水分分布図を  
作成し，広域環境評価手法としての有効性を明らかにした。   

知識情熱こ関する研究として，連想法と自由記述法による調査法と調査データの解析法の研究  

を進め，実データを用いて，同じ地域の異なる集団の間の環境意識の異同を明確にした。さらに，  

水辺に対するかかわり方の異なる住民の群の間での湖に関する意識構造の分析に新しい切口を与  

えた。一方，環境情報の効率的な検索のための索引語桑の規模の検討を行った。これに加えそ，  

環境現象の動的なシステムの数式表現に基づく，理論的・数値的解析方法の研究に着手した。  

研究課題1）画像情報による環境の解析手法の研究  

〔担当者〕宮崎忠国・安岡善文  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕対話型画像処理システムIPSEN（ImageProcessingSystemforEnvironmental  

Analysis and Evaluation）のソフトウェアの拡充を行うと共に，新たな画像処理手法の開発を  

行った。特に，人工衛星や航空機により得られるリモートセンシング画像データから，植生分布，  

水質分布等各種の環境情報の抽出手法の開発や土地利用分類手法の開発を行った。また，リモー  

トセンシング画像の解析において問題となる各種の雑音について，その除去方式を開発した。一  

方，解析結果の三次元表示に関するシステム開発を検討すると共に，パーソナルコンピュータを  

用いた可搬型の画像処理システムの開発についての検討も行った。  

〔発 表〕b－8～10，43～46   



研究課題 2）知識情報の解析手法及び処理過程に関する基礎的研究  

〔担当者〕大井 紘・須賀伸介・近藤美則  

〔期 間〕昭和60年度～平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容〕種々の局面における環境評価の構造を解明するために，連想法と自由記述法による調  

査方法と，近傍法を含めた解析方法との開発を進めた。そうして，これらの方法が，同地域の異  

なる集団の間での環境意識の構造の相違を明らかにするために有効であることを示し，また，水  

辺に対するかかわり方の違う住民群の間の湖沼など水辺に関する意識の構造の比較分析にも，斬  

新な切口を与え得ることを示した。さらに，質問紙法によって得られた手書き言語データの入力  

と識別における煩雑さと経費高という困難を，データの処理手順と処理プログラムとを開発する  

ことによって大幅に減らし，連想法と自由記述法との実用性を高めた。   

一方，環境モニタリング施設の酉己置についての住民の選好を調査するための，地図を用いた質  

問法を考察し，実調査への適用を検討した。  

〔発 表〕A－13，14，a－8，9，14  

研究課題 3）多次元分光情報処理システムの研究  

〔担当者〕宮崎忠国・大井 肱  

〔期 間〕昭和60年度～平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容〕水域リモートセンシングにおけるグランドトルースデータ収集の一環として水面の分  

光特性の計測を行った。霞ヶ浦及び東京湾で測定された分光データを用いて水面反射光及び大気  

散乱光の除去に関する手法の開発を行った。また，測定された分光情報の効率的な利用のために，  

対話型の分光情報のデータベースの開発を行った。さらに，可視・近赤外分光放射計を用いて，  

赤潮，アオコ，植物の分光データ収集を行った。  

〔発 表〕b－43～46  

研究課題 4）環境情報の検索用語に関する研究  

〔担当者〕春山暁美  

〔期 間〕昭和60′、一63年度（1985～1988年度）  

〔内 容〕検索用語の環境情報の検索成績に与える影響を指標化する尺度を開発し，異なる規模  

の検索語彙による検索結果の比較を行い，また，主題による用語の適切な分類をすることにより，  

小規模な索引語彙を用いても効率附な検索ができることを明らかにした。   

さらに，環境情幸臣の効率的な検索のために，研究用語を収集し，それを検索用語として利用す  

ることについて検討した。  

〔発 表〕a－15  

研究課題 5）力学系理論に基づく環境システムの動的挙動に関する研究  

〔担当者〕須賀伸介・大井 紘  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕本研究では，複雑な環境システムに対する力学系モデルを導き，理論的，数値解析的  

にシステムの安定性などの検討を行う。本年度においては，日本全国における日本ザルの分布，  

移動の問題に対して，力学系理論の適用を検討した。その結果ある種の拡散モデルが適用できる  

見通しを得た。  
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研究課題6）環境情報データベースの作成と利用に関する研究  

〔担当者〕後藤典弘・松本幸雄・宇都宮陽二朗・新藤純子・横田達也・阿部重信・坂下和恵・  

宮下七重・横田さおり・古川満信・白井邦彦  

〔期 間〕昭和59～63年度（19朗～1988年度）  

〔内 容〕（1）国内外の各地から本研究所の環境データベースにオンラインでアクセス利用で  

きる通信システムの予備的検討を行った。また，都道府県市におけるデータ通信の利用現状につ  

いて調査した。  

（2）環境保健サーベイランスにおける環境大気の監視のあり方について検討するため，大気汚  

染の変動特性の解析を行った。  

（3）土壌汚染監視システムのあり方を検討するため，測定データの処理・評価システムのあり  

方について検討し，予備調査と結果の解析に加わった。  

（4）大気環境データについて，昭和61年度から環境庁との協力により全国の常時監視データ  

を磁気媒体で収集処理するための新システムを作成した。また，測定局の属性情報（位置情報，  

測定機種など大気測定データの評価のために必要な情報）を収集するシステムを設計・開発した。  

（5）大気環境常時監視データ1時間値の都道府県市における保存・利用の実態を調査し，収録  

磁気記録媒体の自治体共通仕様について検討した。  

（6）全国公共用水域水質測定結果の都道府県から環境庁への報告に閲し，フロッピーによる報  

告形式の標準化について水質保全局に提言した。  

（7）環境分野におけるコンピュータ利用システムの現状について調査した。  

（8）国立公害研究所研究報告等のオンライン検索システムに係る基礎的検討を行い，プロトタ  

イプのシステムを構築した。  

〔発 表〕A15～17  

研究課題 7）環境データの時間的変動特性の解析  

〔担当者〕松本幸雄  

〔期 間〕昭和59～63年度（1984～1粥8年度）  

〔内 容〕時間的に変化する空間的データを統計的に扱う方法として，（1）空間分布を主成分分  

析のスコアで要約しその時間変化を調べる方法と，（2）時間的空間的に異なる2点の間に相関を  

仮定する空間時系列の方法の比較検討をした。また，これらの方法を実データに当てはめる準備  

として関東甲信越地方の酸性雨関連データの情報システムを試作した。  

〔発 表〕a－16  

研究課臨 8）環境把櫨・評価のための環境データの変動特性に関する研究  

〔担当者〕新藤純子・松本幸雄・刊刀正行－（書計測技術部）  

〔期 間〕昭和62年産～平成5年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕（1）昭和63年2月に行った東京都郊外における二酸化窒素（NO2）濃度の爾密測定  

結果を基に，一般環境における日変動，空間変動の大きさ，及び空間分布の安定性を評価した。  

異なる時期間の変動特性の整合性，及び領域の大きさと，時間・空間変動の大きさとの関係を検  

討した。  

（2）常時監視局のデータの変動を主成分パターンに締約し，その経年的な変化の構造を解析し  

た。また，主成分スコアの季節（月），曜日，風向，風速等による重回帰分析により，データの変  

－11   



動へのこれらの要因の寄与を評価した。  

〔発 表〕A－18，19，a－13  

研究課題 9）衛星データ等による自然環境の評価手法に関する統計学的研究  

〔担当者〕松本幸雄・宇都宮陽二朗・横田達也・袴田共之＊（＊水質土壌環境部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕多時期のLANDSATデータを用いた陸域環境の変化抽出手法として，多時期及び多  

重バンドのデータから，季節変化の情報と対象の年次変化情報とを分離する手法を開発し，いく  

つかの類似度指標による抽出結果の比較検討を行った。  

〔発 表〕E38，a18，19  

研究課題10）地理情報による環境の広域解析・評価手法に関する基礎研究  

〔担当者〕宇都宮陽二朗・松本幸雄・藤沼康実■（＊技術部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕本年度は土壌水分推定モデルを検討し，航空機MSSデータにより九十九里平野の土  

壌水分分布図を作成した。なお，当所実験ほ場では仮設の地表熱収支連続観測システムにより地  

表熱収支にかかわる微気象を継続観潮した。また，LANDSAT TM熱赤外データにより九州の  

阿蘇，霧島，桜島等の国立公園地域の局地的気候について考察し，冷気湖の発達を明らかにした。  

なお，一部の国立公園においてはミヤマキリシマを主とした植生観察を行い，その結果を基に検  

討を加えた。  

〔発 表〕A－1，2，a1～7  

研究課題11）環境データにおける情報抽出と捷示手法に関する基礎的研究  

〔担当者〕横田達也・松本幸雄  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕大気環境モニタリングデしタの時間値（各時刻の1時間平均値）にみられる汚染物質  

濃度変化を，視覚表現によって把握する手法の研究開発を進めた。また，国設測定局の二酸化窒  

素について，10数年間の年間値・月間値データの変動の特徴を，コンピュータのグラフ表示を用  

いて解析し把握した。さらに，画像情報による情報提示手法としてのリモートセンシングの特徴  

について検討を行った。  

〔発 表〕A－20，a－17，20  

研究課題12）環境情報の視覚表現に関する開発研究のフィージビリテイ・スタディ  

〔担当者〕後藤典弘・大井 紘・宮崎忠国・須賀伸介・古川満信・塚田良一  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕本研究では，環境科学研究に関連した各種の測定データ，数値シミュレーションデー  

タを，三次元コンピュータグラフィックスによって視覚表示するためのシステムの開発を行った。  

63年度には以下のシステム開発を行った。（1）NOAAによる海洋環境測定データを測定値に関  

して色分けし，地球を示す球面上に表示するシステム。  

（2）有限要素法による三次元二相自由境界問題の数値解の動画的図形表示システム。  

（3）リモートセンシングによる画像データの自然色表示システヰ。（1）は海水の水温，塩分，  
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DOの測定値を表示するものであり，将来的には海洋環境税象の分析に貢献できるようなシステ  

ムをめざしている。（2）は時々刻々変化する数値シミュレーション結果データを動画的に表示す  

るための基礎的なシステムであり，2つの相をなす2種類の液体の液面の変化を動画的に表示す  

るものである。（3）はリモートセンシングによる画像データを高解像度で表示するものである。  
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2．2．2 総合解析部   

〔研究概要〕今日環境施策は種々の社会・経済制約の下で経済性，社会的受容性等の多様な要因  

を総合的に判断して策定することが求められている。そこで，当部の本年度の研究課題は，①現  

状を総合かつ定量的に計量・把握し，かつ将来の環境変動を的確に予測すること，②これを多様  

な価値基準で評価・判定するための考え方と評価指標を確立すること，③この評価に基づいて広  

域的，総合的な対策のあり方を工学技術的，社会制度的側面から探ること，という一連の過程に  

対応するものとして位置づけしている。さらに④地球規模の環境の評価と対策に関する研究が，  

本年より新たに加わった。   

課題6，9，10は環境を正しく計量・把握するための方法論に関する①の分野の諸テーマであ  

り，課題5，6，7，9，10は経済，心理等の各種価値基準で環境質を評価する考え方と手法の開発  

に関する②の分野のテーマである。課題1，2，3，4，5，8は化学物質，廃棄物，閉鎖性水域等々  

の各種対象についての保全，管理，制御方策を検討した③の分野のものである。さらに，課題  

10，11は地球環境に関する④の分野テーマである。   

それぞれの課題ごとに独創的な基礎手法の開発を行うと同時に，結果が国や地方の環境行政の  

現場において活用されることを配慮して研究の方向づけをした。  

研究課題1）環境管理システムに関する基礎的研究  

〔担当者〕内藤正明・西岡秀三・原沢英夫・甲斐沼美紀子・森口祐一・森田恒幸・青柳みどり  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕環境資源を総合的かつ計画的に保全・管理していくために，環境管理システムの設計・  

計画や実施・運用にかかわる方法論を確立することを目的としている。   

本年度は，地方公共団体における地域環境管理計画の中に示される環境管理の概念と手法を調  

査し，地域環境管理計画作成のための手法を検討した。諸外国の環境政策や環境管理システムに  

ついては，東南アジア諸国と我が国の流域環境管理の比較研究，森林破壊に及ぼす国嘩貿易の影  

響分析，及び，地球温暖化に関する対策の検討を行った。また，東京湾開発による環境影響を予  

測するためのシステムの開発を行った。  

〔発 表〕B17～24，b17，29～32，34，35  

研究課題 2）環境を配慮した地域計画手法の開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕清水 浩・青木陽二・森口祐一・天野耕二  

〔期 間〕昭和62年度～平成4年度（1987～1992年度）  

〔内 容〕環境保全に関連する諸政策の多くは，計画行政のシステムにより実証されており，こ  

うした計画に事前に環境配慮を盛り込むためには，一連の計画手順の各段階での手法開発が不可  

欠である。本研究は，環境保全の立場から国土利用，地域計画及び都市開発において環境要素を  

導入した積極的な環境改善を図るための手法の開発と体系化を進めることを目的としている。   

本年度は低公害型の移動手段として高性能の電気自動車の開発について検討を行い，また緑被  

景観の評価手法や緑地の利用者数の調査方法の検討を行った。また．沿道における自動車排気ガ  

ス拡散のシミュレーションや風洞実験の結果を基に大気汚染物質の拡散からみた沿道の土地利用  

計画について検討した。  
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研究課題 3）廃棄物処理に係る物質循環とその管理に関する基礎的研究  

〔担当者〕中杉修身・金谷 健・後藤典弘●（＊環境情報部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1992年度）  

〔内 容〕（1）我が国における有害廃棄物管理の問題点を明らかにし，国際的な規制の動向にあ  

わせた有害廃棄物管理体制のあり方について検討を加えた。  

（2）埋立処分場及びその跡地管理のためのモニタリング方法について検討を加えた。  

（3）米国における埋立処分場の汚染修復事例について文献調査に基づきその特性を明らかに  

し，我が国における埋立処分場にかかわる環境汚染の潜在的可能性を検討した。  

（4）埋立処分を二段階に分けて行うことにより埋立処分場の管理を容易にする方法につし）て，  

システム的な解析を行い，そのフィージビリティを検討した。  

〔発 表〕A－6～8，10，11，a10，b－19  

研究課題 4）閉鎖性水域の環境保全対策策定手法に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・中杉修身t天野耕二・甲斐沼美紀子・原沢英夫・蘇 保文  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～1988年度）  

〔内 容〕（1）開発途上国を例にとり，水質汚濁を防止するための流域管理の考え方を整理し  

た。  

（2）閉鎖性水域の保全対策を選定するためのルールベース作成に必要となる閉鎖性水域の汚  

染機構や保全対策の適用可能性にかかわる知見を追加・整備した。  

（3）ほ場実験によって稲作による栄養塩収支を明らかにし，そのモデルを作成した。浸透負荷  

についても実験した。  

〔発 表〕bt－34，35   

研究課麓 5）環境開題の社会経済的側面と環境政策の評価に関する基礎研究  

【担当者〕内藤正明・森田恒幸・青柳みどり  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕環境問題や環境政策の基礎となる社会経済システムを解析するとともに，政策科学及  

び経済学的視点から環境政策のあり方を検討することを目的とする。   

本年度は，（1）森林資源の環境的価値を，生活環境保全，自然保護，及びレクレーションの各  

観点から定量的に評価する指標を開発するとともに，（2）海外の森林資源の管理政策の実態とそ  

の国際的波及効果についで，オーストラリアを対象に分析した。また，（3）環境アセスメントの  

制度及びその手法の体系をレビューして，道路環境アセスメントの効果ヒ課題を分析し，また，  

（4）身近な環境づくりのための情報システムのあり方を，事例研究を基に分析した。さらに，（5）  

救荒分析のための社会科学的手法についても，基礎的なレビューを行った。  

〔発 表〕B28～30，b－41，42  

研究課題 6）環境評価のためのモデリングとモニタリング手法に関する研究  

〔担当者〕内藤正明・安岡善文・飯倉善和・田村正行  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕本研究は，環境を定量的に評価するための数学モデルの開発と環境施策への通用，及  

びこれを支援するモニタリングのあり方に関する諸手法の確立を目的とする。本年度は次の2点  
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を検討した。（1）騒音防止対策に用いられる各種吸音材料の吸音特性を的確に計測する方法を開  

発した。（2）人工衛星により収集されたリモートセンシング画像データを用いて，植生等地表面  

の被覆状態を計測するための手法について検討を行った。特に，複数時期のデータから植生の変  

化を抽出する手法を開発した。  

〔発 表〕B11，12，31，b－9，10，12，22，23，44，46  

研究課題 7）道路交通による環境影響の評価と防止対策に関する研究  

〔担当者〕西岡秀三・金谷 健・清水 浩・森口祐一・森田恒幸・安岡善文・田村正行  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～19朗年度）  

〔内 容〕本研究は，道路交通による環境影響の的確な予測・評価と合わせ，総合的かつ有効な  

交通公害防止対策を立てるために必要な方法の開発を目的としている。本年度は最終年度であっ  

たが，これまでの研究により以下のような成果が得られた。（1）毎年1回大学・研究機関・行政  

等から専門家を集めた研究会を開催し，道路交通交害の実態及び対策の状況を把握した。（2）道  

路交通騒音対策を講じる上で必要とされる騒音伝播精密予測モデル及び吸音特性計測方法の開発  

を行った。（3）大気中に排出拡散された自動車排ガスを吸引してNOズ処理する装置について検  

討を行い，技術的な実現可能性の見通しを得た。（4）道路交通公害を都市圏全体として改善する  

方策について検討し，対策の効果を評価するための道路交通公害情報システムを開発した。（5）  

道路交通公害防止対策としての電気自動車の有効性及び技術的可能性の検討を行い，十分実用化  

が可能であるとの見通しを得た。（6）道路建設の環境アセスメント事例を対象に実態調査を行い，  

環境保全に対する有効性，及び改善すべき問題点を明らかにした。  

〔発 表〕B－9，11～13，25～27，30，b22，23，28，33，37～40  

研究課題 8）自然公園及び超過密都市における電気自動車の導入のための基礎調査研究  

〔担当者〕清水 浩t青木陽二・森口祐一  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕自然公園を大気汚染と騒音から守るため，あるいは超過密都市の交通公害を抑えるた  

めに電気自動車等の無公害自動車の導入が要請されている。このような背景の下で高性能電気自  
動車の開発の可能性の検討を進めてきたが，この結果を基に，実際に電気自動車を導入する際の  

問題点を評価し，それに対応するための解決方法について検討した。   

対象地は立山黒部国立公園の立山地区を選び，ワゴン，バン，バス型の電気自動車を用いて3日  

間走行試験を行った。その結果，一充電走行距離は計算値と良い一致を示し，ワゴンの場合，片  

道23km，標高差1，500mの山道を一充電で登ることができた。登坂力も十分であることが分っ  

た。したがって使い方によっては山岳道路で電気自動車は十分な能力を出し得ることが判明した。  

研究課題 9）埋立処分地のモニタリングと評価手法に関る研究  

〔担当者〕中杉修身・金谷 健・安岡善文・飯倉善和・横内陽子■・平田健正＝・細見正明♯●・向  

井 哲＝・古川昭雄…・名取俊掛…・大政謙次＝＝・ 藤沼康実＝＝・松重一夫●■“－●  

（◆計測技術部，＝水質土壌環境部，…生物環境部，＝＝技術部）  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕（1）埋立処分地及びその跡動こよる環境汚染を検討し，その潜在的可能性を評価する  

指標を検討した。  
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（2）リモートセンシングを用いて埋立処分場の表面温度を測定し，廃棄物の安定化程度を判定  

する手法を検討した。  

（3）土壌ガスをモニタリングすることにより，廃棄物の安定化程度や潜在的な環境汚染の可能  

性を評価する手法を検討した。  

（4）浸出液中の有機汚濁の詳細分析によって，廃棄物の安定化程度を判定する手法を検討し  

た。  

（5）植物組成分析あるいは植生調査に基づき，安定化程度や潜在的な環境汚染の可能性を評価  

する手法を検討した。  

研究課題10）環境監視衛星搭載のためのリモートセンサーの開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕安岡善文・清水 浩・宮崎忠国－・笹野泰弘＝（－環境情報部，＝大気環境部）  

（期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕我が国において環境監視のための人工衛星を打ち上げるに際して，必要と考えられる  

センサーの性能について検討した。センサーとしては，大気環境監視のためのオゾンレーザーレー  

ダー及び陸，水域環境監視のための可視近赤外放射計を取り上げた。  

（1）オゾンレーザー」／－ダー：差分吸収レーザーレーダーによるオゾン高度分布観測を行う  

ことを想定して数値シミュレーションにより，レーザーの波長，出力エネルギー，受信望遠鏡直  

径を変化させた場合の測定誤差評価を行った。  

（曳）可視近赤外放射計：高分解能可視近赤外放射計について，センサーの波長帯を決定するた  

めの基礎手法の開発を行った。特に得られたスペクトル波形データからの特徴抽出手法の開発，  

リモートセンシングデータに及ぼす大気の影響の波長特性評価を行った。  

〔発 表〕b－45  

研究課題11）大気中の二酸化炭素等の増加による地球環境変動に対応する研究への取り組み検  
討  

〔担当者〕西岡秀三・森田恒幸・鷲田仲明＊・海野英明－■（大気環境部，＝研究企画官）  

〔期 間）昭和63年度（1988年度）  

t内 容〕地球気候変動に関する国際的関心の高まりに対応して，この間題への取り組みを今後  

どのようにすべきかの検討を全所的に行った。文献収集及び公開シンポジウム「二酸化炭素等の  

増加による地球環境変動に対する研究の方向一日本の役割¶」の開催及び海外との交流によっ  

て，国内外の科学的知見の集積状況の把握，国内研究機関との共同研究体制の確立，今後なすべ  

き研究課題の設定について検討を行った。  

〔発 表〕B17，22，24，b－29，30，32  
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2．2．3 計測技術部   

〔研究概要〕環境問題の解明と対策は，汚染物質をはじめ関与する国子の正確，かつ信頼性ある  

計測なくしては成り立たない。本研究部は，環境中の各種汚染物質の化学分析法の確立を始めと  

して；環境計測・監視技術の開発を行うことを目的として，23課題の研究を行った。   

大気計測，水質計測，生体化学計測，底質土壌計測，各研究室では対象とする各媒体中の微量  

元素とその存在状態の測定法，及び微量有機物質の系統的分析方法の研究を行うと共に，それら  

を環境中での各物質の存在量の測定と挙動の解明に応用した。分析方法としては機器分析法が中  

心であり，またそれらにクロマトグラフィーなどの分離法を組み合わせた手法を取り上げている。  

複雑な組成中の微量成分の分析を対象とするため，分離，濃縮などの前処理も研究のポイントと  

なっている。さらに質量分析法の新しいイオン源，水質自動モニタリングシステムなどの開発も  

進めた。   

奨励研究「化学形態の分析のための環境標準試料の作製と評価に関する研究」では，魚肉を用  

いた試料調製法について検討するとともに，有機スズ化合物の分析を検討した。水質土壌環境部，  

生物環境部と共同して行われている「湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究」では  

10年以上にわたる霞ヶ浦の定期的調査を継続している。また「バックグラウンド地域における環  

境汚染物質の長期変動に関する研究」において，摩周湖，隠岐島をステーションとして特定汚染  

物質の変動傾向とその要因の解析を行った。また南極におけるバックグラウンドモニタリングに  

つき予備的検討を行った。   

分析室では共通機器関連の業務及び大気モニター棟の管理のかたわら，大気ガス成分，大気粒  

子状成分分析法の検討，マススペクトルの検索手法の開発を行った。   

特別研究「先端技術における化学環境の解明に関する研究」（昭和62年度開始）では本研究部  

が中心となっているが，基礎として分析法の確立が必要で，経常研究各課題と関連しつつ進めら  

れた。  

研究課題1）降水中微量汚染物質の質量分析による測定法の研究  

〔担当者〕安部書也・横内陽子・向井人史・西川雅高  

【期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕（1）ICPMSを用いた元素分析を行う際の基本的特性について検討を行った。特に  

酸化物のインターフェアーは，多いもので数％の妨害があり注意が必要であった。  

（2）降水中に含まれるテルペン反応生成物について検討を行った。  

〔発 表〕C－1  

研究課題 2）化学イオン化質量分析法のためのイオン一分子反応の設計に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博・安部書也  

〔期 間〕昭和54年度～平成2年度（1979～1990年度）  

〔内 容〕（1）酸化レニウムエミッタ上で，45種の代表的炭化水素及びハロゲン化炭化水素化  

合物の表面電離質量分析法を行った。多環芳香族炭化水素，テルペン類等が強度の大きいスペク  

トルを与えることが分かった。  

（2）5種のメタロセン（方結合を持つ遷移金属有機化合物として）とその関連化合物の表面  
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電離質量分析法を行い，金属を含む，強度の大きいイオン種が観測された。  

（3）有機化合物へのアルカリ金属イオン（今回はLiイオン）の付加反応を利用したイオン化  

による質量分析法を行った。アセトンに対し，検出感度は10‾12g／secのオーダーとなることが確  

認できた。  

〔発 表〕C25～27，C－29～31  

研究課題 3）大気中粒子状物儀のトレースキャラクタリゼーションに関する研究  

〔担当者〕向井人史・横内陽子・安部喜也  

〔期 間〕昭和58年度～平成元年度（1983～1988年度）  

〔内 容〕（1）試作された還元気化法の半自動導入装置を用いた，還元気化原子吸光法による  

ヒ素（As），セレン（Se），テ）L／ル（Te），ビスマス（Bi），アンチモン（Sb），スズ（Sn）等の感  

度が調べられた。コールドトラップ法を用いるこの方法での検出限界は，Bi，Sbで20pg，Asで  

50pg，Seで200pg，Sn，Teで1ng程度であった。大気粉じん中のこれらの元素の同時検出のた  

めの試料導入法としてもこのシステムが有効であることが分かった。  

（2）大気中微量有機物質の高分解能GC－MS分析法について検討を行った。  

〔発 表〕c－52  

研究課題 4）環境大気中の極性有機物質の測定と挙動に関する研究  

〔担当者〕横内陽子・安部事也  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容）本年度は大気中微量有機物質分析のための連続自動サンプリングシステムの開発を  

行った。本サンプリングシステムは濾縮管，マルチポートパルプ及びそのコントローラから成る  

もので，大気の自動サンプリングを行い，キャピラリーGCと組み合わせてサンプル中の微量有機  

物質の自動分析を行う。本システムのブランク，保存性について検討した結果，良好な結果が得  

られた。  

〔発 表〕C－47～49，C－50，51，53  

研究課愚 5）環境試料の長期保存法に関する研究・  

〔担当者〕安部書也・向井人史  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕前年度特別研究から引き続いて，隠岐島で採取された1か月ごとの粉じん試料や研究  

所内で採取された紛じん試料の保存を行った。   

また保存庫内の試料の整理を行い∴試料にケース単位でナンバーを新たに付け直した。さらに，  

保存されている試料のデータベースを試作した。  

〔発 表〕C－2  

研究課翠 6）炭素・窒素安定同位体同時測定法の改良とその応用に関する研究  

〔担当者〕大槻 晃・白石寛明  

〔期 間〕昭和60～63年虔（1985～1988年度）  

〔内 容〕生態系における物質移動の解析に炭素・窒素の安定同位体を利用するために，元素分  

析計に四重極質量分析計を剛－た炭素・窒素安定同位体比の同時測定装置の開発を行い，実際に  
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野外のトレーサー実験に応用してきた。しかし，この方法では同位体比の測定精度に制約され，  

高価な安定同位体で梗識した化合物を多量に必要とした。そこで，複式コレクターをもつ磁場型  

の高精度安定同位体比質量分析計と元素分析計とを連結した装置を製作し，性能確認，基礎的デし  

タの収集を行った。また，ピークジャンプ法による炭素・窒素安定同位体比の同時測定の可能性  

を検討した。  

【発 表〕C－3，C7  

研究課題 7）天然水環境中の微量元素の挙動に関する研究  

〔偵当者〕野尻幸宏・大横 晃  

〔期 間〕昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔内 容〕本研究は，天然水中の微量元素の存在量及び化学形態を明らかにする化学分析法の開  

発と，その水域における動態の基礎的研究を行う。  

（1）海洋における微量元素の供給源として重要な可能性のある海底熱水活動調査のためのマ  

ンガン，メタンの分析法の研究開発とその応用を行った。船上分析に適する水中メタン分析計を  

試作し，その特性を検討した。マンガンは，鉄共沈法で船上濃縮する方法を確立した。  

（2）湖沼のpHの変化に伴う微量元素の湖内での挙動の変化を追うために，今後，酸性の湖水  

の中和が予想される田沢湖の調査を行った。湖水中の炭酸ガス濃度が著しく低いことが分かった。  

（3）1986年に炭酸ガス災害のあったカメルーンのこオス湖調査を行い，湖水の物理化学的な  

特性の計測と試料の採取を行った。  

〔発 表〕K57，C－22，24，C－26，27  

研究課題8）水質自動連続測定による環境影響の高感度検出法に関する基礎的研究  

〔担当者〕河合崇欣  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕植物プランクトンの生理的状態を反映して変化する水質項目などの自動連続測定に  

よって，各種の環境因子や水質汚染の影響を現場で高感度に検出する手法の開発，改良を行う。  

特に，「活性の低下」程度の軽微な影響の検出法に主眼を置く。対象藻類が死にいたる前に異常を  

知るために，「正常な変動パターン」を整理し，通常の変動幅とその因子についても検討する。  

（1）臨湖実験施設モニター装置を用いて，気象と水質を同時に連続測定し，水質変動に対する  

気象の影響を調べる。  

（2）溶存無機炭素濃度（DIC），溶存酸素（DO），pH，水温，照度の連続測定値から、植物プ  

ランクトンの光合成、呼吸活性が受ける環境影響を調べる手法を検討する。  

（3）水質などに反映されやすい生理的現象の検索とその計測法の検討を行う。  

（4）比較のための濁楕化法の検討を行う。  

研究課題 9）パルスレーザーを励起漉に用いT：誘導結合プラズマ（ICP）原子蛍光法（AFS）の  

開発  

〔担当者〕古田直紀  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕パルスレーザーをICPに照射して，そのとき発せられる蛍光スペクトルを瞬時に測定  

するのに，インテンシイファイアー付きフォトダイオードアレー検出器を用いたシステムを組み  
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立てた。   

分解能を損ねずに広い波長領域のスペクトルを測定するのに，エシェル分光器とフォトダイ  

オードアレーの組み合わせを試み，この組み合わせが，将来的に，面検出器を原子スベタト／レ分  

析に応用しうることを明らかにした。瞬時に広い波長領域のスペクトルが測定できる利点を生か  

して，フロトーインジュクション分析に応用し，本システムが過渡的な信号を検出するのに優れて  

いることを示した。  

〔発 表〕C－28，C－35～39  

研究課題10）水域環境指標としての有機化合物の検索と評価  

〔担当者〕白石寛明・大槻 晃  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕新規の汚染物質としてアルキルフェノールとその塩素化物を見いだし，その化学構造  

を合成した標準化合物との比較により決定した。底質及び魚中のこれら汚染物質の測定法を確立  

し，汚染状況を調査した結果，汚染源である製造工場を見いだした。底質・魚から化学物質の抽  

出法の検討，抽出された化合物の分画法（シリカゲルによるカラムクロマト法，分子量別による  

分画法として，SX2を用いるゲルタロマトグラフ法等）について検討を加えた。  

〔発 表〕C19，C9，10  

研究課題11）原子スペクトル分光法等の機器分析を用いた生体中の微量元素の分析法に関する  

研究  

〔担当者1森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕昭和57年度～平成3年度（1982～1991年度）  

〔内 容〕原子吸光法としては，交流ゼーマン効果原子吸光法及び長光路原子吸光法の応用を進  

めた。元素の同位体比の測定を熱イオン化質量分析器及びICP質量分析器を用いて行い，同位体  

希釈分析法により正確な分析を行うとともに，特に鉛についてその起源について検討を加える。  

ヒ素及びゲルマニウムについては，水素化合物導入法プラズマ発光分析法及び質量分析法を検討  

した。さらに高感度な多元素同時分析法としてICP質量分析法について検討する。また，特に毛  

髪及び食品試料について，これらの手法の応用により得られた分析値の集積を図った。  

〔発 表〕C38，C－18，19，45  

研究課題12）生体中に含まれる元素の化学形掛こ関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

柴期 間〕昭和57年度～平成3年度（1982～1991年度）  

〔内 容〕各種のクロマトグラフィーと原子スペクトル分光法等の元素の分析法を結合させたハ  

イブリッド法の開発を引き続き行った。HPLCJCP－AES法は，コンピュータ化によりデータ処  

理を容易に行わしめ，組成の化学式を計算できるようにした。HPLC－AA法は，長光路原子吸光  

法を用いた高感度分析を検討し，応用例として有機スズ化合物を扱った。さらに本年度は，HPLC－  

ICトMS法について検討を行った。また，各種の機器分析を組み合わせて尿及び血清中のセレニ  

ウム，評苔類中の希土類元素や銅，臭素，海産生物中のヒ素化合物，細胞内の核中の鉛化合軌  

酵母中のクロム化合物，生体試料中の金化合物等を扱った。さらに組織内の局所分布を明らかに  

するため，車線マイクロアナリシスの活用を広げるとともに，レーザー加熱気化ICP質量分析法  
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及びSIMS法の予備的検討を行った。  

〔発 表〕C－13～18，C－8，48，49  

研究課題13）生体に関連する悪臭成分の分析化学的研究  

〔担当者）安原昭夫  

〔期 間〕昭和59～63年度（1984～1988年度）  

〔内 容〕腐敗によって生じるアルデヒド類の分析法を検討した。まず飽和アルデヒド類はシス  

テアミンでチアゾリジン誘導体にし，NPD検出器を付けたガスタロマトグラフで分析する方法  

を確立した。不飽和アルデヒドとしては，アクロレインを用い，〃－メチルヒドラジンでピラゾリ  

ン誘導体に変えて分析する方法を確立した。  

〔発 表〕C－39，40，41，44  

研究課題14）表面分析法の環境試料への応用  

〔担当者〕相馬光之・瀬山春彦  

〔期 間〕昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔内 容〕Ⅹ線光電子分光法（ⅩPS）などの表面分析法の環境試料への応用の検討を続けている。  

都市ごみ焼却炉で生ずるフライアッシュ，残灰の表面元素組成と，溶出試験によるその変化を調  

べた。平均組成に比べ表面層における濃度が著しく高い，フライアッシュの飼（Cu），亜鉛（Zn），  

スズ（Sn），鉛（Pb）のうち，Znは水による溶出で表面層から選択的に溶け出してくるのに対し，  

Pbは一度溶出した後，再び粒子上に沈着することによって，溶出処理後，表面濃度が上昇するこ  

とを直接観測することができた。Pb4f電子，S（硫黄）2p電子の結合エネルギーからPbは硫酸鉛  

として沈着するものと推定された。水漕で冷却処理されている残灰でも重金属の表面濃度は高い  

が，溶出率はフライアッシュに比べ低い。酢酸アンモニウム溶液，塩酸などによる各元素の溶出  

挙動と関連した表面濃度の変化が観測できることが分かった。  

（発 表〕C20，（ン12～14  

研究課題15）底質，土壌中の元素の状態分析に関する研究  

〔担当者〕瀬山春彦・田中 敦・相馬光之  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕本年度は主に摩周湖底質試料に対してバルク分析（化学分析）と表面分析（Ⅹ線光電子  

分光分析・電子顕微鏡観察）を組み合わせた測定を行った。その結果，摩周湖底質試料では特定の  

底質層中で高濃度の鉄及びマンガンが酸化物又は水酸化物として底質粒子表面に沈着したり，微  

粒子として混入していることが分かった。また，アルカリ金属，アルカリ土類金属イオンは底質  

粒子表面から溶脱していることが明りょうに示された。このように，表面分析とバルク分析の組  

み合わせから底質粒子の成因や風化などに関する重要な知見が得られることが明らかとなった。  

〔発 表〕c－11   

研究課題16）底質，土壌中の有機化合物の存在状態及び化学変化に関する研究  

〔担当者〕相馬悠子・相馬光之  

〔期 間〕昭和59～63年度（19朗～19朗年度）  

〔内 容〕タロロフェノール，ジクロロベンゼン異性体の粘土表面（層間）での室温，空気存在  
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下における反応を層状粘土鉱物モンモリロナイト，火山灰起源のアモルファス粘土鉱物アロフェ  

ンを使って比較した。タロロフェノールは脱塩素及び塩素付加，ジクロロベンゼンは異性化反応  

がモンモリロナイト，アロフェン表面で主反応であり，表面積が20倍以上も大きいアロフェン表  

面でこれらの反応はより速く進むのが見られた。  

〔発 表〕C21  

研究課題17）底質からみた堆積環境の変動に関する研究  

〔担当者〕田中 敦・相馬光之  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕本年度は，誘導結合プラズマ質量分析法（ICPMS）を底質の堆積年代測定法の一つで  

ある鉛－210法に援用することを試みた。従来のβ線測定法では，岩石由来の放射能を全層にわ  

たって均一と仮定するため，台風や火山灰などの影響を見積りにくい。ICP－MSによる可抽出体  

ウラン238から求めた岩石由来の放射能と従来法を比較することで，イベ㌢ト性の現象の影響を  

評価した。屈斜路湖底質には，複数の火山灰層があり，前年度見いだされた摩周湖と共通な火山  

灰層の降灰年代が250年と推定された。これから，摩周湖の平均堆積速度が求められた。  

〔発 表〕c－18  

研究課題18）大気中のガス状汚染物貿の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・郡刀正行・宇野由利子  

〔期 間〕昭和55年度～平成2年度（1980～1990年度）  

〔内 容〕最近，環境大気の分野では非汚染地域でのモニタリングが重要視されているが，二酸  

化硫黄（SO2），一酸化窒素（NO），二酸化窒素（NO2），光化学オキシダント（0ズ）のモニタリ  

ング装置は，湿式法が公定法となっている。湿式法は試薬の調整など十分な維持管理体制が必要  

である。本研究では，長期間メンテナンスフリーで運転できる可能性がある乾式モニタリング装  

置の特徴，問題点等を実験的に検討することとし，本年度は03の測定法である紫外線吸収法及び  

ケミルミネッセンス法によるオゾン乾式モニタリング装置の温度及び湿度の影響を検討した。中  

緯度地域での温度範囲では両方式ともほとんど影響のないことを確認した。湿度については高湿  

度（80％以上）条件では異常値を記録することがあり，さらに詳細な実験を重ねる必要のあるこ  

とが認められた。また，前年度に引き続き，トリエタノールアミン円筒ろ紙法によるSO2，NO2  

の同時簡易測定法の実用化のためのフィールド測定を行った。  

〔発 表〕C11，30，C－41  

研究課題19）大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・胡刀正行・西川雅高・柴田恵子・土井妙子♯（■技術部）  

〔期 間〕昭和55年度～平成2年度（1980～1990年度）  

〔内 容〕大気粉じん中の成分分析法に関する研究を行っているが，本年度は次の2課題につい  

て研究した。  

（1）炭素成分分析法の研究：ハイポリュームサンプラ一によって採取された大気粉じん中の  

炭素成分（元素状炭素，有機系炭素）の分別分析法は熱分離法が有効であることを前年度までに  

確認したが，本年度は不活性ガス（N2又はHe）中での熱分離温度条件を実験的に検討し，  

600～6500Cが適温であることを確認した。また，検出器（TCD，NDIR，FID）の感度及び精度を  
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検討した。  

（2）黄砂を対象とした各種成分の分析法の研究：大気粉じんの起源推定のために放射化分析  

法による分析結果が従来から用いられているが，原子吸光法，プラズマ発光分光分析法，イオン  

クロマトグラフ法など一般的な分析法を用いて得られた元素又はイオン成分の分析値を起源推定  

に用いることを検討した。試料として黄砂飛乗時の大気粉じんを用い，黄砂の寄与率を求めた。  

〔発 表〕C－29，C－3，21～25，42  

研究課題 20）マススペクトルの解析手法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・新藤純子■（●環境情報部）  

〔期 間〕昭和58年度～平成2年度（1983～1990年度）  

〔内 容〕各種の磁場型及び四重極型ガスクロマトグラフ質量分析計で測定された未知のマスス  

ペクトルを本研究で開発したマススペクトル検索システム（NIES－MSLSシステム）を用いて高  

精度の同定を行うために次の研究を行った。ヘキサクロロベンゼン，DFTPPなどの代表的な標  

晶のマススペクトルを各種のガスクロマトグラフ質量分析計によって測定し，その結果とNIES  

データベース中のリファレンススペクト／レとを比較して各機種の補正係数等を検討した。また，  

NIESLMSLSシステムをパーソナ）L／コンピュータで利用するためのソフトウェアを検討した。  

〔発 表〕C－32，C－40  

研究課題 21）湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究  

〔担当者〕河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・相崎守弘●・細見正明■・稲葉一棟■・海老瀬清一＊・  

福島武彦♯・大坪国順－・安野正之■●・春日清一＝・高村典子＝・花里孝幸＊●・岩熊  

敏夫＝・野原精一＝・上野隆平＝（♯水質土壌環境部，＝生物環境部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦（西浦）は利水計画及び水質保全対策の実施とともに，大きく変貌しようとし  

ている。すなわち，19朗年より，霞ヶ浦水ガメ化事業とともに利根川及び那珂川からの導水事業  

が開始され，現河川からの全流入量の約2割壮図雨量が導入される計画になっている。1粥5年湖  

沼環境保全法に基づき水質保全計画が策定された。また，霞ヶ浦流域下水道も，石岡地区を中心  

に完成に近づき，その下水は土浦下水処理場で処理されることになる。このような大きなインパ  

クトが霞ヶ浦（西浦）湖水水質及び生物相にどのような変化を与えるか明らかにする。   

霞ヶ滴（西浦）の調査を毎月1回実施し，湖内の10地点において一般項目，主要陽イオン，陰  

イオン，微量重金属元素，残留農薬，栄養塩（全リン，溶存リン，オルソリン，溶存窒素，アン  

モニア，亜硝酸，硝酸）濃度を測定し，細菌，植物プランクトン，動物プランクトン，底生動物，  

魚類の現存量と種組成を調べる。  

研究課題 22）化学形態分析のための環境標準試料の作製と評価に関する研究  

〔担当者〕岡本研作・森田昌敏・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕（1）有機スズ化合物分析のための標準試料として，NIESNo．11「魚肉粉末」を東京  

湾産のスズキ白身から凍結乾燥，均質化して調製した。  

（2）「魚肉粉末」標準試料中の全スズ，トリプチルスズ，トリフユニルスズについて，国内13  

機関に分析を依頼し，国立公害研究所の分析値と合わせて保証値を決定するためのデータを得た。  
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〔発 表〕C－5～9，C－2  

研究課題 23）′くックグラウンド地域における環境汚染物質の長期変動に関する研究  

〔担当者〕向井人史・横内陽子・安部書也・野尻幸宏・白石寛明・古田直紀・河合崇欣・大槻 晃・  

柴田康行・植弘崇嗣・岡本研作・安原昭夫・森田昌敏・田中 敦・瀬山春彦・相馬  

光之・西川雅高・珊刀正行・溝口次夫  

〔期 間）昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕特別研究「バックグラウンド地域における環境汚染物質の長期モニタリング手法の研  

究」（昭和58～62年度）で行われた摩周湖，隠岐島（大気成分特に粉じん），非汚染沿岸域（二枚  

貝）などにおける特定汚染物質の濃度レベルとその変動傾向に関するパイロット的モニタリング  

を引き継ぎ，そのまとめに必要な分析，．データの解析を行うとともに，環境汚染物質の長期変動  

に関する今後の調査，研究の方向について検討した。また地球環境のバックグラウンド地点とし  

ての南極におけるモ土タリングについて予備的検討を行った。摩周湖をバックグラウンドレベル  

モニタリングの代表地点として用いるための主な技術的問題が解決され，適性がより強く確認さ  

れた。隠岐島粉じん成分の変動が発生源の推定に有効であることが明らかとなった。二枚貝の分  

析ではICPMSの導入により測定できる微量成分元素の種類が飛躍的に増大した。  

〔発 表〕K－4，6～18，33，74～83，k－6，C－1，2，31，43，C－18，44，66  
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2．2．4 大気環境部  

〔研究概要〕成層圏オゾン層変動，酸性雨等の問題に加えて，地球温暖化問題が本年特に社会的  

にクローズアップされた。大気環境部においては，特別研究を中心にこれら地球規模大気環境に  

関連した研究に力が注がれているが，経常研究ではそれらのベースとなる大気中の物理的・化学  

的基礎過程の研究を中心に，以下の課題について研究が行われた。   

大気物理研究室ではレーザーレーダーによる大気観測手法の研究を引き続き進めたほか，成層  

圏エアロゾル層の動態，成層圏・対流圏間の物質輸送の研究等，上層大気の動態解析に係る研究  

を行った。   

大気化学研究室ではレーザー誘起蛍光法をはじめとする分光学的手法による気相化学反応の研  

究，クラスター分子，金属超微小粒子の物性，反応の研究等，大気反応基礎過程の新しい測定法  

による研究がなされた。   

大気環境計画研究室では流体力学の面からの大気の流れに関する研究，都市大気中の乱流構  

造・拡散機構の研究と共に，熱帯域における大気循熱こ関する研究等，対流圏大気の動態解析の  

基礎となる研究を行った。   

またエアロゾル研究室では霧水中の過酸化物の分析，日本海側降雪中の硫黄同位対比の測定等，  

酸性降下物の生成・沈着過程に係る研究，さらにエアロゾル粒子の生成と測定手法に関する研究  

等がなされた。   

前年度建設されたオゾンレーザーレーダーは本年度より観測が開始され，斬らたにスタートし  

た特別研究「成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究」の中で活用がなされて  

いる。またオゾン監視のため，人工衛星（ADEOS）への光学センサYの搭載が予定され，所内プ  

ロジェクトチームにおいてセンサー開発の検討が開始された。   

このほか大気環境部では，特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」「地球  

温暖化に係わる炭素系微量成分のグローバル変動に関する先導的研究」に積極的にかかわり，研  

究を遂行している。  

研究課題 1）成層圏エアロゾル層の動態に関する研究  

〔担当者〕林田佐智子・笹野泰弘・中根英昭・竹内延夫・松井一郎■（■技術部）  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～19き8年度）  

〔内 容〕本研究では成層圏エアロゾルの分布状態と光学的性質を調べるためにレーザーレー  

ダーを用いて継続的に観測を行い，その時間変動を調べた。また，火山囁火との対応を調べ，気  

象データを採用して，成層圏内での物質輸送を調べた。  

〔発 表〕D－34，36  

研究課題 2）全球気象データの解析に基づく地球規模の物賀輸送に関する研究  

〔担当者〕林田佐智子・笹野泰弘  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～1988年度）  

〔内 容〕地球規模での物質の輸送，特に黄砂現象や酸性雨，成層圏エアロゾルの輸送過程を解  

明するために，大型計算機を用いて気象データを基に流跡線解析等を行い，レーザーレーダー観  

測の結果等と比較を行った。  
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〔発 表〕D－18，21，22，d－40，■68  

研究課題 3）成層圏・対流圏間の物質交換に関する研究  

〔担当者〕笹野泰弘・林田佐智子・中根英昭  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕レーザーレーダーで観測される対流圏上部から成層圏にかけてのエアロゾル分布の時  

間変動を手掛かりとして，成層圏・対流圏間の物質輸送現象の解明の可能性を明らかにするため  

に，レーザーレーダーによるエアロゾルの鉛直分布の観測を継続して行うとともに，高層気象デー  

タ，気象庁数値メッシュデータ等の利用により空気塊の移動に関する解析を行った。  

〔発 表〕D－18，21，22，d－37，40，68  

研究課題 4）大気観測用新レーザーレーダー手法の開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕杉本伸夫・笹野泰弘・湊 淳・林田佐智子・竹内延夫・松井一郎・（・技術部）  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕大気環境を総合的に把握するための各種の情報を高密度かつ空間的に連続して観測す  

ることを目的とする，新しいレーザーレーダ†技術の基礎となる計測手法の開発と，計測に係る  

大気性状の解明を行う。このため高スペクトル分解レーザーレーダーによるエアロゾルと分子の  

後方散乱比及び気温の遠隔計測に関する検討を行った。また擬似ランダム変調レーザーレーダー  

の手法のコヒーレントライダーヘの発展を理論的に検討し，基礎実験を行った。  

〔発 表〕K－5，D－23，24，27～29，d－51～54，56，58  

研究課題 5）衛星センサーによる大気環境計測法の研究  

〔担当者〕竹内延夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔発 表〕NOAA9号搭載のSBUVセンサーのデータを名古屋大学水圏科学研究所の協力を得  

て受信できることを確認し，「User’s Manual」によってSBUVデータの高度分解能，解析精度  

等の性質を調べた。データ解析のために必要なプログラムをNASAゴッダード研究所より入手  

し，NOAAから入手したテストデータによって鉛直プロファイル導出用の解析プログラムをテス  

トした。またSBUVがドプソン計による全オゾン量との比較検討結果に関してNOAA，NASA  

の研究者から問題点の説明を受け，将来SBUVデータが全球的なオゾンモニターに有益であるこ  

とを確かめた。またAFGLのFASCOD大気光学モデルを使用して赤外域の透過，輝度計算を行  

うとともにそれらの結果を「資源リモートセンシ・ングセミナー」で講演した。   

研究課題 6）レーザーレーダーを用いた大気の構造及び運動に関する研究  

〔担当者〕中根英昭・笹野泰弘・杉本伸夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕つくばに対して，東北東からの海風2例，南東及び南方向からの海風それぞれ1例に  

ついて比較検討を行った。東北東からの海風2例では，海風と一般風の相対速度が大きく海風ヘッ  

ド内の乱れが大きかった。南東からの海風では，混合層構造が明りょうに認められ，海風は混合  

層の下部を侵入してきた。両方向からの海風の例では，海風の厚さは混合層の厚さと同等又はそ  

れ以上で，混合層を押し上げながら侵入してきているように見えた。大気汚染測定局のオキシダ  
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ント濃度と比較することによって，この海風は千葉方面から光化学スモッグを輸送していたこと  

が明らかになった。  

〔発 表〕d－59，61  

研究課題 7）光イオン化質量分析計によるクラスター分子の研究  

〔担当者〕豊田伸明  

〔期 間〕昭和60年度～平成2年度（1985～1990年度）  

〔内 容〕大気中でのエアロゾル生成や酸性雨問題と関連ある研究課題として，水，アンモニア，  

ギ酸，酢酸，アルコール，等の分子又は分子間でのクラスター生成とクラスター分子内イオン反  

応を，光イオン化質量分析計を用いて研究した。本年度は気相反応と液相反応との接点を探る目  

的で，気相イオン分子反応として有名な，シクロヘキサンイオンとアセチレン分子の反応を，ク  

ラスター分子内で起し，クラスター分子内での特異的な反応を見いだした。特にアセチレンによ  

るシクロヘキサンイオンからの6個の水素が引き抜かれるという興味ある反応が見いだされた。  

〔発 表〕d－100，101  

研究課題 8）赤外・可視・紫外フーリエ変換分光器を用いた変調法による化学反応の研究  

〔担当者〕畠山史郎  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容】有機硫黄化合物の大気中における酸化反応において重要な役割を果たすC札Sラジ  

かレの後続反応の機構を明らかにすることを目的にCH。SNOの光分解を行い加える酸素やNO2  

の影響を研究した。NO180を用いて実験したところSO180の生成が確認された。これにより  

CH。SとNO2の反応によってSO2が生成することが初めて実験的に確認された。反応機構とし  

てCH3S＋NO2→CH3SO＋NO，CH，SO＋NO2→CH3SO2十NO，CH3SO2＋02→HCHO＋SO2＋  

OH及びCH，SO＋202→HCHO十SO2＋HO2等の反応によりSO2が生成しているものと推定  

された。  

〔発 表〕d－64  

研究課題g）ダイオードレーザーを用いた気相化学反応の速度論的研究  

〔担当者〕坂東 博  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕大気化学的に重要なラジカル反応の速度定数を求めることを目的として，レーザー光  

分解一ダイオードレーザー吸収法によるラジカルの時間分解測定のための実験手法について検討  

した。本年度は，小反応体積でHO2等のラジカルの検出のために十分な吸収光路長を可能にする  

光学系を有する反応容器を設計・製作した。   

これとは別に，レーザー誘起覚光法を用いて，過酸化水素やヒドロペルオキシドの光分解過程  

におけるOH，HOヱ生成比を明らかにした。またジメチルペルオキシドとOHの反応速度定数を  

求め，後続反応についても知見を得た。  

〔発 表〕d－72，75   

研究課題10）レーザー分光法による化学反応動力学の研究  

〔担当者〕井上 元  
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〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕（N20）2VanderWaals分子をパルス分子線源により生成し，これを193nmのユキ  

シマーレーザーで光分解し，生成物のNOをγ－bandのレーザー蛍光法で測定した。生成したNO  

の振動分布はり＝0と3，4にピークを持つ分布となり，また回転分布はT＝帥～70kで近似され  

る低い温度分布となった。これは，N20＋0（lD）の反応で生成するNOの振動回転分布と極めて  

大きく異なっており，理論的検討が望まれる。  

研究課題11）金属超微小粒子の分光・物性・反応に関する研究  

〔担当者〕鷲田仲明  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕大気中に存在するエアロゾルの核になっている金属超微粒子の物理・化学的性質を明  

らかにする目的で，金属のクラスター分子をレーザー蒸発法で生成し，その分光・物性・反応を  

研究している。本年度は，レーザー蒸発法ヒ超音速ビーム法の組み合わせで，各種金属のクラス  

ターを生成し，飛行時間型質量分析計で検出することに成功した。さらに負イオンクラスターに  

ついてもパルス電場をかけることによって，飛行時間型質量分析計による測定に成功した。今後  

はレーザー光脱離による光電子分光法を取り入れる予定である。  

〔発 表〕d－102  

研究課題12）温度成層化した乱流の構造と拡散機構に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡・花崎秀史・鵜野伊津志・官尊 武・光本茂記・高薮 緑・上原 清書  

（－技術部）  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕浮力は大気中の乱流構造，拡散機構に支配的な役割を果たす。この浮力効果は接地気  

闇とその上空ヒでは本質的に異なり，また，これが流れ方向，スパン方向と鉛直方向でもそれぞ  

れ異なり，さらに運動量，熱，物質の拡散過程においてそれぞれ異なる。これまで，これらのこ  

とを実験的に示し，これを統一的に説明できる乱流理論を展開してきた。本年度はこの理論を組  

み込んだ気流の数値モデルを用いて，重力流の挙動を詳細に調べた。その結果，日中の海風重力  

流のように，海上にあった重い気体が陸上の混合層を押しのけて進行するような場合には，重力  

流の前線付近に形成される強い上昇流が混合層内の熱対流運動を強め，重力流自体の進行速度を  

極端に遅らせることを見いだした。また，重力流ヘッド内部に強い施回流が形成される結果，こ  

の部分が重力流本体と切り隔されて独自に高速で進行し，内部地域の奥部にまで到達してナイト  

スモッグを引き起こすことを示した。  

〔発 表〕D－8，10，11  

研究課泡13）都市域大気中の乱流構造と拡散機備に関する研究  

〔担当者〕鵜野伊津志・若松伸司・植田洋匡  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕都市域における一次汚染物質による高濃度は晴天微風の夜間に出現する。本研究では，  

都市域の乱流・拡散の構造を観測データと精密な乱流輸送理論に基づく数値モデルにより定量的  

に把握するとともに，数値モデルによるシミュレーションを行い，都市境界層内外での乱流構造  

と汚染物質の拡散機構の詳細な検討を行う。本年度は，新宿御苑における大気汚染と大気乱流の  
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野外観測結果と大気汚染常時監視局データを基に，夜間の陸風前線の通過と都市域の大気拡散構  

造の変化の解析を行い，陸風前線の通過が高濃度の大気汚染の発現と密接に関連すること示した。  

〔発 表〕D15，16，d－26，28，29  

研究課題14）気液界面の乱流構造と壁面乱流の発生機構に関する研究  

〔担当者〕植田洋匡・高薮 緑・光本茂記  

〔期 間〕昭和53～63年度（1978～1988年度）  

〔内 容）上面を冷却し，下面を加熱したときに生じる熱対流について，その上面が固体壁面  

（noSlip条件）から気液界面（slip条件）に変化した場合の熱対流の内部構造の変化を調べた。  

これは温暖な気団が寒冷気塊の上に乗り上げる場合に相当し，強い積雲対流を促し，集中豪雨や  

豪雪の引き金になると考えられる。室内実験及び数値計算の結果，この遷移過程では乱流運動が  

活発化し，乱流拡散が数倍大きくなることを示した。これは，熱対流の内部構造が変化して，上  

昇流，下降流の領域が局在化し，鉛直流速が極端に強まることによることが明らかになった。  

〔発 表〕D12～14，d－12，14  

研究課題15）対流圏における大気汚染現象のモデル化に関する研究  

〔担当者〕若松伸司・鵜野伊津志・植田洋匡・酒巻史郎  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕対流圏における大気汚染モデルは基本的には数種のサブモデルで構成される。すなわ  

ち，三次元風系推定モデル，輸送拡散モデル，反応モデル（ガス），変質モデル（エアロゾル），乾  

性及び湿性沈着モデル，発生源モデル等である。これらの個々のサブモデルをフィールド観測デー  

タをもとに検証する。   

本年度は，従来から進めてきた光化学大気汚染予測モデルの改良を図るとともに，このモデル  

を用いて広域大気汚染現象の解明を行った。  

〔発 表〕d94，97～99  

研究課題16）流体運動に関する数値的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1986～1989年度）  

（内 容〕大気や海洋の流れは密度が一様でない成層流であるが，密度成層流中の内部重力波に  

関する線形理論は，流速と波速が一致するときに解が発散する。しかし，実際の流体では，波の  

非線形性により，上流へ減衰せずに伝播するcolummardisturbanceと呼ばれる水平方向の擾乱  

が現れる。その時間発展を数値的に調べた結果，定性的には，forcedmodifiedKdV方程式の解  

と振る舞いが似ていることが示された。  

〔発 表〕D－32，33，d65～67   

研究課題17）渦運動と空力書の発生に関する研究  

〔担当者〕官尊 武  

〔期 間〕昭和62年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕高レイノルズ数流れの中では集中渦領域が長く個性を保ち，物質輸送や空力昔の発生  

に重要な役割を果たしている。本年度は，渦核内の軸方向流れが渦運動に及ぼす効果を調べ，渦  
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の長波長，短波長安定性に対して本質的な影響を持つことを示した。特に，短波長安定性におい  

ては，軸対称モ、－ドと屈曲モードの非線形相互作用によって渦崩壊過程が説明されることを見い  

だした。  

〔発 表〕D37～40，d81～軋  

研究課題18）熱帯域における積雲対流活動と大規模循環との相互作用に関する研究  

〔担当者〕高薮 緑  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕1986年6～7月の西部太平洋赤道近傍域における雲クラスターの組織的な動きと力学  

場との関係を，GMS赤外ヒストグラムデータ及び気象庁客観解析データを用い，スペクトル解  

析，コンポジット解析，エネルギー収支解析により求めた。この時期，赤道近傍には，4，000km  

スケー／レの雲クラスターの集団（不一パークラスター）が約10度／日で繰り返し東進し，1，000km  

スケールの零クラスターは約8度／日で西進するという，二重構造が見られた。前者は東西風の収  

束場の動きに，後者は下層の渦度の動きに対応しており，対応する力学場の水平，鉛直構造から，  

各々，対流活動を伴う，赤道Kelvin波及びいわゆる偏東風波動であることが分かった。偏東風波  

動生成のメカニズムについては未解決であり，赤道Kelvin波との相互作用の解明とともに今後  

の課題である。また，エネルギー収支計算については，データの質に限界があるため，今後，よ  

り生データに近いものにより再検討したい。  

〔発 表〕d－49，50  

研究課題19）黄砂上への二酸化硫黄の吸着及び酸化反応  

〔担当者〕内山政弘・福山 力・水落元之■（■技術部）  

〔期 間〕昭和62～63年度（1987～1988年度）  

〔内 容〕黄土の主要鉱物であるスメクタイト（モンモリロナイト），カオリン上でのSO2の酸化  

反応を調べた。さらに黄砂は高度数kmを飛来することを考慮して，ゼオライトを用いて低温  

（0～－700C）での反応を検討した。これらすべての粘土鉱物上でSO2からSO42‾が生成すること  

が認められ，モンモリロナイト上での収率は室温で14ノJmOl／（gh）であった。またゼオライト上  

でのSO。2‾生成速度は低温になるに従って増大することが分かった。シリカ・アルミナ上のSO2  

の酸化反応はSO2分圧にほとんど依存しないから，黄砂の飛来に要する時間を4日，黄砂中の活  

性な成分を15wt％，粒子濃度を200／‘g／m3として室温でのモンモリロナイトの結果を当てはめ  

ると，4ノノg／m3程度のSO4Zが日本への飛来の途中で黄砂上に蓄積されることになる。  

〔発 表〕d－23，25  

研究課題 20）非球形粒子の発生とその動力学的及び光学的性質の研究  

〔担当者〕尾崎 裕・内山政弘・福山 力・水落元之●（－技術部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕ポリスチレン粒子を含む高濃度のラテックスを噴霧・乾燥し，ポリスチレン多粒体を  

発生させ，微分型静電分級器により二粒体のみを取りだした。これを微分型光散乱測定装置（入  

射光波長0▲633／川1）に導き，散乱強度の角度分布を測定した。その結果，粒径0・475～1・100／Jm  

の範囲で角度分布は球形ポリスチレン粒子単独の場合に近いことが分かった。このことはこの粒  

径範囲では二粒体は2個の球形粒子と認識されることを示している。同時に測定した偏光解消度  
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も5％以下であり，上記の結果と矛盾しない。  

〔発 表〕i－41  

研究課題 21）分子会合体のイオン化に関する研究  

〔担当者〕尾崎 裕・福山 力  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕超音波ノズルビームでArの分子会合体を生成し，下流でCC14分子と衝突させ，交換  

反応によって二成分分子会合体Ar。CC14を生成した。これを電子衝撃イオン化し，質量分析した。  

その結果，親イオンCCl．＋を含む分子会合体イオンArmCCl．＋が見いだされた。このCCl．＋は  

CC14単独分子のイオン化では余剰エネルギーのため分解してしまい検出されないものである。こ  

のことから分子会合体ArnCCl．中でのイオン化では，余剰エネルギーがCC14からArへ分散す  

ることにより分解が抑止されるものと考えられる。  

〔発 表〕D17，d－32，33，35  

研究課題 22）霧水中の過酸化物の分析  

〔担当者〕村野健太郎・福山 力  

〔期 間〕昭和63年度～平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕高濃度過酸化物の測定法として硫酸コバルトを用いる湿式法を採用し，昭和63年9月  

下旬赤城山において捕集した霧水中の全過酸化物（過酸化水素及び有機過酸化物）を定量したと  

ころ，液相濃度は0～2．5ppmの範囲にあった。また，ペルオキシダーゼの存在下で，♪一ヒドロキ  

シフユニル酢酸の二重化に伴って発生する蛍光を測定することにより低濃度過酸化物の定量が可  

能な分析装置を製作した。この装置の定量下限濃度は0．2ppbであった。  

〔発 表〕d－87，93  

研究課題 23）酸性降下物の生成・沈着過程並びに地域生態系に与える影響に関する研究  

〔担当者〕秋元 肇・福山 力・村野健太郎・泉 克幸・内山政弘・佐竹研一－・海老瀬潜一★■・  

高松武次郎■■・袴田共之＝・久保井徹事象・古川昭雄…・清水英幸…・水落元之■一“－●  

（■計測技術部，■－水質土壌環境部，…生物環境部，…■技術部）  

〔期 間〕昭和63年度～平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕（1）1988年1～3月北海道（幌延），新潟県（六日町，長岡，種す原），京都府（舞鶴）  

の合計5地点七採取した降雪試料について，イオン濃度の定量及び硫酸イオンとして含まれる硫  

酸の同位体比備羞値♂34Sを測定した。（2）土壌有機物のSH基の定量法を開発し，併せて土壌有  

機物中のS化合物の形態とその変動につき明らかにした。また重金属が集標した土壌に対する酸  

性雨の影響をカラム及びライシメーターの実験から検討した。（3）神奈川県丹沢山系に属する大  

山においてモミの枯損状況の調査を開始した。その結果，モミの衰退は樹高，胸高直径の大小と  

は関係なく枯損は老齢以外の原因と考えられた。一方，モミの枯損状況は，同じ大山の中でも場  

所によって異なることが分かった。  

〔発 表〕e－44，50，51  

研究課題 24）真空紫外レーザーによる新い、大気計測法の開発  

〔担当者〕井上 元・常田伸明  
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〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕真空紫外レーザー光は三光子混合法により発生させ，文献に近い特性が確認された。  

しかしその出力のモニター法は未確立で今後の課題である。飛行時間質量分析器は当初予定した  

二重収束型のイオン分析法では初期エネルギーを持った分子について正しい質量数・分解能を与  

えないので，リフレクトロン型に変更した。真空紫外レーザーを含む多光子イオン化は原子につ  

いて極めて高感度であり，フロン等の光分解実験に使用できることが明らかになった。分子の直  

接イオン化についてその検出限界は未だ明らかではない。  

研究課題 25）都市域における窒素酸化物の高濃度発現に及ばす大気乱流の効果に関する基礎的  

研究  

〔担当者〕鵜野伊津志・植田洋匡・若松伸司・上原：汚㌢（●技術部）  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕都市域における高濃度汚染発現のメカニズムを解明するために，既存の野外観測結果  

の解析と，東京大字駒場キャンパスにおいて係留気球を用いた大気乱流と大気汚染質濃度の垂直  
分布の測定を行った。汚染質としてはNO，NO2，0。，NMHCを測定し，大気乱流と汚染質の濃  

度変動を中心に解析を行った。これらの結果から，夜間の都市域ではNOz／NO∬の比と0。濃度に  

は正の相関がみられ，上空ほどNO2／NOズの比は増大する。NOz濃度の鉛直プロファイルは発生  

源からの鉛直乱流拡散と03との反応の和によって形成され，その鉛直こう配はNOズに比較して  

極めて小さい。発生源から排出されるNO2のNOズに占める割合は8．3％程度であり，夜間におい  

てNO＋0。→NO2十02の反応により生成されるNO2がNO2全体の85％に達することが示され  

た。また，NO2＋0ユの値は夜間の都市域では鉛直方向にほぼ一定値をとること等が明らかにされ  

た。  

〔発 表〕d30，31  

研究課題 26）東アジア地域対流圏化学のフィージビリティスタディ  

〔担当者〕秋元 琴  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕IGBP－IGAC（InternationalGeosphereBiosphereProgramme－InternationalGlobal  

Atmospheric Chemistry Program）の中で東アジア地域での人為汚染物質排出に係る対流圏化  

学研究が計画されているが，この中で取り上げ得るテーマについての検討を行った。特に本計画  

の一環としての航空機等を用いた乗アジア西太平洋地域のフィールド観測のフィージビリティ  

をさぐるため，いくつかの気象パターンに対して流跡線解析を行い，観測の妥当性を検討した。  
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2．2．5 水質土壌環境部   

〔研究概要〕水環境，土壌環境，地下環境ともに，解決しなければならない多くの環境問題を抱  

えている。特に湖沼の水質は，改善がみられず，環境基準の適合率は40％程度と極めて低い。こ  

のような背景を踏まえて水質土壌環境部は，本年度，水圏や土壌圏の環境問題を解決するための  

基礎となる25の研究課題に取り組んだ。   

陸水環境研究室では，湖沼の水質管理，排水浄化へのバイオテクノロジーの応用とその水域環  

境への影響，ごみ埋立処分地からの浸出水の陸水域への影響，陸水環境への界面活性剤の影響な  

どについて研究した。海洋環境研究室では，海域における物質輸送，海洋生態系におけるプラン  

クトン種の多様性とその生物制御機能，海洋環境に及ぼす人間活動の影響などに関する研究を実  

施した。   

水質環境計画研究室では，湖沼における水質と汚濁物質の移動，河川における水質と河床生物  

膜との関係，水中における微量有機汚染物質の挙動などについて研究した。霞ヶ浦臨湖実験施設  

では，最も富栄養化している湖として知られている霞ヶ浦の水質及び生物の季節的変動を調査す  

るとともに，水生微生物の代謝活性について研究した。   

土壌環境研究室では，土壌中における重金属や有機汚染物質の挙動，土壌・植物生態系におけ  

る栄養の循環，土壌中における有機物の物質代謝などについての研究を実施した。地盤沈下研究  

室では，内陸における地盤沈下の特徴，多層地盤の沈下観測システムの開発，地盤沈下の原因に  

なる粘土性土の圧密・圧縮特性などに関する研究を行った。  

研究課題1）湖沼の水質管理に関する基礎的研究  

〔担当者）矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子・岩崎一弘・須藤  

隆一●・松重一夫■・土屋重和－（●技術部）  

〔期 間〕昭和60年度～平成6年度（1985～1994年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦の土浦港において，6～11月にかけて〟gc和q岱めαgγ喝・よ乃OSα，〟．狛池川ム明画，  

〟．祓戒払の現在量の変化を調査した。夏期には，〟．βgγ喝ざ〃∂5αが優先し，秋期に〝．転流紘  

が優先する現象が認められた。」枕〝壷は分解消滅しにくいために秋期に優先するものと考え  

られた。霞ヶ浦より群体を形成する〟．祓承紘 N－1株を単藻化し，増殖特性を調べた。N－1株  

は，250Cで最も良好な増殖を示し，従来の〃ぬⅦ那蕗が30～350Cを好むのに対し，低い温度を好  

むことが判明した。光合成活性においても250Cで最も高い活性を示した。  

〔発 表〕E－62，e－37，90  

研究諌頸 2）′くイオテクノロジーを活用Lた汚水及び汚泥処理に関する研究  

〔担当者J稲森悠平・矢木修身・内山裕未・細見正明■冨岡典子■岩崎一弘・須藤隆一－・松貞  

一夫■（◆技術部）  

〔期 間〕昭和60年度～平成6年度（1985～1994年度）  

〔内 容〕バイオテクノロジーの技法を活用した汚泥の減量に果たす嫌気性原生動物の役割につ  

いて検討を加えた。嫌気性原生動物は汚水の省エネルギー的処理法である嫌気性ろ床法の反応槽  

内に出現するが，その適正環境条件を見いだすことができた。すなわち，嫌気性原生動物  

〟血妙阻．7毎叩研削は水理学的滞留時間が7．5～30h，BOD負荷が0・16～0．64kg／m3・d，  
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VFA20～70mg／J，pH6．8～7．8の範囲内でメタン発酵が効率的に進行し，汚泥の減量化行われ  

ている条件下で増殖することを明らかにできた。このほか，汚水及び汚泥処理に貢献する微生物  

の探索も行い数種見いだすことができた。  

〔発 表〕i－25，40  

研究課題 3）陸水域に及ぼす埋立処分地浸出液の影響に関する研究  

〔担当者〕細見正明・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・須藤隆一■・松重一夫－（＊技術部）  

〔期 間〕昭和61年度～平成7年度（1986～1995年度）  

〔内 容〕B市埋め立て処分地浸出液の水質調査を月1回の頻度で行った。BOD20～80mg／l，  

COD220～470mg／l，窒素400～690mg／l，リン2．0～6．7mg／lの範囲であり前年度調査したA  

市埋め立て処分地浸出液と同様，BOD／COD比が小さく，窒素／リン比の大きい浸出液で，さらに  

難分解性有機物は約2倍，窒素は約4倍の高濃度で含まれていた。  

〔発 表〕e26，34，36  

研究課題 4）培養微生物の陸水環境における挙動に関する研究  

〔担当者〕内山裕夫・稲森悠平・矢木修身・岩崎一弘・渡辺 信・服部浩之・広木幹也・須藤  

隆一●（≠技術部）  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕グラム陽性細菌における非伝達性プラスミドの伝播（可動化）について，放線菌を用  

いて検討した。使用菌株には，受容菌としてぶれノダび才（ね〃5TK23，伝達性プラスミド保有菌とし  

てS′γ．損壷お肌TK129／plj355，非伝達性プラスミド保有菌として5Jγ．J最血乃ぶTK154／plj385  

を用いた。寒天平板培地上に置いたフィルター上での接合伝達実験の結果，伝達性プラスミド  

plj355はTK23へ伝達することが確認され，一方，非伝達性プラスミドplj385はTK23へ伝  

達しないことが認められた。しかし，plj385はplj355保有菌共存下においてはTK23へ伝達す  

ることが認められた。以上の結果より，他の菌株へは自力で伝達できないため組換えDNA実験  

において安全なべクターとして使用されている非伝達性プラスミドも，伝達性プラスミドを保有  

する菌株≒の共存下では，伝達性プラスミドの手助けを受けて第三者であるほかの菌株に移る（可  

動化）ことが，グラム陽性細菌でも起こることが明らかとなった。  

研究課題 5）陸水中の重金属の溶存状態に及ぼす錯化剤の影響に関する研究  

〔担当者〕稲葉一穂・矢木修身  

〔期 間〕昭和62年産～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕クロム（ⅠⅠⅠ）とキレート型錯化剤との反応について，2種類の性質の異なる有機溶媒へ  

の抽出挙動を用いて検討した。無極性有機溶媒の四塩化炭素を抽出溶媒とした場合には，無電荷  

のトリス錯体が水相内で生成しこの化学種が抽出されること，全体を支配する律速反応は水相内  

でのモノ錯体の生成反応であることが求めらた。そしてその速度定数は水和クロム（ⅠⅠⅠ）の水分  

子交換速度定数とほぼ一致することが分かった。一方，溶媒和型有機溶媒のメチルイソプチルケ  

トンを用いた場合には，荷電化学種も抽出可能であった。この系では全体を支酉己する律速反応は  

水相中でのモノ錯体の生成であったが，その速度定数は報告されている水分子交換速度定数より  

数千倍大きく従来の理論では説明できなかった。この現象はouter－Sphereの前駆錯体が抽出され  

るためと考えられた。  
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〔発 表〕E－5，e6  

研究課題 6）陸水環境中における界面活性剤の挙動に関する研究  

（担当者〕稲葉一棟・矢木修身  

〔期 間〕昭和63年度～平成元年度（19郎～1989年度）  

〔内 容〕高速液体クロマトグラフィーを用いた直鎖型アルキルベンゼンスルホン酸塩の異性  

体，同族体分別定量法について検討した。その結果，従来法に比べて分解能が高い有効な方法が  

完成した。この方法を用いて各地の水域のモニタリングを行い，得られたデータから化学物質の  

挙動を解析する新しい手法を作成した。これらのデータをまとめて，直鎖型アルキルベンゼンス  

ルホン酸塩の水域内における分解性，吸着性等の挙動を明らかにするとともに，水環境の持つ浄  

化能力の定量化を行った。  

〔発 表）E－6，7，e－7，8  

研究課題 7）海域における小規模流動構造による物質輸送の研究  

〔担当者）原島 省・渡辺正孝  

〔期 間〕昭和60年度～平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容〕実験系において形成される密度不安定対流のパターンを，フラクタル次元を算出する  

ことにより解析した。その結果，流れがレイリー・テイラーから不安定なべナード対流への遷移  

を示すときには，フラクタル次元が非整数となり．パターンはフラクタルとみなされることが分  

かった。これに対し，流れが定常的なべナード対流を示すときには，フラクタル次元は整数とな  

り，パターンは全面積を通じて均一な分布（非フラクタル）とみなされるb  

【発 表〕E41，e74，75  

研究課題8）海域の汚染と植物プランクトン群集の種の多様性に関する研究  

〔担当者）渡辺 信  

〔期 間〕昭和60年度～平成3年度（1985～1991年度）  

〔内 容〕河口域及び沿岸帯に出現する植物プランクトン群集の程の組成を正確に把捉するため  

に，培養に基づく生活史，微細構造及び色素組成の解析を各種植物プランクトンで行っている。  

（1）車軸藻植物一群苔植物－シダ植物一高等植物へ進化していく緑色植物の中で祖先型と考  

えられているプラシノ藻の一種，〟蝕痛感晰川南披雄は有性生殖が発達していたことを初めて明  

らかにした。その性的融合過程，接合子の形，発芽過程分布が詳細に観察された。  

（2）三陸沖より分際・培養された緑色の渦ペン毛藻は内部にクロロフィルα，∂を有する藻を  

有する共生体であるが，ホストである渦ベン毛藻の微細構造を調べたところ，細胞表面に無数の  

鱗片を有することから，新属新種と結論された。  

（発 表〕E－70，e－91，94  

研究課題 9）海洋生態系における生物制御機能に関する研究  

（担当者〕木幡邦男・中村泰男・渡辺正孝  

〔期 間）昭和63年度～平成4年度（1988～1992年）  

〔内 容〕播磨灘に存在したケイ藻（Chaetoceros sp．とNiLzschklSp・）にCL antiquaJqW増殖  

阻害がみられ，接種後3～4日後にC．〃乃和才躍細胞濃度は著しく減少した。高pHでのC．〟乃軸M  
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の増殖を検討した結果，9・2pH以下では良好な増殖が得られ，9．2pH付近では変形した細胞が  

見られるもののわずかに増殖した。それ以上のpHではほとんどの細胞が変形した後，徐々に細胞  

洩度が減少した。一九ケイ藻の此奴ゐ由sp．は，9．5pH以上でも良好な増殖を示した。C．  

α”擁Mが高濃度に増殖あるいは集積すると，その光合成により海水のpHが上がる。約9．2pH  

上がるとC・anliquaO）増殖が止まるが，このとき，同時にNiLzshわsp．が存在するとC．antiqua  

の細胞濃度が著しく減少することが明らかとなった。このように増殖阻害性に著しいpH依存性  

があることから，阻害物質としてある種の脂肪酸の可能性が示唆された。  

〔発 表〕e－54～55，66～78  

研究課題10）水域における流域特性の水質及び底質に及ばす影響に関する研究  

〔担当者〕海老瀬清一・福島武彦・天野耕二事（■総合解析部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦，手賀沼等富栄養化のはなはだしい全国約30の湖沼で採集した底質サンプル  

の栄養塩，重金属，LASなどの化学物質，粒径分布を分析した。これらのデータを基に（1）底  

質組成変化の構造，（2）底質組成と懸濁物組成との関係，（3）底質組成に及ぼす流域，湖盆，  

湖水質の影響，（4）流下方向での変化特性，などを解析した。この結果，従来予測が困難であっ  

た底質中有機物濃度を，内部生産量と流域面積／湖面積比を用いて推定する方法を提案し，実測値  

とよく一致することを確認した。  

〔発 表〕K－28，k－1，B5，6，E－47，49，50，b－5～7，34，35，e－83～85，87  

研究課題11）湖沼における物質移動の水理学的研究  

〔担当者〕海瀬原潜一・大坪国順・平田健正・福島武彦  

〔期 間〕昭和62年度～平成2年度（1987～1990年度）  

〔内 容〕（1）底泥の堆積状態に関する継続的な現地データを整理し，その結果を基に，底泥の  

沈降・再浮上現象のシミュレーションモデル構築の際に留意すべき点について，2，3の考案を  

行った。さらに，底泥の沈降・再浮上現象のモデル化に関する既往の研究を整理した上で，床面  

での物質収支に関する新しいモデルを提案した。  

（2）青潮の物理的発生機構を考える上で必要となる現地データの収集及び，育潮発生時に状況  

を把握する現地調査を行った。  

〔発 表〕E21～23，e48  

研究課題12）河川流下過程の水質変化と河床生物膜の関係についての研究  

〔担当者〕海老瀬潜－・柏崎守弘・井上隆信  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年虔）  

〔内 容〕渦沼川での調査を継続して行い，河床付着生物膜の現存量・組成の一年間の変化，水  

質変化との関連について検討を加えた。  

（1）河床付着生物膜の現存量は，春から秋にかけて増殖速度は大きくなるが流量・流速の増加  

をもたらし生物膜をはく離させるような降雨が短い間隔で多数あったため，低く抑えられた。  

11～12月に現存量は増加したが，その後はく離により減少し，冬季には水温が低く生物膜の成長  

が抑えられているため，増加は認められなかった。  

（2）流下過程における水質の変化に与える河床付着生物膜による栄養塩の取り込みの影響は，  
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実際の河川では水質変化に影響を与える要因が多いため，流量の安定時にのみ水質変化に顕在化  

して現れ，水温が高くなると河床付着生物膜の生産量が大きくなり，溶存態窒素・リンの流下過  

程における減少がみられた。  

〔発 表〕e38，39  

研究課題13）水系中での有機汚染物質の収着特性と挙動に関する研究  

〔担当者〕今井章雄・海老瀬潜一  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕自然水系中での有機化学物質の運命はその収着特性に大きく依存する。収着反応は，  

物理的挙動のみならず，有機化学物質の化学反応性（活動度）及び生物学的毒性をも左右する。  

したがって，有機化苧物質の運命予測を行う場合，その収着特性を明確に把握しなければならな  

い。   

研究初年度である本年度は，文献調査を行い，研究展望・計画・手法と実験方法を確立した。  

有機化学物質として多環芳香族炭火水素（PAH：アントラセン，2アミノアントラセン）を選ん  

だ。自然水系中に存在する固相は種々の成分よりなる不均質混合物である。この固相をシミュγ－  

卜するため成分構成が均質かつ既知であるモデル固相（砂・シルトカオリン，モンモリロナイ  

ト，フミン質，アルミニウムケイ酸塩，酸化鉄，二酸化マンガン）を収着体として選択した。PAH  

の定量分析は蛍光光度法により行う予定である。  

研究課題14）水圏における微生物の存在状態と代謝機能に関する研究  

〔担当者〕柏崎守弘  

〔期 間〕昭和62年度～平成4年度（1987～1992年度）  

【内 容〕湖沼及び河畔等の水圏における微生物は，物質循環及び水圏環境に重要な役割を果た  

している。本年度は東京湾の青潮を対象に，東京湾の無酸素水塊形成に伴う微生物相の変化，及  

び育潮発生時の微生物量に関する研究を行った。無酸素水塊の形成に伴い，嫌気性従属栄養細菌  

数及び硫酸塩還元細菌数の著しい増加が観測された。青潮発生時には，これらの嫌気性細菌が表  

層水中で高濃度観測され，無酸素水塊の湧昇が微生物的にも確認できた。  

〔発 表〕E－2，3，e3，4  

研究課題15）霞ヶ浦の水質・生物変動に関する研究  

〔担当者〕相崎守弘  

〔期 間〕昭和63年度～平成10年度（19細～1998年度）  

〔内 容〕霞ヶ浦は日本の代表的な富栄養湖として知られており，湖沼の水質汚濁の研究を行う  

よいフィールドである。本研究では霞ヶ浦に隣接する礁湖実験施設の取水搭において高頻度に採  

取した湖水について，各種栄養塩濃度及びクロロフィル濃度等の測定を行った。クロロフィル濃  

度は9～10月に高い値を示し，冬期に減少した。特に1・月は貧栄養湖並の濃度まで低下した。  

〔発 表〕E－1，e－1  

研究課題16）土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕向井 哲  

〔期 間〕昭和50年度～平成2年度（1975～1990年度）  
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〔内 容〕非イオン性の有機塩素系農薬であるBHCと土壌腐植酸間の吸着機構については，研  

究がほとんどなされておらず未知の部分が多く残されている。本研究では，この吸着機構を赤外  

線分光分析法によって解析することを実施しており，現在データを集積しているところである。   

研究課題17）土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者〕高松武次郎  

〔期 間〕昭和52年度～平成2年度（1977～1990年度）  

〔内 容〕（1）前年度に引き続き琵琶湖内及びその流域より採取した環境試料（主に底泥）を元  

革分析し，湖内での元素挙動を陸水学及び環境学的立場から考察した。分析対象元素は30余種，  

分析方法は中性子放射化，蛍光Ⅹ線，原子吸光等である。  

（2）土壌及び底泥腐植酸に含有されるチオール基をDTNB試薬で発色，定量する方法を確立  

した。この方法を琵琶湖底泥腐植酸の分析に応用した結果，還元層で生成する硫化水素が底泥腐  

植物質に化学反応で取り込まれ，底泥有機物中のチオール基含量が増大する現象を見いだした。   

研究課題18）土壌毒物の物質循環に関する研究  

〔担当毛〕久保井徹・広木幹也・服部浩之・乙間末広■（－総合解析部）  

〔期 間〕昭和60年度～平成2年度（1985～1990年度）  

〔内 容〕下水汚泥を長期間連用したほ場とライシメータにおいて，栄養元素の挙動を解析する。  

本年度はライシメータ（淡色黒ボク土，汚泥400t／ha施用跡地）に対する希硫酸のかん水を継続  

するとともに，このライシメータの表土60gをカラム（2．5cm¢×25cm）に充てんして希硫酸の  

浸透実験を行い，次の結果を得た。  

（1）ライシメータ試験：pH3．5の希硫酸を過31mm相当量ずつ3年半かけ続けても，土壌  

溶液（10cm層）のpHは8前後であり，酸性化の兆候はみられなかった。  

（2）カラム試験：注入液を蒸留水から希硫酸（pH3．0）に変えると，カルシウム（Ca）やマグ  

ネシウム（Mg）の溶出が始まった。溶出液量が40J前後に達するとpHは低下した。この結果を  

単純にライシメータの実験条件に当てはめると，土壌の酸性化には数10～数100年を要すること  

になる。  

〔発 表〕B－8，E－25，e－47，50，51  

研究課題19）土壌の物質代謝機能に関する研究  

〔担当者〕服部浩之・向井 哲・久保井徹  

〔期 間〕昭和61年度～平成元年度（1986～1989年度）  

〔内 容〕下水汚泥を長期間連用した土壌中の有機物量及びそれらの分解性を，連用終了後約1，  

2，4年経過後に調べ，次の結果を得た。  

（1）土壌中の有機態炭素及び窒素は減少を続け，4年間で汚泥の約60％が分解した。一方，有  

機態リン量はiまとんど変化しなかった。  

（2）4年後の土壌の呼吸活性は，1年後の土壌の約1／3に減少したが，対照土（汚泥無施用土  

壌）に比べると約4倍高かった。  

〔発 表〕E－40，e－72  
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研究課題 20）土壌特性の空間的・時間的変動に関する研究  

〔担当者〕袴田共之  

〔期 間〕昭和62～63年度（1987～1988年度）  

〔内 容〕市徳地土壌のモニタリングのためのメッシュシステムを確立しようとする時，メッ  

シュの大きさが変わるとバラツキの大きさがどう変わるかを検討しそれぞれのメッシュでのサン  

プリング点数を明らかにする必要がある。そこで，メッシュの大きさを5km，1km，200m，10  

m（円）とし表層土と下層土を採取し鋼（Cu），ニッケル（Ni），亜鉛（Zn），鉛（Pb），ヒ素（As）  

などを分析しメッシュごとの各濃度の分散成分を推定した。その結果，分散の大きさは層位や元  

素により若干傾向を異にするが，概して5kmメッシュの分散の小さいことが多く，5kmメッ  

シュレベルではサンプル数は少なくてよいが，1km又は200mメッシュでのサンプル数を多く  

する必要があることが分かった。しかしながら，実際に採取できるサンプルの数は，必要経費と  

の関連で決ってくるのでそれを考慮して決めることとなる。   

そのほかに，森林土壌で酸性雨の影響を検討するための必要サンプル数を割りだし，最適計画  

を提案した。  

〔発 表〕K－42，e70  

研究課題 21）堆積環境を考慮した粘性土の圧密・圧縮特性に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間〕昭和59～63年度（19朗～1988年度）  

〔内 容〕堆積環境を人工的に制御したベントナイトとカオリンの混合試料を用いた室内におけ  

る繰返し圧密試験を行い，その結果，繰返し圧密時の圧縮特性は，繰返し周期にはあまり影響を  

受けず，残留体積ひずみだけの関数として表現できることを明らかにした。また，新潟県六日町  

を対象として，これまでに収集・分類を行った既存の各種資料及び硯位置で採取した乱さない土  

試料を用いた各種土質試験の結果を総合して，同地域の地盤沈下性状を把握した。   

これらの結果を総合して，堆積環境を考慮した粘性土の圧密・圧縮特性を明らかにした。  

〔発 表〕E－30  

研究課題 2Z）内陸盆地における地盤沈下性状に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏・宇都宮陽二朗■（●環境情報部）  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕内陸盆地は，テルツアーギの圧密論によって地盤沈下が説明される海岸平野とは異な  

り，地盤沈下基盤が水平でなく応力場が複雑であることが多く容易にテルツアーギの圧密論を用  

いることができない。このため，内陸盆地における地盤沈下性状を把握することを目的として，  

山形盆地を対象として地下水位の変化・地盤沈下観測記録・ポーリング柱状図等の基礎的資料の  

収集及び局地的変軌堆積等の地形学的特性の把握を行った。さらに，同地域内に位置する山形  
市陣場において採取した乱さない土試料を用いて，各種の力学試験を行った。これらの結果を用  

い山形盆地の沈下解析を行い良好な結果を得た。  

〔発 表〕e－41  

研究課題 23）人間活動が海洋の水圏・生物圏に及ぼす影響に関する基礎的研究  

〔担当者〕渡辺正孝・高松武次郎  
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〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕日本間辺を流れる海流を横断するように，日本沿岸から海洋汚染防止法に基づく有害  

廃棄物等の投棄海域の中心を通る測線（B～E）を設け，それら測線上の合計24測点において，動  

物プランクトンをORIネット（GG54，0．328mm目，表層水平引き）により採取し，体中の重金  

属濃度を放射化分析により測定した。   

凍結乾燥重量当たりの重金属濃度は，採集された動物プランクトン種組成により大きく影響を  

受けるため，各測点間の差異を直接議論できない。しかし，Bowen（1979）により報告されてい  

る値よりはるかに大きな値を示すものもあり，種組成の相異のみによっては説明できない点があ  

る。特に乾燥重畳当たりの亜鉛（Zn）濃度は廃棄物投棄海域との相関が強い分布形態を示した。  

下水汚泥中のZn濃度が高いことは報告されており，投棄により海洋生態系中に取り込まれたこ  

とを示唆している。  

研究課題 24）ラジコン飛行船を用いた環境データの収集とその利用に関する研究  

〔担当者〕村岡浩爾・大坪国順・原島 省・袴田共之・植田洋匡事・若松伸司■・鵜野伊津志●・  

村野健太郎・安岡善文－●・青木陽二■■・田村正行＝・古川昭雄＝＊・竹中明夫＝（－大  

気環境部，＝総合解析部，■＊■生物環境部）  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕従来の方法では観測が難しい研究対象に対して，ラジコン飛行船の有効性を検討した。  

（1）青潮観測，（2）接地層での気象要素と大気汚染濃度の観測，（3）森林の樹木被害の分布，  

に関するデータの収集を図るとともに，飛行船の改良点を探った。その結果，（1）や（3）の目的  

には適さないが，（2）の目的には非常に有効であった。特に海風侵入時における海岸付近でのオ  

ゾンと気温の高度300m以内垂直分布の詳細な計測に成功した。  

〔発 表〕d96  

研究課蹟 25）多層の地盤沈下観測システムの開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕地盤沈下観測装置は1つの地層に1つの観測井が必要になっているため経費がかさ  

み，観測網の整備は極めて困難な状態となっている。そのため，比較的安価に，1本の井戸で多層  

の地下水位と地層収縮塁を同時に観測できる装置を開発し，システム化を計ることが必要不可欠  

である。そこで，このような装置・システム開発のための基本構想をまとめこれを基に，1本の  

井戸で多くの地層（深度）でそれぞれ地下水位・地層収縮量を同時に測定できる手法の開発を行っ  

た。土の際，種々の分野で開発された新技術・新製品を取り入れる可能性について検討を行い，  

安価で信頼性の高い装置の開発に成功した。  
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2．2．6 環境生理部  

〔研究概要〕環境汚染の生体影響研究の最終目標の一つは人間活動によってもたらされる環境変  

化がヒトを含む生体に与える結果を予測することと，同時にその影響を予防することにある。環  

境生理部における研究は，主として実験動物を用いて環境汚染の生体影響を解明し，ヒトに対す  

る影響評価を行うための基礎資料を得ることを目的としている。部設立以来，大気汚染物質を中  

心とする環境汚染物質の生体影響について，．生理学，病理学，生化学，毒性学，免疫学等の分野  

から基礎的研究を行い，多くの知見を得てきた。また，構成貞の専門分野の多様性と用いる実験  

手法の違いを生かすために，研究室の枠を越えた共同研究を積極的に推進してきた。その過程に  

おいて，特に大気汚染物質，中でも二酸化窒素（NO2）の生体影響に関するクライテリアの充実に  

一定の貢献を果たしてきた。   

本年度行われた経常研究は，環境汚染物質の毒性発現機構の解明を目的とした研究と，より的  

確な影響評価手法の確立を目指した研究とに大別される。前者の研究としては，環境汚染物質に  

よるラットの行動変化に関連する生理活性物質の検索，異物代謝系の活性化，脂質代謝系の変化，  

肉芽腰の形成等について詳細に検討された。後者の研究としては，呼吸波形解析システムの開発，  

NO2のDNA障害作用の検討がなされた。また，より有効な影響検出法の開発を目指し，胎仔培  

養法，免疫細胞亜集団の糖脂質検索，肺胞マクロファージの不均一性，細胞骨格系の変化等につ  

いて検討され，興味ある知見が得られた。さらに，ビタミン欠乏や気道高感受性の動物を用いて  

環境汚染物質の影響を鋭敏に検出しようとしゝう試みがなされ，それぞれ所定の成果を上げている。  

奨励研究「IgA抗体によるIgE抗体の制御」では，IgEの制御を目指した研究がなされ，医学方  

面への応用が期待されている。特別経常研究「未規制化学物質の健康への影響評価手法の開発に  

関する基礎的研究」では，ホルムアルデヒドをモデル化合物として生理学，病理学，生化学の各  

方面から影響評価手法の開発に向けた研究が行われていた。  

研究課題 1）呼吸，循環機能に関する測定及び解析方法に関する研究  

〔担当者〕鈴木 明・河田明治  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～1988年度）  

〔内 容〕本研究では，実験動物を用いて呼吸，循環機能に関する指標について，測定法及び解  

析方法の検討を行った。その結果，呼吸様式，呼気及び血液中のガス分圧，呼吸代謝，心電図，  

血圧などの測定が可能となった。そしてそれらの指標の変化は，環境汚染物質による呼吸，循環  

機能を検索するために重要であることが判明した。また，パーソナルコンビ立一夕を用いた呼吸  

波形解析システムの開発により，これまで不可能とされていたラットやマウスのような微量な呼  

吸量や呼吸代謝量の測定，さらに毎分600～800の心電図や血圧脈波などの周期性及び周波数分析  

の検討も可能となった。本システムは市販のパーソナルコンピュータに市版の基板（A／D，D／A  

コンバータ等）を組み合わせて使用できるように改良したもので，今後，測定項目の増加と共に  

より広い応用が期待される。一方，各種の実験動物における上述のような指樟の測定値に関する  

報告は比較的少ないため，本研究によって得られた実験データも併せてデータベース化に着手し，  

データ数を随時増加させている。また，二酸化窒素（NO2）やオゾン（03）によるラットの肺水腫は，  

低酸素血及び高炭酸血に反映し，呼吸器系の疾患と相関する可能性が示唆された。また，呼吸神  

経に関する生理活性物質が鼻粘膜から測定され，その意味については，現在検討中である。  
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研究課題 2）大気汚染物質の生体影響に関する行動生理学的研究  

〔担当者〕局 博一・河田明治  

〔期 間〕昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔内 容〕近年，中枢神経系における神経伝達物質の機能的役割について行動学的研究が進めら  

れている。昨年に続いて特に行動を誘発する情動や感覚機能等に関連のある物質の測定を行った。  

その結果，未棉神経系に関係する鼻粘膜組織中に脳と同様にノルアドレナリン，ドーパミン，セ  

ロトニンが多く含まれており，これに比べて少量のアドレナリンが存在することが明らかになっ  

た。さらに主要な中間代謝物質は5－ヒドロキシインドール酢酸であることを確認することができ  

た。これまでの研究で，0．2～0．8ppmオゾン（03）をラットに連続暴露すると，暴露中の飲水，摂  

食，運動等の日常行動に影響がみられることを明らかにしてきた。以上の結果から大気汚染物質  

は，鼻粘膜などの末榔中経系を介して行動に影響することが考えられた。さらに，鼻粘膜に脳と  

同様な生理活性物質が含まれるということは，大気汚染物質の鼻粘膜への影響を，機能的側面か  

ら鮮明する糸口になる可能性があることを示唆している。  

研究課題 3）免疫細胞亜集団の楯脂賀検索に関する基礎的研究  

〔担当者〕野原恵子  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（19朗～1990年度）  

〔内 容〕細胞表面に存在する糖脂質の種類によって免疫細胞を亜集団まで識別できる可能性が  

示唆されているが，これらの糖脂質の構造に関しては，存在量が少ないことから十分な知見が得  

られていない。そこでラットについて，免疫細胞の貯蔵臓器であるひ臓を大量に集め，糖脂質の  

単離，構造研究を開始した。常法により粗糖脂質画分を得，イオン交換カラムクロマトグラフィー  

によって分画したのち，各種溶媒系によるシリカゲル系カラムクロマトグラフィーを行って，シ  

ァル酸1残基を含む（モノシアロ）糖脂質を11種類単離した。精粗成分析の結果，この中に，N－  

アセチルガラクトサミンとN－アセチルグルコサミンを同時に含む新規の糖脂質群の存在が示唆  

された。また，現在さらに微量のモノシアロ糖脂質，数種類の単離を行っている。  

研究課題 4）脂溶性環境汚染物質のテトラヒメナの脂質代謝に及ぽす影響に関する研究  

〔担当者〕彼谷邦光  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕脂溶性環境汚染物質であるベンヅ〔α〕ビレンのテトラヒメナの増殖に及ぼす影響と生  

体膜構成リン脂質の脂肪酸組成に及ぼす影響を調べた。0．25～1．25mMのベンヅ〔α〕ビレンを含  

む培地でテトラヒメナを培養したところ，ベンヅ〔α〕ビレンの濃度に依存して増殖率が低下した。  

また，0．75mMのベンヅ〔α〕ビレンを含む培地でテトラヒメナを15，28及び390Cの温度で培養  

した場合，培養温度が低いほどベンヅ〔α〕ビレンの影響が強く現れた。生体膜構成リン脂質の脂  

肪酸組成の変化はC18の不飽和脂肪酸で著しく，増殖率の低下につれてC16不飽和脂肪酸の役割  

の増加が観察された。これらの現象は生体膜の流動性ヒ関連するものと考えられるが，より詳細  

な検討が必要である。  

〔発 表〕F－3  

研究課題 5）胎仔培養系を用いた胎仔毒性の機構解明に関する基礎的研究  

〔担当者〕米元純三・河越昭子  
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〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕胎仔培養系をより有効に活用する目的で，予備的実験としての胎仔LimbBubCell  

（LBC）cultureの有用性，有効性の検討を行った。LBCCultureは簡便で，結果に定量性があり，  

分化の過程を含んでいることから，胎仔培養系を用いた実験を行うに当たってのdoseの設定，  

endpointの設定に有用であることが分かった。  

研究課題 6）大気汚染物質の肺の肉芽腫形成に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕河越昭子  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕自己免疫疾患の一種である肉芽腰の形成に対する大気汚染物質の影響について組織学  

的に検索を行った。ケイ酸アルミニウム，フライアッシュ，アスベスト等の粒子状大気汚染物質  

0．2mg又は0．1mgをマウス及びラットに気管内投与した結果，ケイ酸アルミニウム，アスベス  

ト投与群で2週間後に肉芽腰様の形成がまれに観察されたがそれ以上の発達は認められなかっ  

た。抗原として卵白アルブミンを同時に気管内投与した群では2週間後に肉芽腫形成が観察され，  

2か用後まで肉芽脛の発達が認められた。これらの結果から外部抗原によって感作された状態下  

でより肉芽腰の形成が進むことが示唆された。  

〔発 表〕f－2  

研究課題 7）環境汚染物貿に対する酵素レベルでの適応機構に関する研究  

〔担当者〕三浦 卓・高橋勇二  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～1988年度）  

〔内 容〕環境中に人工化学物質が蓄積してくると，生物は正常な状態を維持するために，これ  

らの物質に対し抵抗性を獲得し適応することが必要となる。生物の化学物質に対する防御機構の  

一つにチトクロムp－450に触媒される異物代謝系があり，微生物からほ乳動物に至る広い生物種  

に存在する。これまでに，エタン，エチレン，ジベンゾフランの塩素化物によって細菌，酵母，  

ラットの培養細胞でベンヅビレンを代謝する異物代謝活性が増加することを明らかにしてきた。   

本年度は，ラットの培養細胞をモノクロロジベンゾフランで処理し誘導されるmRNA重を調  

べた。3，4，2タロロジベンゾフランで処理した場合，mRNA量は，1・5，1▲3，1・2倍に増加し  

た。以上の結果から，化学物質に対して，細胞は遺伝子を活性化させ抵抗性を獲得する可能性が  

示唆された。今後，活性化された遺伝子産物のタンパク質を同定していくことが，化学物質に対  

する抵抗性獲得の機構を解明する上で重要である。  

研究課題 8）肺胞マクロファージの不均一性に関する研究  

〔担当者〕持立克身・三浦 卓  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕肺胞マクロファージは，骨髄の単球由来の細胞であるが，単球が肺においてマクロ  

ファージに成熟する過程は，いまだよく解明されていない。本研究では肺胞マクロファージを成  

熟度の異なる不均一な集団としてとらえ，それをより均一な亜集団に分離し，亜集団間の機能の  

相違を明らかにし，肺胞マクロファージが成熟する過程での機能の発達もしくは衰退について解  

明することを目的としている。   

本年度は，密度こう配遠心法で肺胞マクロファージを比重の異なる6つの亜集団に分画する万  
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法を確立した。また，0・2ppmオゾン（03）又は4ppm二酸化窒素（NO2）を暴露したラットより肺  

胞マクロファージを調製し，開発した方法で亜集団に分画した結果，0。，，NO2暴露4～5日日に小  

形の細胞が選択的に増加することを見いだした。  

研究課題 9）環境有害物質の細胞障害の一国とLての細胞骨格系の変化に関する研究  

〔担当者〕国本 字  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕細胞骨格系の構築状態の変化を鋭敏かつ性格に検出するための準備段階として，細胞  

骨格調整法の検討を行った。使用する界面活性剤の選択では，オクチルグルコシドが最も適当と  

判断されたが，従来より用いられているトリトンⅩ－100でも低濃度（0．05％／w／w）であれば実用  

上問題はなかった。処理温度としては，氷温及び室温を目的に応じて使い分ける必要があること，  

細胞骨格安定化剤としてファロイジを1／JM程度添加するのが適当であること等が明らかになっ  

た。  

〔発 表〕F4  

研究課題10）栄養不良動物に対する環境汚染物質の影響に関する研究・  

〔担当者〕高橋勇二・三浦 卓・鈴木和夫象（●環境保健部）  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕ビタミンA欠乏飼料を3週齢のラットに4週間投与し，ビタミンA欠乏ラットを作  

成した。ビタミンA欠乏ラットの血清中のビタミンA濃度は正常食ラットの約7％であった。ビ  

タミンAによる生理状態の変化を調べる目的でどタミンA欠乏ラットの血清及び各臓器の元素  

濃度を測定した。欠乏ラットの腎臓に含まれる銅の濃度が正常ラットの約2倍に増加した。   

正常あるいはビタミンA欠乏ラットに，6ppmの二酸化窒素（NO2）を2週間連続暴露し肺の  

DNA画分への号トナミジンの取り込み速度の変化を経時的に調べた。正常ラットでは，NO2暴露  

2日目に3H－チミジンの取り込み速度が非暴露動物の約10倍に増加した。一方，ビタミンA欠乏  

動物では，その増加が約7倍にとどまった。このことは，ビタミンA欠乏ラットはNO2による肺  

傷害を修復する能力が低下していることを示唆している。  

〔発 表〕f－16  

研究課題11）肺細胞の遺伝子傷害とプロモーション作用に及ばす環境汚染物質の影響に関する  

研究  

〔担当者〕佐野友春・市瀬孝道・嵯峨井勝  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕初年度は，大気汚染物質である二酸化窒素（NO2）をラットに暴露すると，発がんプロ  

モーションの指標の一つとされているODC（Ornitinedecarboxyrase）活性とポリアミン含量が  

増加することを示した。本年度は，NO2が肺細胞のDNA障害に及ぼす影響と，DNA修復に及ぼ  

す影響についてDNAアルカリ溶出法を用いて検討した。10ppmNO2をラットに暴露したとこ  

ろ，1～18時間，1～5日間暴露では，ラットの肺細胞のDNAに一本鎖切断は観察されなかった。  

また，DNA修復能に与える影響についても検討したが，DNA修復能には影響を与えなかった。  

これらのことから，NO2は肺細胞のDNA障害を介して，肺の発がん促進に関与する可能性は少  

ないと思われる。  
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研究課題12）高気道反応性及び低気道反応性実験動物の育成に関する研究  

〔担当者〕小林隆弘・山根一括・高橋 弘・高橋憤司・伊藤勇三・い技術部）  

【期 間〕昭和63年度～平成9年度（19細～1997年度）  

〔内 容〕大気汚染が呼吸器に及ぼす影響を考える場合，非特異的な刺激に対する気道の反応性  

が高い集団が低い集団に比べ影響が大きくでる可能性があるため，モルモットを用い，気道反応  

性が異なる集団を育成することを目的とした。ヒスタミンーエアロゾルに対する気道反応性が，モ  

ルモットの個体により大きく異なることを見いだした。気道反応性の高い群の親からは気道反応  

性の高い子，気道反応性の低い子からは低い子が産まれる確率が高いことが見いだされた。   

研究課題13）禾規制化学物質の健康への影響評価手法の開発に関する基礎的研究  

〔担当者〕河田明治・鈴木 明・野原恵子・彼谷邦光・白石不二雄・河越昭子・小林隆弘・山根  

一祐・三浦 卓・国本 学・高橋勇二・鈴木和夫●・青木康展－（●環境保健部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕本研究では，大気汚染中に増加し汚染が広域化している炭化水素類をモデル物質とし  

て用い，健康への影響評価手法を開発するために，本年度は以下の研究を行った。  

（1）培養細胞を用いた影響評価手法の開発：塩素化エチレン及びアルデヒドで培養細胞を処  

理すると，芳香族炭化水素水酸化（AHH）活性が誘導され，AHH活性の増加の過程と動物のLD5。  

とは，一部の例外を除いてよく比例した。また，ガス状あるいは溶液状の暴露方式による毒性の  

差異をホルムアルデヒド（HCHO）をモデルとして比較検討した結果，培養細胞の細胞遺伝毒性  

は，ガス状のHCHOの場合溶液状のものより強いことが認められた。  

（2）生理機能への影響評価手法の開発：モルモットより摘出した気管筋を用いてアルデヒド  

による気管平滑筋の収縮を検討し，気道の反応性への影響を調べた。ホルムアルデヒド0．1mM  

以上で，アセトアルデヒド10mM以上で収縮することを見いだした。また，アルデヒドの鼻粘膜  

刺激作用を検討するために，ラットの三叉神経の求心性活動を神経の放電頻度で求めた。ホルム  

アルデヒドとアクロレインでは約1ppm程度の低い濃度で，アセトアルデヒドでは100ppm以上  

の濃度で神経刺激作用を確認した。  

（3）吸入暴露用ガス発生条件と暴露濃度測定の検討：炭化水素類が生理機能に及ぼす影響の  

評価手法を開発することを目的として，炭化水素類を動物暴露チャンバーに供給するガス発生装  

置を試作し，暴露ガス中のホルムアルデヒドの濃度をガスタロマトグラフを用いて正確に測定す  

る方法を確立した。同様にしてアセトアルデヒド，アクロレイン及び1，1，1－トリクロロエタンに  

ついても低濃度の暴露用ガスを任意の濃度で発生させることが可能となった。  

〔発 表〕f－4  

研究課題14）lgA抗体によるIgE抗体の制御  

〔担当者〕藤巻秀和  

〔期 間〕昭和63年度（19細年度）  

〔内 容〕IgA抗体の産生を冗進させるために，アジュバントとしてコレラトキシン（CT）を用い  

た。抗原として卵白アルブミン（OA）を用い，まず，腹腔内にCTとOAを同時に投与してその後  

のIgAとIgE抗体産生をELISA法，PCA反応によりそれぞれ調べた。同時に，一般にIgE抗体  

産生のアジュバントとして用いられている水酸化アルミニウム（alum）をOAと共に投与してア  

ジエバント活性を比較した。その結果，alumはIgE抗体のみ，CTはIgAとIgEの両抗体産生を  
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克進させる作用がみられた。次に，CTとOAとを経鼻的に投与してその後の抗原特異的IgAと  

IgE抗体産生の変動を調べた。その結果，1回の投与ではIgAとIgEの両抗体産生の上昇がみら  

れた。ところが，投与回数を増すにつれIgA抗体産生の克進はみられたが，1gE抗体産生には変  

動がみられなかった。これらのことは，CTがIgA抗体産生において有効なアジュパントである  

ことを示唆している。  

〔発 表〕f18  
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2．2．7 環境保健部  

当部の研究は，医学，保健学を基盤とし，疫学及び実験的手法を用いて，環境汚染と人間の健  

康とのかかわりを研究することにより，人類の生存と健康的生活の維持増進のための施策を行う  

ための科学的知見を提供することを目的としている。   

主要な環境要因としては，二酸化窒素（NO2）などのガス状物質及び粉じん，重金属，農薬，有  

機化学物質などの化学的要因並びに苦情の多い願書などの物理的要因がある。環境汚染による健  

康影響を疫学的に解明するに当たっては，環境中におけるこれらのレベルを把握する必要がある。  

一方，これら環境要園に対応した健康影響の指標としては，生体試料中の汚染物質あるいは代謝  

産物，生体内での機能の変化を意味する生理・生化学的所見，自他覚症状，騒音の場合には，精  

神・神経機能など，あるいは疾病，死亡等に関する健康指標の収集．整軋 解析も必要である。  

さらに，両者の対応を明らかにするための疫学調査及び健康影響指標の開発研究を支える基礎的  

知見を深める意味で，人体及び動物による実験研究が必要となる。   

本年度は以下の研究を実施した。疫学関連の研究として都市大気汚染物質及び農薬の個人暴露  

量の推定法を検討した。健康影響の評価指標に関する研究として，体内のエネルギー代謝の指標  

化，環境中の発がん物質の毒性学的評価，生体諸組織中の微量元素の評価等について検討した。  

騒音への心理・生理的感受性を規定する要因の検索，慢性的ストレスモデルの検討，さらには，  

環境ストレス評価のための総合的チェックリストの開発・応用などを行う。また動物実験的研究  

として，鉱物及び重金属の肺への影響，金属タンパクの構造と生理的意義，生体の元素識別機構  

に関する研究を行った。さらに，デスク・ワークを中心とした研究として化学物質のリスク評価  

法に関する情報システムの構築及び環境保健全般の指標作成などの検討を行った。   

特別研究「大都市圏における環境ストレスと健康に係る環境保健モニタリング手法の開発に関  

する研究」は，以上の経常研究各課題と関連を保ち進められた。  

研究課題1）安定同位体による環境中有害物貿の生体影響に関する研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間）昭和56～63年度（1981～1988年度）  

〔内 容〕小動物用粉じん及びガス同時暴露ができる吸入実験装置を用いて，ラットに13C（標識  

炭素粒子）と15NO2（標識二酸化窒素）の同時暴露を行った。また，対象群に各々の単一暴露も行っ  

た。肺組織，血液（血しょう，血球），肝，腎，脳，ほかについて】3C同位体濃度613Cpdb（‰），  

1SN濃度excess（％）を測定して体内摂取の有無を検討した。体内侵入が微量のためもあるが，ガ  

ス，粉体同時暴露と単一暴露の量的菱については明りょうでなく，今後，検討を行う予定である。  

〔発 表〕g14  

研究課題 2）肺沈着物より得られた化学的知見と大気及び生活環境中の有害物質との関連に関  

する研究  

〔担当者〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間〕昭和57年度～平成2年度（1982～1990年度）  

〔内 容〕吸入により体内に入った環境中浮遊粒子の肺組織への沈着物を外来性異物と考えてお  

り，それらは体内に摂取されて行くであろうと思われるため，その組成元素の蓄積の程度を年齢  
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と沈着率から相関係数を求めて検討した。有害元素とともに，微量必須元素も存在しており，カ  

ルシウムについては呼吸器系より摂取された微量元素の生体への有用性の一つであることを相関  

係数により示唆された。肺内におけるクリアランス及び吸収が速い元素もみられた。さらに，屋  

内環境中の浮遊粒子個人暴露量の調査結果から，浮遊粒子を任意年間吸入した場合の肺沈着量を  

試算して本研究による各個人の肺沈着量の実測値と参考までに比較した。  

〔発 表〕G－11～14，g－12，13，15～18  

研究課題 3）農薬等環境中有機化合物の吸入によるリスク評価に関する研究  

【担当者〕安藤 満・田村憲治・伊藤勇三■・高橋 弘■（■技術部）  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

【内 容〕現在，農薬をはじめとした多数の化学物質の大規模な生産や人為発生に伴い，生物苛  

性のある各種の化学物質が環境中に常在する状況が生じている。農薬等の化学物質の高濃度発生  

の際は，吸入性粒子として存在する場合が多く，吸入によるリスクの検討が強く求められている。  

このため吸入性の農薬粒子を粉じん暴露チャンパーを用いて発生させ，吸入による生体影響とリ  

スク指標の検討を行った。   

平均粒径2～3／（mの微粉札スプラサイドFD吸入の結果，肺部をはじめ全身にその影響がみ  

られた。特に肝臓においては〔抗酸化系酵素障害→脂質過酸化的障害→肝機能障害〕とt）った一  
連の障害が引き起こされていた。このためスプラサイドFDの吸入によるリスクの評価指標とし  

ては，肺部の障害のほか，脂質過酸化的障害に起因する肝機能障害が重要なことが判明した。  

〔発 表〕K－38，k－11，G－5～7，g6，8，11  

研究課鹿 4）生体のNMR測定法に関する研究  

〔担当者〕．三森文行・太田庸起子・安藤 満・松本 理  

〔期 間〕昭和59年度～平成元年度（1984～1989年度）  

〔内 容l（い 生きて機能している生体内におけるエネ」レギ一代謝遺産を定量的に解析するた  

めに，ムラサキイガイの足糸駆動筋のアルギニンキナーゼ活性を磁化移動法を用いて測定した。  

この結果，細胞内におけるアルギニンリン酸→ATPの生成速度は～0．4FEmOl／s／gと，高等動物  

の骨格筋で報告されているクレアチンリン酸→ATPの生成速度より小さな値が得られた。  

（2）新しく稼働状態にはいっキ生体円NMR分光計を用いて，まるごとのラットの脳，腹部，  

筋肉等の測定条件の検討を行った。特に，31P，1Hダブルチューン信号検出器を用いて，局所の画  

像，及び31P－NMRスペクトルを同時に測定することに成功した。これにより，NMR信号を得て  

いる部位の代謝情報と形態情報を同時に得ることが可能である。  

〔発 表〕G37，38，g－55，57  

研究課題 5）環境中発がん物質の生体内代謝に関する研究  

〔担当者〕松本 理・安藤 潤・太田庸起子  

〔期 間〕昭和58～63年度（1983～1988年度）  

〔内 容〕環境中の発がん物質の生体内における代謝過程の観察や生体の発がん物質への暴露状  

況の把握のための一つの方法として，排泄物中の変異原活性の測定を最も一般的な変異原性試験  

系であるAmesテストにより試みた。発がん物質や変異原物質を投与した動物の尿中変異原性の  

分析及びヒトより採取した尿試料中の変異原性の分析を行った。ヒトより採取した尿試料中の変  
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異原性の測定方法については種々の検討を行い，また変異原物質を投与したラットの肝臓より抽  

出した脂質より変異原性を検出する方法についても検討した。  

〔発 表〕g－52  

研究課題 6）大気汚染健康影響に関する研究  

〔担当者〕金子 勇  

〔期 間〕昭和62～63年度（1987～19朗年度）  

〔内 容〕昭和61年3月に環境庁から出された「大気汚染健康影響調査報告書」に基づいて，大  

気汚染特に窒素酸化物（NO∫）についてその健康影響を再検討する。本年度は，データの入力並び  

に解析手法の検討を行った。  

研究課題 7）大気汚染物質の個人暴露量推定に関する研究  

〔担当者〕小野雅司  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕大気汚染物質の健康影響を評価する場合には，個人暴露量（あるいはその推定値）の  

把握が不可欠となる。本研究では，小集団を対象に主要な生活の場における大気汚染物質濃度測  

定と生活時間調査から個人暴露量を推定するとともに，個人暴露量を実際に測定し，推定モデル  

の妥当性を検討する。   

本年度は，主として，屋外，屋内（居間，台所，寝室）における大気汚染物質（ニ酸化窒素，  

浮遊粒子状物質）濃度の測定と，相互の関連性について検討するとともに，個人暴露量推定モデ  

ルについての基礎的検討を開始した。   

家庭内の汚染質濃度は，家庭内喫煙，暖房方法，家屋構造，季節の影響を大きく受けているこ  

とが明らかになった。さらに，家屋内の汚染質濃度は，屋外濃度と強い相関を示した。  

〔発 表〕K－3，g－20，21  

研究課題 8）環境保健指標の開発に関する研究  

〔担当者）小野雅司・田村憲治  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕環境汚染による非特異的あるいは遅発的な疾病の発生に対する監視が必要となり，新  

たな環境保健指標の開発が要請されている。本研究では，利用可能な既存情報を総合し，さらに  

健康調査，健康診断データ等も加え，環境保健指標の開発，検討を行う。   

既存情報として，人口動態統計並びに国民健康保険診療報酬請求明細書（国保レセプト）の収  

集を開始した。国保レセプトについては，データ利用上の留意点について基礎的検討を加えると  

ともに，地域の環境汚染レベルとの対比により地域の健康構造との関連性をみるための指標化を  

試みた。これらの各種情報を総合し，新たな環境保健指標を作成するための検討を開始した。  

〔発 表〕G－17，39，g35，59  

研究課題 9）農薬による大気汚染と健康影響評価法に関する研究  

〔担当者〕田村啓治・小野雅司・安藤 満  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕農薬散布に伴う農薬の大気汚染と，地域住民の農薬暴露レベル及びこれによる健康影  
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響を評価するために，農薬の大気汚染レベルをモデル的な地区で把握し，長期的な健康影響の評  

価方法を開発する。   

本年度は，文献的検討とサンプラーの検討を行った。散布農薬による大気汚染の状況及びこれ  

による健康影響に関する研究は少なく，特に我が国で汎用される低毒性農薬といわれるものに関  

する研究はほとんどなかった。したがって，世界的にはいまだ使用され，人への有害性も高いフエ  

ノキシ系，有機塩素系，有機リン系の農薬を中心に，疫学的接近法について整理した。これらの  

農薬による住民への健康影響については，ほとんどの場合，住民の暴露レベルの推定の不十分さ  

が，因果関係の結論をあし）まいなものにしていた。   

サンプリングシステムは，ミストや粉体に関しては簡易式のサンプラーが準備できた。   

また，集団検診時において農薬中毒経験のケースを追跡調査するシステムを試行しはじめた。   

研究課題10）メタロチオネインの生理的意敷こ関する研究  

〔担当者〕遠山千春  

〔期 間〕昭和62年度～平成2年度（1987～1990年度）  

〔内 容〕メタロチオネインは，重金属を結合することによって，毒性を弱める働きを有するタ  

ンパクである。このタンパクの濃度と組織内の局在性を，発育段階の異なるラットの腎臓，小腸  

及び肝臓，並びに，細胞の増殖，分化の盛んな実験モデルとして再生肝を用いて検討した。メタ  

ロチオネインは，新生仔の組織増殖，分化に伴って特定の細胞において増加し，また，細胞内に  

おいては細胞質と核における分布が変化することが判明した。再生肝咋おいては，ある時期にの  

み，核に出現した。  

〔発 表〕G－27，28，g37～48  

研究課題11）カドミウムの肝毒性発現に係るタンパク質の構造と機能に関する研究  

〔担当者〕青木康展・鈴木和夫  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕有害重金属であるカドミウムの主な蓄積臓器である肝臓中に分子量約40，000のカド  

ミウム結合タンパク質（Cd－BPa）をウエスタンプロツティング法により検出した。このタンパク  

質をラット肝臓より精製し，以下に示す物理化学的及び酵素学的性質の同一性より，オルニテン  

カルバモイ）L／トランスフエラーゼ（OCTase）であると同定した。40KCd－BPaのN端とトリプシ  

ン分解フラグメントのアミノ酸配列はOCTaseの配列と一致した。40KCd－BPaの変性型と未  

変性型の分子量（各39，000と110，000）はOCTaseの分子量と同一であった。40KCdLBPaは  

OCTase活性を示し，その比活性（230pmol／minmgprotein）とオ）t／ニテンに対するKm値（0．6  

mM）はOCTaseの値とほぼ同様であった。抗OCTaseラット抗体は40KCd－BPaと反応した。  
未変性型の40KCdpBPaは0．8分子当量のカドミウムを結合し，その解離定数は7．6×10L6M  

であった。  

〔発 表〕G3，4，g－4，5   

研究課題12）生体による元素の識別機構に関する研究  

〔担当者〕杉平直子・鈴木和夫  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（19即～1989年度）  

〔内 容〕化学的性質のきわめて類似したかレシウム（Ca）とストロンチウム（Sr）の識別に対す  
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る加齢の影響について調べた。幼君ラットと成熟ラットにおける両元素の腎尿細管再吸収速度定  

数の比（識別定数）を求めた結見 腎臓でのSrとCaの識別は，加齢によって変化しないことが  

分かった。また，ラットを同一ロットの飼料で老齢になるまで飼育し，さまざまな月齢でと殺し  

て，加齢に伴なう臓器中Sr／Caの比の変化を調べた。Sr／Caの比は，すべての臓器で，幼君期で  

高く加齢とともに低下する傾向を示した。  

研究課題13）鉱物繊維が肺に及ぼす影響の比較  

〔担当者】平野靖史郎・鈴木和夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕アスベストの代替材料としてロックウール，チタン酸カリウム繊維，ケイ酸マグネシ  

ウム繊維など，毒性末評価の鉱物繊維の使用が増大することが予想される。これらの人工鉱物繊  

維のうち，ロックウール繊維のキャラクタリゼーションを行った。また，アスベストと人工鉱物  

繊維の呼吸器毒性に関する資料の収集を行った。  

〔発 表〕G31  

研究課題14）妊娠に伴う必須元素の変動と有害元素の影響に関する研究  

〔担当者〕鈴木和夫・杉平直子  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容〕妊娠・出産・授乳の期間は，母体に対する負荷量が増大し，潜在的な疾病が出現しや  

すいハイリスクの期間である。この期間の生理的な変化に，環境汚染物質がどのような影響を与  

えるか，必須元素と有害元素の量的及び質的変化を明らかにすることによってとらえることを目  

的とした。ラットを用い，妊娠から出産に至る過程における母体の血液と各臓器中の必須元素に  

ついて，生理的変化を明らかにした。特に，腎臓中の亜鉛と嗣がこの期間に大きく変動すること  

を見いだし，汚染元素の蓄積臓器であることから注目した。  

〔発 表〕g－35  

研究課題15）心身のストレス度及び関連疾患症状を知るための総合的チェックリストの開発と  

ストレス度の尺度化に関する研究  

〔担当者〕影山隆之・相本篤子・兜 真徳  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕心身のストレス度及び関連疾患をスクリーニングするために保健学・心理学関連の諸  

分野ですでに用いられている各種問診・調査票を収集した。これらを総合的に検討して，心身の  

ストレス度・関連する自覚症状・環境ストレッサー等に関するチェックリストの原案を作成し，  

各分野の専門家と共同で検討を行った。また，騒音暴露集団を対象としたフィールド調査として，  

同調査票を用いて東京都内の高層団地に居住する主婦818名，世田谷区と川崎市に居住する主婦  

それぞれ600名を対象に調査を実施した。  

〔発 表〕G－18，g－22，28，30   

研究課題16）音環境に対する心理・生物学的感受性の個人差に関する実験的研究一脳波及び誘  

発反応からみた高次神経活動との関連性－  

〔担当者〕相本篤子・影山隆之・兜 真徳  
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〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕環境騒音による「うるささ」と音の種類，騒音レベル（Leq）並びに被験者の性・年齢  

（若年，中年，老年），性格（YGテスト）との関連を調べた。音の大きさの心理童はLeqに大きく  

依存するのに対して，「うるささ」はLeq，昔の種類の両者に強く依存した。なお，「うるささ」  

の性差，年齢差は音の種類別にみられた。これらの実験と並行して音暴露時の自発脳波（α波）  

のトレンドモニター及び誘発脳波の測定を行い，心理的評価との対応についても検討した。  

〔発 表〕G－1，g1，2，30   

研究課題17）慢性的ストレスモデルに関する実験的研究  

〔担当者〕兜 真徳  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕従来，種々のストレツサー（例えば，騒音，寒冷，ショック，拘束，低圧，低酸素，  

痛み，化学物質など）を用いたストレス夷験が数多く行われているが，例えば脳神経内分泌系が  

持続的に刺激状態にあり，かつ免疫系機能が持続的に低下し続けるような慢性的ストレス状態を  

安定して作れるような系は未だ確立されていなし）。多くは強度のストレツサーによる急性期の傷  

害をみるためのモデルあるいは長期のストレスであっても単一のストレッサーを継続的に用いる  

ために適応が起きてしまうようなモデルである。ヒトにおける持続的ストレス状態とその影響を  

研究するためには不適切なものが多い。本研究では，まず，上記のような観点から種々ストレス  

モデル，ストレス実験にかかわる国内外文献を検索した。また慢性的ストレスモデルの一つと考  

えられるSARTストレスモデルを作製し，持続的に変化し続ける痛み閲値の移動にサイトカイン  

の1種であるインターロイキンを投与した場合に影響の見られることを確認した。  

〔発 表〕G－19，23，g－24～27   

研究課題18）24時間連続呼吸換気旦測定法に関する研究  

〔担当者〕相本篤子・兜 真徳  

〔期 間〕昭和63年度～平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕胸部・腹部呼吸運動測定装置（Respitrace）と携帯用長時間データ記録装置（Medilog）  

を組み合わせることにより，日常生酒時のと卜の呼吸パターン及び換気量を24時間連続してモニ  

ターする方法を検討するため，成人男女数名を対象に予備実験を行った。ダグラスバッグによる  

直接的な換気壷推定とRespitraceによる間接的な換気量測定を同時に行い，Respitraceによる  

方法の測定上の問題点，測定誤差等の日常生活動作の種類，強度などによる差異を検討した。  

〔発 表〕G－1   

研究課題19）有害化学物質によるリスクの数量的評価法に関する研究  

〔担当者〕遠山千春・鈴木和夫  

t期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕本研究においては，リスクアセスメント関係の国内外の文献を収集し，文献レビュー  

を行うことにより，数量的リスクアセスメントのシステム構築のための予備的検討を行った。文  

献は，（1）概念に関するもの，（2）定性的評価法に関するもの，（3）数量的評価法に関するも  

のに分類し，当研究所の大型電子計算機の文献情報検索プログラムによって，直ちに検索できる  

ようにした。また，大気汚染関係の重金属については，別途，文献レビューを行った。  

〔発 表〕G29  
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2．2．8 生物環境部   

〔研究概要〕生理生化学研究室及び陸生生物生態研究室が担当する特別研究「バイオテクノロ  

ジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究」が3年目に入り，研究も順調に進行した。一  

九水生生物生態研究室及び生物環境管理研究室が担当する特別研究「水界生態系に及ぼす有害  

汚染物質の影響評価に関する研究」が最終年度に入り，得られた成果を整理し，さらに検討を要  

するものを選んで，集大成に向けて，精力的に研究が遂行された。   

本年度の経常研究では，特別経常研究として新たに「バイオテクノロジーの活用と野外利用に  

おける環境影響評価手法開発のための基礎的研究」及び「奥日光地域における環境の長期変動及  

び生物に関する研究」の2課題が設定され，また，奨励研究として「環境指棟生物としてのホタ  

ルの現況とその保全に関する研究」が採択され，活発位研究が遂行された。通常の研究課題では  

終7，新規の課題の入れ替えがあったが，合計18課題について研究が行われた。   

生理生化学研究室では，細胞エネルギー代謝，遺伝子発現機構に及ぼす環境要因の影響，異常  

環境適応酵素の誘導，気孔の環境要因変動の受容点，環境ストレス誘導性タンパク質に関して引  

き続き研究を行うとともに，新たに，膜脂質代謝調節に関する研究を行った。   

水生生物生態研究室では，動物プランクトン群集とアオコとの相互関係，底生動物の環境指標  

性及び湖沼の生態系における魚類の役割に関して引き続き研究を行うとともに，水生生物による  

生態性試験法の開発研究を新たに行った。   

陸生生物生態研究室は，前年度4課題について引き続き研究を行ったが，光合成に対する囁境  

変動要因として墟濃度を取り上げ，耐塩性植物イソホウキギの光合成，生長に対する塩濃度の影  

響を調べた。   

生物環境管理研究室では，終了2課題をさらに発展させて，新たに嘗栄養湖沼の管理に伴う生  

態系構造変化，底生動物の水浄化機能に関して研究を行うとともに，新規に農薬非汚染水域の生  

態系構造に関する研究もスタートさせた。  

研究課題1）遊離脂肪酸による植物細胞の膿脂質代謝調節機構に関する研究  

〔担当者〕榊  剛  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕葉緑体膜の主要脂質である糖脂質は，葉緑体の外膜（包膜）で合成されることが知ら  

れている。そこでホウレンソウ薫から包膜を単離し，糖脂質合成系の酵素に対する遊離脂肪酸の  

作用を調べた。糖脂質合成酵素のうち糖脂質分子間で裾の転移を触媒する酵素（GGGT）は，活  

性の発現にMg2＋等の2価カチオンが必須であった。しかし，細胞内のMg2＋濃度に近いと考えら  

れる低濃度領域では，きわめて活性が低かった。一方，遊離脂肪酸はこのような低濃度Mg2十条件  

下でのみ，GGGT活性を著しく促進することを見いだした。活性化に有効な遊離脂肪酸の種類は，  

葉緑体内に豊富に存在する多不飽和脂肪酸であった。以上の結果から，葉緑体のGGGTは細胞内  

において遊離脂肪酸により活性調節されていることが示された。  

〔発 表〕ト7～9  

研究課題 2）高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ぼす環境要因の影響に関する研究  

〔担当者）島崎研一郎  
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〔期 間〕昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔内 容〕気孔の孔辺細胞のエネルギー生産系として高い呼吸活性と光合成電子伝達系が存在す  

ることを報告してきた。孔辺細胞には通常葉肉細胞で見られる光合成炭酸固定系であるカルビン  

回路はないとされてきたが，RuBisCOの活性が見いだされて以来，炭酸固定系酵素の役割が注目  

されてきた。数種の葉緑体酵素と細胞質酵素について孔辺細胞における活性を測定し，カ／レビン  

回路の一部の酵素が孔辺細胞にも存在しており，光照射により生成されるATP及び還元力を細  

胞質へ効率よく輸送する役割を持っている可能性がさらに強く示唆された。  

〔発 表〕H－13  

研究課題 3）環境要因が植物の遺伝子発現に及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕佐治 光  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕大気汚染ガスのオゾン（0。）と接触したホウレンソウにおいて，活性酸素防御系酵素の  

一つであるアスコルビン酸ペルオキシダーゼの畳が増加することが分かっている。一方この酵素  

には，構造の異なるアイソザイムが少なくとも二つ存在し，それらの機能分担や遺伝子発現につ  

いてはまだ不明である。そこで，これらのアイソザイムについての詳細な研究を行うため，一つ  

のアイソザイムに対する単クローン性抗体の作製を試み，計8偶の単クローン性抗体を得た。こ  

れらはすべて，もう一つの別のアイソザイムとは結合せず，非常に特異性の高いものであること  

が分かった。また，この結果はこれら二つのアイソザイムの構造が互いにかなり異なることを示  

唆する。  

研究課庖 4）植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関する研究  

〔担当者〕田中 浄  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕植物培養細胞は異常環境下に置かれると速やかに生理レベルで適応することが知られ  

ている。培養細胞は植物の環境適応機構を探る上でよいモデルとなりうる。培養細胞は光照射さ  

れるとグルタチオン還元酵素活性を増加させた。また培秦細胞はほかの生体防御酵素，アスコル  

ピン酸ペルオキシダーゼ，スーパーオキシドジスムターゼ活性を持っていた。相物棄のこれら酵  

素の抗体を用いて培養細胞の酵素の構造を調べた結果，植物菓酵素とは抗原抗体反応的に区別さ  

れる構造を持つことが明らかになった。この結果から培養細胞は植物個体の細胞とは異なる遺伝  

子発現機構を持つことが推定される。  

〔発 表〕H12  

研究課題 5）植物の気孔における環境要因変動の受容点に関する研究  

〔担当者〕近藤矩朗  

〔期 間〕昭和62年度～平成2年度（1987～1990年度）  

（内 容〕気孔は開閉運動を行うことにより，絶えず変動している自然環境中での植物の生育を  

可能にしている。この気孔の開閉運動には植物ホ／レモンのアブシジン酸（A・BA）が関与しており，  

気孔の反応機構を解明するためには，孔辺細胞の原形質膜上にあると思われるABA受容体を明  

らかにすることが必要である。本年度は気孔を構成している細胞である孔辺細胞のプロトプラス  

ト（GCP）を単離して，ABAによるGCPの体積減少にエネルギー生成系が関与しているかどう  
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か・エネルギー利用系である原形質膜ATPアーゼがこれに関与しているかどうかを検討した。呼  

吸阻害剤であるKCNはABAによる体積減少を阻害し，光合成阻害剤であるDCMUもABAの  

作用を部分的に阻害した。また，原形質膜のATPアーゼの阻害剤であるバナジン酸もABAの作  

用を阻害した。これらの結果はABAによる気孔閉鎖には原形質膜ATPアーゼによるイオン輸  

送が関与していることを示唆している。  

【発 表〕H25，26  

研究課題 6）高等植物の環境ストレス誘導性タンパク掛こ関する研究  

〔担当者〕久保明弘  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕前年度に明らかにした水ストレスタンパク質と，オゾン（03）や二酸化硫黄（SO2）に  

よって変動するタンパク質との関連について検討した。   

ペチュニアに0・05ppmの0。を5日間暴露したところ，分子量65Kと62Kのタンパク質の増  

加が認められたが，これらは水ストレスによって増加するタンパク質（分子量88K，60K，30K）  

とは異なっていた。また，ペチュニアに2ppmのSO2を2時間暴露したところ，暴罵後1日経過  

した被害葉で分子量24Kのタンパク質が減少し，2日後には元のレベルに戻ることが明らかに  

なった。   

03暴露やSO2暴露により，植物葉に脱水症状が見られるが，03，SO2，水ストレスによる植物  

の遺伝子発現・タンパク質代謝に対する影響はかなり異なっていると推測される。  

研究課題 7）動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  

〔担当者〕花里孝幸・高村典子・安野正之  

〔内 容〕富栄養湖霞ヶ浦における動物プランクトン群集の変動を長期に渡り観察し，その結果  

を整理した。動物プランクトンは小型の枝角痛が優占し，生物量や生産量はラン藻が水の華を形  

成する夏に最大となることが明らかにされた。   

ラン藻の水の肇が発生する諏訪湖の生態系を隔離水界を用いて解析した。諏訪湖の動物プラン  

クトン群集は霞ヶ浦のそれと似ており，動物プランクトンの餌としてのバクテリアの重要性が示  

唆された。  

〔発 表〕H－22，23，38～42，h－27，28  

研究課題 8）底生動物の環境指標性の検討  

〔担当者〕安野正之・畠山成久・高村典子・岩熊敏夫・佐竹 潔・菅谷芳雄≠（・技術部）  

〔期 間〕昭和60～63年度（1985～1988年度）  

〔内 容〕環境指標生物としてのユスリカ類とその他の底生動物及び付着藻類の季節的変化を東  

京の都市河川で調べた。同時に，水質以外に生息場所の多様化が生物相を変えることができるか  

どうかを，2種の人工基物を設置することによって調べた。それらの基物によって，その地区に生  

息していないトビケラ・ミズムシ等が多数生息するようになった。しかし，新規の種類の生息は  

認めることができなかった。   

河川の底生動物の採集方法及び環境指標性を検討するために，人工基物を奥日光の河川に設置  

した。人工基物の設置1週間後に底生動物の種類数は29種類，その後もほとんど変わらず，種類  

数としては代表的なサンプルがすでに得られていたと言える。一方，個体数で見ると，設置から  
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4ないし8週間後にかけてプユ類・ユスリカ類の増加が顕著であった。また，サーバーネットによ  

る採集と比較すると，ヤマトピケラ・ウスバヒメガガンボなどが，人工基物ではほとんど得られ  

なかった。  

〔発 表〕H4，46，h9  

研究課鹿 9）湖沼の生態系構造決定における魚類の役割  

〔担当者〕春日清一・高村典子・花里孝幸・安野正之  

〔期 間〕昭和60年度～．平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容〕霞ヶ涌のような浅い湖沼の水質はそこにすむ生物相に大きな影響を受ける。一方魚類  

は生態系構造を決定する上で重要な役割を持ち，漁業などによる人間の影響を受けやすく，また  

その管理も比較的容易である。   

そこで大型コンクリート水槽（30×10m，水深3m）2つに霞ヶ浦の水を導入し，それぞれの水  

槽に臭った魚類又は甲殻類を入れ生態系構造の変化を調べた。イサザアミを加えた池，及び前年  

ワカサギを加えた池のワカサギをすべて取り上げ，これに多数のワカサギ卵を加えた。イサザア  

ミのみの池ではイサザアミは点く繁殖し，動物プランクトンは少なかったが周辺水田の農薬空中  

散布の際，殺虫剤が舞い込み，イサザアミはほぼ全滅した。その後，動物プランクトンは増加し，  

軟から冬にかけ血砂励磁の出現により透明度は著しく増した。一方ワカサギを高密度に加えられ  

た池では動物プランクトンは著しく少なく他の透明度は低いまま1年間保たれた。  

〔発 表〕K－62  

研究課題10）水生生物による毒性試験法の検討  

〔担当者〕宮下 衛・畠山成久・安野正之・高村典子  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕イトミミズはユスリカとともに重要な底生生物であるが，その毒性試験法の開発はほ  

とんど行われてl）ない。これまで小型流水式試験水槽でイトミミズ（m如勧sp．）の継代飼育法  

を種々検討してきたが，基質・餌等でほぼ慢性影響試験を行える条件が開発された。本年度は嗣  

の慢性影響試験を行ったが，イトミミズは基質の中に生息することなどにより，急性毒性試験か  

ら予測されるよりも著しく高い耐性を示した。また少量の鋼は対照よりも卵の産出をむしろ増大  

させた。   

メカエビの実験生物化を開発してきたが，この種は農薬に対して極めて高い感受性を有する。  

この種に対する急性毒性試験法を設定し，水田周辺の河川水中における農薬の潜在毒性の周年変  

動を解析した。   

藻類に関しては各地の河川等から単離培養された多くの株が得られている。このような種の化  

学物質に対する感受性を評価する方法として13Cを用いた光合性活性の変化による方法を検討し  

た。  

〔発 表〕H－35，47，h－32  

研究課題11）植物の光合成に対する環境変動要因の解明  

〔担当者〕古川昭雄・可知直毅・藤沼康夫■・町田 孝■（●技術部）  

（期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕本研究課題では前年度まで二酸化炭素濃度の光合成，生長に対する影響を調べてきた  
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が，本年度からは海岸贈物の分布を支配している要田を光合成に対する環境条件の影響から解明  

することを主に研究を開始した。   

高等植物は様々な環境の作用を受けて生長し，種の維持を行っている。とりわけ海岸に生育し  

ている植物は塩，風，強光，乾燥等の環境条件が厳しい場所で生育している。そこで，盈性湿地  

に生育し，耐塩性の高い植物と思われるイソホウキギ（Kochia scoparia var．1ittorea）の光合  

成，生長に対する塩分濃度の影響を調べた。   

その結果，イソホウキギは，かなり高い塩分濃度でも生長を行い，高い光合成速度を維持でき  

ることが判明した。現在，得られた結果の解析を行っている。  

研究課題12）藤吉類植物の増殖の制御要因に関する研究  

〔担当者〕清水英幸  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕辞苔類の再生の過程は，①細胞増殖，②細胞分化（形態変化）に分けられ，各々の  

過程が環境要因によって影響を受ける。本年度は細胞増殖に対する温度の影響について検討した。  

継体培養しているジンガサゴケ（ββ∂0〟J由ゐβ∽毎／∽gわ甜）の細胞を，5～250Cの条件で振とう培  

養したところ，生重及び乾重の生長速度は200Cを最大とし，15～250Cで大きかった。一方，クロ  

ロフィル含有率は10～150Cで大きく，25ウCでは細胞に退色傾向が認められた。また，50Cではほと  

んど増殖しなかった。50Cで長期間（3か月以上）培養した後，200Cに戻すと，細胞はただちに増  

殖を開始した。低温ぽC）はジンガサゴケの細胞に致死的な影響を与えないことが確認された。  

〔発 表〕H－20，21，h－10，11  

研究課題13）環境ストレスに対する各種植物の適応と生長パターンの変化  

〔担当者〕名取俊樹  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕環境ストレス（主にアルミニウム（Al）に注目）に対するイタドリの適応的能力を葉，  

茎，根の乾重比の変化から予i恥評価するために現在作成しつつある生長パターンモデル式を完  

成し，本モデルのほか，植物種への応用を検討するためにAl濃度を変化させてイタドリを水耕栽  

培し，生長解析を行った。   

5ppmAlを5日間処理すると，対照区と比較して全乾重が考干減少した。さらに，掛こAlに  

特徴的な形態変化が認められ，全乾重に対する根の割合が顕著に減少した。この結果は，相対的  

に炭素の分配が葉及び茎に増加したことを示している。現在より詳細な検討のため，植物体中の  

元素分析を行っている。  

〔発 表〕H－32  

研究課題14）自然林における植物の種多様性の維持機構の生理生態学的解析  

〔担当者〕竹中明夫  

（期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕本研究は，自然林を構成する各種の植物が個体群を維持している機構を生理生態学的  

に解析することにより，森林保全のための基礎的な知見を得ることを目的とする。本年度は，ま  

た，奥日光環境観測所附近で，森林を構成する植物種の分布の様子を解析するため，まず，各タ  

イプの森林植生のおよその分布パターンの予備的調査を行った。また，今後の生理生態学的実験  
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の材料を得るため，種子の採取を行った。  

〔発 表〕h－19  

研究課題15）書架養湖沼の環境管理に伴う生態系構造の変化に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・高村健二・藤原精一・上野隆平・多田 満  

〔期 間）昭和63年度～平成3年度（1988～1991年度）  

〔内 容）湖沼の水草帯の適切な管理のため，水草帯の生態系における役割を調ぺた。（1）5月  

と6月に湯の湖の水草付着動物と底生動物の分布を調査した。コカナダモの水草帯では付着動物  

の種数と個体数が比較的豊富であった。底生動物は貫毛類とユスリカ類が優占し，水革帯で密度  

が高く，沖帯～深底得では密度が減少した。コカナダモが底生・付着動物の現存量を高く維持し  

ていることが示された。（2）面積3，890m2の生物生態園実験地で5～6月の期間，1日当たりの  

藻類増加量，池内除去量，流出量を測定した結果，炭素量でそれぞれ，292g，141g，64gであっ  

た。流出部にはヒメガマが繁茂しており，除去の大半はここでの沈殿によるものと考えられた。  

〔発 表〕H－1，4，h－2  

研究課壌16）河川・湖沼の底生動物による浄化機能に関する研究  

〔担当者〕岩熊敏夫・上野隆平・多田 満  

〔期 間〕昭和63年度～平成3年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕底生動物による浄化機能を評価するために，生物生態園実験池において生物生産量を  

測定した。4～12月の炭素生産量は，植物プランクトンが290g／m2，動物プランクトンの優占種  

である皿ゆ油壷†朋都が9．6g／m2，プランクトンでもあり底生動物でもあるフサカが5．6g／m2  

であった。フサカは従来動物プランクトンを専食すると考えられていたが，大型ベン毛藻類の  

Cg和ぬ沼カグ川〃d7乃g地が大発生する夏季にはこの藻類を摂食していることが分かり，有機物分解  

に寄与してしゝることが示されたこ また4齢での死亡率が低いため，年羽化量は生産量の69％に達  

し，有機物除去への寄与も大きいことが示された。  

〔発 表〕H5，6  

研究課飽17）農薬非汚染水域の生態系構造に関する研究  

〔担当者〕高村健二・野原精一・岩熊敏夫  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕宮城県名取川水系の水田地帯河川を調査した結果，農薬流入のまれな河床では恒常的  

に農薬流入を受けている河床に比べて水生昆虫相が豊富で，そのうえ後者では水田での田植前か  

ら田植後にかけて顕著な個体数の減少が認められたが前者では認められなかった。   

同じ地域で農薬流入のまれなため池には抽水植物4種，浮粟植物2種，タヌキモやチュウゼン  

ジフラスコモを含む沈水植物5種が確認され，比較的水草相が豊富であった。  

研究課題18）環境変動に伴う植物及び小動物の大発生機構とその制御に関する研究  

〔担当者〕野原精一・岩熊敏夫・多田 満・上野隆平  

〔期 間〕昭和61年度～平成元年度（1986～1989年度）  

〔内 容〕尾瀬沼の生物及び水質調査を6，8月に行った。ベルトトランセクト下で魚探を使った  

測定から，コカナダモの最大草高は160cm，平均伸長速度は0．88±0．44cm／dであったことを明  
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らかにした。コカナダモに付着したユスリカ科は8種確認された。植物プランクトンは少なく水  

深や地点による違いは認められなかった。   

湯の湖の生物及び水質定期調査を5へ一10月に行った。コカナダモの分布域には大きな変化はな  

かったが，水草類の種組成が1983年に比べ貧弱になった。魚探厄よる深度図を作成した。   

透明度2．75mの中沼の水草相を調べた。オオカナダモが優占しており，水深の分布限界は4．5  

mであった。水草は7種が認められた。  

〔発 表〕H－33，34，h－24  

研究課題19）遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物化に関する研究  

〔担当者〕菅原 浮・安野正之・宮下 衛・高村典子・近藤矩朗・伊藤訓行・稲森悠平㍉渡辺 信●・  

柏崎守弘■・彼谷邦光★●・須藤隆一…・菅谷芳雄…・笠井文給…・高橋慎司…  

（＊水質土壌環境部，●象環境生理部，…技術部）  

〔期 間〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年度）  

〔内 容〕微細藻類及び魚類受精卵の凍結保存法確立のための基礎的研究を行った。凍結手法と  

して二段階凍結法を用いることにより，ラン藻及び緑藻タロロコツタム冒に属する藻株に生存す  

るものが多くみられた。また，緑藻クロロコツクム目の鞄ゐ融w乃 d麺奴 var．dゆゐズと  

Scg〃e虎s肌捕 αC〝わ搭では4年間の凍結保存においても70％以上の高い生存率が確認された。ま  

た，凍結，融解後の生存率を高める凍結防御物質について〟gc和q官f由／αgγ卿乃∂Sαの5株を用  

いて検討し，株によって凍結防御物質を変える必要があることを明らかにした。魚類における効  

率的保存方法の一つとして凍結保存法の検討を行うために，ゼプラ（且喘祓記あ症＝Ⅵ庇）の受精  

卵，成熟未受精卵及び精子を任意時期に大量採取する方法を確立した。   

知見の乏しい妖気性原生動物の株特性を明らかにするために，嫌気性ろ床に出現する原生動物  

の分離，培養を行い，分離，培養に成功したm用γg∽αCO肌♪柁5S〟椚と〟eわ♪揖βSの増殖特性，  

水質浄化特性を明らかにした。原生動物であるテトラヒメナ（7セ′m毎肌g〃α）の化学分類法の確  

立を目指し，3種9株のテトラヒメナのタウロリピドを調べ，タウロリピドの種類とテトラヒメナ  

の種（species）が対応していることを明らかにした。   

また，環境保全分野における遺伝子資源の確保方策について検討し，将来計画の立案を行った。  

研究課題 20）バイオテクノロジーの活用と野外利用における環境影響評価手法開発のための基  

礎的研究  

〔担当者〕菅原 淳・近藤矩朗・佐治 光・久保明弘・青野光子・矢木修身■・内山裕夫■・稲森  

悠平＊・岩崎一弘■・冨岡典子■・渡辺 信－・須藤隆一＊■（＊水質土壌環境部，＝技術部）  

〔期 間〕昭和63年度～平成元年度（1988～1989年度）  

〔内 容〕組換えDNA技術等のバイオテクノロジーの環境研究における活用法を検討するとと  

もに，遺伝子組換え体の野外利用に関する環境影響評価手法を開発するための基礎資料を得るこ  

とを目的として，植物用マーカー遺伝子及び微生物用マーカー遺伝子の開発を試みるとともに，  

既存のマーカー遺伝子を保有する組換え体を用いて，開放系における組換え体の挙動及び組換え  

遺伝子の伝播を解明するためのマイクロコズムシステムを作成するための予備的研究を行った。  

植物用マーカー遺伝子として大腸菌のグルタチオンレダクターゼ遺伝子を単離し，大腸菌中でコ  

ピー数の多いプラスミドに移し，大腸菌に導入した。微生物用マーカーとしてハロ酢酸脱ハロゲ  

ン酵素遺伝子を広宿主域ベクターのプロモーターの下流に組み込んだ組換えプラスミドを作製  
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し，電気パルス法により凸e㍑血仇0彿那〟eγ喝f乃∂Sαに導入した。さらに，組換え微生物と微小動  

物との捕食・被食関係に注目した実験を行い，微小動物はプラスミドの有無にかかわらず細菌を  

捕食して増殖することは可能であるが，プラスミドの種類によっては比増殖速度が低下すること  

が明らかになった。  

研究課題 21）奥日光地域における環境の長期変動及び生物に関する研究  

〔担当者〕菅原 淳・岩熊敏夫・多田 満・野原精一・上野隆平・古川昭雄・清水英幸・竹中  

明夫・安野正之・花里孝幸・佐竹 潔・河合崇欣★・野尻幸宏－・横内陽子■・剖刀正行●・  

溝口次夫■・佐竹研一●・村野健太郎●事・福山 力●★・平田健正＝・袴田共之…・  
藤沼康実＊1u－■・ 大政謙次●1＝ （●計測技術部，＊■大気環境部，◆」－■水質土壌環境部，  

＝＝技術部）  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕奥日光環境観測所における二酸化炭素濃度は，平均約370ppmで，春から夏季には植  

物の呼吸と光合成による日変化を示したが，人為活動による影響はほとんどないと推定された。  

オゾン濃度は春～秋に日変動が大きく，月平均濃度は4月に高く8月に低い変動パターンを示し  

た。二酸化硫黄，窒素酸化物及び浮遊粒子状物質は低濃度であったことから，一次大気汚染物質  

の他所からの輸送はあまりないと考えられた。   

観測井コアポーリングにより，斜面下部の地層は玉石混じりの礫が厚く堆積し，一部の表層に  

砂礫層があることが明らかにされた。カラマツ林と落葉広葉樹林の土壌はAo層が5～10cm，A  

層が約15cmで，それ以下は礫などの土壌母材が現れ，B層はほとんど無かった。   

森林内の光環境の不均一性を把握するために，高い木が枯れ落ちてできたほぼ円形の林の穴の  

下で光の連続測定を行い，穴の直下だけでなくその周辺も明るいこと，晴天時と曇天時で明るい  

場所が異なること等を明らかにした。倒木上の辞苔頼植生の遷移を調べるために，永久コドラー  

トを設定して植生の変化を観察記録した。   

外山沢の上流から下流域にかけて河川環境と底生生物群案の定期調査を行った。水中の全窒素  

濃度は，春に最高で以後減少し，冬前に上昇しはじめる周年変動パターンを示した。年長高波摩  

は，前年の落葉量が多いはど高い傾向があることから，河川水中の窒素量は落葉に依存している  

ことが示唆された。河川底生動物の採集方法としての人工基物法は，採集の容易さと個人差の少  

ないことから河川によっては有効であることが明らかにされた。   

酸性雨パイロットモニタリングの一環として，切込湖・刈込湖で湖内水質・生物及び集水域土  

壌及び土壌動物の調査を行った。アルカリ度は流入河川のドビン沢で108〟eq／kg，刈込湖で  

148～151〟eq／kgヒ低かった。この2湖は従来貧栄養ヒされていたが，栄養塩濃度から中栄養であ  

ると判断された。湖の周辺で，土壌のpH，置換性かレシウム（Ca），アルミニウム（Al）含量を，  

等高線に平行及び垂直のトランセクトに沿って多地点測定した結果，土壌の種類等による変動の  

ほかにもばらつきが大きく，これら無機環境のモニタリングに際し注意する必要のあることが分  

かった。  

〔発 表〕Ⅰ－22，h－1，9，19，28，i－34  

研究課題 22）環境指標生物としてのホタルの現況とその保全に関する研究  

〔担当者〕宮下 衛  

t期 間〕昭和63年度（1988年度）  
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〔内 容〕（1）豊かな自然環境，うるおいのある自然環境の指標とされるホタルの分布・生息環  

境の調査をつくば市とその周辺において行った。ゲンジボタルについては，筑波山系に広く分布  

することを確認した。また，これまであまり知られていない陸生のクロマドボタルの群生地を発  

見した。  

（2）ホタルに及ぼす農薬の空中散布の影響の調査を行った。その結果，空中散布はゲンジボタ  

ル，ヘイケボタルの個体数を一時的に減少させるが，個体群全体としてみると単なる間引きにす  

ぎず，ホタルを絶滅させる要因になっていないことを認めた。   
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2．2．9 技  術  部   

〔研究概要〕当部は，生物系・理工系の各種大型研究施設，エネルギーセンター，廃棄物処理施  

設，霞ヶ浦臨湖実験施設及びその他共通施設にかかわる運転管理，設備保守等を行うほか，工作  

室の管理と特殊実験機器の製作等を行っている。同時に，それらの技術業務の合理化を進めるほ  

か，省エネルギー対策，各種施設の経年変化に伴う老朽化対策を講じるなどの技術的検討を行っ  

ている。特に省エネルギーにつしゝては詳細な検討を行い，エネルギーセンターに自動化システム  

を導入するなど，効率的な対策を実施した。また，新たな研究施設や大型装置の計測・制御シス  

テム等の改良・開発のために必要な計画立案，技術調査及び装置工学的研究を行うとともに，生  

物系各施設で供試される実験植物の栽培，実験動物・水生生物の飼育，環境微生物の系統保存，  

新しい系統等の開発及び各種実験生物に関する基礎的研究を行っている。さらに，各種の特別研  

究の実施に当たっては，関連する大型研究施設に対応した研究に参画している。   

経常研究として，当部は，本年度12の研究課題に取り組んだ。動物施設管理室では，実験動物  

の異常検索手法について研究するとともに，環境科学の研究に供するウズラ及びハムスターの育  

種・改良を進めている。生物施設管理室では，プラスチック材料から放出される微量揮発性可塑  

剤の植物生育に及ぼす影響，畑地ほ場の土壌生成過程，微細藻類の培養条件，ユスリカの分類，  

植物診断用の画像計測技術，植物の組織培養などに関する研究を行った。理工施設管理室では，  

実験及び計測の精度を向上させるために新しい各種のセンサ「を開発するとともに，計測の自動  

化について研究した。また，E常の生活活動から発生する汚濁物質を減少させるための技術開発  

を行った。  

研究課題1）プラスチック可塑剤の植物影響評価法に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・町田 孝・戸部和夫・大政謙次  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～1988年度）  

〔内 容〕園芸施設や生物用環境調節装置などの人為的な閉鎖環境では植物に対する毒性が未知  

の化学物質が多量に使用されている。本研究ではプラスチック可塑剤として用いられることの多  

いフタール酸エステルを始めとする微量有機化合物の植物に対する毒性を調査し，植物毒性の評  

価方法を検討した。   

その結果，装置の内装材として用いられるプラスチック可塑剤，加湿蒸気に含まれる防錆剤，  

及び空調機の冷媒に含まれる殺菌剤などが，閉鎖環境中で植物に対して毒作用を持つ物質として  

存在していることが分かった。また，プラスチック可塑剤の中でDBP（dinbutylphthalate）  

が最も高い植物毒性を示し，特有の症徴が発現することが分かった。また，植物のDBPに対する  

感受性はハッカダイコンが最も高く，指標植物として十分機能することが分かった。  

〔発 表〕i－32，34  

研究課題 2）畑地は場における土壌形成過程に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・大政謙次  

〔期 間〕昭和54～63年度（1979～1988年度）  

〔内 容〕別団地実験ほ場の畑地ほ場において，開墾地土壌が植物の栽培及び環境要因によって，  

経時的にどのように土壌形成されるのか長期にわたり調査した。  
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本年度は土壌形成過程を過去10年間にわたる畑地ほ場の植物栽培・管理歴が畑地土壌特性に  

及ぼした影響を総括した。その結果，土壌の化学・物理的特性は施肥量及び作付植物の有薫酎こよっ  

て経時的に変化しているとともに，降水の水質及び冬期間の土壌凍結が大きく関与していること  

が分かった。特に，降水のイオン負荷量はNO√で1年間で約20kg／haに達していることが分  

かった。  

研究課題 3）微細藻類の増殖と形態に及ばす培養保存条件の影響に関する研究  

〔担当者〕笠井文絵・大政謙次・渡辺 信－（水質土壌環境部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕形態的には同一種とされているが，生息場所の異なった接合藻C触励壷研 一症例－  

∂β曙どょの増殖特性，特にpHとカルシウム濃度の影響を調べた。  

（1）同一形態種とされているが生殖的に隔離している2グループ（A，B）は，ほぼ同一の増  

殖最適pHを示した。しかし，pH7付近ではグループAの方がかなり高い増殖速度を示した。  

（2）一般に鼓藻類はカルシウム濃度の低しゝ生息場を好むと言われているが，C如腺痕描  

油間肋感のグループA，Bは非常に高いカルシウム濃度まで増殖することが分かった。さらに，  

グルハープBはむしろ高いかレシウム濃度の方を好むことが分かった。   

以上のことから，同一形態種でも培養保存条件が異なることが分かった。  

研究課題 4）ユスリカ科昆虫の分類学的・形態学的研究  

【担当者〕菅谷芳雄・大政謙次・安野正之■ 仁生物環境部）  

〔期 間〕昭和62年度～平成3年度（1987～1991年度）  

〔内 容〕茨城県日立市を流れる宮田川は重金属，特に鋼濃度の高い河川であり特異なユスリカ  

相を呈している。本年度はこの河川に出現するユスリカ類の同定と分布及び生息密度の季節消長  

を調査した0その結果，晩春から夏期にはC止血函Hぬ毎触が高密度で生息し・亨の以外の季  

節は掬地肌賄棚Sp．が低密度ながら優占してしゝた。これまでの調査では前者は東北地方では見  

られないかわりに西日本の重金属河川で優占していた種であり，今回の結果からこの種の分布域  

がこれらの違いを生ずる原因であることが示唆された。後者はこの属のユスリカがこれまでの調  

査でも重金属汚染河川に頻繁に出現してはいたが1種を除いて採取個体数が極端に少なくここで  

者りめて多くの成虫標本が入手できたため，今後他の地域の同属のユスリカと種レベルでの比按検  

討が可能となった。  

〔発 表〕i－10  

研究課題 5）緑地による環境改善への画像計測技術の応用  

〔担当者〕大政謙次・藤沼康実・増田啓子・須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕道路舗装がされている都市の街路樹は，根からの水分や養分の供給が十分でないので，  

一般的に弱った状掛こある。特に，排ガスや急激な環境変化を受けた街路樹は，顕著で，ときに  

は，可視富が発現する場合もある。本年度は，例として，仙台市の駅前のケヤキ並木を取り上げ，  

街路樹の健康度をサーモグラフィーを用いて診断することを試みた。その結果，色調変化からは  

分からない気孔の閉鎖が，交通量の多い場所やガソリンスタンドの前の木に見られることが分  

かった。  
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〔発 表〕ト2  

研究課題 6）環境植物の組紘培養保存技術の開発に関する研究  

〔担当者〕大政謙次・琴沼康実・増田啓子・町田 孝・戸部和夫・須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～・1993年度）  

〔内 容〕環境植物（ペチュニア，タバコなど）の寒天培地による培養保存のほか，大量供給技  

術の開発を目的として，液体振とう培養，ジャーファメンター培養技術を開発するための予備的  

実験を行った。また，培養植物の順化反応を調べるために，種々の湿度条件下での培養植物の水  

ストレス状態を調べた。  

〔発 表〕ト5  

研究課題 7）インドアプラントの環境適応性と栽培エキスパートシステムの開発に関する研究  

〔担当者〕町田 孝・増田啓子・大政謙次  

〔期 間〕昭和63年度～平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕冬場，観葉植物は，夜間温度の低下により傷害を生じることがある。そこで，観葉植  

物の一つであるコ／レディリーネストリクタの夜間の低温影響をクロロフィル蛍光の動画像計測に  

よる光合成診断により行った。その結果，夜間，10qC以下の低温に約12時間置いた植物では，翌  

日の光合成に影響がみられ，20cの状態に置かれた植物では，回復するのに，1日かかった。  

〔発 表〕il  

研究課亀 8）環境科学研究用に開発した実験動物の有用性に関する研究  

〔担当者〕高橋憤司・高橋 弘  

〔期問〕昭和61年度～平成2年度（1986～1990年産）  

〔内 容〕動物実験施設では，環境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ及びハムス  

ターを用いて開発してきたが，本年度はそれらの有用性について検討し，以下の結果を得ること  

ができた。  

（1）ニューかソスル病ウイルス不溶化ワクチンに対する抗体産生能（NDVHi抗体産生能と  

略）の高及び低系ウズラの選抜を35世代から37世代へと進め，両系ウズラを遺伝的に純化する  

とともに，NDVHl抗体産生能の系統間差をより明確にすることができた。   

また，ハムスターでは兄妹交配による近交化を行い，これまでに5家系を最大21世代まで継代  

することができ，近交系の作出が有望となった。   

▼（2）二醇化窒素（NO2）をウズラ及びハムスターに急性暴露した結果，ウズラでは系統間差が  

認められ，またハムスターでは家系間羞が認められた。このことは，動物のNO2感受性には遺伝  

的な要因が関与することを示しており，遺伝様式の解明が必要であることが分かった。  

（3）NDV－HI抗体産生能の低系に出現した羽装突然変異を固定することができた。．これらの  

羽装突然変異ウズラ（YL系と略）は，NDV－HI抗体産生能も低く，繁殖能力も良好であること  

より低系としてさらに遺伝的に純化することが期待できることが分かった。  

〔発 表〕K－21～27，i－1，9，30，31，42  

研究課題 9）実験動物の異常検索手法に関する研究  

〔担当者〕伊藤勇三・高橋 弘  
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〔期 間〕昭和60年度～平成元年度（1985～1989年度）  

（内 容〕本年度は，（ユ）前年度に引き続き一般に行われていない鳥類（ウズラ）を用いた二酸  

化窒素とオゾンの暴露実験を行い，肺の病理組織学的検索を行った。暴露条件等は同一としたが，  

暴露初期から時間単位の変化を観察した。また，電子顕微鏡所見の検索を開始した。  

（2）ラットについては，特別研究長期実験の異常検索を行った。  

〔発 表〕K－23，24，ト1，9，42  

研究課題10）マイクロコズムにおけるラン藻類の培養に関する基礎的研究  

〔担当者〕須藤隆一・松重一夫・竹下俊二・矢木修身●（●水質土壌環境部）  

〔期 間）昭和62年度～平成4年度（1987～1992年度）  

〔内 容〕秋期に霞ヶ浦で水の華を形成するラン藻類で，霞ヶ浦より無菌分離された几眈叩－  

otstisvindis（NIESlO2株）をマイクロコズムで培養し，10〆、一35CCの各水温条件でその増殖特性  

を明らかにした。この〟∵元戒蕗は100Cではほとんど増殖できない。350Cで比増殖速度は最大で  

0，73であったが藻類濃度が15mg／Jになった10日目以降急速に分解をした。300Cでは比増殖速  

度は0．63であったが長期間増殖した。また，マイクロコズムで同株の同調培養を行った。  

（発 表〕i－36，40  

研究課題11）実験・計測とその自動化に関する研究  

（担当者〕竹下俊二・上原 清・松重一夫・土井妙子・高木博夫・松井一郎・水落元之  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容）実験・計測の自動化を個々の事例に対して実践し，自動化を広く押し進めるための問  

題点について検討する。また，新しいセンサーや新素材を用いた実験計測手法についても検討す  

る。   

本年度は，炭化水素分析計データ収録処理装置の改良，多波長レーザーレーダーの遠隔操作の  

ための通信制御の基礎実験，放射性同位元素のコンピュータによる管理方式の導入，標準温度の  

校正試験法の開発を行った。  

〔発 表〕1－20，21，b40  

研究課題12）日常生活から発生する汚染物質の低減技術の開発  

〔担当者〕竹下俊二・高木博夫・水落元之・上原 清・松井～郎・松重一夫・土井妙子・須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年慶ん平成5年度（1988～1993年度）  

〔内 容〕生活維排水に含まれる汚濁成分を明らかにし，生活雅排水による汚濁負荷の軽減の方  

策を検討するため，台所で使用される市販食品（調味料・嗜好品），入浴や洗濯で使用される各種  

洗浄剤のCOD，BOD，窒素，リンの分析を行い，汚濁負荷の原単位の算定を行った。また，炊事  

や食後のかたずけなどに伴って排出する汚濁成分の測定を行った。  
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2．3 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

2．3．1オゾン層監視システム等検討調査   

〔担当者〕大気環境部：秋元 輩・竹内延夫・鈴木 陸・杉本伸夫・湊 渾・竜野泰弘  

環境情報部：横田達也  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕（1）オゾンレーザーレーダーネットワークの構築に関する検討：米臥西独，仏等の  

各国で行われているオゾンレーザーレーダー開発状況に閲し，主として公表された文献等を中心  

に情報を収集し，状況の把握を行った。また，仏からの研究者の来日の機会をとらえ，CNRS（国  

立科学研究センター）におけるオゾンライダーデータの処理手法について調査した。  

（2）地球周縁方向大気測定用赤外分光装置（ILAS）の検討：オゾン層破壊閑適気体を測定対  

象としたADEOS衛星搭載予定のセンサーTLASについて以下の調査・検討を行った。①赤外域  

検出器の検出感度の検討，②AFGLのFASCODE大気光学モデルを用いた周縁方向高度別吸収  

量の計算，③測定精度の検討と測定対象気体及び使用波長域の選定，④光学系の仕様の検討，⑤  

ILASの観測領域の計算，⑥同時搭載予定のTOMSとの比較法の検討。  

（3）衛星搭載リトロリフレクターを用いるレーザー長光路吸収法の設計：反射鏡の仕様，分光  

測定手法，地上レーザー設備の設計に関する検討を行った。  

（4）衛星データの解析法の検討：過去10年から計画段階までのオゾン観測用衛星センサーを  

調査し，その中から，項在自由に受信できるNOAA9号搭載のオゾン測定用センサーSBUVの  

データについて，高度プロファイ／レの性質，他の観測データとの整合性を検討した。また，プロ  

ファイル導出のプログラムを入手して，データの解析法を調査した。  

2．3．2 淡水赤潮原因究明緊急調査一藻類増殖メカニズムの解明   

〔担当者〕水質土壌環境部：村岡浩爾・渡辺 信・稲森悠平・平田健正  

技  術  部：須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 実引 近年，ダム湖に渦ベン毛藻類ペリジニウムによる赤潮が大発生しており，異臭や景観  

の質の低下をもたらし，大きな社会問題となってきているが，その発生要因については依然不明  

のままにある。本研究では，地域レベルでの知見の蓄積が多い奈良県十津川村風屋ダムをケース・  

スタディとして，淡水赤潮ペリジニウムの種場の探索と増殖制限国子の解明を行って，淡水赤潮  

ペリジニウムの異常発生要因を究明し，淡水赤潮発生防止対策に資する知見を得ることを目的と  

する。本年度は淡水赤潮ペリジニウムの発生増殖機構を明らかにするためにダム湖流域の土壌及  

び湖底表層土の採取とシスト及び栄養細胞の確認のための調査を行った。その結果，①ダム湖の  

底泥にべリジニウムのシストが存在したが，量的には少なかったこと，②ダム湖の流入水中にべ  

リジニウムの栄養細胞が存在する可能性のあることが分かった。これらのことから，ペリジニウ  

ムの種場としてダム湖底泥が重要であると考えられた。また，APG（藻類増殖の潜在能力）試験  

よりペリジニウムの増殖メカニズムについての二，三の知見も得られた。  
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2．4 国立機関原子力試験研究費による研究  

2．4．1標識化合物利用による環境汚染のモニタリング手法の開発に関する研究   

〔担当者）生物環境部：菅原 淳・古川昭雄・竹中明夫  

水質土壌環境部：冨岡典子・矢木修身・内山裕夫・稲森悠平  

〔期 間〕昭和63年度～平成4年度（1988～1992年度）  

〔内 容〕セシウム（Cs）蓄横菌の検索は137Csβ線によるオートラジオグラフイーを利用して  

行った。114種の土壌から得られた約34，000のコロニーについて，Csの蓄積能を検討した結果，  

そのうち3，500のコロニーがⅩ線フイルムを感光し，Cs蓄積能を有していた。この申から特に漉  

いスポットを与えた574株についてCsの蓄積に対するカリウム（K）の影響について検討を行っ  

た。その結果，一掛こKが存在すればCsの取り込み量は減少する傾向が認められた。574株のう  

ちCs蓄積能が特に強く，Kが存在してもCs蓄積量の減少が比較的少ない25株について1mg／l  

のCsを含む培地で液体培養し，Csの取り込み量を原子吸光法を用いて測定した。最も取り込み  

のよかったCslO株は，K非存在下では，培地中に添加したCsの約90％を菌体内に取り込んだ。  

一方，5mg／JK存在下では，その値は約50％であった。   

高濃度の15Nを含む肥料で育てた植物を用いて，大気中の窒素酸化物（NOズ）が取り込まれると  

植物体の15N濃度が希釈されることを利用してNOズの吸収速度を推定した。得られた吸収速度  

から植物の大気浄化機能を評価し，環境の汚染程度を評価する試みを行った。   

水耕栽培のヒマワリをNOズ汚染度の高い地点（府中市），比較的低い地点（つくば市），及びNOズ  

を極力除去した人工気象室に配置して測定した結果，NOズ汚染度の上昇とともにNO∬吸収速度  

が増加した。この結果は，長期間にわたる大気のNO∫汚染度を植物を用いて測定できる可酸性を  

示唆するものである。  

2．4．2 環境汚染物貿の生物影響の作用機構に関する研究   

（1）植物影響関係  

〔担当者〕生物環境部：菅原 浮・近藤矩朗・田中 浄・島崎研一郎・榊 剛・佐治 光・  

久保明弘・青野光子  

〔期 間〕昭和59～63年度（1984～1988年度）  

〔内 容〕オゾン（0。）による植物の傷害発現の初期に，葉緑体の構造を維持する糖脂質（モノガ  

ラクト脂質）が減少することを明らかにしてきた。この0。による糖脂質減少の機構を解明するた  

め，［14C］一酢酸，［14C］－リノレン酸によるトレーサー実験を行った。   

ホウレンソウ葉に［14Cト酢酸を取り込ませ，葉脂質を標識した後に03に暴露したところ，モ  

ノガラクト脂質の14Cが大きく減少し，代ってトリグリセリドなどの中性脂質が強く標識された。  

この事実は，0。暴露によってモノガラクト脂質がトリグリセリドに代謝されるという前年度まで  

の研究結果を裏付けている。加えて，0。暴露直後から遊離脂肪酸の14Cが増加することが分かり，  

03によってモノガラクト脂質の加水分解が促進されていることが示唆された。しかしながら，03  

に暴露した緑葉の遊離脂肪酸含量はわずかしか増加しなかったことから，生じた遊離脂肪酸は活  

発に他の脂質に代謝されているものと思われる。そこで，0。暴露葉片に［14C］一リノレン酸を塗布  
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したところ，14Cはトリグリセリドに著しく取り込まれることを見いだした。以上の結果と，遊離  

脂肪酸は光合成の強力な阻害剤であることを考えあわせると，Oa暴露によって葉緑体内で遊離脂  

肪酸が生じ，これを解毒するため細胞内で素早くトリグリセリドに代謝しているものと推察され  

た。  

〔発 表〕h－7～9  

（2）動物影響関係  

〔担当者〕環境生理部：三浦 卓・持立克身t国本 学・高橋勇二・小林隆弘・山根一祐・佐野  

友春・彼谷邦光・米元純三  

〔期 間〕昭和59～63年度（1984～1988年度）  

〔内 容〕（1）オゾンによる阻害作用：二酸化窒素（NO2）やオゾン（03）を動物に暴露すると，  

微生物の感染や腫瘍の転移に対する抵抗性が低下する。これらの生体防御作用は，主に白血球に  

より行われており，これまでに肺胞マクロファージによる噴殺菌活性の低下と末梢血中のヘル  

パーT細胞の減少が0．2ppmOき暴露1～3日目に起こることを明らかにしてきた。本年度は，ひ  

臓のナチュラルキラー（NK）細胞と末梢血中のTリンパ球の機能に及ぼす03の影響を検討し  

た。0．2～0．8ppmO3をマウスに暴露すると，NK細胞による腫瘍細胞への傷害活性（51Crの細胞  

からの流失）が1日目に低下し，サブレッサーT細胞による他種リンパ球の不活性化（14C－チミ  

ジンの取り込み）が3日目に観察された。したがって，03による生体防御作用の低下の一因は，  

これらの免疫系細胞の機能が影響を受けることによると考えられる。  

（2）二酸化窒素，オゾンによる肺の傷害修復機構：NO2や03を動物に暴露すると，肺の上皮  

細胞が傷害を受ける。この傷害が細胞の増殖によって修復される可能性を明らかにするために，  

6ppmNO2又は0．4ppmO3をラットに暴露し，肺のDNAへの3Hチミジンの取り込み活性を  

調べた。肺のDNA合成活性は，1～3日日まで増加し，14日目には対照群と同じレベルになった。  

また，細胞の増殖分化に関与しているビタミンA欠乏下では，DNA合成活性の増加の程度が小  

さくなり遅延した。したがって，NO2や03により肺が受ける傷害は，初期には細胞増殖により修  

復される可能性が示された。  

（3）二酸化窒素，オゾン，カドミウムによる傷害への修復機構：NO2や重金属を動物に暴露す  

ると肝臓の主要な代謝系の酵素活性が低下する。その修復機構が酵素タンパク質の生合成の元進  

による可能性を明らかにするために，4ppmNO2，0．4ppmO3又は1mgカドミウム（Cd）／kg体  

重に暴露したラットの肝臓からRNAを抽出し，mRNA量を調べた。NO2，03暴露の場合，暴露  

4，8遇にmRNA塁は増加していた。しかしながら，24か月齢の老齢ラットに4ppmNO2を暴露  

した場合には，mRNA量の増加は認められなかった。現在，増加したmRNAのタンパク質産物  

の分離分画と同定を進めているが，傷害修復機構の一つは，遺伝子の活性化による可能性が示さ  

れた。  

2．4．3 湖沼・河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に関する研究   

〔担当者〕計測技術部：佐竹研一・植弘崇嗣・柴田恵子・田中 敦  

水質土壌環境部：高松武次郎  

生物環境部：清水英幸  

環境保健部：三森文行  
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技 術  部：土井妙子  

〔期 間）昭和60年度～平成元年度（1985～1989年度）  

〔内 容〕酸性湖沼（恐山湖）に分布する水性植物相（藻類，辞首類，維管束植物），水生植物の  

元素組風水質（湖水，流入酸性温泉水，流入河川水），及び底質を調べる一方，210Pb法により  

湖底堆積物の堆積速度を求めた。  

（1）恐山湖に流入する水は，温泉起源の強酸性水，頭無川の低温の弱酸性水，中性水の3つに  

大別される。このほか湖底にも酸性あるいは中性の湧水が存在することも予測される。北岸部の  

湖底には硫化水素を含む火山ガスが噴出し湖水の水質に影響する。湖の北岸部から流入する強酸  

性の温泉水には，多量の硫酸のほか，多量のヒ素（As）も含まれていた。湖水のPHは3．3～3．8で，  

湖心の硫酸イオンは40．4mg／J塩酸イオンは27．2mg／Jであった。  

（2）恐山湖では湖底の数10％が水生辞類の劫嘲椚紬滋成れ動地徽（ウカミカマゴケ）に覆わ  

れ湖内の物質代謝系に及ぼす影響が圧倒的であることが伺える。β．ノ払〆ぬ刀5の元素組成は0～20  

Cmまでの元素組成に比較して，20cmよりも長い部分ではマグネシウム（Mg）やカリウム（K）や  

カ）t／シウム（Ca）の濃度の現象が明りょうである。またこれとは逆に鉄（Fe）やAs濃度の増加も明  

り3：うである。特にFeは4～10％もの高濃度に達し，Asも2，000～4．000ppmに達していた。透  

過型電子顕微鏡による観察結果は細胞壁の表面のFeの沈着を裏づけていた。生物活動を考える  

上で重要なリン（P）は，最大値2．760ppm，最小値1，220ppm，平均値1，770ppmを示した。Pは  

一度茎葉体に取り込まれると再び水中に溶け出すことが困難であるらしい。  

（3）底質に含まれるK，Ca，Ti，Mn，Fe，Zn，Asの量を測定した。底質中に多量のAsが  

含まれ最深点で1．4～2．6％に達する。底質中のZ38U濃度はほぼ一定で，245±10ng／g（n＝20）  

であった。恐山湖湖底質の15cmより深い部分で238U放射能ヒ210Pbt。t且】は交差するようになり，  

全層にわたって大きな異常のない比較的安定した環境であったらしい。表層10cmまでの平均堆  

積速度は1．8mm／yとなり少なくとも恐山湖が300年前から強酸性湖であったことを示唆して  

いる。  

〔発 表1c－13  
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2．5 海洋開発調査研究促進費による研究  

2．5．1海洋環境の計測に関する研究   

〔担当者〕水質土壌環境部：村岡浩爾・渡辺正孝・原島 省・大坪国順  

総合解析部：安岡善文  

環境情報部二宮崎忠国  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕本研究は，海洋のリモートセンシング技術を用いて，海洋環境のモニタリングを有効  

に行うことを目的としたものである。特に，現在，研究開発が進行中の，可視光域データの有効  

な利用法を確立することと，海面の光学的情報とモデルを併用することによって，海洋現象を的  

確に把握する技術を確立することが期待されている。本年度は，東京湾奥に発生する青潮に関し  

て，上記の目的の遂行を目指して調査・研究を開始した。  

（1）ヘリコプターによる現場海域の遠隔光学測定：船橋港付近上空において，海面の分光情報  

の測定及び曹潮発生域の総観的分布の撮影を行った。その結果，青潮滴昇域分布の特性が明らか  

になった。また，青潮域のリフレクタンススペクトルにおいて，560nm付近のピークが見られ，  

非青潮域との相違が検知された。  

（2）海面における光学測定：上記項目に対応して育潮域及び非育潮域の海面直上において，上  

方向輝度・入射光輝度を測定し，リフレクタンスを計算した。  

（3）現場海域における水質測定：育潮域・非青潮域において，水温・塩分・溶存酸素・酸化還  

元電位，化学項目（栄養塩，各態別硫黄等）及び生物項目（硫酸還元バクテリア）のサンプリン  

グを行った。  

（4）青潮発生に関する物理モデルの開発：水温・塩分の移流・拡散及び風応力を考慮した鉛直  

二次元の数値シミュレーションモデルを開発した。観測値に近い風速値を入力して時間積分を  

行ったところ，育潮に対応するような湧昇流が得られた。  

〔発 表〕e－48，75  
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2．6 科学技術振興調整費による研究  

2．6．1総 合 研 究   

（1）アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度化とその応用に関する共同研究  

リモートセンシング技術の高度化に関する研究一共通基盤的情報抽出・処理手法に関する研  

究－：植生環境調査  

〔担当者〕総合解析郡：内藤正明・安岡善文・飯倉善和  

環境情報部：宮崎忠国  

〔期 間〕昭和61～63年度（1986～1988年度）  

〔内 容）本研究は，タイ科学技術エネルギー省国立研究院（NRCT）及びタイ環境庁（ONEB）  

との共同で，人工衛星ランドサット等を利用したリモートセンシングにより植生環境を調査する  

手法を開発することを目的としたものである。特に，リモートセンシングデータを用いた植生分  

類手法，植生変化の抽出手法，さらにリモートセンシングに及ぼす大気効果の評価手法について  

検討を行うことを目的とする。本年度は，昨年のフィールド実験に引き続き，タイ北部チェンマ  

イ及び南部ナラティワにおいて，人工衛屋の上空通過に同期して，植生，土壌，人工物等の分光  

反射スペクトル測定などグランドトルースデータの収集を行った。以下に本年度の成果の概要を  

示す。  

（1）スペクトルデータの解析：昭和61～63年度において収集されたスペクトルデータを効率  

的に蓄積，処理するためのスペクトルデータベースの開発を行った。また，フィールドでのスペ  

クトル計測で大きな問題となる絶対輝度校正方式について検討を行った。  

（2）人工衛星データの解析：昨年度に引き続き，多重分光画像を用いた土地被覆分類手法の開  

発，及び対話型処理システムの開発を行った。特に，地表面に関する十分なグランドトルースデー  

タから得られない状況（国外のフィールド等）において，効率良く土地被覆判別を行うためのト  

レーニングエリア選定方式を開発した。  

（3）大気パラメータの計測：フィールドで計測された太陽直達光のスペクトル輝度から大気  

の透過率を推定する方法を開発し，チェンマイにおける大気透過率を求めた。得られたデータを  

日本において推定されたデータと比較し，タイ及び日本の大気の遠いの評価を行った。  

〔発 表〕b－8～10，43，44，46  

（2）南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の解明に関する研究  

リフト系のプレート形成過程及び周辺環境の解明一海水の物理・化学的調査・研究一  

〔担当者〕計測技術部：大槻 晃・河合崇欣・野尻幸宏  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕地球上の多くの地学的現象の原因は，現在，プレートテクトニクスの枠組みの中で理  

解され説明されつつある。海洋プレートの形成域であるリフトには，太平洋・大西洋などの主要  

な海洋プレートを造る中央海嶺型と，南太平洋などに見られる小規模なプレートを造る背孤海盆  

型があるが，後者の調査・研究は最近始まったばかりである。   

本研究は，南太平洋に多く存在する緑海におけるリフト系及びその周辺の，地形，地質，地殻  

構造，地殻構成物質の起源，熱水活動，周辺海水の物理・化学的性質，生物活動の実態・特性な  
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どを明らかにし，プレート形成域の総合的な解明を行う。本研究は，フランス，南太平洋諸国と  

の国際共同研究として実施されている。   

本年度は，前年度に続き，海洋科学技術センター所有の調査船「かいよう」を利用した，北フィ  

ジー海盆の調査（1988年11～12月）．に参加し，海水の物理観測と深層水の採取を分担し，海底熱  

水地帯の清動を確認した。  

〔発 表〕C1，23，28   

（3）太平洋における大気・海洋変動と気候変動に関する国際共同研究  

大気・海洋変動関連要素の新観測技術の開発に関する研究－ライダーによる気候変動関連要素の  

広域立体分布計測技術に関する研究一：大気微量分子の多点同時・高感度計測技術の開発一二酸  

化炭素の多点同時計測技術の開発一  

〔担当者〕大気環境部：杉本伸夫・笹野泰弘  

計測技術部：聞刀正行  

〔期 間〕昭和62年度～平成元年度（1987～1989年度）  

〔内 容〕本研究は大気・海洋変動と気候変動に関する研究のサブテーマ大気・海洋変動関連要  

素の新観測技術の開発に関する研究のうち，ライダーによる大気微量分子の遠隔計測手法の開発  

に関するもので，レーザー長光賂吸収法により二酸化炭素の空間分布を測定する手法の開発を目  

的とする。レーザー長光路吸収法は微量分子の遠隔計測手法として最も高感度が期待される手法  

であるが，測定が光路内に限定されるため空間的な濃度分布の測定への応用が難しい欠点を持っ  

ていた。本研究のねらいはアダマール変換光学の手法を応用してレーザー長光路吸収測定を多重  

化し，多数の光路で同時に測定することで微量分子の濃度を高感度かつ空間分解能を持って測定  

する手法を開発することである。   

本研究では二酸化炭素を測定対象として3年計画で実験システムの製作と評価実験を行う。本  

年度は実験システムの送受信光学系，リトロリフレクター，受信望遠鏡の製作を行い，実験シス  

テムの光学系を完成した。これを円いて多点同時計測手法の実験室における基礎実験を行い，手  

法の有効性の評価を行った。また，吸収線の形状の気圧依存性を利用して微量分子の高度分布を  

求める手法について計算機シミュレーションと複数の吸収セルを用いたシミュレーション実験を  

行い，この手法の可能性を評価した。  

（4）生体の分子レベルにおける高感度・高分解能非破壊計測技術の開発に関する研究  

生体物質の構造・代謝の解明のためのNMR技術の高度化に関する研究（安定同位体利用高感度  

NMR技術の開発）一生体用NMR測定技術の高度化及び生体内物質代謝・機能等の解析技術の  

開発：生体内代謝反応速度の解析技術の開発  

〔担当者〕環境保健部：三森文行  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕生体の組織や物質が，物質・エネルギー代謝，．情報処理機能等において示す高度な生  

命活動の機構を解明するためには，生体の分子レベルにおける非破壊的計測・解析を可能とする，  

新たな技術の開発が求められている。本研究ではこうした要請に答えるべく，NMR測定技術の高  

度化を図り，細胞から丸ごとの個体にわたる生体を生きた状態のまま計測し，その代謝反応速度  

を解析する手法の開発を行うことを目的とする。   

本年度は，細胞系試料での研究においてはクロレラ細胞を対象として，安定同位体標識法を用  
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いた代謝反応の解析を試みた。C－1位を13C標識したグルコース，C2位を標識した酢酸を炭素  

源として用いることにより，細胞内の解糖系，TCA回路の代謝中間体への標識の流入がみられ  

た。この経時変化，標識位置のスクランプリングよりTCA回路の相対的な回転速度に関する知見  

が得られる。また，光照射下での13C標識酢酸の供与実験からは，グリコール酸の標識パターンが  

得られた。これより，細胞内のリプロースビスホスフエイトカルポキンラーゼ（Rubisco）のカル  

ポキシラーゼ活性，オキシゲナーゼ活性が環境中の二酸化炭素，酸素濃度の違いにより切り換え  

られる様子をはっきり識別することができた。さらに，酵素反応速度解析のための磁化移動法の  

適用についても検討を加えた。   

丸ごとの動物個体を対象とする研究法については，生体用NMR分光計にラジオ波ネットワー  

クアナライザーを装備した。これにより，信号検出の感度，分解能を最も大きく左右する，信号  

検出器の評価，設計が可能となった。このシステムを用いて，新しい高感度・高分解能NMR信  

号検出器の試作を開始した。  

〔発 表〕G－36，g56，58  

（5）組換えDNA技術の開放系における安全性に関する基礎的研究  

組換えDNA技術を用いたモニター系開発に関する研究一特定酵素遺伝子の活用－  

〔担当者〕生物環境部：菅原 浮・近藤矩朗・田中 浄・佐治 光・久保明弘・青野光子  

水質土壌環境部：矢木修身・稲森悠平・内山裕未・岩崎一弘・渡辺 信  

技  術  部：須藤隆一  

〔期 間〕昭和63年度～平成2年度（1988～1990年度）  

〔内 容〕（1）植物用マーカー遺伝子の開発：組換え植物用のマーカー遺伝子としては，①宿  

主がその遺伝子を持っていないか，②持っていても，その遺伝子あるいはその発現産物（タンパ  

ク質）の構造が異なっていて，生化学的あるいはその他の方法で容易に識別できるものが望まし  

い。本研究では大腸菌のグルタチオンレダクターゼ（GR）遺伝子を植物体に導入して，この遺伝  

子がマーカーとして有効であるかどうかを検討することとした。GRは植物にも存在し，酸化還元  

反応に関係する重要な酵素である。まず，植物のGRを単離・精製し，そのアミノ酸組成を報告  

されている大腸菌GRのものと比較したところ，両者はきわめて異なっており，容易に生化学的  

に区別し得ることが示唆された。一方，大腸菌よりGR遺伝子を単離し，サブクローニングした。  

（2）マーか一付紐換え微生物の作成：マーカー遺伝子として水銀化合物分解酵素遺伝子を選  

択し，微生物への導入を試みた。水銀化合物分解酵素遺伝子群がコードされているプラスミド  

NRl，及びクローニングされているプラスミドpRR130を含む大腸菌を入手し，これらのプラス  

ミドを制限酵素EcoRlで部分切断して水銀化合物分解酵素遺伝子群を含む9．1kbのDNA断片  

を調製した。得られたDNA断片を広宿主域ベクターpSUPlO4に組み込み，組換えプラスミドを  

作成した。このプラスミドを大腸菌に導入し，塩化水銀耐性能で選択することにより組換えプラ  

スミドpSR134を保持する大腸菌の組換え体が得られた。組換えプラスミドpSR134を大腸菌で  

増幅した後抽出精製し，制限酵素で解析したところ，水銀化合物分解酵素遺伝子群を含むDNA断  

片が確認された。さらに，この組換えプラスミドpSR134を電気パルス法により乃．αeγ飢gf乃∂∫α，  

凸．か壷血へ導入し，塩化水銀耐性能を獲得した組換え体が得られた。これらの菌株に導入され  

たpSR134にも，水銀化合物分解酵素遺伝子群を含むDNA断片が組み込まれていることを確認  

した。  
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2．6．2 重点基礎研究   

（1）富鱒巷湖における有害藻類の発生機構とその挙動に関する基礎的研究  

〔担当者〕水質土壌環境部：村岡浩爾・渡辺 信・稲森悠平・柏崎守弘  

生物環境部：安野正之・高村典子・花里孝幸  

環境生理部：彼谷邦光・藤巻秀和・米元純三・白石不二雄・小林隆弘・国本 学  

環境保健部：鈴木和夫・青木康展  

技  術  部：須藤隆一・高橋 弘・伊藤勇三・菅谷芳雄  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕本研究は最も代表的な有害藻類である此加和正＝前ゐ（アオコの一種）の発生の実  

態を定量的に把握するとともに，発生環境及び生体に与える影響を現地調査と培養実験での研究  

により明らかにし，有害藻類〃よc和り写ぬ〃わ滋紘の発生機構と水界生態系に与える影響を解明す  

ることを目的として行われ，以下の成果を得た。  

（1）高速液体クロマトグラ7イーを用いてシアノギノシンLR，YR，LA，及びシアノビリディ  

ンRRの微量定量法を確立した。  

（2）上記微量定量法を用いて〟ね矧ひ戒s涙戒紘の各増殖期における毒物質の量的変動を調  

べたところ，対数期で一番毒物質が多く，死滅期では半減することが明らかとなった。  

（3）上記微量定量法を用いて本邦の代表的な湖沼で発生したアオコの毒性を調べたところ，分  

析した試料すべてに4種類の毒物質が確認され，マウスに対する毒性との相関を明らかにした。  

これらの結果から，上記微量定量法を用いて有害アオコの発生を監視することが可能となった。  

（4）有害アオコをワムシとアブラミミズが定着した生物処理反応槽に添加すると，有害アオコ  

は捕食，分解され，80％以上の毒物質が除去されることを明らかにした。  

（5）有害アオコの生細胞をツポワムシ，タマミジンコ，メカエビ，キンギョ，モツゴに与えて  

その毒性を調べた。毒性が確認されたのはツポワムシとタマミジンコに対してであった。しかし，  

毒物質抽出液や精製したシアノビリディンRRをタマミジンコに与えた場合には毒性はほとんど  

確認されなかった。このことから，タマミジンコに対する毒物質はシアノギノシンやシアノビリ  

ディン以外の物質であると考えられた。キンギョは有害アオコの生細胞を捕食することで死亡す  

ることはないが，有害アオコの抽出液やシアノビリディンRRを腹腔内に投与すると死亡するこ  

とが明らかとなった。その毒性はマウスに対するよりもかなり弱いことが判明した。  

（2）生体の画像検診手法の開発とその環境科学領域への適用に関する基礎的研究  

〔担当者〕生物環境部：菅原 浮  

環墳保健部：太田庸起子・安藤 満・三森文行・松本 理・鈴木和夫・平野靖史郎・  

兜 真徳・相本篤子  

計測技術部：佐竹研一  

技 術 部：高橋 弘・高橋慎司・大政謙次  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕ヒト，実験動物，実験植物等を対象として，核磁気共鳴（以下NMRと略する），生体  

電気現象を用いた生体の画像検診手法の基礎的検討を行い，以下の成果を得た。  

（1）形態情報：①人体：ヒトの手を対象として，測定手法，測定条件の検討を行った。画像構  
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成法として，スピンエコー法，反転回復法，RARE法の3法を試みた。この結晃一椴的な画像  

の質としてはスピンエコー法がよいことが分かった。②実験動物：ラットの頭部，腹部，四肢の  

筋肉等については長好な画像が得られ，臓器の識別が可能であった。胸部では呼吸に由来する雑  

音を除くために，呼吸運動に同期した画像測定システムを作製した。実験植物：植物の草体，果  

実などを対象として良好な画像が得られることを確認した。特に，藻類細胞を対象として，単一  

細胞でも画像化に成功した。  

（2）生化学情報：31Pスペクトル：ラットの脳，後肢の筋肉を対象とする31P NMRスペクト  

ル測定を確立した。31PNMRスペクトルからは臓器のエネルギー状態，細胞内pHに関する情  

報が無侵襲で得られる。脳の測定を生理条件下で効率良く行うために検出器の改善を行った。1H  

スペクトルニ生体内の代謝物観測の妨害となる巨大な水の信号（通常，標的となる代謝物の10万  

倍以上）を取り除くために，1331パルスを用いたスピンエコー法の適用を図った。これにより水  

の信号を103～104に抑圧することができた。  

（3）物理情報：騒音のうるささ，不快さなどの主観量と高次神経活動変化の反映と考えられる  

脳波反応との関連性についての基礎的検討として，脳波の導出部位による反応の差異，いくつか  

の脳波反応パラメータと主観量との対応関係などについて検討した。  

〔発 表〕G1，g54  

2、6．3 個別重要国際協同研究   

（1）成層圏オゾン層数値モデル開発に関する研究  

〔担当者〕秋元 肇・林田佐智子・笹野泰弘・福山 力  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕クロロフルオロカーボン等の人工起源物質による，成層圏オゾン層の変動に対する予  

測モデルを開発するため，本研究においては（1）国立公害研究所で開発中の成層圏オゾン層数  

値モデルを米国NOAAのモデルと比較することにより，その妥当性を検討すること，（2）エアロ  

ゾルサブモデルを成層圏オゾン層数値モデルに組み込むために必要な，エアロゾルの適切なパラ  

メタリゼーションを行うことを目的として，研究を遂行した。   

本研究では，まず，米国海洋気象局（NOAA）に国立公害研究所より研究員を派遣し，国立公  

害研究所（NIES）モデルに含まれる物理，化学過程のパラメタリゼーションにつしゝて米国の研究  

者から情報を収集した。さらに，NOAAより本研究所にS．Liu博士を招へいし，両者のモデル  

によって計算した結果を比較した。これにより，NIESモデルに含まれるパラメタリゼーションの  

うち，化学種の光解離定数の計算法に，改良すべき点があることが明らかになった。また，約50  

以上もの化学反応式を同時に解く数値積分手法として，NOAAモデ）L，とNIESモデルでは異な  

る計算手法を用いているが，NIESモデルでは計算時間がかかりすぎるという欠点があることが  

分かった。このため，現在，計算法の一部にNOAAモデルの方法を取り入れるような改良を加え  

ている。   

また，米国NASA・ラングレーの研究者より，エアロゾルの地球規模分布や，南極成層圏エア  

ロゾルの数値モデルに関する情報を受けた。中緯度でのエアロゾルのオゾン濃度分布に与える影  

響について評価するために，本研究所の大型レーザーレしダーで成層圏エアロゾル層を継続的に  

観測し，光学的パラメータを評価した。  
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2．6．4 緊 急 研 究  

（1）快適で安全な大深度地下空間利用に関する緊急調査  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏・須賀仲介■（■環境情報部）  

〔期 間〕昭和63年度（1988年度）  

〔内 容〕大深度地下空間とは，現在存在している建設構造物の支持基盤より下で，土地所有者  

の通常の土地利用を阻害しない部分といわれており，首都圏においては，おおむね地下50～100m  

の空間が想定されている。首都圏におけるこのような深さは，第四紀更新世に堆積した地層から  

なっており，良好な帯水層であるとともに，地盤沈下の対象層ともなっている。このようなこと  

から，大深度地下空間は，地盤環境保全の観点に立って開発・利用が行われる必要がある。そこ  

で，大深産地下空間利用の際に懸念される地盤環境への影響評価手法の開発を行うことを目的と  

した。   

対象となる地域を，東京を中心とする首都圏に絞って検討を行った。首都圏のおおむね地表面  

下50～100mに存在している地層の地質学的・土質工学的性質を把握すること，大深度地下空間  

利用の際に懸念される地盤環境問題をあらかじめ抽出すること，及び開発によって影響が及ぼさ  

れる地盤変形と地下水挙動の予測手法を開発することに関する調査を行った。特に，地盤環境に  

関する問題では，地質学的・地下水学的・土質工学的・建設工学的観点に立って検討を行った。  

また，予測手法に関しては，地下水の流動阻害や地盤沈下への影響の予測に必要なシミュレーショ  

ン手法に関する調査を行い，地下水挙動の事例解析を実施した。  
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3．情 報 業 務＊  

環境情報部は，公害環境関連情報に対する広範な需要に応じるため，研究所の設立以来，数値  

情報（大気質・水質），文献情報，情報源情報等の収集に努め，それらの情報に基づく環境データ  

ベースの構築とその効果的運用を図ってきた。また，昭和50年に指定された国連軍墳計画  

（UNEP）の国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）の代表機関（ナショナルフォーカル  

ポイント）としての業務を整備してきた。   

本年度は，各種文献情報等に係る商用データベースの進展に合わせて，国内，国外の多数のデー  

タベースに含まれる多種類のファイルを総合的に利用するネットワーク型処理体制の整備を図る  

と共に，科学技術情報デu夕べースサービス（STNLInternational）の利用を開始した。また，引  

き続き国及び地方公共団体等の環境調査報告書などの資料に関する検索システムの検討を行っ  

ナこ。   

また，新聞情報を含む社会情報の外部システムの利用の一環として，HINET（平和情報セン  

ター），ASSIST（日外アソシエーツ）の利用による主要新聞雑誌等の記事検索体制を強化した。   

図書業務に関しては，マイクロフィッシュリーダープリンターの新機種導入のほか，雑誌等逐次  

刊行物及び単行本等に関する国吉事務の電算化及びデータデースを利用した照会業務などの事務  

の合理化を図った。まキ，筑波研究学園都市内各研究機関等の所蔵図書の相互利用について，関  

連機関との協力体制を確立した。   

数値情報に関しては，大気環境，水質環境に閲し，昭和62年度の測定結果をもとにデータファ  

イルを作成すると共に，これらのデータファイルの利f引足進を図るため，貸出規程に基づく貸出  

業務を行った。大気環境データのうち大気常時監視測定の集計結果については，昭和61年度より  

自治体からの報告を電算処理する新システムを環境庁と協同で運用しており，昭和62年度の月間  

値・年間値データファイルをこのシステムの運用過程で作成した。本年度は，測定局の属性情報  

（位置，測定機穐などデータ評価に必要な情報）の収集・処理についても新システムを開発した。  

大気常時監視測定の一次データを対象とする時間値データファイルについては，我が国の全測定  

局の約半数に当たる1，021局分の昭和62年虔測定結果を収録した。水質環境データについては，  

全国公共用水域水質測定結果について，収集－データベースヘの収録1解析・集計の一貫したシ  

ステムを環境庁水質保全局との協力で，より充実・運用し，その過程で昭和62年度の測定結果を  

水質環境のデータファイルとして収録した。特に本年度は，都道府県から環境庁への報告の磁気  

媒体化を促進するためにフレキシプルディスクによる報告の標準仕様を提示した。この解析・集  

計結果は，水質保全局の発表した一昭和62年度全国公共用水域水質測定結果について】の基礎資  

料として用いられた。また，過去に作成された大気環境データファイルのうち，時間値データファ  

イル（54，55年度）及び月間値・年間倍データファイル（45～59年度）について，最近の電算機  

環境に合わせるための再編集業務を行った。現在，環境情報部が整備中の環境データベースの構  

成は図3．1に示した。   

また，環境情報ネヅトワークの有用性とニーズについて検討するため都道府県市等関係者の連  

携の下に「匡】立公害研究所環境情報ネットワーク研究会」を開催した。   

環境データベースを効果的に運用するためにも，また，増大する研究技術計算需要に対応する  

■〔発表〕に記載された記号は5章 成果発表一覧の記号に対応する。  
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測定局属性情報ファイル  
時間値データファイル  
月間値・年間値データファイル  
水質マスタファイル  
水質データファイル  
流星マスタファイル  
流量データファイル  

オキシダント緊急時発令状況ファイル  
光化学スモッグ被害ファイル  
緊急時のための低層気象ファイル  

光化学関連  

人口統計  
工業統計（通産省との情報交換）  

CDA（環境データ解析用対話型プログラム）  

バッチ型データ検索プログラム  
対話型公共用水域水質測定点地図作成プログラム  

NIES－EPA  

NIES－MF  

NtES－SC  

NIES－BOOK  

JICSTファイル等〔外部システムJOIS使用〕  

ENVIROLINE等〔外部システム〕DIALOG利用〕  

CASONLINE等〔外部システムSTNIntemational利用〕   

NIES－NEWS  

TECIINO等〔外部システムHrNET利用〕  

WHO等〔外部システムASSIST利用〕   

INFOTERRA（UNEP）  

CLEARING（国内）〔外部システムJOIS利用〕  

SSIE（米国）〔外部システムJOIS及びDIALOG利用〕  

関連統計‾t  
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
 
 

利用ソフト  

文献情報  

1  
社会情報 「  
情報源情報一機関情報  

［ 

等 

図3．1環境データベースの構成  

］  

ためにも，大型電子計算機システムの機能充実は不可欠である。本年度は，特に行政関連データ  

ベースの開発支援のため磁気ディスクの増設を図ると共に，前年度に施行された『国立公害研究  

所電子計算機処理管理規程』に基づいてシステムの年間利用計画を作成するなど，システムの効  

率的運用を一層促進した。  

INFOTERRA活動については，国内外からの照会業務に対応するとともに，国内利用の普及を  

図るために，引き続き日本科学技術情報センター（JICST）との協力により，JOISを通して当該  

データベースのオンライン利用を促進するなどシステム開発を行った。また，匡内情報源として，  

新たに地方自治体及び大学の環境関連部門を登録し，我が国の情報源の拡充を図った。  
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3．1環境数値データファイルの作成と利用  

3．1．1データファイルの作成  

環境行政及び環境科学研究において必要とされる環境数値情報を広く収集し，これを利用に便  

利な電子計算機にアクセス可能な形で蓄積することは，環境情報部の主要な任務の一つである。  

昭和63年度においては，前年度に引き続き大気環境データ及び水質環境データを収集して磁気  

テープに収録すると共に，蓄積されたデータの検索，解析手法の開発を進めた。  

（1）大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環項時間値データファイル，②大気環境月間値・年間値  

データファイル，③大気測定局属性情報ファイルの3つで構成されている。これらのファイル  

に，昭和62年度測定データを入力した。   

①大気環境時間値データファイル   

大気環境時間値データファイルは，自治体がテレメータにより収集した各測定局の1時間ごと  

の測定値を記録した磁気テープを，各自治体から提供を受け，編集・作成しているものであり，  

昭和52年度より事業は継続されている。磁気テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごと  

に異なるので，これらのデータを統一的に利用するために，当所で定めた「標準磁気テープフォー  

マット」に変換・編集して蓄積している。昭和63年度事業として収録した対象測定局数は，表3．1  

に示すとおりで全部で1，021局である（移動測定車による測定局は除外）。収集対象項目は前年度  

と同様，各自治体で測定，記録の対象としている項目としたが，気象項目のうち特殊なものは除  

外した。   

②大気環境月間値・年間値データファイル   

大気環境月間値・年間値データファイルは、環境庁大気保全局が1年に1回発表する－「一般環  

境大気測定局測定結果報告」及び「自動車排出ガス測定局測定結果報告」に記載されているデー  

タに対応するもので，昭和45年度測定結果から収録されており，現在，全国的かつ経年的に我が  

国の大気汚染状況を評価することができる唯一のデータファイルである。このデータファイル  

は，従来，自治体からの測定結果報告（調票）をまとめた上述の2つの報告専をもとに作成され  

ていたが，昭和61年度より，磁気ファイルを報告書に先行させるシステムに変更した。本年度は，  

昭和61年度に作成したシステムに基づいて磁気テープ以外による報告テ一夕（電算入力用シー  

ト，従来の調票）の入力，データチェック，編集を行った。これを環境庁において，磁気テープ  

による報告データと合わせて再編集し，昭和62年度測定結果に対応する月間値・年間値データ  

ファイル及び上記報告番を作成した。また，経年変化データ（降下ばいじんを含む）も昭和61年  

度よりファイル化を開始した。本年度収録した項目別の測定局数は表3．2のとおりで，前年度と  

ほぼ同様である。   

③大気測定局属性情報ファイル   

大気測定局属性情報ファイルには，一般環境大気測定局，自動車排出ガス測定局の名称，住所，  

測定局コード，地図情乳 用辺状況，測定項目，測定機の型式及び保守管理状況等が記録してあ  

る。昭和61年度から測定結果データの自治体からの報告様式が変更になったのに伴い，環境庁に  

おいて作成・利用を開始した，測定局の名称，コード等を管理するための「測定局名称ファイル」  
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表3．1大気環境時間値収録対象局数（昭和62年度データ）  

一般局  自排局その他   備  考   

茨城県34  2 0  

栃木県30  6（2）■0  

群馬県19  O 0  

埼玉県57  15 3  

含む〕  
千葉県117  19 1   

東 京 都  35   32  3  その他の中の1局は立体局（10測定点），1局は気象局   

神奈川県50  27  3  

〔横浜市，川崎市，横須賀市，相模原市，を含む〕  

愛知県66  5 1   

名古屋市15  10 1  

三重県17  2  0  

京都府19  2  0  

京都市10  7  2   

大阪府62  31 1  

〔大阪市，堺市，豊中市，吹田市，商機市，枚方市，高石市，  

東大阪市，岬町を含む〕  

兵庫県39  21 0   

神戸市13  6  2  

奈良県7  0  0  

和歌山県28  o 1   

岡 山 県  57   10  ‘l  その他の中の1局は立体局   

広島県49  10  0  

山口県34  1 0  

福岡県9  2  0  

北九州市18  5 1   

計  785  2ユ3（2）■  23   総   計  1，021局   

（）内は，一般局で自排局を兼ねたもの。  

表3．2 大気環境月間値・年間債データファイルに  

収録した項目別局数（昭和62年度データ）  

測 定 項 目   一般環墳大気測定局   自動車排出ガス測定局   

二酸化硫黄   ユ、625   55   

窒素酸化物   1，345   301   

一酸化窒素   1，345   301   

二醇化窒素   1，345   3Dl   

一酸化炭素   194   315   

オキシダント   1．025   46   

書璽遊粉じん   49∂   33   

浮遊粒子状物質   1、019   100   

全炭化水素   332   153   

非メタン炭化水素   332   146   

メタン   332   146   
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字の関連から，属性情報の調査システムを変更する必要が生じていた。本年度は，旧属性情報ファ  

イルと測定局名称ファイルの一本化を図り，調査システムの検討及び新しい属性ファイルの仕様  

の設計を行い，両ファイルを統合した新屈性情報ファイル（62年度情報，ただし一部は60年度内  

容）を作成した。さらに，このファイルをもとに，新様式の調査表を作成，各自治体に配布し，  

63年度情報の調査を実施した。  

（2）水質環境データファイル   

水質汚濁防止法に基づき，全国公共用水域水質調査が昭和46年度から実施されている。この調  

査結果をデータファイルに収録する作業は昭和51年度より開始し，収録項目を逐次増加してき  

た。昭和63年度は，前年度と同様，水質環境データファイル作成事業と「水質測定結果資料解析  

費」による事業とを統一的に実行した。また，測定結果の都道府県から環境庁への報告の磁気媒  

体化を促進するため，従来の磁気テープ又は帳票による報告形態に加えて，フレキシプルディス  

クによる報告を検討し，標準仕様を環境庁へ提示した。   
水質環境データファイルは，①水質マスタファイル，②水質データファイル，③流量マスタ  

ファイル及び④流量データファイルの4ファイルにより構成されており，その内容は以下のとお   

りである。   

①水質マスタファイル   

水質マスタファイルは公共用水域の水質測定点にかかわる情報を収録したファイルであり，  

・データの検索や基準適否の判定などのための基礎となる情報を持っている。本年度は，前年度に  

引き続き，変更地点等の調査結果に基づいて，測定点を5万分の1地形図に記入すると共に，地  

点統一番号，地点名称，指定類型，達成期間のほか，緯度，経度を測定して，マスタファイルに  

収録した。また，本マスタファイル更新の基礎となる測定点情報調査表は電算機による出力を用  

いた。   

②水質データファイル   

本年度は昭和62年度測定に係る全国公共用水域の全測定点（8，493地点 のぺ121，450測定）  

について，水質測定結果資料解析に必要な生活環境項目のpH，BOD（河川），COD（湖治」海域），  

SS，大賜菌群数，n－ヘキサン抽出物質及び健康項目のカドミウム，シアン，有機リン，鉛，クロ  

ム（6価），ヒ素，総水銀，アルキル水銀，PCBを収録した。窒素，リン酸関係項目についても，  

技術的検討のため試験的収録を行った。なお，本ファイルの原資料となる都道府県からの測定結  

果の報告楳体は，37都道府県が磁気テープ等によっている。   

③流量マスタファイル   

建設省作成の流量年表に記載されている流量測定点について，属性情報（位乱名札流域面  

隠河口からの距離等）と年集計値（最大流量，平均流量，年総流量等）を収録したものである。   

④流量データファイル   

上記流量年表（昭和50～58年）の測定点ごとに，日平均流量，月合計，月平均流量，年合札  

年平均流量等を収録したものである。   

以上のファイルのうち，①．②については，環境庁水質保全局の行う公共用水域水質測定結果  

調査と密接な関係にあり，同調査によって得られた内容に閲し収録・集計等の作業を環境庁水質  

保全局と協力して行う過程で作成されたものである。環境庁水質保全局が昭和63年12月に発表  

した「昭和62年度公共用水域水質測定結果について」及び同局監修の「水質年鑑」の内容は，こ  

の作業結果を基礎としている。  
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3．1．2 利用プログラム等の整備  

数値データファイルを有効に利用するためには，データの検索機能，作表，作図等の出力機能  

と検索したデータの解析機能が優れた利用プログラムの整備が必要である。環境データベース利  

用ソフトウェアとして現在，次のソフトウェアを維持している。  

（1）環境データ解析用対話型プログラム   

既に，環囁データのバッチ処理用の多変量解析プログラムの整備を終了した。しかし，環境デー  

タは，工場における品質管理や実験計画の場合のような，統計的に管理された条件下で得られる  

ことはまれであるため，データの吟味から始まり，分布のモデルを探索しながら，適当な変換等  

を試行錯誤的に試みるというような処理が必要である。このような処理を対話的にTSSで遂行  

するために対話型プログラム（CDA，ConversationalProgram for EnvironmentalData  

Analysis）を開発し，研究所内での利用を可能とした。また，61年度にCDAの利用マニュアルを  

出版し，利用の促進を図ってきている。  

（2）公共用水蛾水質測定点地図出力プログラム   

水質環境データファイル（水質マスタファイル）の作成において、水質測定点の位置をはじめ  

とする各種情報を整備しているが，特に水質測定地点の位置については毎年，調査・更新した情  

報をもとに，基本となる地図に手作業で記入するなど多大の労力を費やしていた。これら作業の  

効率化と水質測定点地図の基礎資料を作成するため，昭和β1年度に開発した当該プログラムを整  

備し，研究・行政面での利用を図っている。  

（3）公共用水城水質測定結果収録ソフトウェア   

公共用水域の水質測定結果を収録・解析するために当所で開発したソフトウェア（3．1．1（2）参  

照）は，従来より自治体からの要請があれば，程供してきたところであるが，本年度は，そのマ  

ニュアルの整備に着手した。  

（4）大気汚染統計地図の原図作成   

大気環境データファイルとして約20年間にわたる常時監視データが蓄積されているが，これら  

のデータから大気汚染濃度分布の経年的な変化の様子を視覚的に理解するため特定地域の汚染濃  

度の年平均値，98パーセント値等の統計量の空間分布を経年的に描いた統計地図を出版すること  

とし，本年度は，このための原図を作成した。  

3．1．3 数値データファイルの利用  

（1）利用体制の整備   

①環境データベース磁気テープ貸出規程   

環境数値データベースを広く環境研究や環境行政の利用に供する体制を検討している。数値  

データファイルを利用者に提供するに当たって，1件当たりのデータが膨大であるため現状では  

必然的に磁気テープによらざるを得ない。このため，「環境データベース磁気テープ貸出規程」に  
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よる貸し出し方式が昭和55年2月に確立され，この規程に従って，本年度も環境データベースの  

利用が進められた。  

（∋他機関との情報交換   

当所所長と通商産業大臣官房長との覚書交換（昭和56年3月30日）に基づいて，昭和55年度  

より，当所の作成した大気環境月間値・年間値データファイルと，通商産業省の作成した工業統  

計ヒが磁気テ〔プにより交換されている。本年度も，これに基づき情報交換を行った。   

③外郡データベースヘの提供   

前出の「環境データベース磁気テープ貸出規程」による提供は，特定されたテーマについて，  

特定された利用者が一定期間内に利用することを前提としており，外部データベースに提供して  

永続的かつ不特定利用者への利用に供することは想定していない。このため，外部データベース  

への提供は個別に対応している。  

（2）大気環境データファイルの再編集   

過去に収録されたデータファイルは，当時の電算機環境に対応したものであり，漸次，最新の  

電算機環境に対応させる処理が必要となる。   

既に収録されている測定データのうち，大気時間値データファイルの昭和54，55年度測定分の  

ファイル′について，現在の磁気テープフォーマットと若干の相違点が生じていたため，最新の  

フォーマットへの再変換・編集作業を行い，フォーマットの統一化を進め利用者の便宜を図った。   

また，大気月間値・年間値データファイルについても，過去に作成したファイル（昭和53年度  

以前の情報）に，測定局名称や市区町村名称を付加し，最新のフォーマットに統一したほか，経  

年的に一部不整合であったデータ形式（測定局コード等）を修正した（昭和45～59年度データ）。   

（3）環境データベース数値情報利用マニュアル   

環境データベース事業が昭和52年度に開始されて以来，現在までに蓄積された数値情報につい  

て，総合的な利用マニュアルを作成配布した。  

3．1．4 国立公害研究所環境情報ネットワーク研究会  

環境情報ネットワークの有用性とニーズについて実態の把握と共通認識の向上を図るため，ア  

ンケートによる調査を行うとともに，都道府県市関係者約100名の参加を得て「国立公害研究所  

環境情報ネットワーク研究会」を平成元年2月15，16日に開催した。  

3．2 研究情報の整備  

主として，文献情報の収集とそのデータベース化及び国内国外の外部作成ファイルの活用につ  

いて改善を進めて，環境データベースの一環としての機能の充実を図った。昭和63年魔の特色は，  

外部システムの利用について，通信回線の高速化（1200→2400bps），化学物質情報等のグラ  

フィック表示への対応，プリンタの高速化等を進めるなど，端末機能の強化を行うほか，1）内部  

作成ファイ／レの充実に合わせた原典即時利用体制の強化，2）逐次刊行物用の7アイルNIESqSC  

の整備に加えて，単行本ファイルNIES－BOOKの収録件数の増加及び3）内部システムと外部シ  

ステムの体系的利用体制の拡充を図ったことである。  
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表3・3 国立公害研究所のオンライン検索システム  

システム又はファイル名（内容）  利用対象者  端末操作者  備  考   

収録件数（63年度末）  

NIES－EPA  （環境公害文献）  国公研職員  71，323（7，282増）  

内部  （同  上）  利用者  
NIES－SC  環境庁職員  2，292（毎年更新）  

システム  （単 行 本）  10，368（58年度購入分より）  

NIESNEWS  （新 聞記事）  6，593   

JOIS  （文 献 等）  国公研職員  部内担当者  
外部  

HJNET   （新聞灘誌記事等）  

ASSIST  （同 上）   
同 上   同 上  

システム  
DIALOG  

（文献等）  
STN－International（同 上）   

表3．3にシステムの概要を示すが，各ファイル等の内容は次のようになっている。   

NIES－EPA 米国政府関連技術報告書をデータベース化したNTIS Bibliographic Data File  

の中から，米国環境保護庁（EPA）関係を抽出したものであったが，1980年のものから他の省庁  

の環境公害分野も含めた拡張型に改善した。制限された若干のものを除し）て，大部分の対応原典  

がマイクロフィッシュ版→リーダプリンタの方式によって即時利用できる。   

NIES－MF 上記ファイ／レに対応しない原典マイクロフィッシュについて，当所で書誌事項を入  

力して原テープを作成しているものである。   

NIES－SC 収葉した逐次刊行物の管理を目的としたもので，入手形態・所蔵場所・所蔵年次な  

どの管理記録の省力化と，利用者全員が座右で常時利用できる逐次刊行物リストの年度当初にお  

ける更新を，正確かつ容易にするなどの図書室サービスを賂化する手段になっている。   

NIESへBOOK 収集した単行本を対象としたもので，58年度から入力を開始したものである。こ  

のファイルの利用によって，各研究部等に分散所蔵された単行本の集中管理と有効利用が進めら  

れる。  

JOIS 日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文献検索システムであり，漢字出力  

と原報コピー提供が特色である。JICST理工学ファイルには国内環境公害関連研究報告を含めて  

毎年数万件が入力されている。   

DIALOG 米国ダイアログインフォメーションサービス社の検索システムであるが，利用でき  

るファイルの数の多いのが特色であり，このシステムに含まれるデータベースは約300種，収録  

件数は1億2千万を超す世界最大級のものである。   

STN←．nternational米国化学会と西独FIZKarlsruhe，日本科学技術情報センターが共同で提  

供する国際的オンラインネットワークデータベースサービスで科学技術関係の多数の有用なファ  

イルを含んでいる。   

以上のオンライン検索に加えて，SDI（SelectiveDisseminationofInformation：選択的情報  

提供）を利用した専門分野情＃のオフラインの定期的入手等も昨年同様に実施し，総合約な文献  

情報の利用体制を整備した。また，所外文献の原典コピー入手については，JICST，国会図書館，  

DIALOG代理店による海外情報サービスの利用に加えて，筑波大学附属図書館の文献複写サービ  

スの利用を開始し，原報提供体制を強化した。  
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前述のように，多数のデータベースを利用する方法に並行して，日独科学技術協力協定に基づ  

く情報交換等，国際協力による研究情報の整備を進めた。  

3．3 社会情報の整備  

新聞記事データベース等の社会情報に関するデータベースは，ユーザの利用の拡大に伴って近  

年，目覚ましい発展を遂げており，これらの外部シテテムの効率的利用に努めている0なお・外  
部システムが未整備である昭和52年9月までは，記事データベースとして，NIES－NEWSを内  

部システムとして作成するなど，全体的な補完を図ることとしている。   

NIES－NEWS 環境公害に関する新聞の記事について，昭和57年度より開発に着手し，62年産  

までに6，593件を入力した。収録の対象は，朝日，毎日，読売，日本経済，産経，日本工業．い  

はらき及び常陽の8紙であり，48年1月～52年9月までである。   

川NET（株）平和情報センターのオンライン検索システムであり，朝日，続売，日本経済及び  

日経産業等の新聞情報，産業技術情報の検索に利用している。   

ASSIST（株）日外アソシエーツのオンライン検索システムであり，人物情∃私企業動向情報，  

マスコミ記事情報，図雇内容情報等の検索に利用している。  

3．4 情報源情報の整備と提供   

（1）JNFOTERRA業務   

当部は，国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）に  

おける我が国の代表機関（ナショナル・フォーかレポイント）として，以下に述べる業務を行っ  

た。なお，1NFOTERRAは，1989年1月現在，参加国数133，登録情報源数約6，200である。   

①情報源の登録と更新   

本年度は，地方自治体及び大学を中心に，環境に関連のある部門など計49を情報源として新し  

く登録した。また，組織の改廃などにより，5情報源の登録が取り消されたほかに，101情報源の  

登録内容に変更があった。この結果，国内の登録情報源数は，44増加して合計458となった。  

（勤惰報源の検索照会   

国内外からの依頼に対して，情報源照会回答業務を行った。昭和63年度は，95件（国内から69  

件，国外から26件）の照会があった。なお，この中の9件に対して，我が国における環境基準な  

どに関する一次情報の提供を行った。   

③国内普及のためのJICSTとの協力   

国内利用の普及を図るために，日本科学技術情報センター（JICST）に対する情報源データベー  

スの提供などの協力を行った。JOISを通してのオンライン利用件数は，本年度は27件であった。   

④UNEPとの協力   

平成元年3月にモスクワ（ソ連）で開催された「1990年代の環境情報交換に関する世界会議（第  

3回インフォテラ参加国会議）」に招請されて代表が参加し，報告及び討論を行った。   

⑤出版及び広報活動   

情報源及び利用者への広報資料として，「INFOTERRA国内情報源台帳（第8版補冊）」を作成  

し，関係機関に配布した。   

さらに，利用の拡大を図るため，次のシンポジウム等において，INFOTERRAに関する発表あ  
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るいは展示などを実施して，利用者に対する広報活動を行った。   

弟18回ドタメンテーション・シンポジウム（（社）情報科学技術協会，63年6月，東京）   

国立公害研究所環境情報ネットワーク研究会（国立公害研究所，元年2月，つくば）  

〔発 表〕Ⅹ－72，a－15  

（2）研究課題等情報源検索業務   

文献検索の外部システムであるJOIS及びDIALOGの利用によって，10数種類の研究情報源  

情報が得られる。主なデータベースとして，日本国内公共試験研究機関約600機関の研究テーマ  

を内容とする「JICST科学技術研究情報ファイル：CLEARING」と，米国内約1，300機関の研  

究テーマを内容とする「SSIE研究情報ファイル」などがある。  

3．5 電子計算機業務  

環境情報（大型電子計算機）システムは，環境分野のシミュレーション計算，各実験施設やリ  

モートセンシング等における測定データの解析及びそれらの画像・図形処理に利用されると共に，  

各種データベースのほか，図書単行本の集中管理，重要物品管理等の業務処理に使用された。   

本年度は，地球規模での環境問題に関する研究への取り組みが本格化したことを背景として，  

大規模なメモリ空間や長時間の計算を必要とする大気環境及び水環境の三次元モデルの応用によ  

るシミュレーション等が特徴的である。これらの電子計算機の性能に依存するジョブは，一般に，  

相当程度のCPUを費やし，ものによっては数日を要するため，当システムでは，このような数値  

計算ジョブが常時流れている状況であった。これに対応するため，昭和62年度から施行した「国  

立公害研究所電子計算機処理管理規程」により，年度初めに実施した全ユーザに対する利用予定  

調査に基づいて年間利用計画を作成したほか，個別のジョブについては，最新のFORTRANコン  

パイラの機能を用いて，16メガバイトまでを一般ジョブ及びそれ以上のプログラムサイズのもの  

を大型ジョブとし，実行クラスを分けてスケジューリングを行うなど，システムの円滑な運用に  

努めている。他方，各分野における計算需要が増加する傾向の中で，処理速度の向上とメモリ容  

量の増強は必至であり，大型電子計算機システム運営の今後の課題である。   

また，大型電子計算機を必要とするシミュレーションや大量のデータを扱う計算を対象とする  

利用のほかに，大型電子計算機システムに付属する固有の豊富なライブラリプログラムを活用す  

る例も多く，それらの適切な利用に当たって適宜対応すると共に，利用者の要請に対応しソフト  

ウェアのより一層の充実を図った。   

一九本システムを中核とするデータベース業務に関しては，すでに文字情報を主体とした．も  

のが各種運用されているが，新たに所内及び環境庁本庁各局において数値や図形を取り入れた  

データベースの構築や利用が活発になってきている。電算機管理室では，これらの構築の技術的  

支援に当たると共に，昭和63年10月に磁気ディスク装置の増設を図るなど，行政関連データベー  

スの開発支援に向けて取り組んでいる。その他，システムの効率的な利用を目指して，環境庁に  

配置している端末機も，機能の向上を図るため，センタユーザ室内の端末機と同一のモデルに変  

更した。また，以前から検討中であった貸し出し用のポータブル通信端末をラップトップ型パー  

ソナルコンピュータに更新した。さらに，通信回線の面では，300ポー1回線について，1200ボー  

ヘの切り換えを実現すると共に，構内電話回線交換機のデジタル化に伴し㍉対応モデムの検討を  

行い，所内へ一部適合するモデムを配置した。  
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以上のような利用状況を踏まえて，電算機管理室では，前年度に引き続き，所内においてネッ  

トワーク勉強会を5月と11月に設けると共に，近年，とみに関心の高まっているスーパーコン  

ピュータに関するセミナーを9月と12月に開催した。また，平成元年2月には，環境庁において，  

大型電子計算機システムの利用に関する説明会を行い．庁内から多数の参加者を得た。   

なお，63年度の本システムについては，ユーザ登録数はのぺ320人であり，平均CPU使用率は  

65％であった。図3．2は本年度のシステム利用状況の月別の日平均値である。  
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3．6 図書及び編集業務  

所内の図書関係業務については，環境情報部情報管理室が環境情報の収集，整理及び提供に関  

連する業務の一部として図書館業務を行っている。図書施設としては，玄関口ピー等の一部を利  

用するなど，暫定的に図書室（総面積791m2）の整備拡充を図り，図書閲覧室（棚数468棚，194  

m2），地図・マイクロ資料室（101m2），雑誌閲覧室（50m2）及び，新着雑誌室（雑誌展示書架  

1，120誌分，80m2）に閲覧座席34席を用意するほか，バックナンバー書庫（棚数1，542棚，204  

m2），電動苔架（繍数918椰，74m2）及び複写室（17m2）を備えている。また，別棟に情報機  

器・資料室（暗室を含む。76m2）及び複写室（33m2）を配し，利用者の便を図っている。表3．4  

に平成元年3月現在の蔵書数等を示す。   

なお，図書等の整理検索等に電算処理を導入する体制については，特にデータ入力にパーソナ  

ルコンピュータの利用を進めるなど，さらに改善して漢字入出力装置の整備に合わせて，環境デー  

表3．4 蔵 書 数 等  

資料形態   内  容   62年度末   63年産末  増加数等   

単行本   24，263冊   25，763冊  1．500冊  

外国資料簸   1，552冊   1，582冊   30冊  

国内資料類（継続資料）   332橙   36（）種   別種  
冊 子 体  ／／ （単発資料）   9，924冊   10．212冊   288冊  

洋雑誌   852種   867穐   15種  

和雄誌   901種   918種   17種  

（寄贈交換）   （490種）   （527種）  （37種）   

航空写真（モノクローム・リアルカラー●   1．498校  1，49邑枚  

写  真  赤外カラー）  

衡屋写真（LANDSAT）  （整理中）  （整理中）  

地方囲（国土地理院，50万分の1〉   8枚   8枚   

地勢図（国土地理院，20万分の1）   130枚   130枚  

地形図（国土地理院，5万分の1）   1，249枚   1，249枚  

地  図  4，429枚   4．429枚  

地形図（国土地理院，1万分の1）   1Z3枚   165枚  42枚  

湖沼屈（国土地理院，1万分の1）   1D6枚   112枚   6枚  

土地利用図（国土地理院，2方5千分の1）   1，269枚   1、269枚  

その他の図薬（地質図等）   876枚   903校   27枚  

JICST環境公害編（日本科学技術情報センター）  1975－78年度  

EnvironmentalAbstracts（EIC，USA）  1974－78年  

NiESME  （国立公害研究所環境情報部）  1976年庶版  

磁気テープ                          NIES－EPA  （  ／J  ）  ユ977－88年  

NIES－SC  （  ノJ  ）  毎年更新  
NIESNEWS  （  ／／  ）  1987年度版  

NIES－BOOK  （  ／／  ）  毎年更新   

マ イ ク ロ  EPA及びその他のNTISフィッシュ   57，404件   61．486件  

フィ ッシュ  EICフィッシュ   5，50ア件   5，50ア件   

そ の 他  新聞切り抜き   25，986件   29，0さ2件  3，096件   
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タベースの一環とした実用化を進めた。   

単行本ファイルNIES－BOOKは，昭和58年4月以降収集の図書を入力し63年度未で10，368  

件を入力した。また，本年度は，逐次刊行物所蔵リスト1989年（国立公害研究所資料Fイー，89／  

NIES）を発行した。   

昭和63年度における研究報告書等の編集業務については，国公研年報（1件），国公研特別研  

究年報（1件），国公研特別研究報告（3件），国公研研究報告（3件），国公研資料（9件），国  

公研ニュース（6件）を刊行した（成果発表一覧参照）。また，刊行物は，刊行物の種類によって，  

それぞれ国立国会図書館，公害関係研究機関及び各省庁，地方公共団体公害担当部局等に寄贈交  

換託として配布した。  

【発 表〕K－73  
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4．研究施設・設備  

4．1大型研究施設  

4．1．1大気化学実験棟（光化学チャンバー）  

本施設は都市における光化学スモッグ，対流圏バックグラウンド・成層圏等の大気光化学反応  

を解明するために，人為的又は自然的一次汚染物質が太陽により光化学的に二次汚染物質に変質  

するメカニズムを実験室的に研究することを主目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

大気環境部における研究計画に従い表4．1に示すように，主として特別研究「地球温暖化に係  

わる炭素系大気微量成分のグローバル変動に関する先導的研究」の研究課題が，大気化学研究室  

を中心に行われた。特に本年度は，対流圏大気中でのメタンやテルペン等の自然起源炭化水素類  

の酸化反応を中心とした対流圏バックグラウンド大気の反応の研究が重点的に行われた。  

表4．1昭和63年度 光化学チャンバー利用研究  

（大気環境部：大気化学研究室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる炭素系大気徴生成分の  ーメタンやテルペンの酸化反応機構の解明と，酸化   

グローバル変動に関する先導的研究   化炭素生成収率の推定   
成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関  ・オゾン破壊模擬実験による各種フロン・ハロンの   
する基礎的研究   評価   

ヒ反応に伴う一酸  

オゾン破壊能の  

4．1．2 大気拡散実験棟（風洞）  

大気拡散風洞は，工場や自動車から排出される大気汚染の移流，拡散現象をできるだけ現実に  

即してシミュレートするための施設である。   

本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて，温度，速度成層装置，加熱冷却床パネル  

を備えている点に特徴がある。これら三者の組み合わせにより種々の気象条件が再現でき，移流，  

拡散に最も重要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気と相似の条件で大気汚染を  

シミュレートすることができる。  

（1）利用試験研究   

特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」，大気環境部・技術部における経  

常研究の計画に従って，表4．2に示すような研究が行われた。  
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表4．2 昭和63年慶 大気拡散風洞利用研究  

（大気環境部：大気環境計画研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研 ・究  項  目   

〔特別研究〕  
雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に閲す  ・複雑地形上の大気現象に関する研究   
る研究   ・風洞予測手法の開発   

〔経常研究〕  
温度成層化した乱流の構造と拡散機構に関  
する研究  
実験・計測手法とその自動化に関する研究   

4．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

エアロドームは，環境大気の遠隔計測並びに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施設  

である。最上部（7・8階）に設置されているレーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短時  

間に広範囲にわたって観測するための装置で，コンピュータによって操作，データ処理を行う。  

3・4階には，エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成，拡散，消滅の諸過程を研究  

する装置と，エアロゾ／レ粒子の関与する大気汚染現象（粉じん飛散，酸性雨，雨洗など）を解明  

するエアロゾル風洞が設置されている。  

（1）利用試験研究   

レーザーレーダー   

特別研究「成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究」，及び大気環境部におけ  

る経常研究の計画に従って表4．3に示すような研究が行われた。  

表4．3 昭和63年度 大型レーザーレーダー利用研究  
（大気環境部：大気物理研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関  ・オゾン及びエアロゾルの空間分布に関する研究   
する基礎的研究   成層圏エアロゾル分布の観測  

・成層圏オゾン濃度の変動メカニズムに関する大気物理学的研究  
成層圏における物質輸送に関する研究  
成層圏オゾン濃度変動に関わるエアロゾルの影響の研究   

〔経常研究〕  
成層匿エアロゾル層の動態に関する研究  ・成層圏エアロゾル分布状態と光学的性質の継続した観測   
成層匪・対流圏間の物質交換に関する研究  ・成層圏エアロゾル濃度鉛直分布の継続的観測   
レーザーレーダーを用いた大気の構造及び  
運動に関する研究   
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エアロゾルチャンバー  

（1）利用試験研究   

特別研究「地球温暖化に係わる炭素系大気微量成分のグローバル変動に関する先導的研究」及  

び特別経常研究「酸性降下物の生成，沈着過程並びに地域生態系に与える影響に関する研究」の  

計画に従って表4．4に示すような研究が行われた。  

表4．4 昭和63年度 エアロゾルチャンバー利用研究  

（大気環境部：エアロゾル研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる炭素系大気微量成分の  
グローバル変動に関する先導的研究   

〔経常研究〕  
酸性降下物の生成，沈着過程並びに地域生  

感系に与える影響に関する研究   

エアロゾル風洞  

（1）利用試験研究   

特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」，大気環境部・技術部における経  

常研究の計画に従って，表4、5に示すような研究が行われた。  

表4．5 昭和63年度 エアロゾル風洞利用研究  

（大気環境部こ大気県境計画研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

・      ．闇■■■講   研  究   項  目   

〔特別研究〕  
穿物理過程を伴う列島規模大気汚染に閲す  
る研究   

〔経常研究〕  
都市域における塁葉酸化物の高濃度発現に  ・種々の粗度条件下での乱流統計立と濾度変動に関する研究   
及ぽす大気乱流の効果に関する基礎的研  
同  田  
実験・計測手法とその自動化に関する研究  ・風連・温度の信号実時間処理装置の開発  

4．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

本施設は，室内実験，フィールド調査などに使用される各種計測器の校正試験及び大気化学実  

験楓大気拡散実験棟，大気汚染質実験様など既設の各施設では対応できない大気関係の特別研  

究，経常研究その他のため，その必要性に応じ一定期間の使用に供することを目的とした施設で  

ある。  
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（1）利用試験研究  

本年度は，表4．6に示すような特別研究及び経常研究が行われた。  

表4．6 昭和63年度 大気共同実験棟利用研究  

（大気環境部：大気物理研究室）  

（ ノJ ：大気化学研究室）  
（ 〝 ：大気環境計画研究室）  
（ ／／ ：エアロゾル研究室）  
（技 術 部：理工施設管理室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる大気微量成分のグロー  ・YAGレーザー，励起色素レーザー，ユキシマーレーザー等による   

パル変動に関する先導的研究  分光学的研究  
・ブラックカーボンの物理・化学的差異の検討  

穿物理過程を伴う列島規模大気汚熟こ閲す        ・シミュレーション 実験による地形性気流（斜面属，海陸風等）の   

る研究  力学的構造の解明  
・フィールド観測用測定機器の開発  

成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関        ・オゾンレーザーレーダーによる観測データの処理手法の開発   
する基礎的研究   ・成層圏オゾン濃度の変動メカニズムにかかわる大気物理学的研究   

〔経常研究〕  
ダイオードレ←一ザーを用いた気相化学反応  
の速度論的研究  
黄砂上へのSO2の吸着及びSO2の酸化反応   

非球形粒子の発生とその動力学的及び光学  ・エアロゾル発生装置及び計測装置システムの開発，測定手法の閲   

的性質の研究   発   
レーザー分光法による化学反応動力学の研  
究  
実験・計測手法とその自動化に関する研究   

4．1．5 大気モニター棟  

本施設では環境中の大気汚染物質及び地上気象要素を測定している。汚染物質は亜硫酸ガス，  

窒素酸化物，オゾン，オキシダント，一酸化炭素，炭化水素，浮遊粒子状物質などを，気象要素  

は風向，風速，気温，湿度，日射量，雨量などをそれぞれの自動測定器を用いて測定している。  

大気汚染物質自動測定器の精度，安定性，妨害要因などを検討するための実験研究にも利用され  

ている。  

（1）利用試験研究   

本年度は表4．7に示す経常研究に利用された。  
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表4．7 昭和63年慶 大気モニター棟利用研究注）  
（計測技術部：分析室）  

研  究  課  題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
大気中のガス状汚染物質の測定法に関する  
研究  
大気中の浮遊粉じんの測定法に関する研究   

注）このはかに，環境情報瓢計測技術部，大気項項部，環境生理乱生物環境部の研究に測定データが利用されている。  

4．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）  

本施設は放射性同位元素を利用することにより，汚染物質の挙動を解明するためのものであり，  

登録されている核種はα放射体を除き36核種である。  

（1）利用試験研究   

表4．8に示すように，原子力利用研究，特別研究及び経常研究が行われた。  

4．1．7 水生生物実験棟（アクアトロン）  

本施設は水界において生物が関与するあらゆる環境問題について研究することを巨的としてお  

り．2種類のマイクロコズム装置，毒性試験装置などの大型実験装置のほか，微生物・藻類・水  

生生物の飼育，培養，及び保存のための設備が設置されている。   

昭和63年度に本施設を利用して実施された試験研究は，5部9研究室によって特別研究5課  

題，経常研究11課題，及び重点基礎研究1課題（表4．9）である。研究の主な内容は水質汚濁機  

構の解明と防止対策の検討，及び環境汚染物質の水界生態系への影響評価に関するものであった。  

本年度内に供試された実験水生生物は，グッピー，メダカ，タマミジンコ，オオミジンコ，ヌカ  

エビ等を中心に42種・系統に及んだ。  

生物生態園実験池   

本施設は，自然条件下における池生感系の遷移現象や水質変化に伴う生態系としての反応を，  

主ヒして生物群集の側からとらえ解析するための野外実験施設であり，生物環境部による経常研  

究「動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係」及び，特別研究「水界生態系に及ぼす有害  

汚染物質の影響評価に関する研究」中の1テーマが実施された。  
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表4．8 昭和63年度 RI棟利用研究  

研  究  課  題   研  究  部  室   

〔原子力利用研究〕  
項墳汚染物質の生物影響の作用機構に閲す  生物環境部生理生化学研究室  
る研究   
1）植物影響関係   環境生理部環境病理研究室，環境生化学研究室，慢  
2）動物影響関係   

計測技術部生体化学計測研究室，底質土壌計測研究        潮干乱河川生■態系の酸性化に伴う物質代謝   

の変化機構に関する研究   水質土壌環境部土壌環境研究室  
生物環境部陸生生物生態研究室  
技術部理工施設管理室   

標識化合物利用による環境汚染のモニタリ  水質土壌環境部陸水環境研究室   
ング手法の開発に関する研究  
〔特別研究〕  
水界生態系に及ぽす有害汚染物質の影響評  顎境保健部人類生態研究室  
価に関する研究   

生物環境部生理生化学研究室  
物の開発に関する研究   

水質土壌環境部陸水環境研究室  
挙動に関する研究   

計測技術部生体化学計測研究室  
研究   環境保健部人類生態研究室   
粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生  環境生理部慢性毒性研究室  
態影響評価に関する実験的研究   
環境保健部環境保健研究室    大都市圏における環境ストレスと健康に係   
る環境保陛モニタリング手法の開発に関  
する研究  
〔経常研究〕  
底質からみた堆積環境の変動に関する研究  計測技術部底質土壌計測研究室   
肺胞マクロファージの不均一性む土関する研  
究  
環境有害物質の細胞障害の一因としての珊  
胞骨格系の変化に関する研究  
栄養不艮動物に対する環境汚染物質の影響  
に関する研究  
胎仔培養系を栢いた胎仔毒性の機構解明に  
関する基礎的研究  
肺細胞の遺伝子傷害とプロモーション作用  
に及ぼす環境汚染物野の影響に関する研  
究  
慢性的ストレスモデルの開発に関する総合  
的基礎検討  
遺伝子資源としての環境生物の確保と実験  
生物化に関する研究   

性毒性研究室   

室   
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表4．9 昭和63年度 水生生物実験棟利用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室   主な使用施設   供試生物等   

〔特別研究〕  
土壌及び地下水圏における有害化芋物質の挙  水質土壌環境部   マイクロコズム   
動に関する研究   陸水環境研究室   恒温宴   
水界生態系に及ぼす石膏汚染物質の影響評価  海洋環境研究室   培養室   イトミミズ  
に関する研究   計測技術部   無菌室   オオミジンコ   
宵栄養化による内湾生態系への影響評価に関  水質計測研究室   低温実験室   タマミジンコ   
する研究   生体計測研究室   水質分析室   淡水産ワムシ   
先端技術における化学環境の解明に関する研  環境保健部   検鏡室   ヌカエビ   
究   人間生態研究室   海水マイクロコズム  ヤモンユスリカ   
環境容量からみた水域の機能評価と新管理手  生物環境部   装置   セスジュスリカ   
法に関する研究   水生生態研究室  毒性試験襲眉  

生物環境管理研究室  
技術部  自然光室  
理工施設管理室  屋外水槽  
生物施設管理室  機器分析室   

〔経常研究〕  
湖沼の水質管理に関する基礎的研究   水質土壌環境部   マイクロコズム   
バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥  陸水環境研究室   恒温室   
処理に関する研究   海洋環境研究室   培養室   
陸水域に及ぼす埋立て処分地浸出液の影響に  技術部   無菌室   
関する研究   理工施設管理室   低温実験室   
培養微生物の陸水環境における挙動に関する  生物環境部   水質分析室   
研究   水生生態研究室   検鋳喜   
動物プランクトン群集と水の華形成藻の関係  生物環境管理研究  海水マイクロズム   
底生動物の環境指標性の研究   技術部   装置   
水生生物による毒性試験法の検討   生物施設管理室   毒性試験装置   イトミミズ  
冨栄養湖沼の環境管掛；ともなう生態系構造  人工環境室   オオミジンコ   
の変化に関する研究  自然光室   タマミジンコ   
河川・湖沼の底生動物による浄化機能に閲す  屋外水槽   淡水産ワムシ   
る研究  機器分析室   ヌカエビ   
追伝子資源としての環境生物の確保と実験生  苛性試験装置   ヤモンユスリカ   
物化に関する研究  人工環境室   セスジュスリカ   
環境指標生物としてのホタルの現況とその保  自然光室   ゲンジボタル   
全に関する研究  屋外水槽   ヘイケボタル   
〔重点基礎研究〕  機器分析室   カワニナ   
富栄養ポ削こおける有害藻類の発生機構とその  サカマギガイ   
挙動に関する基礎的研究  キンギョ   
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4．1．8 水理実験棟  

本施設は湖沼・河川・沿岸海域の水理現象と水質に関与する物質の輸送と混合・拡散現象を実  

験的に解明することを目的とした施設であり，種々の大型水理モデルのほか，地下水汚染研究の  

ための諸モデル測定装置が設置されている。   

昭和63年度本施設を利用して表4．10に示したとおり，水質土壌環境部水質環境計画研究室に  

よる特別研究2課題，経常研究1課題が行われた。  

表4．10 昭和63年度 水理実験棟利用研究  
（水質土壌環境部：水質環境計画研究室）  

研  究  課  題   利 用 部 室   主な使用設臆   備  考   

〔特別研究〕  
環境容量からみた水域の機能評価と新管理手  水質土壌環境部   円筒カラム   クロロフォルム   
法に関する研究   水環境計画研究室  模型井   トリクロロエチ   
土壌及び地下水塵における有害化学物の挙動  
に関する研究  

〔経常研究〕  
湖沼における物質移動の水理学的研究  モデル湖  

吹送流水理模型，他  

4．1．9 土壌環境実験棟（ペドトロン）  

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土壌の浄化に関する研究を行うことを目的として  

いる。有害化芋物質による土壌・底質環境の汚染のメカニズム，及び各種の無機・有機廃棄物の  

土壌生態系に及ぼす影響を動的に解析する研究が行われている。  

（1）利用試験研究   

昭和63年度に本施設で実施された試験研究は，表4．11に示すように3部6研究室によって，  

特別研究2課題及び経常研究7課題，科学技術振興調整費重点基礎研究1課題が実施された0  
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表4．11昭和63年度 土壌環境実験棟利用研究  

■‘        ■■    態   利 用 部 室   主な使用設備   

〔特別研究〕   
水質土壌環境部   大型ライシメータ   

究  土壌環境研究室  小型ライシメータ  
陸水環境研究室  グロースキャビネット  
水質現場計画研究室  

培茸室  
地温制御チャンバー  

環境容屋から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研     水質土壌環境部  地温制御チャンバー   
究   陸水環境研究室  低温庫   

水質環境計画研究室  

〔経常研究〕   
培養微生物の陸水環境における挙動に関する研究   水質土壌環境部  実験室  

土壌環境研究室  
土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  実験室   
土壌中における無機汚染物質の挙動に関する研究  土壌環境制御室   
土壌の物質代謝機能に関する研究  地温制御チャンバ」   
土壌特性の空間的・時間的変動に関する研究  大型ライシメータ   
土壌養分の物質循環に関する研究  総合解析部  グロースキャビネット  

資源循環研究室  大型ライシメータ  
環境情報部  土壌環境制御室   
情報調査室  

〔科学技術振興調整費重点基礎〕   
水質土壌環境部   材料提供温室   

基礎的研究   海洋環境研究室  

4．1．10 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は環境汚染物質が生体に及ぼす影響について，BiomedicalScienceの立場から試験研究  

することを目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

昭和63年度内に本施設を使用して実施された試験研究は表4．12に示した5部9研究室で合計  

237課題（63年度分；180と継続分：57）が実施された。また，ガス暴露チャンバーを利用した実  

験は計19課題であった。なお，本年度は特別研究に「粒子状物質を主体ヒした大気汚染物質の生  

体影響評価に関する実験的研究」による，硫酸ミストと汚染ガスの長期複合暴靂実験（13か月間）  

が7月からAS系チャンバーで開始された。   

63年度中に本施設に導入された動物（施設内で自家生産された動物及び卵を含む）を表4．13に  

示した。本年度も近交系マウス（C3H／He，C57BL／6，DBA／2，CF＃1，BALB／c）及び近交系ラッ  

ト（NAR，Wistar）など特殊動物を含めた自家生産動物の需要があり，計2．464個体を各研究に  

供試した。  
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表4．12 昭和63年度 動物実験棟利用研究  

研  究  課  題   課題数利用部室 使用動物   

・0，がラットの生理機能に及ぼす影響（他）   6 環境生理部  ラット   
・大気汚染物質がヘモグロビンの酸素解離■に及ぼす影響（他）  4  環境生理研究室   

・ラットでの鼻粘膜刺激実験（他）   3   

・環境化学物質の音符扉如での胎児毒性の検討（他）   7  環境病理研究室   

・胎仔培養条件の検討（他）   8  マウス   
・コレラトキシンによるIgA・IgE産生の比較（他）   10  ラット   
・札SO．暴露による1gE産生に及ぼす影響（他）   10  ウサギ   
・ケイ酸アルミニウム，アスベスト投与後の肺の組織検索（他）  9   

・ウサギ末棉血リンパ球でのSCE分析法の検討   

・複合汚染物質長斯暴露による発癌実験（他）   S  慢性毒性研究室  マウス   
・H2SO一暴靂がモルモットの気道過敏性に及ぽす影響（他）   47  ラット   
・モルモット気道平滑筋での収縮の伝導の検討（他）   8  モルモット   
・ラット肺のDNA傷害修復能の検討（他）   4  ハムスター   
・大気汚染物質の老齢ラットヘの影響（他）   5  環境化学研究室  マウス   
・塩素化炭化水素の生体影響（他）   5  ラット   
・ラット肺胞マクロファージの細分化の検討（他）   3   

・ビタミンA欠乏ラットに対する03暴露の影響（他）   6   

・動物体内における微量元素含量の分析（他）   2 環境保健部  ラット   
・モルモットでの農薬投与による影響（他）   3  環境保健研究室  モルモット   
・動物の体内画像処理及び代謝測定（他）   β   
・Zn取り込みにおける生体の識別機構の検索（他）   6  人類生態研究室  マウス   
・Cd，ZrI，Cu同時投与後の臓器間分布（他）   5  ラット   
・新生仔マウスでの有害物質の骨代謝への影響（他）   6  ウサギ■   
・Cl】SO。気管内投与による生体内挙動と肺への影響（他）   8   

・ラットでのYCl。投与後の生体内挙動（他）   5   

・ラットでの肝障害による元素識別機構への影響（他）   8   

・植物の孔辺細胞膜タンパク質の免疫化学的特性（他）   8 生物環境部  マウス   
・植物アスコルビン酸パーオキシダーゼの抗体作成   1  生理生化学研究室  ウサギ   

・マウスでのラン藻類の毒性に関する研究（他）   3水質土壌環境部  マウス   
海洋環境研究室  

・無アルブミンラットでのLD5。試験（他）   7技術部  マウス，∴ラット  

・環境科学研究に適した実験動物の開発（他）   2動物施設管理室ハムスタ→  

ウズラ  
・実験動物の異常検索手法に関する研究（他）  23  イヌ，サル  

237 計 5部9室 8 程   

（2）施設の安全管理・開発研究等   

本施設では第1棟内にバリアーシステム（以下BSと略す）を設け，SPF動物の飼育管理を行っ  

ている。SPF飼育環境の適性な維持管理は，実験精度向上のために不可欠な業務であり，施設で  

はBS区域内の微生物学的清浄度を定期的に検査している。毎月の落下細菌検査の結果等より，本  

施設のBS区域は前年度に引き続き清浄な状態で維持されていることが確認できた。   

なお，本年度中に本施設内には以下の研究機器設置が行われ，各種実験が開始された。  
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表4．13 昭和63年度における実験動物の導入数及び自家生産数（供給卵を含む）  

平成元年   
合 計   

マウス  導 入  131139 10  0  92 13 387 137 392 154 187 380  2．017   
自家生産  128  63 14 19  0 18  0  54 248 19  0  21  584   

ラット  導 入  155 235 842 380 142 204 1g1 537 76 279 198 332  3．571   
自家生産  0 117  4  23  34  21  0 82 191 18  0 152  642   

ハムスター 自家生産  0  0  0  2 10 12  0  0  82  0  0  0  106   

モルモット 導入   0  24  77  54  60  33  0  84  0 115  0  48  四   
自家生産  0  0  D  O 29  4  0  0  0  0  0  0   

ウサギ  導 入   0  0  0  0  2  0  0  2  0  0  0 10   14   

ウズラ  自家生産  0 270‘197 128  0  0 104 174  94 132  0  0  1．099   
供給卵  450 465 450 465 465 450 465 450 465 465 420 465  （5475）   

導 入  286 398 929 434 296 250 578 755 468 548 385 770  6，097   
自家生産  128 450 215 172 73 55 104 310 615 169  0 173  2．464   

総合計  414 朗81，144 606 369 3（）5 6S21，鵬51．083 717 385 943  8，561  
（14，036）   

①実験動物を無侵襲性下で生体情報が得られる〔生体用核磁気共鳴分光計（NMR）〕の稼軌  

②AS・AC系暴露チャンバーに従来のガス状物質に加え，〔粒子状物質（硫酸ミスト等）暴露機能〕  

を付加し実験に使用。③生体呼吸機能測定用〔気道過敏性測定装眉〕の使用。これら研究機器は  

昭和63年度により使用が開始された。  

4．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設では，植物及び陸上生態系に及ぼす大気汚染などの影響や植物を利用した環境改善法に  

関して，制御された環境下で試験研究することを目的にしている。このため，植物群落を対象と  

した自然環境シミュレータを始めとして，程々の型式・性能の環境調節装置が植物実験棟l，及  

びIlに設置されている。また，昭和62年度に植物実験棟Ⅰに設置された，クリーン実験室・培養  

室等からなるバイオテクノロジー施設が本格的に稼働を始めた。   

昭和63年度に本施設では，3部6研究室によって，特別研究3課題，経常研究15課題の試験  

研究が実施された（表4．14）。特に，62年度より開始された特別研究「バイオテクノロジーによ  

る大気環境指標植物の開発に関する研究」では，従来から行われてきた大気汚染物質の植物影響  

や植物の大気浄化機能に関する研究に加えて，最新のバイオテクノロジーを用いた大気汚染環境  

に対して指標性や大気浄化機能の高い植物の開発に関する研究が行われている。また，前年度よ  

り開始された特別研究「環境容量からみた水域の機能評価と新管理手法に関する研究」でも，最  

新のバイオテクノロジー等新技術を応用した浄化機能促進に関する研究が行われている。さらに  

特別研究「成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究」が本年度より始まり，本  

施設では植物への紫外線影響の解明に関する研究が開始された。本年度に供試された実験植物は，  

ソラマメ，ホウレンソウ，ペチュニア等を中心に40種に及び，年間供給個体数は約1万4千個体  

に達した。  
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表4．14 昭和63年度 植物実験棟利用研究  

研   究   課   題   利 用 部 室   主な使用設備   

〔特別研究〕   
バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に閲す   
る研究   

生物環境部   人工キャビネット  
る研究  （5課題）  生理生化学研究室   クリーン実験室，無菌室   

・バイオテクノロジーによる指標植物の作出法に関する  陸生生物生態研究室  自然光室，材料提供温室   
研究  （10諌題）  技術部   自然環境シミュレータ   
・指標植物の探索と選抜に関する研究  （4課題）  生物施設管理室   人工光キャビネット  
・指標植物の系統保存と増殖に関する研究 （4謙虚）  理工施設管理室  
・植物診断法の開発に関する研究  （3課題）   

・囁境調節装置の制御法に関する研究   （2課題）   

・指標植物による大気環境評価装置に関する研究   
■（3課題）   

生物環境部                成層圏オゾン層の変動とその環境影響に関する基礎的研究   
材料提供温室・自然光室                        ・紫外線環境の変化とその生物への影響に関する研究  生理生化学研究室   

（2盲課題）  技術部  人工光キャビネット  
生物施設管理室  人工光室  
水質土壌環境部  クリーン実験室   

究   陸水環境計画研究室   

〔経常研究〕   
生物環境部   クリーン実験室   

価手法開発のための基礎的研究  生理生化学研究室  
水質土壌環境部  
陸水環境計画研究室  

遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物化に関する     生物環境部   人工光窒   
研究  生理生化学研究室  

陸生生物生態研究室  
技術部  
生物施設管理室  

遊離脂肪掛こよる植物細胞の膜脂質代謝調節機構に関する      生物環境部   人工光キャビネット   
研究   生理生化学研究室  
高等植物拙胞のエネルギー代謝系に及ぽす環境要因の影響  同上  
に関する研究   
環境要因が植物の過伝子発現に及ぼす影響に関する研究   無菌室  
植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関する研究  同 上   
植物の気孔における環境要因変動の受容点に関する研究  同 上   
高等植物の環境ストレス誘導性タンパク質に関する研究  同 上   
霹苔類植物の増殖の制御要因に関する研究   生物環境部  同上  

陸生生物生態研究室  
環填ストレスに対する各種植物の適応と成長パターンの変   自然光キャビネット  
化   
植物の光合成に対する環境変動要因の解明  生物環境部  人工光睾  

陸生生物生態研究室  
技術部  
生物施設管理室  

プラスチック可塑剤の植物影響評価法に関する研究   技術部  同上  
生物施設管理室  

緑地による環境改善への画像計測技術の応用   材料提供温室  
環境植物の組織培養保存技術の開発に関する研究  同 上   
インドアプラントの環境適応性と栽培エキスパートシステ  同 上   
ムの開発に関する研究  人工光キャビネット   
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4．1．12 微生物系統保存模  

本施設は微生物が関与する環境汚染・浄化の研究を促進させるために必要な環境微生物培養株  

を収集，確保して系統的に保存すること，及び研究者の要請に応じて保存株データと共に提供す  

ることを目的とした施設である。   

昭和63年度の保存株の分譲は，赤潮・水の葦形成藻簸，汚染指標藻類，AGP供試藻類をはじ  

めとして，多種にわたった。本施設関連の試験研究を表4．15に示した。   

なお本年度寄託株は約100殊に及び，それらの種名、履歴（産地，採集老，分離者，採集月日  

等），株の状態（無菌，単藻等），培地，培養条件等をパーソナルコンピュータで整理した。  

表4．15 昭和63年度 微生物系統保存棟利用研究  

研  究  課  題   利  用  部  室   

〔特別研究〕  
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関  生物環境部水生生物生態研究室，生物管理研究室   
する研究  水質土壌環境部海洋環境研究室  

技術部生物施設管理垂  
富栄養化による内湾生態系への影響評掛こ関する  
研究  
嘩境容豊からみた水域の機能評価と新管理手法に  
関する研究   計測技術部底質土壌計測研究室   
〔経常研究〕  
遺伝子資源としての環境生物の保存と実験生物化  水質土壌環境部海洋環境研究室，陸水帝境研究室   
に関する研究  環境生理部環境病理研究室  

生物環境部水生生物生態研究室  
海域と汚染と植物プランクトン群集の鐸の多様性  
に関する研究  
バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処理  
に関する研究  
マイクロコズムにおけるラン藻類の培秦に関する  
基礎鱒研究   水蜜土壌環境部陸水環境研究室   
湖沼の水質管理に関する基礎的研究   水蜜土壌環境部陸水環境研究室   
微細譲渡の増殖と形態に及ぼす培養保存条件の影  
響に関する研究   
〔科学技術握輿調整費重点基礎研究〕  
富栄養湖における有審藻類の発生機構とその挙動  水蜜土壌環境部海洋環境研究室，陸水環境研究室   
に関する基礎的研究   生御環境部水生生物生態研究室  

環境生理部環境病理研究室  
技雁郡生物施設管理室   

〔原子力利用研究〕  
湖沼・河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化  計測技術部生体化学計測研究室   
機構に関する研究   技術部生物施設管理室   
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4．1．13 騒音・保健研究棟  

本施設は，環境中有害物等の人体への影響に関して，人を直接の対象として研究することを目  

的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

昭和63年度に本施設を利用して実施された試験研究を衰4，16に示した。環境保健部，総合解  

析部の2部4室で，特別研究4課題，原子力利用研究1課題，経常研究11課題が実施された。  

表4．16 昭和63年度騒音・保健研究棟利用研究  

研  究  課  題  

〔特別研究〕  
先端技術における化学環境の解明に関する研究  
粒子状物質を主体とした大気汚染物質の生体影響評価に関する実験的研究  
大都市圏における環境ストレスと健康に係る環境保健モニタリング手法の開発に関する研究  
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究  
〔原子力利用研究〕  
環境汚染物質の生体影響の作用機構に関する研究  
〔経常研究〕  
宋規制化学物質の健康への影響評価方法の開発に関する基礎的研究  
メタロチオネインの生理的意義に関する研究  
力ドミウムの肝毒性発現に係るタンパク質の構造と機能に関する研究  
生体による元素の識別機構に関する研究  
鉱物繊維が肺に及ぼす影響の比較  
妊娠に伴う必須元素の変動と有害元素の影響に関する研究  
心身のストレス度及び関連疾患症状を知るための総合的チェックリストの開発  
音環境に対する心理生物学的感受性の個人差に関する実験的研究  
慢性的ストレスモデルの開発に関する総合的基礎検討  
24時間連続呼吸換気量測定法の応用に関する研究  

有害化学物質によるリスクの教生的評価法に関する研究  

4．1．14 実 験 ほ 場  

本施設では，植物及び土壌生態系の環境保全機掛こ関する野外実験や所内の各生物囁境調節施  

設で得られた研究成果の野外条件下での応用試験並びに環境指標植物・環境浄化植物などの系統  
保存，供給を行うことを目的とした生物系野外実験施設である。   

昭和63年度に本施設で実施された研究課題は表4・1アのとおりであり，水質土壌環境弧生物  

環境弧環境情報部，総合解析部，大気環境部，技術部の6部によって特別研究4課題及び経常  

研究10課題がそれぞ九利用施設の特色を生かして実施された。また，木本植物を主体とした環境  

指標植物・環境浄化植物を系統保存・供給するために，苗ほ及び母樹園を整備した0  
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表4，17 昭和63年度 実験ほ場利用研究  

研  究  課 題  利用研究部   主な使用施設   供試植物等   

〔特別研究）   

環境指標を用いた都市及び自然環境等の変動l総合解析郡   試験水田   イネ  
予測測定手法に関する総合解析研究   有底ほ場（水田）  イネ   
地球腹掛ヒに係わる炭素系大気徴生成分のグ 大気囁境部   試験水田  イネ  
ロー／てル変動に関する先導的研究   

バイオテクノロジーによる大気環境指標植物 生物環境部   温室  ユリ，辞育類  

の開発に関する研究  技術部   グロースチェンバー  
本構内畑地ほ場  ポプラ  

土壌及び地下水圏における有害物質の挙動に 水質土壌環境部   本構内畑地ほ場  
関する研究  生物曙境部  （裸地）  

温室   イタドリ   
〔経常研究〕  
地理情報による環境の広域解析・評価手法に 環境情報部   
関する研究  技術部   
閉鎖性水域の環境保全対策策定手法に関する 統合解析部   
研究  （イネ）   

廃棄物処理に係わる物質循環とその管理に関l総合解析部  小型発酵槽設置  
する基礎的研究   
土壌養分の物質循環に関する研究  水質土壌環境部   ソルガム（夏期）  

コムギ（冬期）  

土壌特性の空間的・時間的変動に関する研究 水質土壌環境部   有底枠試験地   裸地  
培養微生物の陸水環境における挙動に関する 水質土壌環境部   本構内畑地ほ場  
研究  （裸地）   

植物の光合成に対する環境変動要因の解明  生物環境部  本構内畑地ほ場   クズ，街路樹   
箭首類植物の脂殖の制限要因に関する研究  生物顎境部   温室   辟育類   
プラスチック可塑剤の植物影響評価に関する 技術部   グロースチェンパー  
研究   
畑地ほ場における土壌形成課程に関する研究 技術部  別団地畑地ほ場   

コムギ（冬期）  

4．1．15 霞ヶ浦臨湖実験施設  

本施設は陸水域の富栄養化機構の解明とその防止策にかかわる基礎的，応用的研究を行うこと  

を目的ヒして霞ヶ浦（西浦）湖岸の7haの敷地に昭和59年2月未完成した。  

（1）利用試験研究   

本施設においては，我が国における代表的な富栄養湖である霞ヶ浦の水質，水理，生物あるい  

は底泥などを連続的に観測する調査研究及び霞ヶ浦湖水，地下水を連続取水し，これを用いて富  

栄養化に及ぼす汚濁物質の影響，水草や魚類等の水生生物を用いた水質回復あるいは各種処理法  

による湖水や排水の浄化等の研究が行われている。表4，18に昭和63年度に実施した施設利用研  

究テーマを示した。  
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哀4．18 昭和63年度 霞ヶ浦臨湖実験施設利用研究  

研  課  題   利用施設   研究期間   

〔特別研究〕  
環境有史からみた水域の機舵評価と新管理手法に関する研究   多目的実験地   
・浅い湖沼の生態管理による水質改善に関する研究   63／4－2／3        （大 型 弛）   
・生態系構造の遠いによる物質環境の変化に関する研究   （小 型 池）  63／4、4／3   
・宮栄養湖におけるアオコ優占規格に関する研究  63／4－4／3   

・藻類増殖過程の水質変動及びその超絶成遠への影響   63／4、4ノ3   

・沿岸地下水の長期モニター  63／4、永続   

・水革帯の機能評価に関する研究  63／4一元／3   

・アオコ指標作成のための基礎的研究  63／4－3／3   

・霞ケ浦の魚類調査  63／4－永続  

土壌及び地下水圏における有害化字物質の挙動に関する研究   
・地下水汚染機構の解明   観  測  井                       63／4－2／3  

水界生態系に及ぼす有害汚染物賢の影響評価に関する研究   
・水草の有害汚染物質に対する指標性の研究   63／4一元／3  

〔経常研究〕   
水草帯の分布とその変動に関する研究（生物環境部）   多目的実験池  63／4一永続  

霞ヶ浦座魚類，甲殻類の成長解析（生物環境部）   フリースペース  
霞ケ浦のイサザアミ個体群変動要医の実験的解析（生物環境部）  63／4－3／3   

雨水からの栄養塩負荷とその水質に及ぼす影響（水質土壌環境郡）  63／4長期   

湖沼の水質管理に関する基礎的研究（水質土壌環境部）  土壌浸透実験装置  
光合成細菌の廃水処理への応用と、菌体利用に関する基礎的研究  63ノ4－1ノ3  

（水質土壌環境部）   

河川流‾F過程の水質変化と河床生物膜の関係についての研究   （実験室）  

（水質土壌環境部）   

水域における微生物の存在状態と機能に関する研究（水質土壌環境部）   63／4－3／3  

霞ヶ浦の水質・生物変動に関する研究（水質土壌環境部）  63／4元／3   

水質自動連続測定法に関する基礎的研究（計測技術部）  取水塔   
気象・水質等データの整理・表示方法の検討（計測技術部）   実験管理棟（モニター室）  

トレーサー実験資料の窒素・炭素安定同位対比の測定（計測技術部）  63／4元／3   

天然水環境中の微量元素の挙動の解析に関する研究（計測技術部）  63／4－2／3   

層ヶ捕貴重勒・植物の保存  素堀池   

4．1．16 奥日光環境観測所  

本施設は森林生態系に及ぼす環境汚染の影響及び環境汚染に対する非汚染地でのバックグラウ  

ンド値を長期にわたって観測することを目的として，昭和63年3月に竣工した。   

施設は栃木県日光市奥日光に所在し，覇測所と管理施設の2施設より構成される。観測所は日  

光国立公園小田代ヶ原西方の標高1，460mの人為的影響の少ない冷温帯林地に位置し，大気成  

分，気象因子，雨水・河川・地下水の水質などの環境因子が自動計測されている。それらのデー  

タはつくぼ市にある当所に通信回線を用いて自動伝送され，本施設で実施される各種研究や環境  

汚染に対するバックグラウンドデータとして活用されている。管理棟は観測所から約4km離れ  

た中禅寺湖千手ヶ浜の西方に位置し，観測・調査の準備や宿泊に供される。   

昭和63年度は稼働初年度であり，各装置・機器類の試運転・調整を中心に運営されると共に，  

比較的人為影響の少ない奥日光地域の自然環境及び生物を長期にわたり調査し，自然地域の環  

境・生物の変動特性を把握するために，4研究部にまたがる研究が開始され，表4．19に本年度の  

利用研究課題・項目を示した。  

一ユ08－   



表4．19 昭和63年度 奥日光環境観測所利用研究  

研  究  課  題     項  目  

〔経常研究〕  
奥日光地域における環境の長期変動及び生物に関する研究   
・奥日光地域における大気汚染物質の沈着速度ヒ沈着塁の測定   
・日光山岳地域における大気中微量有機物の測定   
・陸域生態系に及ぽす酸性降‾F物の影響に関する研究   

・自然林他の地下水位・水質の長期モニター及び森林域の物質循環に関する研究  
・蘇苔林及甲その間辺域における詳首題の生長及び蘇首簸群落の遷移に関する研究   
・冷温帯林における種多様性の維持機構の生理生態学的研究   
・日光国立公園内の湖沼生態系の構造と機能に関する研究   
・奥日光地域における植生の違いに対応した河川生態系の構造に関する研究  

大気環境部  
計測技術部  
計測技術部  
水質土壌環境部  
生物環境部  
生物環境部  
生物環境部  
生物環境部  

4．1．17 研究本館ⅠⅠ（共同利用棟及び共同研究棟）   

（l）人間環境評価実験施設（ELMES：Evaluation Laboratoryof Man・EnvironmentaISys－  

tems）及び環境総合評価のための情報システム（SAPIENS：SystemsAnalysisandPlanningin  

lnterIigentEnvironmentaIJnformationSystem）   

ELMESは環境評価にかかわる人間集団の反応測定や，意思決定プロセスにおける情報伝達効  

果の有効性の確認等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設であり，中会議室と兼用の  

一集団実験室，ゲーミングシミュレーションのための多集団実験室及び情報伝達のためのオー  

ディオ・ビジュアル機器と実験制御装置（ミニコンビュータ）等から構成されている。   

SAPIENSはELMESでの環境情報提示や，地域環境情報システムの開発研究を進めるための  

ミニコンピュータ及び画像処理・表示システムと環境データベースからなる（表4．20）。  

表4．201昭和63年度の主な利用研究  

研  究  課  題   利  用  状  況   

〔特別研究〕  
環壌指操を用いた都市及び自然環境等の変  ・専門家対話型環境予測モデルの構築（構造同定モ   

動予測手法開発に関する総合解析研究   タイプ・ファジィモデル）  

・世界及び国内環境データベースの構築と利用  
・都市景観予測シミュレーション結果の表示等  
・知識ベース及びエキスパートシステムの開発   

〔経常研究〕  
環境評価のためのモデリングとモニタリン  ・画像処理システムの開発   
グ手法に関する研究   ・処理画像の表示システムの開発   
道路交通による環境影響の評価と防止対策  ・三次元沿道大気汚染拡散モデルの対話型実行と括   
に関する研究   ・広域交通公害評価システムの開発と利用   

デル・シナリオ  

果の表示   

ー109－  



（2）試料庫（SBS：SpecimenBankingSystem）   

環境試料の長期保存及び試料の保存性に関する研究のために設立されたものであり，低温室，  

ディープフリーザー室，恒温室，試料準館宴，記録室から成り立っている。低温室は－200Cの3  

低温重からなり，大量ゐ試料の保存が可能である。ディープフリーザー室には，2基の超低温槽  

と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（－800C，－1100C，¶1960c）の必要な少量の試料  

の保存が可能である。＋50c，十200Cの2つの恒温室は，それぞれ凍結しない方法による保存に用い  

る。保存する試料の前処理は試料準備室において行う。記録室内には各室の温度が表示記録され  

るとともに，保存試料に関する情報が記録されている。  

（1）利用試験研究   

試料庫は，環境試料の長期保存にかかわる研究（表4，21）及びパイロットバンキング（表4．22）  

に用いられている。  

表4．21昭和63年度 試料犀利用試験研究  

研   究   題   目   利 用 部 室   保存温度（‘C）   

大気粉じん中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部  ＋20，一20   

大気計測研究室  
水試料の保存  計測技術部  －20   

水質計測研究室  
生体中の汚染物質の保存性に関する研究  計測技術部  20，－SO，－110，   

環境標準試料の作成と評価に関する研究   生体化学計測研究室  一ユ96，十20   
底質．土壌試料の保存   計測技術部  20，80，－110   

底質土壌計測研究室  
底質試料の保存  水質土壌環境部  20   

土壌環境研究室  
疫学関係試料の保存  環境保健部  －20   

人類生態研究室  

表4．22 昭和63年度 保存試料  

試  料  名   試料数   

大気試料   大気粉じん，雨水，雪   約180   

水質試料   約150   

底質試料   約100   試料の種類                  湖水      湖底質    生物試料  植物，魚，鳥，員，毛髪  約800   
（3）内湾密度流実験装置   

本属設は内湾における密度流現象を解析する目的で設置され，したがって内湾及び外洋を模招  

した水路部と，その上部に位置する風洞部からなる。  

（1）利用試験研究   

昭和63年度には，表4．23に示すような特別研究，経常研究の計画に従って実験が行われた。  
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（2）施設の管理   

水質土壌環境部海洋環境研究室の研究員，業務委託員が研究計画に沿って各実験装置の管理・  

運転に当たった。  

表4．23 昭和63年度 内湾密度流実験装置利用研究  

研  究  題  目  

〔特別研究〕  
蕃栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究   
・エスチャリーニ型鉛直循環の実験的研究   
・海域メゾコズム設計試験  
〔経常研究〕  
海域における小規模流動輸送の研究   
・塩分・熱の移動による二重拡散の実験   
・密度不安定による対流の実験  
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4．2 共 通 施 設  

4．2．1エネルギー供給施設  

エネルギーに対する，生物系の安定した供給要請と，理工系の間欠的な変動の大きい供給要請  

に応じるために，各研究室との密接な連絡と運転保守とにより，これを対処し，新たにボイラ廃  

熱回収装置，各種実験機器冷却水の回収システム，等を行い省エネルギーに努めた。   

昭和63年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規  模   

特高受変電施設66，000V，容量9，000kW，共通施設棟（エネルギーセンター），（ポンプ棟）  

（2）主な設備  

1）受変電設備  1次変電所（特高）1か所，2次変電所18か所   

2）常用自家発電設備  1，000 kVA  3台   

3）温熱源設備（ボイラー）  10，000 kg／h  3台   

4）冷熱源設備  ターボ冷凍機  400 USRT 2台，1，000USRTl台  

吸収式冷凍機 1，000 USRT l台  

4．2．2 廃棄物処理施設  

廃棄物処理施設は，各処理施設と共に順調に稼動した。   

63年度における廃棄物処理施設の概要は次のとおりである。  

（1）処理能力  

1）一般実験排水処理能力  500t／d   

2）特殊実験排水処理能力 100t／d   

3）一般個体廃棄物処理能力100t／d   

4）特殊個体廃棄物処理能力100t／d  

（2）排水処理   

昭和63年度における処理水について，表4．24に本構内の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設  

の排水基準，及び各々の最高値を示す。  
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衰4．24 汚水排除基準  

生物化学的酸素要求塗  
化学的靡素要求量  
浮遊物質量  
n－ヘキサン抽出物含有堂  

ア）鉱油類含有量  

イ）勤惰物油脂類含有量  

ヨウ素消費塵  
カドミウム含有量  
シアン含有塵  
有機リン含有蛍  
結合有量  
クロム（六価）含有量  

ヒ素含有量  
給水銀含有量  
アルキル水鍛含有量  
PCB含有量  

フェノール婿含有虫  
嗣含有丑  
亜鉛含有量  
鉄（溶解性）含有丑  

マンガン く溶解性）含有量   

クロム含有量  
フッ素含有量  
窒素  

（注）＊（ⅩX以下）印は定量限界を示す  

4．2．3 エ  作  室  

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金工室，材料工作室，木工室，溶接室，エレクトロ  

ニクス室の利用が増し，これに伴い各種機器を導入して工作室の充実を図り，研究部門の要請に  

対処している。   

63年度における各工作室での機器製作依頼件数は次のとおりである。  

（1）機器製作依頼件数  

1）ガラス工作室  59件   

2）金工室（材料工作室，溶接重合む）102件   

3）木工宴  92件   

4）エレクトロニクス室（利用件数） 168件  
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昭和58～62年庶   

国立公書研究所研究報告 第122号，（1989）  

ぎ己号   発  表  者   題  目   ページ   

【一 5  竹内延夫編著   擬似ランダム変調C†ライダーの開発とフィールド観測  118p．  
への応用   

国立公書研究所研究報告 第123号．（1989）バックグラウンド地域における環境汚染物質の長  
期モニタリング手法の研究（ⅠⅠ）昭和58～62年度 特別研究報菖  

雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

ll与   Abstract   

安部卓也．溝口次夫，松下秀餞  研究の意義と概要   3－5   

Ⅰ，離島での汚染成分のモニタリング   
【－ 8  向井人史．安部喜也．椋遠別蠣l．  7－50  

竹下和男噌．福間常夫損．  
高橋噸一別．溝田真司墟  
（♯1島根県川本保健所．  
昭島棋県出要保健所．  
昭島税県能義保健所．  
糾島根県衛生公害研．  
崎島根県西郷保健所）  

一115－   



椚 発 表 者   題  目   ページ   

K－9 向井人史．安部真也．横内陽子．   隠岐島における夏期及び冬期の大気汚染成分の＋十ラク  5ト83  
伊藤裕康．Ⅰ刀刀正行．柴田息子．  タリゼーション  
掠遠別♯1．竹下和男紹．  
福間常夫昭．高橋順一tl．  
蒲田真司媚  
（暮1島根県川本保倒所．  
昭島根頻出空保健所．  
椚島根県能義保健所．  
♯l島根県南生公害研．  
昭島根県西郷保健所）  

Ⅹ一10安部真也．向井人史．西川雅高  隠岐島（島後）における降雪中の徴塁成分   85－89  

Ⅰ－11 横内陽子．向井人史，安部卓也   隠岐島大気中のガス状有機物貿の分析   gトg7   

Ⅱノヾッタグラウンドオゾンの動態   
K－12 溝口次夫．光本茂詑．西川雅高．   日本列島のバックグラウンドオノン濃度とその変動   9g－1ZD  
ユ刀刀正行  

Ⅹ－13早狩進暮l．梅原  八甲田山におけるパックグラウンドオゾンの挙動  121－143  
吉田毅★1．痛□次  
（※1青森県公害セ）  

Ⅰ－14栗田秀責★1．内田英  145－163  
植田洋匡．溝口次夫  
（※1長野県衛生公賓  

X15吉次清▲1．古谷長  165－1掴  

光本茂詑  
（霊l山口潔衛生公害  
増山日照項堵保腱  

K－16宇都宮彬■l．岩本其 ♯1  19卜205   

（福岡県衛生公宅  

【－1T 溝口次夫，村尾直人   207－ZZO   
（♯l北海道大．紹青   

Ⅰ－181溝口次夫．光本茂詑   対流圏下層オゾンの長距離輸送   221－236   
大前利隆11 れ 

（奈良県衛生部）  

国立公害研究所研究報告 第124号，（1989）環境科学研究用に開発したニホンウズラの遺伝学  
的及び微生物学的特性 高橋 弘（編）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

X－1g   Ab＄traCt   ト2   

高橋 弘      【－20  研究職要及び研究成果   3－8   

ll：l  ウズラにおけるニューカツスル病ウイルス不活化ワクチ  T18  
水間豊書1  ンに対する坑対産生椛の高及び低系への選抜育種  
（雷l東北大）  

Ⅰ一22  骨格計別法によるウズラの選抜系の系統閣議別  1g－26  
後藤信男■1  

（11家畜織生試）  

llニi   無菌ウズラの作出と微生物学的モニタリング   27－34  
高橋弘  

l－24  高橋餞司．伊藤勇三，高橋 弘   二酸化窒素急性暴露に対するウズラの感受性試験   3ト50   

llニさ  高増長弘♯1，高揺憤司．高橋 弘．  高橋庶分染法（ガ斤∂〉によるウズラ染色体の男形成の  さト5j  

水間 豊れ（♯1東北大）   観察  

K－Z6  57－65  
（‡l山形大）   についての遺伝学的解析  

Appendix  
E－27   6ト8Z  

水間豊＊1  分染法の確立一   
（↑1東北大）  

－116－   



国立公害研究所資料 F－1－，88／NIES，（1988）国立公害研究所研究発表会予稿集  

言己号   発  表  者   題  目   ページ   

llJさ  福島武彦   湖沼水質の簡易な予測手法   1－6   

K－29  平田礎正   有機塩素化合物による地下水汚染について   T－12－   

【－30  安野正之   重金属汚染と生物   13－18   

Ⅰ－31  後藤典弘   公害・環境情報の人手と提供イン7オテラ・データ   1g－Z4  
ペースを例として   

E－32  森田恒幸   環境長期予測のための支援システムの開発一専門家の   2トき0  

知恵の集め方・使い方一   

X－83  安部卓也   離島及び山岳地における大気汚染成分餞度とその変動   31－36  
一最期モニタリングのベースラインとして   

X－34  鷲田仲明   地球温暖化に係わる対流圏大気化学反応   3丁一4Z   

R－35  笹野泰弘   リモートセンシング技術を用いた大気環機動態の把超   ‖上川  
－レーザーレーダー観測で何が分るのか－   

X－36  藤沼虔実   植物指標による大気環境評価－ハッカダイコンは大気   4g－5l  
汚染のモニターになりうるか一   

Ⅹ37  藤巻秀和   免疫反応を元進させる大気汚染物偏についてその影響  55－60  
機構をさぐって－   

K－38  安蒔 満   浮遊粒子状農薬の吸入によるリスク評価人の暴露実態  81－66  
と拉子暴露チャンバー実験より   

E3g  村上正孝   沿道汚染と僅康影響   67－72   

国立公壱研究所資料 F－2－■88／NIES，（1988）第3回土壌・地下水汚染シンポジウムー浸透・生  
物影響・生分解－  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

Ⅰ．浸透と分布   
Ⅸ－40  大坪国恨  大型ライシメータにおける土壌水分の鉛直浸透特性   1－12  

K－41  山田正刈．小林稔事1  土壌中での不飽和水の挙動   13－Z3   
（♯1北海道大）  

X－42  袴田英之   土壌中東金屑等の空間分布の評価   25－3T   

Ⅲ．生物影響   

X－43  服部浩之  土壌中の物質代謝に及ぼすカドミウムの影響   13－53  

X－44  土壌細菌相に及ぼす亜鉛の影響   55－63  
（♯】大阪府立大）  

Ⅲ．生分解  
K－45  
娼藤隆一  書・：ぞ  

（11東邦大）  

X46   揮発性有機ハロゲン化合物の好気的生分解   83－89  

Ⅹ－47  大森俊雄薫l  ハロゲンの生物除去に関する研究   9卜97   

（♯l東京大）  

国立公害研究所資料 ト3－－88／NIES，（1988）第1回環境容量シンポジウムー環境容量の概念  
と応用  

記号  発  表  者   題  目   ページ   

Ⅰ．第l回頂鳩零塁シ／ポジウム   
【－48  福島武彦  環境零点の概念・考え方   1－11  

l－49  宗宮功＋1  自然浄化他の定量化   1ヨーZ【）   

（れ京都大）  

K－50  原沢英夫   環境基準・環境指ほ・環境容立   Zl－3l   

一117－   



発  表  者   吉己号  題  目   ページ   
X－51  桜井善雄れ  湖沼沿岸帯における自然現場奮立と景観   35－47   

（★l信州大）  

X－52  川部部浩哉★1  環境容量と生態学   4g－58   
（■1京都大）  

X－5‡  北畠佳房♯1  環境資源、資産・容曳について   59一丁6   

（★1筑波大）  

【－54  環壌容立と環境管理   77－92  
（♯1大阪大）  

Ⅱ．環境零丑セミナー   9き－105  
llささ   水環境の摺遥と容且   

（＊1北海道大）  

【－58  末石冨太郎サ  環境等蜃と環境計画   1D7－128  
（事1大阪大）  

国立公害研究所資料 F－4－’88／NほS，（ユ姻8）霞ヶ浦塩湖実験施設研究発表会 講演報告集3－  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

広一57  野尻幸宏   イオンクロマトグラフィーによる天然水中の全炭酸の   ト1  
定丑   

ll与与  大槻 晃   13c，1SN二重棲諭した藻類を用いる植食性動物プラ   5－6  
ンクトンの純生産速度の測定方法   

【－59  田中秀之＃1．柏崎守弘．北村 博＊1  光合成細菌（RhodobacteT5ulfidopbilus）の菌体生産   7－12  
く♯l【］本大）   効率に関する研究   

【－60  土谷岳令刈．野原精一（♯1筑波大）  ハス群落の葉群の動態   13－15   

ll与l  野原精一．土谷岳令輩1．岩熊敏夫．  1ト21   
白石見明（♯1筑波大〉   

l－62  春日清一   実験水槽におけるイサザアミの動物プランクトン及び   23－25  
ペンI、スへの影響（予報）   

X－63  柏崎守弘．河合崇欣．大槻 晃．   屋外実験地における栄養塩負荷濃度と懸濁態C．H，P   Zト33  
青山莞眉㍗1（＋1東邦大）   及びクロロフィル濃度との関係   

トil  河合崇欣   藻類雇用成決定因子としての溶存無機炭素濃度（DJC）   35－13  
と pR   

【－65  河合崇欣   池水pH連続剰定におけるガラス電極の起電力安定性   45－46  
について   

K－66  高村典子   なぜアオコ（Microcystis）が優占するのか   47－50   

ll手下  琵琶湖における r水の華」けオコ）の消長   5j－86  
若林牒澗汗．国正蝉l．前川昭tl．  
山中直れ．内藤幹滋”．  
三田村徳子半】．森田尚＋1  
（♯1滋賀県立衛生瑠璃セ）  

【－68   シンポジウム「アオコはなぜ優占種となるのか7」  Al」89  
総合討論まとめ   

ll与9  再会崇欣   臨湖東験施設気象水質等モニター年報   gl－1（】0   
ll了d  資 料   川卜185   

国立公害研究所資料 F－5－’89／NIES．（1989）  

吉己号   発  表  者   題  日   ページ   

X－71  大井 絃．碩蜃伸介．宮本定明※1．  生活の鳩首地域の人々はどう見ているか一連想法による   41p．  
阿部治壇．勝矢淫鰻ヤ  アンケート調査－   
（＋1胡。彼大，昭埼玉大ヽ  

昭京都産業大）  

‾118－   



国立公害研究所資料 F－6－’89／N】ES，（1989）  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

ll一三  国立公害研究所環頓悟報部   】NFOTERRA匡】内情報頗台帳 第8版捕冊   gZp．   

国立公害研究所資料 FL7－’89／NIES，（1989）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

E－73  国立公害研究所環境情報部   逐次刊行物所蔵リスト1989年   10Zp．   

国立公害研究所資料 ト8－’89／NIES，（1989）ムラサキイガイ等の二枚貝中に含まれる微量元  
素及び有機汚染物質  

言己号   発  表  者   題  目   ページ   

【一丁l  森田畠敏   Mussel－atch とは   1－Z   

E－75  二枚貝の地理的分布と元素濃縮特性  3－14  
下地邦呼暮l  

（＋1沖縄県公害衛生研）  

【－76   ムラサキイガイ榛準試料（NIES“0．6）  1S十ニ†   

llT了  森田呂凱柴田康行   二枚貝分析のための高感度分析法   2g－34   

K－78  柴田康行．植弘崇乱森田畠敏   二枚貝申に含まれる各種元素の濃度   35－68   

E一丁9  二枚月に含まれる脂肪族炭化水素  69一丁き  

森田邑敏  
（♯1北九州市環境衛生研〉  

【－80   二枚貝に含まれる多環芳香族炭化水素  T9－8Z   
（＋1横浜市街生研）  

X－81  二枚貝に含まれる有機塩素化合物  83－89  
森田呂敏  
（れ新潟県上越保健所）  
（柁新潟県衛生公書研）  

E－8Z   ムラサキイガイ中に含まれる揮発性成分の同定  91－99   

【－83  白根義治．森田邑敏   日本のバックグラウンド地域及び沿岸・内海域に生息  
（♯1広島県環境セ）   する二枚月中のトルブナルスズ化合物   

国立公害研究所資料 F－9－’89／NIES，（1989）  

ページ   

E－84  森田恒幸．甲斐沼美毒己子   21世紀初頭のわが国の環境問題一改良デルファイ法に   13Tp．  
よる予測－   
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5．2 国立公害研究所研究発表会  

発表年月 昭和63年6月9日  

記号   発  表  者   題  目   
k－1  福島武彦（水質土壌環境部）   湖沼水質の簡易な予削手法   

巨 2  平田健正（環境保健部）   有機塩素化合物による地下水汚染について   

k－ 3  安野正之（生物環境部）   詣金属汚染と生物   

k－1  公害・環墳情報の人手と提供－インフォテラ・データベース  
を例として－  

k－5  環境良斯予別のための支援システムの陳発環門家の知恵の  
集め方・使い方  

k－6  職員及び山岳地における大気汚染成分濃度とその変動長期  
モニタリングのベースラインとして一  

k－7   地球謹嘔化に係わる対流圏大気化学反応   
k－8  リモートセンシング技術を用いた大気環境動態の把捉－レー  

ザーレーダー観測で何が分るのか  
k－9  梅物指掛こよる大気環境評価一ハッカダイコンは大気汚染の  

モニターになりうるか－  

k－10  免疫反応を冗進させる大気汚染物質について－その影響機構  
をさぐって  

k－11  浮遊拉子状農薬の吸入によるリスク評価人の暴露実態と拉  
子暴招チャンパー実験より－  

ト12   沿道汚染と健康影響   

ー120－   



記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号）  ページ   刊年   

A  

A－1   航空機リモートセンシングによる山岳地苗の  日本リモートセンシン  8（2）  4g－5T  1g88  
田蜘縛‡1   冷気湖の紋別について   グ学会誌  
（◆Ⅷ聖il  

A－2  写真改1象リモートせンシンク1司祭会…象（】SPR  
S）第7部会報告（土塊水分関係）  ンシング  

A－3   Editorial   Comserv．Recyclimg   
A－4  Designa几dconstructionofalarge  Co几6erV．Recyclimg  

S．Ⅰ▼膿Ura事1．s．G（】tOh  refusesilofortlaJiⅥ1用heatrecovery  
（れSap卯rOC汀y肋11）  byi爪亡inerati（】n  

ト▼【  
T．YajiⅦa＋2   rromusddrybattery亡ells－theCJC  
（れT【〉kyoMetrop．Univ．．  

紹CleanJpn．鮎nい   
A－6  Proe．【nt．Sy耶〉．   2  

■aStelandfilling   “Pro仁eS6．Technol．  

E爪Vir（】m．】⊃paCt  

Samit．Lamdrill什  

A－7   市街地土壌汚染研究の最近の動向  季刊環境研究   107－117   
一第2回市街地土壌汚染国際会議（1g88）  
を中心として一  

A－ 8  後醐弘  ナイジェリア・ココ港付近における欧州から  川DUST   4（1）  32－36  1g8g   
の有蕃産業廃棄物投棄事件  

A－ g  後藤典弘  「開発後肋」と「匡搾協力」   生活と環墳   34（1）    †与†う   
八一10  後藤典弘   リサイクル事業の経済性  クリーンジ十パン   （74）  3Z－S5  1989   

一最近の社会情勢の変化をふまえて  
A－11  後藤典弘   有害廃菜物の国外投垂と越境移動問題  34（Z）  

イ√－ ココ投棄事件を糸口に   
A－12  Y．Eurenatsu■1、  Trajectorypl肌mingandeontrolof且  Robtics＆Man】f．．  6トT2  1988  

S．Eita⊃Ura♯】．Y．Iondo  bi匹（】lo亡mOtiverob〕t   Re（・eれtTrelldsin   

（＋】xobeU几iv．）   ーSil川1atio几且ndexperinent－   Ee＄．．Edue．色Appl．  
A－13  32（4）   

大井紋．阿部治事1．  スタ分析のための近傍法  
勝矢淳雄ヤ  
（＋1筑波大．  

増京都産業大）  
A14  卜Z5   

【．Oi   freeassociation   
（♯luniv．T糾hba）  

A15   松本幸拉   測定データの処理・評価システムの確立  土壌汚染監視手法確立  lト小  1988   
調査  
（日本土壌協会．81p．）  

A－16  大気常時監視測定データの変動特性  大気汚染に係る環境保  38－50  
健サーベイランスシス  
テムの在り方に関する  
研究（（財）日本公衆衛  

生協会．101p．）  
A－17   環境分野における⊃ンピュータ利用システム        R＆Dコンビューテイ  281－2る8   

ング要覧（㈱サイエン  

スフォーラム．609p．）  

A－18  文部省「環境科学」特  1別ト129  

廣蛤昭太．朝来野国彦＃1，  別研究報告菜  
青木一幸♯1．伊藤政志事1  （瑚十整備のため  
（判東京都環境科学研）  の基礎的問題の検討．  

1Z9p．）  

A－19  文部省「瑠埴科学」特  21－4T  
濃崎昭太朝来野国彦※1．  別研究報告集  
青木一幸↑1，伊藤政志★l  （環嘲窟†整備のため  
（れ東京都環境科学研）  の基礎的問題の検討．  

129p．）  

A－20   100－109   
.iT nonitoring data ofAirI）011ut．Stl血．  

i爪A写i8爪Areas  

（Jpn．Sot．orAir  

Polluし‥506p．）   

ー121－   



記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巻（号〉  ページ   刊年   

B  

B－1   郡市の水朋   建染環境設備学   137－14l  1988   
（彰国社．283p．）  

B－ Z  青木陽二   緑景観の評価方法をめぐって  環境情報科学  17（1）                 69－72  1988   
B さ  や木隠二   自然風景地の価値を探る為に   国立公園  （468）  30－32  1988   
B－ 4  青木騒二   造園推誌             公開庭園における来訪者歓の変動推定のため  52（2）  105－112  1g88   

の調査日数について  
B－ 5  E．Amamo．T．Fukush血押   0nttlelongitudinalandvertiealehamges  －aterS（・i．＆Teくhnol，  20（6／T）  1ポト153  1g88  

（＃】later＆決il．   inlakeestuari爪eSdiれe】1tS   
Environ．DiY，）  

B－ 6   天野桝二福島武彦刈．  全国湖沼底質中の直鎖アルキルベンゼンスル  衛生工学研究論プと雲  25  
中杉修身   ホン酸塩（LAS）の分布特性   

（刈水質土壌環境部）  

B－7  統計的内挿饉を用いた適性観測局致の検討  48－57  
究報告集B34トR53－2  
（環境据十整備のため  

の基礎的問題の検討．  
12gp．）  

B－8  99  1－1T  
（刈甘ater＆飴il   and亡hlDrideprorilesina∽il  
E爪Yiron．DiY．）   Subject toeroppingandaれnual  

applicationofse▼ageSludge  
B9  次世代の電気自動車   未来産業技術  842－851   

（（帥科学技術広報財  
田．1150p．）  

B－10  清水浩．金谷催   「ロータスプラン」  環境科学会誌  1（2）   
一丈哀惜に浮ぷマリーンアメニティスペー  
スの創義一  

B－11  田村正行  空間フーリエ変換を利用した斜め入射音圧反  44（5）  344一き49  1g88   
の汎【   

B－12  H．Tan】ra   Yisualizationofaeoustiequamtitiesin  123（3）  
d■b   

B－18  H．Taれ】ra   Environtlental】leaSure⊃ellt：〃oise   Syst．ControIEn⊂yCl．  1522－15Z7  1g88   
（PergalOnPress）  

B－14  内藤正明   環境問題の変容と嚇研究の方向  現場情報科学  17（1）   
B－15  鈴木基之‡l．内藤正明  季刊瑠傾研究   （68）  12－16  1g8る   
♯】」‾   

B－16   “環境指暢”の歴史と今後の展開   環境科学会誌   1（2）  135－139  1g88   
B－17  S．〟ishiola．H．Aoγagi  Characteris【ic＄Ofcart旧ndioxide   Res．So亡ioEeon．   149－15Z  1g87  

probl印anditsibplicationsin   AspectsEner訂Sysし   
J8pa几eSeenYirorltlemt且1【氾1王ey  

B－18  西田秀三  高度になった挑戦日援   週刊ダイヤモンド別冊  Z33－239  1987   
B－1g  西岡秀三   街の景観を評価する   12（1）  

蘭   
B－20  西岡秀三   「閉鎖系」匡日射ヒの先駆者としての林業  国民と森林   2－21  1988   
B－21  中森義輝♯1．西岡秀三．  対話型モデリングによる環境予測モデルの構  システム制御情報学会  1（5）  160－168  1988  
甲斐沼美紀子   築   論文誌   
（刈甲南大）  

β一22   西田秀三   地球温暖化防止対称まエネルギー選択をどの  省エネルギー   40（13）  2－12  1988   
よつに制約するか  

B－23  西岡秀三  環境行政における情報システムの利用  行敢とADP   25（1）  2－18  1989   
B－24  西田秀三   解説「地球温暖化」は環境科学に何を開い  2（1）  63－70  1989   

かlるカ   

B－Z5  S．Nishioka  Trafficpcllution；COntrOlI氾1icyand  Tra几Spn．Res，   23A（1）  73－81  1989   
researctltrend  

626  森口枯一．西岡秀三．   地域交通体系の環境影響の予測と評価  自動車技術   42  1Z65－1272  1988   
内藤正明  

B－ Z7   森口祐一．内藤正明  沿道局地大気汚染対策技術の新たな展開をめ   （71）  

し   
828  環塊影響評価における最近の研究動向  56丁Z  

境最i響評価  

（農水省農業環境技術  

研究所，285p．）  

B29   豪州の森林保全と対日資源輸出をめぐる政策   17（1〉  

論争の分析  
B－30  頂墳7セスメントにみる情報と住民政策決  「往民」・「環境」・  18－21．  1g88  

定に際して住民からどう情報を提供しても  「情報」一身近な現墳  82－86．  

らうか，環境情報システムの整備の課題  づくりと憎報の役割－  8ggl  
（（財）環境調査センタ  

－．P）  

B－31   画像処理による最椒ンミュレーン11ン   OplusE  （106）   

－122一   
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C  

C1   23  g8－g5  1988  
T．Ea■ai   －Aclo5dvoIcaniclateinJapan▲  LilnOl．   
（Ⅳ1honUれ1Y．）  

C－2  6ankingofattosphericparticutate  NBSS阿．Publ．  （T40）  

R．OkalOtO  t且Iter写a■Plesf【）rlohgter■■Omitor－  
ingofat■OSpheri亡l氾11utio几and  
r81atdrer¢r8nCe■aterialatt血e  
Ihti（】malIn畠IituteforEnYiro几■ental  
Studie＄  

C－3  48Spec．   
T．【a▼ai   phosphoruseoncentration写inhiめ1y  【ssue  

（れIateriSoil   eutrophi亡Shallo▼LakeEasulli8aura．  
Environ．Div．）   ■ithspecialrefer（∋nCetOdis50lYd  

0柑aniephosphorus  
C4  

T．Ka▼ai   uptakeki几etiesordissoIYedorganie  
（■11ater＆Soil   ■aterialsbyllier（泊ー裏山isISintbt∋  
EnYiron．Div．）   Frasertモ童YereStuary．BritishColu■bia  

C－5  環境標準掛斗  環境と洩11定技術  36－41   
一環墳分析における活用法   

C－ 6  岡本研作   金属の分析法   植物の計測と診断  15（4〉  59－62  1988   
（謝含蓄店．239p，）  

C－ 7  岡本研作   環境操準試料mESⅣ0，9   季刊環境研究   198る   

ホ、  
C－ 8  【．OkaⅣ）tO   Biologicalrererence一之terialsfro■th（〉  FreseniusZ．An且1．  332  524－52T  1988  

Ⅳational】nstituteforEnYiron■e爪tal  Chet．   
StudleS  

C－ 9  岡本研作  ICP発光分析法による操準試料の分析  
一l也の分析法との比較－   ビ   

C－10  H．Xunugi．はMurata♯l  拠terlinationof亡art船ninaero801bγ   4  30さ－きロ6  1g88   
♯】R柑a山Ind．伽．  エーrayfluoresce爪eeSpeetrO凸etry   C11      分析化学   37  

定法の温度効果及び凛度効果   
C－12  化学物質の情報交換のためのパソコンネット  化学物質の環壊汚染に  1988  

ワークシステム検討調査   関する総合的研究  
（（財）日本公衆衛生協  

会．耶p．）  
C－13   Ahandyi】】paCtCOrerforsalPlimglate   址ydrobiol．   169   

6urfaくeS顔】川eれt  

C－14  Y．Shibata．はIbrita   Amovel．trilletbylatdarBenO－SUgar  
isolatedrr（爛thebro▼nalgasarga＄S山   
th】nbe柑il  

C－15  52  
札Ibrita   ●l ′   ：  l●  ． ●  ＝    ●   ‘  

（＋lHDlkaido】几St．Of  田ibleBroYnSea■ed．SphAerOtrictlia  
Publie”ealth）   diYaricata（lSH【00ZUⅢ）  

C－16  235  
H．【leh且ra紹．   bet▼eenRⅣaseTland且nOV816ubstrate  
T，Hiyaza▼aれ．   飢alog．2′■∞Xy－2′－fluorogua町1yl－  
F．【n且gaki‡l  （3′－5′）uridi几e  

（♯1univ．Tokyo．  

頂】msしProteinEn臥）  

C－1T  
Y．Sbibata．はk）rila  diIlethylarsinicacidingreenseaTed．  
（＋】Hotkaido【nst．of  

PublicHealtb）   
C－18  5  

hi血匹rfo川anCeliquidchrolatOgTaP加  
－tnductively⊂Oupldplasla■aSS  
SPeCtrOletry  

C－19  Sei．TolalEnYlron．  
A．Otsuti．T．【Yakutla糀  

（♯llo¶lrabinorper  
Urba爪ize勺．  

紹Emviron．Biol．Div．）  

C－20   47   
H．恥ri■OtOれ、  【R肝DorSi2F8   
【．Tamaka事1．H．Seyala．  

一123－   
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札知且  
（刈1nst．Ph∫＄．1Cbel，  

Re8．）  
C－21     Y，S（■a．1紬且   Adsorption◇fぬZldinesa山肌ilineso几  23   卜12  1g88   

Cu一且ndFel船mt■OrilloIlite＄Studi∝l   
byresonさn⊂e∫a■am5peetrO＄eOPy  

C－22  野尻幸宏  水質分析の進歩（4）   日本地下水学会淀   30  2S－28  1gる8   
C－2さ  L■aceretio】lreCenteda几写1eぬssi爪Iわrd－  C．R．Acad．Sci．Pさris．  306  

E．Ⅱ○れZa把．Y．Ⅳojiri．  Fidjien：Pre■ier5r離山tatsd81a  Ser．1Ⅰ  
A．Ot8Ull．et且1．  e皿pa卯efr弧eかj8pnaiselaiyo87  
（れ】F旺肥E．  

将G001．Surv．Jpn．）  

C－2l  G裾he▲．J．  22  
T．Ga■0れ．‡，Sakaiれ  

Y．Ⅳojiri．G．Igarasbi‡1  

l、Shitashila昭．  

K．T凱血）ta把  

（暮1umiv．Toky（〉．  

将Hiro＄hitl且Umiv．）  
C－25   

（♯1鮎isei仙iv．〉   ◆：．  ■＝…… l ・・：   i】onPr（杷CeSSeS   

containi叩Cyelieo∫g且niecc■匹umds  
C－26  Analyst  113  

札Ogur且雷1．H．ArilOtO把．  ionizatlondetectoringas  
l．（ねali把  cもーく九atO喜一ap吋  

（蠣1は∋isei抽iv．．  

把Si一山zu（brp．）  
C－27   Efficie爪t81ittersforsurfac（∋   tnt．J．帆a写SSpe亡tr〔爛・  

l  

C－Z8  古田直紀   分析条件の最惑化   ICP発光分析法  4－一丁3  1g88   

（日本分析化学会鼠  

共立出晩260p．）  

C－29  溝口次夫   瑚摸の大気汚染モニタリングに向けて   環境衛生工学研究  2   与二†与1  1g88   

C－3D  溝口次夫．松本光弘tl  トリエタノール7ミン円筒ろ散法によち大気  大気汚染学会誌   23（2）  85－91  19旦8  
（暮1奈良県衡研）   中の二酸化硫黄および二酸化窒素の簡易同   

時削定法  
C－31  溝口次夫  オゾンのモニタリング   rCtP＆■CAP   l－8  1988   

Ⅳe■Sl．  

C－32  
岡本表明1l．杉山広和♯l．  未知物質検索に対するマススペクレレバタ  一年報  
溝口次夫伊藤裕嵐  
松永和義♯1．石井邦彦心  

（れ岡山県環境保健セ）  

C－33   文部省科学研究費重点  由一102   

各種廃水処理システムの設計  域如ド1ユー16  
C一別  森田呂敏  ダイオキシンおよぴその関連物質と発癌   3   

C－35  高橋保雄★1．森田昌敬  水中の有機イヒ合物に関する研究（第2報）  水質汚覇研究   11（2）  g3－99  1988  
（♯1東京都衛研）   水道水中の非低沸点ヘキサン可溶中性   

有機ハロゲン化合物  
C－36  11（3）  

（暮1東京都衝研）   水道水および水道原水中の有機塩素良薬． 有機リン農薬および有機リン酸トリエステ  
ル  

C－37   地下水の汚染とその対策   用水と廃水  ∂0  
水中の有様塩素化合物の分析法  

C－38  森田昌敏  併託料および食品の分析   lα発光分析法  180－2引）  1g88   

（日本分析化学会軋  

共立出版．28恥）  

C一閃  A．Yaさ血a了a   l蛤IenillationoftTaCモl（lWTfattyacids  5l   
brcapilIary亡01皿＝抑＝加0●atOgraPhy  
11且SSSp8CtrO■etrγ  

C－4D  A．Yas山はr且．G．Sugiura蠣1   Ⅴ01attlec（沖P〕Und白tnpyr【〉1i卯eOUS  Agric，Biol．C一朗．   51  き04g－3080  1g87  

（暮1J川．ForeさtDev・   1iquid8fr（■Ra一過atSua几dChishila‾   
T8血旧1．In＄t．〉   i▲与l   C－41      臭気の研究   18  207－21d  1g87  

よ 液中の臭気成分の分析   
C－12   

肌Ibrita   cblorimatddibmⅨトタイiotlns肌d  
dik爪ZOrOran8ininci11eratOr－relatd  
envlro几tentalsa■Ples   

124一   
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C－43  んYiSl血ar山‖加ita  1dentifieationofvolatileor脚ic  Cbe■OSphere   16  Z559－2565  1987   
CⅧP）ne几t＄1nluSSel  

C一山  A．Yasl山ara  C（禰Pari＄0爪◇fv01atileconpnent＄  J．Cbrく地atOgr．   409  
t杷t■eemfr（lSha爪drotte几1u6Selsby  
gaschro■atOgraPb∫・t且SSさpeeけ（叫etry  

C－4与  安原昭夫  有害化学物質の分析方法   大気汚染防止の技術と  250－266  1988   
桟蓋（産業調査会事典  
出版センター．337p．）  

22   
CarヒめnSbyther■aldeeot印）Sitionof  
Vinylidenectlloridep）1rler  

C－1T  Y．Yokout：bi．Y．血山光   Diurmalvariatiom＄Ofat■OSpht∋ric  J．G∝〉phγS．Res．   9a（D4）  3751－3759  1988   
i写OPre几e抑d附nOter匹几ehざdr∝arヒのnS  
ina几agri亡ultu柑1areainsumerli■e  

C－1且  横内陽子  大気中のテルペン煩の判定法   は）L   （9）  83－67  1988   
C－19  38（1）  

ロロエチレン，テトラクロロエチレンの低  
温附＋十ビラリーガスクロマトグラフ  
イー／水素フレームイオン化検出法による  

連続自動測定  

D  

D－1   オゾン層枕汲叶をめぐる最近の話題   季刊環境研究  （6g）   
Ⅰト 2  大気汚染問題の現状と動向   自動車技術   42  1302－1309  1988   

地域規枝・地球規横間題－  

秋元肇  フロンガスと成層圏オゾン   化学と教育   36（6）  554－557  1988   
S．日ashl■OtO事l．   VVab＄Orptions匹Ctra且ndphot（光be■ical  J．Pb∫S．Che⊃．  93  
H．Aki■OtO   reactionsof＄ilplearo■atic  
（暮1EokkaidoUniY．）  lll▲．1●        ’    ●：■    ■  ：■  

■atrlX  

【ト5  

札Hizuocbi★1．   ofcycl【）bexeneinthepre＄即CeO！  
T．Fukuya▲a   nitrogenoxides  
（♯lE旭Div．）  

D一‘  
笹井春雄れ．植田洋匡  一炭化水素類の光化学反応性と7ルアヒ  研究報告   
（‡l長野県衡公研）   ド．硝酸の生成－   

D一丁  23（2）  

栗田秀★れ．植田洋匡  動  
（■l長野県衛公研）  

tト8  2辛移動現象．  化学工学便覧  198a  
2．Z乱流に関する基礎的事項   （化学工学協会縞．  129－131   
2．3，1重力場の流れ   丸善．1392p．）  

D－ 9  植田洋匡  大気汚闇陸送時のエアロゾルの挙動  エアロゾル研究   3（3）   

【ト10  植田洋匡   大気汚染物質の大気中の移動と拡散   流れの可視化   8（29）  16－22  1988   
D－11  J．Appl．Meteorol．  27  

票田秀責♯l   transp〕rtOfairl氾11utantsbytlleSea  
（暮1長野県衛公研）   breezec且USinginlandnightlilehigh  

oxlda！ltS  
レー1Z   6（g）  

村上泰弘れ．植田洋匡  瞬間濃度の同時測定技術の開発   
（九州大）  

D－13  213－ZZ3  
Y．Hurakaniれ．‖．Ueda  Turbul．F】0■S  

（♯l【yushuUpiv．）   Th朗ry，E叩．．1Ⅳu■er．  

SltlulatlOn  
tト14  3Zト333  

r．Fll山i頂  inanope几一Cbamelflo▼  Turb山．Flo▼＄  

（書1xyushuUniY．．  TlleOry．Exp．．＆仙耶【．  

紹観i■eiilnもしfo†  Si■ulation  

T餌hn01．）  

ト†さ  23（2）   

若松伸司  
D－16   】．Unロ．S．†akalatSu．  An【〉bserv且tionalstudyofthestructure  駄〉un血ry－Layer   45  59－8Z  1g88  

ほ．Uda．A．Ⅳaka刀ura九1  Ofthenotlurれa】urbaれh）umdarylaγer  Heteorol．   
（ⅥokkaldoU爪1Y．）  

卜 t†   Y，OzさIi．T．Futuyana  Asit】pletl（delcalculationontheinten－  
5itydistributio】10fbiロaryClu写ter   
ionsArlX◆  

D－18  笹野泰弘林田佐智子，   国公研大聖レーザ⊥レーダーによる対流圏エ  黄砂粒子の大気中での  16－56  1988   

一125－   
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竹内延夫   アロゾル居の鮫測   振舞：粒子の輸送と化   

学  
tト1g  Simultan∞uSdetertinationofaerosol  27  

a爪dgasdistributioIlbyDIAL■eaSure一  
1entS  

D20  笹野泰弘  レーザーレーダー   空気涌浄のための浮遡  101ト10Z5  1988   

微粒子計相継醒合技  
術  

Ⅰト21  笹野泰弘   黄砂粒子の輸送：レーザーレーダーによる観  3（3）  

測  
D－22  エアロゾル中の炭東成  96－109  

分等の分析に関する詞  
査．昭和62年ま環境庁  

委託業叛結果報告書  
Ⅰト23  57（5）  

清水活劇  の透過特性  
（＋l千葉工業大，  

将総合解析部）  

Ⅰト2l  57  
清水浩粟   －ダーによるミー／レイリー散乱比の判定  

（刈千変工業太  手法の開発  
野趣合踊）  

D25   8（1）   

の粗略目的とする国立公害研究所多波長  グ学会誌   
オ／ンレーザーレーダー  

1ト26  杉本伸夫  紫外線レーザ光でオゾン層を見守る   オプトニューズ   23－25  1g88   
D－27  19且8  

上野敏行＋2．馬場浩司＋1  変調甜ライダーの開発と大気汚染物質の  第11回学術研究肋成  
（東京九千重大）  

lJ上さ   16（3）  
馬場浩司墳．桜井捷海事2  

◆i   

トニi  天気  35（10）  

遠峰菊郎れ．阿部成雄れ1．  

道本光」野1  

（＋1防衛大）  

D－30   第14回レーザーレーダー国際会議報告   日本リモートセンシン   8（3）   
全誌   

D－31  中根英昭   オゾン層の変化を探る光学技術   18（2）  56－60  198g   
ノンホレ一関達し   

ト う：  ］．Hamazaki   Anu几erical＄tUdyoftllreモーdi11enSional  J．Fluid鵬∋CIl．   192  398－41g  1988   
Stratified flor paJt a spheie 

♪－3ヨ  H．HaIlaZaki  Dragcoefricientandup写t∫e且っinfluem亡e  4（5）  317－332  1g8g   
i几threedilneIISi【）nalstratifidflo▼   
Offinitedepth  

♪－34  林田佐智子  天気  35（4）  3－18  1g88   
ゾルの研萌  

D－35  林田佐智子   かんきょう  13り）  29－32  1g88   
r」5ぎ  林田佐智子   成壱麗エアロゾルをめぐる最近の詔周  エアロゾル研究   Jtj†  Z28－229  1g88   
D－37  Y．Fukunoto事1．   N－SOlitoれSprOPagatingonathineurYd  Th∞r．Appl．】eeh．   36  郎卜机  1g88  
T．Hiyazaki   vo∫teX filanemt   

（‡1u爪iY．Tokyo）  

D38   Y．Fukumoto＊】．   mreヶ・di■e爪Sionaldi＄tOrtionsofa  FluidDyn．Res．   3（ト4）  15T－16Z  1g88  
T．〟iγaZakj   γOr【e∬rjlade爪亡；だ∫aC亡 sol山jo爪ざOr   

（＋lUmiY．Tokyo）   thel∝alizedi几ductionequation   
トj；  数理解析研究所講究緑  661  10ト123  1g88  

（♯l名古屋大〉   

D－40  T．Hiyazaki．   N－SOlitomsonaeurvedYOrteX fila¶e爪t  J．Phy5．Soc．Jpn．   57（10）  
Y．Fukumoto♯1   ■ithaxialflo■   
（♯l帖耳OyaV爪iY．）  

【ト41   村野健太郎   イオンクロマトグラフィーの基礎   イオンタロマトグラフ  34－48  1988   
イー（共立出版．246p．）  

D－42  村野健太郎   醐をとらえる  自然保護  （822）  

D－43  259－270  
【．L．S⊂berefl   photoche「ica】印OgrOr■ati（】n■（元elto  ＆ltsAppl．Ⅵ  
（★1EPA，鮎s．Triangle  （Plenu■．702p．）  

Park）  

ロ  
E－1   Jpn．」．LiRnOl．   48Spe亡．   

、126一   
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（事1ch蝕．＆Phys，Div．）  C：N：P：CHlratio占Ofsesto爪in   】ssue   

eutrophiesIlallD■Lake‡asutligaura  
E－ Z  Jpn．J．Li血nOl．  S7T－S8l  1987  

heterotrophicぬcterialnuつberin  ls＄ue   
eutropbicsballoYLakerasⅦi8aura  

㌃・ヨ  肌Aizaki、l．Saka耶tOれ   Relati〔〉mSllipbet■een▼aterqualitya几d  Verh．Internat．   2a  151ト1517  1g88  
（‡1UniY．Tsukub且）   periphytonbi珊a写写inseveralstreans  Verein．Li】】nql．   

in lapan 
25（1）  19－23  1989   

E 4  相崎守弘   韓国における水環境問題の現状と対策の動向  公宅と対策        E－5  

T．k〉ril10tO＋1．   （Ⅲ）▼ithaeetylacet（】neimtocartx椚  
軋A‖b▼a＋l   tetracbloride．  
（＋】sci．Univ．Tokyo）  

E－6  【nt．J．EnYiro】l．Anal．   

（れSyst．Amal．邑plan爪．  alkylbenzenesulfonate（LAS）i几aquatic  Che■．  
D童Y．）   environtlent．Sea写0nalchangesimlJS  

亡OnCentrati【）ninⅨ）11ut由1ake■ater  
amdsdilent  

E一丁  9  

0．Yagi  6yntbetfcche山c且Isimtheaquatic  
enYiron11entuSingtheirad60rptipn  
COnSta几tS．  

ーAstudyorli爪earalkylt妃nヱeme‾  
sulfonatein■etland－  

E－8  河口・沿岸域の生態学  259－Z75  
松本順一郎頂  6．1孟水による微生物的浄化工法   とエコテクノロジー  
（♯1技術部．粟日本大）  （東海大学出版会  

3ユ5p．）  

E－g   30（4）   

碩藤隆一＊1   槽における脱窒・脱リン   
（＋1技術部）  

E－10   稲森怯平．松壷－・夫♯1．  娩気性ろ床法の馴ヒ特性に及ぼす界面活性剤  用水と廃水   30（5）  22－29  1988  
砂原広志ヤ．須藤隆一一霊1  の影響に関する研究   

（♯I技術部．椚広島大）  
E－‖  25（gg9）  

新井貴明‡】，稲森悠平．  

砂原広志＊2   

（＊1㈱明電舎．需広島大）  

E－12  環境微生物実験法  133189   
（講談社サイエンテイ  

フイ・yク．282p．）  

24（1）  

領磨博一幻  る研究  
（★1千葉県教育庁．  

れ技術部）  

E－14   24（8）   

廿日鳩   の   
E－15  桁森烙平．松東一夫れ．  嫌気性ろ床・トレンチ循環処理法による生活  PPH   1g（11）  19－Z6  1gる8  
碩藤l   排水中の有機軌Ⅳ，P同時除去   
（靡】技術部）  

E－1S  18  
須藤隆一撫2  動物の役割  
（↓1日本環境クリエイト．  

椚技術蘭）  

E－17  T∝h．Rep．  C別和226   

（UnlV．Texas）  actlVatedsludgepr（にeSち  
E－18   S．Ebise  C血araeteristiesof亡hangesin  Jpn．J．Li口nOl．   4るSpec．  

distributio几andsizeco封p〕Sitionof  ls5ue   
particulatetlatteri几LakeXasuligaura  

E－1g  海老瀬潜一  流下過程の水質変化放の物質収支法による評  水質汚濁研究   11（8）  513－519  1988   
価  

E－20  海老瀬潜一  粂7k域の総流出汚寵負荷立とその計別方法  水質汚濁研究   11（12）  748－752  198a   
E－Zl  【．Otsuヒ巾、【．Huraoka  Fieldstudiesonphysicalpropertiesor  48Spec．  

Sedillentandsdi⊃eIltreSUSpenSiom．1n   ls5ue   
LakeだasuI血iga］ra  

E－22  l．Otsub．X．Muraoka   Fieldobservationandsit】1atio爪0†  20  263－2TO  1988   
白dinentr（－SUS匹nSio几inasballo▼   
1ake  

E－23  Ⅹ．Otsub．l．Huraob   CriticalshearstressofcohesiYetOttOq  J．Ⅸydraul．Eng．ASCE  114  1241－1256  1988   
sd川ent5  

E24  大坪国順  生物立   7k理公式条例選集  23－Z5  1g88   
（土木学会パ10p．）  

－127－   
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E－25  大坪鼠吼久保井確  土壌温度をトレーサーとした土壌水分移動の  土木学会水理講演会論  33  235－240  1989   
追跡  文集  

E－26  久保井徽野口手書l．   硝酸アンモニウムによる可拾態カドミウム柚   日本土壌肥料学娃話  60（1）  22－28  1989  

矢崎⊂也れ   出法の有効性と限界   
（れ日本大〉  

E－27   靴安阻進■1  液状化   科学朝日   48（9）  
（九州工業大）  が■ き  

E－Z8  地質学的特性を考慮した液状化危険度予測  53－66  
評価と試験法に関する  
研究」（文部省科学研  

究賓輪肋金（試験研究  

（l）研究成果報告書．  

102p．）  

E－29  災害予削図作成手法に関する基礎的研究  ト22  

総合研究班ワーキング  
グループ研究成果報告  
書  

E－30  地盤沈下（3）   地下水学会誌  30（2）   
新潟県南魚沼郡六日町の地盤沈下の現状  

E－31  25－2g  
森本巌＋2  蕃と地盤条件  
（れ九州工業大．  
頂基礎地鰹コンサルタ  
ンツ㈱）  

E－3Z  地質と帯査  54－80  
森本廃船  
（事】九州工業大  
墳墓礎地盤コンサルタ  
ンツ㈱）  

E－33   16（S）    10卜107   

（九州工業大）  との特徴   
SoilsFou爪d．   28（2）  6卜7Z  1988  

（＋lXy】Shu【nst．of   1g8さⅣihonkaトchubuE且rthquake   
Technol．）  

E 35   N．Ton王Oka．X．【maba．  TlletOよieityof亡OP匹rtO日icrocystis  E爪Yiro几．S（・i．   1（2）  12T－1餌  1988   
0．Yagi   a爪ditsrductio爪byco叩1exingage山写   

E 38  J．Oeeanogr．Soe．Jpn．  42  48卜186  198T  
軋†atamabe   flagellate．chattortellaaTltiquaby   
（れSci．U几iY．Tokyo）  COpper   

E37  J．Oceamogr．Soc．Jp几．  
J．Takashimaれ．   toCllattOmellaamtiquai几theSeto  
H．Ⅳat且nabe   】nla爪dSea．Japan  

（＋】TollOUniv．）  
E－38  17（1）  

松本幸雄れ   分類  
（♯l環境情報部〉   一情報科学と植生学のインターフェイスを  

めざして  
E－39  オルドスの沙漢化   地理  33（川）   

E－4q  現．且attoTi   SQil．S亡i．Pta爪tMutT、   

lith serage Jludges 
E－41  EvolutionofbioくOnVeCti【肌patter爪Sin8  PIlyS．Flllids  31  

M．Tatamabe．  C］1tureof⊃Oti】8rlagellates  
【．Fujishiro♯1  

（れUniv．Tsuk】ba）  

E－42   地下水汚染（4）   地下水学会誌  30（4）   
有機塩素化合物による地下水汚染  

E－43  平田健正村岡浩爾   森林域における物質循環特性の渓流水質に及  （さ9g）  131－140  1988   
ぼ影響   

E－1l  T．≠iTala．X．仙汀aOka  23  135l－1ちもl  1988  
SnallⅨ〉umtai爪OUS▼aler6hdusiれg  Verei爪．Li】】れ01．   
Slre且tち01utedala  

E－45  T．Ⅰ】irata．R．Muraoka   Se∂SOnalchangeof＄trea⊃■aterChe■i‡try  Jp爪．J．Li■nOl．   49（1）  卜9  1988   
1IITsukubaexperl■en181forestedl加d  

E－46  T，Hirata．K．MuraoI【a   Verticalligratio几Ofcblorinald  ーaterRes．   22（1）  胡卜184  1g88   
∝1‘  

E47  48 Spee．  Sl【け一117  

l．蜘raoka   lion且ndresuspensi（mOrSdillentSin  lちSUe  

theTakahallairibayofLake  
1asuれigaura  

E一周   環境システム研究  93－9g   
（刈総合解析部）  

－128一   
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E－4g  T．F11kushi¶a．X．朋uraoka  Si叩1em∝el10prdi亡t▼且terqualityi爪  23  81Z－827  1988   
gOJl   Vereln．L＝町忙1．  

E－50  福島武政夫野研ニーl．  

村岡浩爾  
（‡】総合解析部）  

E－ 51   向井哲   有雛素化合物の土壌吸着と生分解   用水と廃水   30（8）  53－60  1988   
E－ 52  村岡浩爾   有機溶剤による地下水汚染   中毒医学読本  223－226  198る   

柑本評論軋Z3Zp．）  
E－ 53  村岡浩爾．平田健正  トリクロロエチレン等による地下水汚染の経  27  616Z  198る   

躇  
E－54  l．Huraoka．T．1【irata  」ydr8ulicbelほViourof亡hlorinatd  WaterIies．   22（小  

OrganlCCOlll氾Undsl！lYater  
E－55  環娃影響評価と陸水  農林水産業における環  82－100  

堤影響評価  
（農水省農業環境技術  
研究所．285p．）  

E－56   育湖の謎をさぐる  子供の科学  1gも8   

E－57  村岡浩爾   暫潮発生のメカニズム   遺伝   42（11）  与与－1J  1g88   
E－58  村岡浩爾   生活維排水対策に関する研究の動向   かんき上う   13（6）  1g－23  19る8   
E－5g  Ⅹ．Huraoka．T．」irユーa  Stre加▼aterCbe¶istryduringrainrall  J．Hydrol．   102  23S253  1g88   

events川afor（ゝStedbasln  
E－60  村岡浩爾  アシ原の自然削ヒ能lこよる水質浄化   水   31（1）  18－22  1g8g   

ー現地鮎別の結果より－  

E－61  村岡浩爾．平田健正   有朋素化合物の浸透・溶解実験と地下水汚  
染機鰯   文染   

E－62  0．Yagi   舶ter叩11ulionindices；Algalgrowth  5112－511‡  1988   
P）tentla  （Pergam几Press）  

E－6‡  0．Yagi  Bicdegradab‖いけ（】eterlliれatio几  Syst．ConlroIE几CyCl．  434  198且   
（PergaTⅦnPress）  

E－64  矢木修身   化学物質の生分解試験  環境微生物実験法  Z15－Z48  1g88   
（講談社サイ工ンテイ  

フイノク．282p．）  
E－65  0．Yagi   Biα】egradati（〕れOfchloroethe几einso‖   Res．Relat．tothe  123126  1g8g   

U陀S00sM8Pr（つgrar  
E－ 66  渡辺信   微生物の採取．分離．培養．保存  環境微生物実験法  3ト50  1988  

微細濯ぷト   （講談社サイエンテイ   

フィソク．28Zp．）  
E－67  渡辺信   4（2）   

ための方策的  会誌  
E－68  凍結及び乾燥研究会会  

清水明れ．澤口友宏紹．  誌  
須田彰一郎璃．  

新山優子頂  
（－1技術孤裏日本NUS㈱）  

E－6g  Cutolerance（）fafreshtaしeTbemthic     8iQl．1bnit．芭nviTOn．   171－177  
Y．Takeuclliガl  diatoれAcll】1anthesminutissilna  Pollut．（H．Yasuno＆  
乱丁akanura＋l  E．A．Wbit10nds．．  
（れEれViron．Biol．Div．）  TokaiUniv．Press．  

291p．）  
E－70  Studieso几SO爪elinnologica】variables      Jp几．J．いmol．  49（2）  

H．M．甘aしanabe．   王nsubtropica】1akesorthePokbara  
A．Terashinatl．Y．Sako：ぐl  

T．【onda刈．  

K．Shrestha＋3．  

H．R．8handary＋3．  
Y．【shida＋】  

（■】舟otoUniv．  

＋2Ⅳatl．】nt．Healしh  

彗蝕＝侶t．Mus．，  

Ⅳep且1）  

E－71   7kの華，赤潮の微生物実験法   顆境微生物実験法  1gO－214   
（講談社サイェンテイ  

フィック．28Zp．〉  
E－7Z  地球矧真の赤鮎問題  環境研究  く7の   

ロ  
F－1   Bio⊂benicaIefrectsorcmbi爪dgasesor  T〔〉Xi叩1．Lett．   42  167－1T6  1g88  

【．ArakaYa♯l．   nitr【〕gC几dioxideand（】ZO几e  

Ⅳ・Shi¶Ojo‡l．H．Sagai  Ⅲ．Speciesdirrere几Ce＄i几1ipid   

ー129－   
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（れUniY．Tsukuba）   ■’ll‘．●1●●．■●●‘■  
emzesi几th¢1un6   

F－2  日本栄養・食梓学会誌  
福嶋1専保把．市瀬孝通，  

嵯峨井勝  
（暮】信州大  

招昭和女子大）  
ト3        8i∝hil．Biophys．1cta   

（11Univ．Tsuluba）   tiono一之dia叩1tau∫01ipidincellsor   
Tetrah川e爪all■bres  

F－ 4  札Iunimto．  ∝州pari＄OnO†thecytoskeletonfractions  J．Bioくh印．   105  1gO－1g5  1g89  
【Shibata鷺ITMiura  ofr且trdbl（X畑CellsprepardTith   
（♯lChⅦ．Phys．Div．）  nom－io几i⊂detergents   

F－ 5  南極のオゾン減少の化学   ファルマン7   25（3）  258－25g  1g8g  
ト・七  1（3）  

′J楓河合勇一♯3▲  
上田腐需．野末睦沼．  
大著信一椚，岩崎洋治れ  

（★l筑波大．  

境線総高分子材料研．  

昭筑波大附属病院）  

トT  免疫捜胞（特にⅣX活性）と肺転移  癌と化学療法  16  
ト・8  フリーラジかレと生体  L0811 
吉川敏一昭  （組訳書）（学会出版セ  

（れ東京都老人総合軌  ンター．374p．）  

昭京珊立医大）  
卜g   第Z5手大気汚染物質   

トキシコロジー  830854   

（同文書院．964p．）  

F一 川  H．P．†itschiれ．嵯峨井勝  オゾンおよび二酸化窒素と肺がん   大気汚染学会誌  24（1）   

近の知眉と問題点一  

F－11  
竹下達也★！．三浦邦彦“．  

白石不二組  
高田谷久美子刈  
（♯】大阪大  

増山梨医科大．  

将杏林大手一乗京大）  
F－12   103   

†■1■d   
F－13  Dig．Dis．Sci．  33（3）  

T．D．G．Lee米l，  comeepts．futuredirections  
札S■ieter♯】  

（11Univ．Calgary）  
F14  J．】¶nun【）1．1bthds  

T．D．G．Lee事1．   ¶RNArr（氾ー且tPeritoneall】AStCells  
札S■ieterll．んS且ho■1．  

T．Tan抑ki♯l．  

A．D．随一】S刈  

（♯川niv．Calgary）  

G  

G－1  了与l与亡  

山川雅弘■】．南正信＊2  に関する研究（第1報）  
（刈東京大   騒音ストレス度の姐化を目的として－  
潜航空公害研究セ）  いニ   250   

l．T．Suzukl  ●dt■f‘dsor【ithinecarbanoγ】   
（■1cbibaUniv．）   transrerase   

G－ 3  35  
YAoki．【．T．Suzuki   l   l ● ■ ． ●   ● ■   l  ■   
（‡1chibaUmiY・）   ratliv（汀isalcoboldehydrogenase   

G－ 4  大気中良薬の測定方法   大気汚染防止の技術と  27Z276  1g88  
捜器（産業調査会事典  
出版センター．33Tp．）  

G－ 5  安藤満   浮遊粒子状農薬吸入に伴う生体影響  医学のあゆみ  147（7）   
G－ 6  安藤満，田村恵治．  微粉剤   

日本尉寸医学会雑誌  37（4）  873－878  1g88  

金谷腱♯】，浅沼信治頂．  

松島総軍■2．川原一緒刈  

（封総合解析部．   

ー130一   
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”佐久総合病院  
＋つ松本歯科大）  

G－7  幹線道路沿道の家屋内外における浮蓮粒子状  2a（6）  

物質および多頂芳香射ヒ合物濃度の研究  
G8  食品汚染  1989  

住井すゑ頂．安藤術  （労働旬報杜．226p．）  

（れ佐久総合病院  

増作家）  

G9  良薬による大気汚染  大気汚染物質のレビュ  17－39  
－（昭和∽年蜜礪塊庁  

委託業御吉果報告替，  

日本科学技弥汁南報セン  
クー．156p．）  

G－10  大気汚染物質のレビュ  11－91  
（れ松本歯科大）  ー（昭和悶年度環境庁  

委託薬科吉果報告象  
日本科学技術情報セン  
ター．156p．）  

G－11  
本多照謹湘  共同利用研究成果報告  
（★l東扇大．  書（東京工業大学原子  
椚武蔵工業大）  炉工学研究所．152p．）  

G－1Z  （bntemtofe5Sentialtra亡eele刀ent＄in   109－113  
A．Nakano．軋肌atsunoto  hairrroIChildrenlivdinEeshaれ  
（書lI爪5t．B且SicHd．．  

LiaoningAcad．of   
眠．Sci．）  

G－13  
（♯1東京大）  共同利用研究成果報告  

音（東京工業大学原子  
炉工学研究所．170p．）  

G14  微量栄養素研究  5  57－60  
中野鰐浩   

G15  大気汚染健康腰査統計評価方法調査  1983  
業彷結果報告書（常俊  
象三（財）日本公衆衛  

生協会．208p．）  
G一川  大気汚染協奏影響潟萎縮†評価方法調査  1984  

業梼結果報告否（常俊  
象三．（財）日本公衆衛  

生協会．146p．）  
G17  33－39  

ステムの在り方に関する研究   業務結果報告書（随山  

架ニ（財〉日本公衆衛  

生協会．81p．）  
G18   高層高密度居住に伴う生活環境ストレスとそ   昭和62年庶研究成果報  1g8る  

の評価（第1報）   告香（文部省．205p．）   
一節1回アンケ←ト調査の成練－  

G－1g  兜貪繕  サイトカインから見たストレス反応機構とそ  Therap．Res．  9（2〉   

の臨床的意義  
G－20  兜兵は  環塊騒音と健康   像康教皇   39（11）  110－111  1g88   
G－21  兜其徳   水俣病患者のTRH負荷成績   日本内分泌学会雑誌  64（g）  7g7  198＄   
G－22  兜兵徳   個人差がある騒音の感じ方   子供の科学   1g88   
G－ 23  兜真は   ストレスと心身症   医学のあゆみ（小特集）  147（1q）  830－8さ2  1g88   
G－24  ■   ●   ′l 」l    ●  ■    二  E几Viron．Res．  42  

N．S】gihira．肌Suzuki＝ぐ1  

T．Sakurada＋1．  

S．Saito＋1．  

Ⅹ．Yosh王n且ga≠1．  

軋Sa王to■2  

（＋1TohokuUniv．，  

半21agasakiUniv．）  

G－25   10   
（＊1筑波大）   ぴに血流□   E几teral〟utr．  

G－26  E．T．Suzuki．札Sun∂gaれ．   91C  187－192  1g88  
Y．Aoli．S．」atakeyamA事2．  nayflyぬelistherlicIJSlarvaetl】at  P血ysiol．  
Y．S】Eaya‡】．Y．Su川i＋■  inhabitariver【り11utd▼ith11eaVy  
T．Suzuki雷■  mela16   
（書1chibaUniv．  

事2EnYir（〕n．Biol．Div．．  

¶131－   
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”En臥Div．．  

糾Sと．】血ri劇胴UれjY．）  
G－2T  8  15－21  

E．Eobayashi．Ⅳ．Suglhira  thio爪ein■ithotherimdieator写Of  
A．Ⅳaka爪0．軋S且ito♯1  renaldysfunctiominpわplelivingin  
（♯1“且関SakiUniv．）  atad■iul－p）11utd且reainJapan  
トニセ  A（・taHi＄t∝血札  21  

H，Ⅳ18hitura★l．   bel且1lothionei爪i几th（！1iverand  Cy10Chet．  
Ⅳ．Ⅳishi■uTa♯】   kidneyofeadtiu■－OrZi爪C－1reat由  

r且tS  

G－2g  カドミウム（即）  大気汚染物質のレビュ  18－27  
－：重金属の生体影響．  

昭和63年皮環境庁委託  

業務結果報告書  
（（特）日本科学技術憎  
報センター．83p．）  

G－30  24  
A．Ai■OtO   ratlu几gfollo■inginstillationof  health   

CrOCi（】01iteお1dchrysolileasbestos  
G－31  小林悦子．平野靖史郎．   ラットに気管内投与した東金届の用  術生化学   34  524－530  1g88  

塚本直美．鈴木和夫   （第5報）酢酸亜鉛投与がもたらす気管支   
肺胞洗薦液中の炎症応答  

ト1：  小林悦子．平野稽史敗   ラ・ソトに気管内投与した重金属の影響  衛生化学   34  560－584  1988  

塚本直美．玉川洋子．   （第4報）肺における酢酸亜鉛の代謝   

鈴木和夫  
G－33   S．Hiramo．S．Eig0．  lktablic由baviorandpulす0几ary   EiseiXagatu   35   S－19  1989  

乱丁ざUよ丘Ⅳl0．   細山車トガ幻血Ⅷ抽ね細別汀は＝址   
E．【oba∫aShi．Ⅰ．T．Suzuki  ratlun8   

G－3l  衛生化学   34  184－1る7  1g88  
太田庸起子  

G－35   Y．Hitane．Y．Aoki．  Accu■ulati（】nOfne■1ysynthesiz由serut  Biochel．PharlaCOl．  36  3657－さ681  1987  
E．T，SリアUkl   proteillSbyca血iu■incultur由rat   

1iYerParem亡加alcells  
G－36  

E．嵐BTindle♯1，  aerobicEs（：hericbiacoliぐellち  
G．E．Raddaれ．  
l，D．CⅦpbell♯1  

（‡】oxIord伽1Y．）  

G－37  Stroke  19（5〉  

臥E且jagopalanれ．   Cerebralischeti且inhyper81yce■ie  
P．Mitsu恥ri．   ． ●l▲ 与● ●   一 ′l l．：■  
G．【．Radda＋l   r閃0爪且爪eeSpeCtrOSCOpy  
（れOxfordUniv．）  

G－∬   核磁気共鳴法   ぶんせき   65g－664   
一生解十糾手段としての展開一  

G－39  91－101  
田村憲治．金子勇  業における，艶康モニタリング指標として  健サーベイランスシス  

の国保レセプト情報の有勒性の検討  
研究（（財）日本公衆補  

生協会．101p．）  

甘  
甘1l   Density．bio几aSS．飢dproductio】10f  Jpn．J．Linnol．   48Spec．  

Chir（〉nOlidae（DipteTa）imLake   】ssue   

【asu■igauradu∫ing1982－1g86  
E－2  文部省特定研究丁′ソ  1Z6－1如  

林秀騨l．平林公男♯】．  （払regonuslavaretu＄■ar8ema）投入によ  コスムによる水域生物  
安田郁子頂．安田香幻．  

山本錦子♯l．菅野徽章刈．  折」研究成果報告書  
渡辺秦徳嶋  
（れ信州大．  

戒富山脚大．  
将島野県短大．  

糾明治九  
漬東京拡正大）  

n一き  145－153  
花里孝幸．林秀和頂  ンの種煩構成と現存立の変化   コスムによる水域生物  
（雷1恵山技術短大  相互作用系の実験的解  
噌信州大）  折」研究院果報告専  

冗一4   10卜113   

－132－   
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Y．Sugaya★l．札Sasa頂  （D叩t¢ra〉asbiologicalimdicatorsof  Environ．Pollut．   
（れEng．Div．  1且keeutrophicatiom   （TokaiUniY．Pre6S．  

紹Toya⊃a地力．Pharl．  2glp．）  

Univ．）  
H－5  49（4）  

E．Fujii＋1   （Diptera：Chaotoridae）onceratiu⊃  
（11u几iY．T別kuba）   hiruldinellaa几dDaphniaroseaina  

eutrophicp）nd  
“一6  3  

l，Fujii♯l  astal】eutrophic－りnd  
ドⅧ血Y．7suluba〉  

肛T  109  
T．Totsuka蛇   herbaceous＄peCies：eStil】ationbythe  
（兼IEng．Div．．  15Ⅳdilution下eth（カ  

椚TokyoUniv．or  
Agric．＆technol．）  

」一8  P∫eSentSit】ation，  1∬－171  

Ⅹas】Ⅵigaura  Probl．Prospect＆  
Pracl．l■Plenentation  
Progra⊃OfAgri亡．  
Edue．色且es．for  

HigherPr（d．Cons（汀V．  

Hature＆Agroeeosyst  
（UniY．Tsukuba．1gOp．〉  

H－9  213  
T．XolamO増   en亡ding6hufflon－SPeCifieDⅣA  
（霊IHonda馳DCo．Ltd‥  recoⅥbinaseinthe】几C11pla印idR引：  
昭TokyD朋etr【）p．Univ．）  Ho廿010g∫tOtbesite－SPeeifiereco勺bi－  

′■●l’：・i】■‖■  

Ⅰ卜10  アデニンヌクレオチドの分析法   植物の計測と診断  5255   
（朝倉香庇239p．）  

H－11  島崎研一旬   クロロフィル蛍光の測定法  植物の計測と診断  T3－78  1988   
（朝倉書店．Z39p．）  

≠11こ  島崎研一郎   遅延発光の損l促法  植物の計測と診断  78－81  1988   
危害店  

H－13  29（6）  

E．ShilaZali  stolatalguar（】cellprotop】ast＄  
（＋1日ala下atSUPho【0几ics  

【．X．．  

舵Tokyo鮎trop．Univ．）  

H－14  Protectiombytheepiderlisor  Pbysiol．Plamt．  74  
T．1garashi‡1．Ⅳ．KondD  photosynthesisagainstUY－C  
（雷】TohoUniY．）   radiationesti¶atdbych】orophyll  

afllJOreSCenCe  
」15  Enviro】1．Pollut．  55  1－13  

【．Sh王mazaki  plantstoIlitrogeIldioxide  
（｝1【nst．ofP】ant  

PbysiDl．Acad．Sin．）  
什－16   AirPollut．＆Planし  116－133   

匹tluしantS   uetab．（EIseYier   

Appl．S亡1‥381p．〉  

24（3・4）  

A．Eadota★l．軋Ab㌔l．  SOっonpほ爪くells   Biol．  
N．tondo   Ⅰ．Exper加州血conditionsinthecase  
（＋1TokyoHetrop．Un王Y．）  Dffernga几etOPhytes  

H－18  100  
N．Ro〔dD   SO20nPla爪tCel】s  
（れT〔〉kyoMetrop．Uれiv．）  Ⅲ．Efre亡tOrSulriteonrer几S叩re  

gertinationandrhizo王ddevelop帽enl  
l卜19  4   

松本茂離2．戸塚積刈   二速式チャンバーを用いた実験装置の閲  
（刈技術部  発と性能の検討  
頂川村理化研．  

♯3東京農工大）  

H－20   植物の計測と診断  9S－100   
（朝倉書店．23gp．）  

‖－21  清水英葦   生民速度の計測  植物の計刺と診断  1Z4－130  1988   
（朝倉香魚239p．〉  

ー133－   
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Ⅳ－22  Sea∽几alcbangesinlhebiDlaS写Orr【）ur  Jpn．J．Limn【）1．  48 Spec．  S139－144  
札Wata几abeれ   speciesofHierocystisinLake  Issue  
（★l†ater＆Soil  【asutligaura  

EnviT【）mDiY）  
」－23   S13－S38   

肌Yas【mO  1981－1985  lJSUe 

H－Z4   Ⅹ．Taka■ura  ThefirsttleaSure血entOftheprina汀  25   1g88   
pr（duetiomofepilithi亡algaeinLake   
T8爪ga叩ika  

l卜Z5  Y．Tateucbi．軋腋ondo   Erfectorabscisieac王do】1glu（、OSe  
metablisni几guardcel】sorVicia   
faba L 

H－28  Y．Takeuehi．軋londo   Efrectofabscisieaeidoncel卜■all  
netablis■inguardcelIsofVieia   
faba L 

≠二？  A．T8kenaka  Allanalysisofsolarbeanpenetratio几  A即ie．Forest   42  307－320  1g88  
throughcircu】argapsinca几Opiesor  He【eorol．   
uniror】】thi亡kne占S  

”28  Ågric．Biol．Ch肌  

H．旺）mal】．Ⅰ．Saiotl  

（＊lNatl．FcdRes．   

【mst．）  

」－2g   PlantCellPl】y6iol．   

N．Xondo   glutatbioner由uctaseamdinduetive   
biosynthesisorenzざれe▼ilhozone  

」30  PlantCellPhysi（】1．  

N．‡ondo．l．Ta爪aka※2  regeneratedfronparaquat－tOlera机  
（事1ryotoUniv．．  Call】S  

紹栂OtOPrefec【．  

Univ．）  

H－51   公害ガス   蛋白質・核酸・酵素  
l一活性酸素）   

u32  T．Natori，T．Totsuka暮l  ResIX汀ほeSOfdryYei如tgro■thuれder   3   卜8  1gる8  
（＋1TokyoUniv．Ågri亡．＆  l   ▲    ．1l l・． l．   
Teeh】101．）   脚1ygonul】eUSpidatu口   

什‡う  Jpn．J．Limnol．  48 Spec．  S3gS44  
且．l▼akj＋1   bi（椚aSSOfafloating1eaYdplant．  1ssue  
（ポ】伽iv．Tsukuba）   TrapanatansL‥inTakaha¶airitlayor  

Lakelasu■18aUra．Japan  
H－34  水草研究会会報  43－46   

、ヒ ■を、▼  
什－35  畠山成久   動物プランタトン，底生生物に対する有害汚  水質汚濁研究   11（11）  

染物屑の影響評価法  
】1－36  237－246  

Ⅹ．Satake   heaYy¶et且1a亡亡Unul且tOrinrivers  Environ．Pollut．  
reeeivingefrluentsfroⅦ且bandond  （TolaiUniv．Press．．  
MilleS   291p．）  

H－37   16（1）   

匹1ypdiluⅥnub汀er（Chirono¶王dae）  Sarety   
through▼aterandr∝山  

H－38  T．】ねnazato，楓Yasuno   Cl】araCヒeri6ticsorbio¶aSSand  Jpn．J．Li¶れ0】．   48Spee．  
Prd】Ctionofeladc℃er訓ZOOPlankton  Iss］e   
i几Lake【asutligaura  

か・粥  5卜57  

（♯1信州大）   けるバクテリアの役割   コスムによる水域生物  
相互作用系の実験的解  
折」研究成果報告書  

u40  154－163  
林秀附l   対する冷水魚プレゴナス（払regon】S  コスムによる水域生物  
（t＝言州大）   1avaretus什ar員eれa）の影響   相互作用系の実鰯的解  

折」研究成果報告書  
H－41   164－177   

吉岡崇仁★つ．花里孝幸，  コスムによる水城生物  
安田郁子沼．山本紹子＋l．  相互作用系の実験的解  
菅野徳彦鵬．大前浩美濾．  折」研究成果報告書   
平林公男れ．市川思史れ．  

森正幸＋1．松原尚人＋l．  

小野知即】  
（＊1信州大．  

紹三菱化成生命研．   
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記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ   刊年   

＋3富山技術短大．  

＊1明治大．  

■S長野県水試）  
H－42     安野正之．花里孝幸  淡水赤潮プランクトンをめぐる生物間相互間  淡水赤潮（恒星杜厚生  7g－88  1g87   

係  吼   
」－ 43  H．Yasu】10．T，H∂naZatO．   Effectsorpermethrinonphytopla几kton   （159）  

T．】Ya加¶a．X．Takamura．  ．11  ●l● ．   ●     ′  ■   ●   一   

R．Ueno．Ⅳ．Tak∂⊃】ra   ecosyste札inal将md   
臣・朋  58－81  

呉寿完＋2．河相暫史漬  コスムによる7k域生物  

哲山莞爾＋3．渡辺泰徳tl．  相互作用系の実験的解  
高橋種志＋1．杯秀附2．  折」研究成果報告書  
加藤憲二＋2．安野正二乙  

岩熊敏夫．花里孝幸．  
安田杏＊5  

（＋1名古屋大．事2信州大．  

＋3東邦大．  

＋■東京都立大．  

場長野県短大）  
ル▲㍍  郎卜10D  

岩熊敏夫．林秀㈲㌣．   と機能の変化炭酸ガスによる動物ブラン  コスムによる水域生物  
安田郁子≠つ．山本綺子＋3．  相互作用系の実験的解  
坂本充＋4  折」研究成案報告書  
（tl信州大．  

＊2富山技術短大  
＋3明治太■4名古屋大）  

【卜46  8iol．1bnit．or  1988  

（◆1†  Emviron．Pollut．  
（TokaiUniv．Press．  

291p．）  

Ⅰト47  水路生態系に対する母性影野の評価  水質汚閲研究  11（11）  
評価法の現状と今後の方向－  

技術部  
卜1  同期検波による植物生体内水分御荘法  26（1）  

長谷部信也＋1．  
喝村俊樹昭．大政謙次  

（♯】東京農工大，  

明日本電気㈱）  

l－2  診断と計測技i札画財制とリモ←トセンシ  Z－l   
ング  （朝倉書店．23gp．）  15S－1g2  

卜 3  鹿野快男＋1．  二重電極による植物表面電位計測  生物環境調節  26（2）  
長谷部信也tl．大政富農次  

（＋1東京農工大）  

卜4  農業気象  44（3）  

玉来俊一■2．藤井閲博即  

（れ農環技研   

れ鹿児島県環境セ）  

ト5  画像による植物診断   植物生産における計削  10g－114   
・制御・情報  
（計測自動制御学会）  

卜 6  i長藤隆一   環境保全はどうなるか  は）L  26（5）  

l－7  新活性汚泥法  1988  

金甲守舶．金玉拍★2  （緑苑出版比3Z9p．）  

（■】大阪大．  
♯2け国建設技術研究院）  

ト8   1草微生物固定化法の原理と特徴  微生物固定化法による  1－31   
排水処理（産業用水羽  

香会．Z84p．）  

卜g  1．5固定床方式1．6生物学的睨リン  1摘－15T  

機器  
（産業調査会事典出版  
センター．山7p．）  

l－10  57（6）  

高崎みつる埼．視藤隆一．  

岡田光正ヤ  
（★l福島工業高温  

れ東北大．  

Y】東京農工大）  
ト11   30   
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雷己号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号）  ページ  刊年   

碩藤隆一  
（tl九州産業衛生協会，  

将東京農工大）  

ト12     jF’   環境微生物実験法   環境微生物実験法  1g88   
（講談社サイエンテイ   

フイ・yク．282p．）  

ト13  須藤愕卜一   水環境浄化及廃水処理微生物学  水聯化及廃水処理  1g88   
微生物学（中国建築工  

業出版社．415p．）  

卜14  河口・沿岸域の生態学  2了5－284  

（＊l水質土壌環境部〉   7．リサイクルシステム   とエコテクノロジー  
（東海大学出版会  
3ユ5p．）  

卜15   微生物による環境モニタリング  環境技術   17  
ト16  T・1－7・ZO  

生活排水処理システム検  高度化に関する総合研  
討委員会（他13名）  究  
（書】摂南大）  

ト17  水生植物による生活維排水処理  「人間三軍境系」研究報  1郎ト181  

告黒人為起源物質の  
環境中の循環と制御成  
果報苔寺  

ト18  廃薫物埋め立て蝿浸出水中の有害汚染物質の   3ロ0－308  
バイオテクノロジーを活用した除去技術の  曝書斗学研究事業官民共  
開発に関する研究   同プロジ㌧クト研究報  

卜1g   11（6）  

須藤隆一   その制御に関する研究   
（＋】東京農工火）  

ト 20   竹下俊二   最近の高感度温度計漁1器について   化学工学   52（11）  田  1988   
卜 21  土井妙子，竹下俊二  環境研究におけるラジオアイソトープ実験臨  季干頂境研究   （72）  120－126  1g88   

設の利用  
ト 2Z  藤沼康美大政喜蕪次   国立公害研究所奥日光環境絨刺所について  関東の農業気象．日本  

農業気象学会・関東支   
部会誌  

ト23  藤沼康実．古川昭雄※1  植物の計測と診断  1（）5－114  1g88   
◆1堵   （朝倉書店23g）  

卜24  26（3）  

A．F】rukawa★】．Ⅰ．Aiga♯2  insunfloYerleaves：AgeLdependent  8iol．  
（♯】Environ．Biol．Div．  i几hibition  
♯2univ．Osaka）  

ト25  57（3）  

杉本伸夫Ⅵ．笹野泰弘★つ．  

浅井和弘＋3  

（♯I総合解析部．  

＋2大気環境部．  

再桑畑コニ菜大）  
ト26  1gさ8  

清水浩昭．杉本伸夫再．  ングシンポジウム予稿  
筐野泰弘簾3  集  
（椚東北工業大．  

＋2総合解析郡．  

雷3大気環境部）  
ト27   29（4）   

（♯‡㈱環境研究セ）   実験方法   
卜28  25（2ga）  

岡田光正昭．砂原広志事3，  

須藤隆一  
（■1水質土壌環境乱  

嘉2東京農工大．  

頂広島大）  
卜2g  29（5）   

措如   研究   
卜 30   30（8）  S69－575  1g88   

i擢■■   几理方式か’の評価   
ト3l   17  754－758  1gる8  

（‡l㈱環境研究セ）   選択   
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記号   発 表 者   項  目   学会等名称   開催都市名  年月   
環境情報部  

a－1   宇都宮隅二飢  土壌水分のリモートセンシング   日本地理学金1，88年春季苧  
山口政則メ1  術大会   
（脚境技術研）  

a－2  リモートセンシングによる雲仙岳火山の冷気湖の  日本地理学会1988年春季学  東京  
油屋吉之肋★1，   発達予削   

一冷気湖の発達とミヤマキリンマの変異及び森  
術大会  

田部和博★2．  

水野隆夫将．  林扱者について  
松永貞一★3．西久幸糾．  

中村泰尚枯．清水文雌棚  

（■1長崎県経済連．  

＊2項境庁．  
＋3雲仙公園ビジタセ．  

■l自然公園美化管理財  

吼  
時空仙公園ボランテイ  
アレンジャ．  

哺国立防災セ）  

a－3  町oto   

inerliarronairbrneHSSneasure¶entS  】nt．Soc．rorPbotogra肌   
邑ReⅦOteSensing  

a－ 4  宇都宮隕二朗   人工衛星による局地気候解析  第4匝領TOCARTOJAPAN  東 京  63－10   
a－ 5  宇都宮陶二朗   衛星リモートセンシングによる小気候調査  

一冷気湖の発達予削   シンポジウム  
a－ 6  宇都宮隕二朗  リモートセンシングによるヒートアイランドの研   第16回瓢市気候研究グル←  

ブし  7●A   
a 7  宇都宮隕二朗  循星リモ←トセンシングによる九州の気候調査  

一夜問のTH熟赤外データによる小気候その他   
域性の予漁lト  

a一る  「住みやすき」に関する住民の意諸澗堪の制限連  宗柿大学環境衛生工学研究  京都  
勝夫淳雄†王．宮本定明＋2．  想法による解析   会第10回シンポジウム  

阿部治＋3  山間地と都市住宅地の比較  
（＋】京都産業太  

＋2筑波九＋喝玉大）  

a－9  東京  
宮本定明♯l，阿部治■2．  

勝矢淳雄書3  
（★1筑波太♯2埼玉大，  

事3芳（軌墨業大）  

a－10  Beijing  
inprove¶e爪t（）fsolid■aStenanag細enti几  ¶prOV．Solid－aste  
Asi且几melro恥1ises   Hanage．inしheC8nteXtOr  

Helrop．Dev．＆Haれage．in  

Asian（bunlries  
a－11   窓財の市境形成の可能性  神戸   

7匝】大石  
a－12  近藤美別．呉松保男■1．  二足歩行ロボットの軌道計画と制御  刺1回自動飢御連合講演会  大 阪  63．10  

北村斬三★1   シミュレーションと実験   
（神戸大）  

a－1J   新藤純子．松本孝雄  大気汚染物質蔵匿の空間・時間変動構造の経年変  
化   

仙 台  63．11   

a－14  自由記述式アンケート調査による湖沼に関する意  第23回水質汚濁学会  京都  
…諷の調査と解析  

原沢英夫11． 青柳みどり1l  
（■】総合解析部）  

a15   第18回ドクメンテーション   東京   
川FOTER鮎データベースをJ【CST科学技術  シンポジウム   

用占ロで検索する－  

a－16  松本幸弘随用達也   酸性雨情報解析システムの試作   弟2g回大気汚染学会   仙 台  68．11  
海野純一‡1．  一棟索・表示棟能を中心として－   

雄辺加代子†l．  
山本啓芋刃  
（★】日本科学技術研修所）  
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

a－17  俵田達也松本幸雄  リモ【トセンシソグによる環境状態の把握  第16回日本行動計且学会大  千 葉  63．8   
会  

a18  T．Yokota．Y．1kt6umOtO  DetectionorBe且SOnaland10ng－ter¶亡hanges   1g88【nt．Geosei．＆Remte  Edinburgh  63．g  
i爪1andcover行0「れulしi－ten叩ralLANDSAT  Seれ写ingSynp．   
HSSdaしa  

a－19  横田達也．松本幸雄■   多時期LANDSAT・臆S画像からの土地披覆の季節  第14回リモ▼トセンシソグ  
変化・経年変化抽出  ンンポジム   

a20  仙台  
の解析  

b  

b－1   自然環境とアメニティ論（アメニティタウン計画   長野   
の分析）  

b－ 2  青木陽二  緑計画Ⅳ（緑計画の指標について）   造【哲学会分科会   ■長 野  63－ 5   
b－ 3  育木隕二   農村におけるアメニティについて   農村における水質削ヒシン  

‘’一ム   
b－ 4  斉木隕二   街路における緑丘感の分析   第2国環境研究発表会  東 京  63．1Z   
b 5  天野耕二．福島武彦＊1  

土昔丑   
b 6   土木学会第43回年次学編講  広 島  63．10   

（水質土壌環境部）  演台  
tr 7   天野桝二福島武彦れ  全国湖沼底質中の直鎖アルキルベンゼンスルホン  京 都  1．3   

酸塩（LAS〉の分布特性と流域特性  
b－8  Effi亡ientelassificationo一九ultispeclral  1988】mt．Geo＄Ci．熟R印Ote  Edinburgh  

T．机zogucbi♯1   imagesbyabestlineardiscrininant  Se几SingSynp．  
Y．Yasuoka，   runctiD几  

（霊1che¶．Phys．Div．〉  
b9   

●、ポ√一ム   

b10  Y．【ikura．S．Otoma．  Iterative爪ethcdrortrainingdaい1Selection   
Y．Yasu【）k且  S   

b－11  TheⅧ】几t．Sy¶p．On   Tokyo  
Y．【ikura．S．Nishi＋2  AIcohoIF］els  
Ⅸ．Ⅳi■a★3  

（＋りp几．A山0岨b．Res．  

】nst‥  

■2N∂t】．Chem．Lab．ror  

】nd．  

＋3peしEnerg∫Cent．）  
b12  第2g回大気汚染学会   仙 

松本幸雄↓1   

（＋1環境情報部）  
b－13   中森義t軍★1，   都市環境のモデリングとシミュレ【ションについ  邦2回システムと制御研究  京 都  63．5  
甲斐沼美紀子   ての考察   発表会   
（＋1甲南大）  

b14   甲斐沼美紀子．  知識データの表現方法について   第32回システムと制御研究  

中森義輝＋王  発表会   
（＋1甲南大）  

b－15   甲斐沼美紀子．  知滋データの統合による構造モデルの作成  第31回自動制御連合講演会  大 阪  63．10   
森田恒毛中森謝酎1  
（れ甲南大）  

b－16   中東義輝＊】、  ファジィシミュレーションについて   第31回目勤制御連合講演会  大 阪  63．1D   
甲斐沼美紀子  
（－1甲南大）  

b－17   甲斐沼美紀子．森田恒睾．  環境長期予測のための知識ペース・システムの開  第4回ヒューマン・インタ  栗東  63．11  
中森義輝れ   発   フェースシンポジウム   
（★l甲南大）  

b－18  東京  
中森義輝＋1．聞博之舶．  

油井秀人‡2  

（＋1甲南九  
■つ富士通エフ・アイ■  
ピー㈱）  

b1g  
明畠高司★】   義金  
（★l東京工業大）  

b20   滴水浩   宇宙からのレーザーリモートセンシング   第14回リモートセンシング  東 京  63．10   
ノンポ／ウム  

b－Zl  曽順†吾★1．石谷久★1．  鉄道輸送転換による地域エネ／レギー需要射ヒの分   エネルギー・資源研究会第  東 京  11  
笠井啓一＋1．涌水浩  折   6回エネルギーシステム・  

（＋l東衰大）  
経済コンファレンス   

一138一   



雷己号   発 表 者  ■   題  目   学会等名劇   開催獅名  年月一   
b一 之2  田村正行   空間7←リエ変換を利用した斜め入射音圧反射率  

の削定川）   会   
－1▼0－【hickness16tbiによる検証ト  

b－23  札Tanura  ●．．●‘．◆’●ll   2れdJt．1ket．0f the   Hom（〉1ulu  も3．11  

■eaS］ringacousti（refle亡tioncoefriciemts  Aeo】S．S（光．DfAtl．＆ the   
at（】bliqueinぐidehCe   Acoust．Soc．ofJpn．   

b－24  内藤正明  環境管理へのシステム工学的アプローチ  つくば  ．悶．7  
廃水処理プラントを主対象として一  四   

b－25  中杉修身  化学物質による環境汚染の実態   喝境化学湘会   東 京  拍．11   
b一之も  申杉怯身   揮発性有機海燕化合キ舛の環境中での挙動   198も環境科学シンポジウム  東 京  63．12   
卜 ∵  中杉修身   化学物質汚染対策の今後の方向   第14回日本水質汚海研究協 Aミ  栗 東  1．1   

コ苗セ、ナー  
b－ 28  西岡秀三森口祐一  広域交通公害評価情報システムの開発  環境科学会   東 京  62．11   
b－29  Globalenvirom¶entaleo】1fli（、tS：Cr王ses  ne3rdWorldPeaぐe  舶ーシ1a几d  63．6  

Chara⊂teri＄tic5．a爪ddissillilaritiesand  
扇飢‖那宥‖郎■i仙川earFSぐ0山rol   
pr【）blellS：  

b30   地球的規模の気候変動への対応状況   63．8  
州CB研究会  

b⊥31  環境科学会1gる8年会  東京、  
西岡秀三  ー東京都を対象事例として－  
（★1富士通エフ・7イ・  

ピー㈱）  

b－32   地球温暖化への研究取り組みの現状   第7回農業環境シンポジウ  
ム地球規唆の環境問題－  

b－ 33  西岡秀三森□祐一  道路交通公害広域評価のための相接と情報システ  郡市遡の環境計画の体系化  福 田  1．3  
ムの開発   一文部首科研費Ⅳ3．∬年   

皮シンポジウム  
b－ 34  原沢英夫青柳みどり．  河川・湖沼瓶管動こ関する国際研究ブロジ㌧ク   京都大学環境衛生工学研究  京 都  6ぎ．7  

福島武彦”．村岡浩爾暮1  トについて   金敷咽シンポジウム   
（刈水質土壌環境部）  

b－35  α仰prehensiYedevelopmen10fLake   UNCRD／lLEC／UNEP   Bangtok  
L仙raob＋l．   【asu¶igaura■andit＄enYiroⅢe几tal   ZれdEx匹rtGroup  
札Aizaki■1   ¶且nag印enl．PartⅢ．Poli占yreS匹）几＄eStO  甘ork＄hop加RiYer／Lake  
T．Pukushiれaれ．  Ⅸa別¶igauraconprehensivedevelo匹enl  
y．貼Yai舶．嵐Yokota＋2．  EllViron．Soundll且na名e．Or  
Y．Pukaz且■aや  甘aterResour．  
（＋l甘aterSoi】．Environ．  

Divり  

舶LakeXasu円igaura  
ⅣaterPollut．  

ControIDiv．）  

b一邦  京都   
b 37  森口拓一，西岡秀三  表駆大学環境衛生工学研究  京 都  63．7   
内 E   金茶1耶訂シンポジウム  

b 38   
⊥∴ン∴／汁卜一ム   

b－39  森口枯一．内藤正明  沿道大気汚染の予測手法（り  第Z咽大気汚染学会   仙 台  63．11   
一道路・沿道構造の最；響評価のための予測モデ   
ルー  

b－40  第29回大気汚染学会  仙台  
権田洋匡紹．内藤正明  

（刈技術部   

増大気環境部）  

b－41   多集団デル7γイ法の開発と適用   日本建築学会建築計画委月   東京   
会第12匝Ⅰ研究会  

b42  森田恒孝   豪州の森林保全に関する政策転換の方向とその波  東 京  63．11   
及効果の分析  

b拍  Ev且1uatiomofatⅨ〉Spherieerfe亡tOn   me2ndS叩p．岨S－1   Tokyo  
T．Hiyazakiれ   ⅥuItispeclrale】ectronicselr－Seamillg  VeriricationProgr且1  
Y．Sasano昭．   radiometer（肥SSR）dat息by6匹亡tral  
S．1ayashida事2  PeaSurelleIlt  

（11Environ．1nf．Div．、  
昭At¶05．Environ．8iv．）  

b－44   習志野   
（tl環境情報部）   補講読会  

b 45  安岡善文．宮崎忠国れl ‡l  同時観測による逮萬鮎†測及び地上蚊測スペクトル  
（環境情報部）  輝度の比較  シンポジウム  

b－46  8etectionofland－COVerChangefrolre勺Otely   9thAsianConr．0几Remte  8angko事  83．11  
T．袖iy且Zakltl．Y．1ikura．  Sen6由i¶ageSuSings匹Hralsignature  Sensi几g   
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雷己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

S．Oto■a  Si■ilarity  

（■1EnYiron．】几f．Div．）  

亡  
C－1  

右横純一郎11．酒井均■1  

（■l東京大海洋研）  
c－ 2   l，Okanoto   Biologicalreferen亡e¶aterialsfroⅦⅣationAl  3rd】nt．SyⅦp．OnBiol．  

lnstltutefoTEnvLで0れれe爪talStl止IeS  RfI血   

c－3  粒子状水銀の鉛直分布  1988年日本気象学会春季大  
別所進一氾．  

池上三和子細．功刀正行．  

西川稚高．溝口次夫．  

原口紘蒸旧  
（＊】気象大事2気象研．  

将来京大）  
c－4   
西萩一夫れ  
（れ㈱テクノス）  

c－ 5   切刀正行   蛍光X線による粒子状物質の元素分析   第29国大気汚染学会   仙 台  63．11   
一軽元素への応用（4）  

C－ 6  呵刀正行  蛍光X線マッピング装置による元素分布削定  第Zg回大気汚染学会   仙 台  63．11   
c－ 7  Y．Sllibata．H．1brita  Novel．trile仙ylatdarseno－6ugarisolated  16th】nしSrnp．D几the  lyoto  83．5  

froⅦabroγnaiga．sargassulthunberEii  Chen．or帖t．Pr血．   
（【UPAC）  

c－ 8  柴田康行．森田畠敏  肝LC－】CP質旦分析法によるヒ素の化学形態の同   日本分析化学会第37年会  札 幌  63．g   
定  

ぐ・g  ⅣoYelalkylatdphen【）1sinloYerDetroit  31stConr．DnGreatLakes  肋両Iton．  63．5  
H．Shir8i＄hi．  Riversdil】entS   Res．   OIltario  

RAHitesれ  
（▲11ndianaUniv．）  

c－1【〉  【dentiricationamddeteminatio爪Or   63．5  
D．S．Carter暮l．   ．   ‖●■：■   l：川   ●●● l     l一  Res．   On【ario  

R．A．Hitesll   fr（期tbeDetroitRiver  
（雷11ndianaUniv．）  

c－11   
c－12  相馬光乞田中敷．  日本化学会第56春季年会  東 京  63．l   

／j、脚l．重源由翠tl   

（刈国立公衆衛生院）  

c－13  
H．Seyama   emYiron¶entalparticulate】latterS   Anal．Cher．  

4th【nL馳ngr．Amal．Tech．  
EllViro爪．Ch印．  

c－14  環境試料のX線光電子分光分析  仙台   
c－15  相馬悠子．坂口其光事l．  粘土鉱物上でのクロロフェノールの反応   日本化学会第56春季年会  東 京  63．4  
相馬光之   一銭イオンと水の影響   
（‡1東京理科大）  

c－16   Y．SⅧa．札Sakagu⊂hiれ  Reaetio几OfehlorophenoIson   8thlmt．Cbnf．011Surr且Ce  ≠ako几e  拍．6  
H．S伽a   ¶OnいK汀illonitesandallopha几e   ＆ColloidS（・i．   

（★1sci．UniY．Tokyo）  
ぐ－1T  Resonan亡eram訓SpeetrOSCOPyfordetectio几  1＄tIllnl．Synp．EnvirD】l．  Barcelona  

inliquidehro¶atOg∫aphy   血1al．Cbe■．  
4th】几tCongr．A几al．Teれ  

EnYiron．Che乱  

仁一18  札幌   
森田畠敏  用  

c－1g   西川雅高．森田邑軌   lCP－MSによるフ脚の分析   第19国分折化学討論会  大 津  63．6   

溝口次夫  
c【20  第11回崖域気水圏シンポジ  

西川稚高．西尾文彦昭  ウム  
（‡l名古屋大水固執  

頂極地研）  
c－Zl  

金森悟■1．金森陽子＋1．  ウム  
背木周司頂．豊田廠聖＊3  

（雷l名古屋大水圏軌  

昭操地帆船東海大）  
c－22  

溝口次夫金凛悟‡】．  

金牌子れ  
（別名古屋大水函研）   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
c－23  The几atureamdsourcesorheavyェet且1   The2ndInt．Conf．on   T（】kyo  

札Eama廿）rill．  eleⅦentSinnari几eat■OSPhericaerosol  
札ⅣishikaTa，  Qual．  
T．〟iヱOguChi  

（tl†aterRes．】nsl．  

HaがyaUniv．）  

c－24   第29回大気汚染学会   仙台   
c－25  降下物の化学成分について   第29回大気汚染学会  仙台  

別所進一紹．西川雅高．  

功刀正行．満口（欠夫  

（★1気象太れ気象研）  

e26  1988年度目本地球化学会年  
前田恒昭昭．  会  
（刈輿京大海洋吼  

頂電気化学計器㈱）  
c－27  1g88年庶日本地球化学会年  

石橋純一郎★1．酒井均♯1．  

野尻幸宏．金子郁雄”．  

浦島達郎＋2  

（れ東京大海洋研．  

細島晴海洋気象台）  

c－28   
大槻鼠酒井均‡1   ガン．メタンの濃度異常  

（★1黄泉大海洋研）  

c 2g   藤井敏博．小倉美俵＊1  アルカリ金属イオンの付加反応を利用した質旦分  日本化学会第5も春季年会  東 京  悶．4  
★◆1亡  十   ■ のための しいイオン   

c－ 30  藤井敏博．小愈美俵＋l，  アルカリ金属イオンの有機化合物への付加反応過  昭和朋年度質丘分析連合討  名古屋  65．5  
神馬仁志＋】  程とその応用   論会   
＋1何日－・  1）ノナウムイオンによるカナオ＿セー／ヨン  

c－ 31   悶．6  
且．Jinba蠣1  useorlitbiuコionatlachlemt tOmOlecule  HassSpectrol．＆Al＝ed  Francis亡0   
℡  Top．  

c－32  ICP発光分析におけるマルチチャンネル検出器   日本化学会第56春季年会  
長谷川信一＋2．古田直紀  の応用  
（れ東京九  －ISPDとSITの比較「  
増金属材料研）  

c－33  
L．D、Carterれ   SpeCtrallysegme机由photdide－array  A】1al．Chen．a爪dSpectrosc．  
軋F】ruta．  SpeCtrC欄eter  Soc．  
G，甘口ieftje＊1，  

J．A、C．Br（光Iaert＝ぐ2  

（山IndianaUniv．．  

■21nst．rur  

Spectrochem．，F耶）  

c－34  fbston  
N．Furuしa．G．H．Hieftje＋】  SpeClrallyse印entdphot（dicd㌣8rray  Ånal．Che¶．＆Spect「osc．  
（■1【ndianaUniv．）   induetiYely Eoupled plar.a e.iJsion Soc．  

SpeCtrO¶eter：Hicr∝01utmpreconc（・ntratiom  
forthedete川ination（〉fれ01yt山enuJl  

c－85   
P．Yang－l，G．H．」ieftjeれ  COupledplas¶a－¶aSSSpeCtrOMeter   Plasl柑Speetroclle畑．   
（1n山anaUnlV．）  

c－36   Ⅳ．Furula   Mullich且nneldeteetorsil11CPenission  G．A．H．S．   Paris  1．1   
Bpeetloehe.iStTy 

c－37  エシェル分光掛こフォトタイオードアレ←検出器  第24回応用スベタトロメト  東京  
X．H．B川S加yler＋】．   を取り付けた【CP発光分析システムによる7  リー兼京討論会  
6．H．打iertjeれ   ローインジェクション分析  
（JJId】8月8大）  

cっ8  

軋Furuta．G．H．Hieftj（・▼l  as㌍Ctrallysegnentedpbotcdicde－array  
（♯】】ndianaUniv．）   S匹CtrO¶eterforinductiYelycoup】d  

Plasmaa【皿icenissionspe⊂trO¶etry  
c－3g   名古屋   

研究懇談会・罪33回プラズ  

マ分光分析研究会  
C－ 40  T．Mizoguchi   AnovelrelrieYa】systelrOridentification   Ger．－Jpn．10rkshopon  Tsu血ba  63．4   

OfunknoYnMaSS6匹Ctra   SpectralDatabases   
C－ 41  南口次夫  最近の環境計漁1手法   東 部  悶．11      第6回大学等廃桑物処理施   

設協議会  
c－42  溝口次夫   各種の分析法による黄砂成分同定の試み  第Z9回大気汚染学会   仙 台  63．11   
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記号   発 表 者   童  ≡   学会等名称   開催獅名  年月   

e－4a  仙台  
新谷光三＋2．′川l利紘↑ヲ  

（♯1横浜市公雷研．  

感冒本気象協会．  

椚東京大）  
c－44   東京   
c－45  向井人史．安部爵也  第4，回分析化学討論会  大 津  83．6   
森田昌敏   

仁一46  現．1hkai．Y．Anb   ．  ．  l■  l     ■    ′       t ■     l  ．’  meZnd【nしConf．on   Tqky〔〉  悶．10  

0れOkiislandinJ且p別ISea   At¶OS．Sci．＆App】．toAir   

Oual．  
c－47  向井人史，安部喜也  lCP－HSを用いた大気粉じん中のPtの分析法の  仙 台  63．11   

検討  
e－ 48  M．1brita．Y．Shibata  Structureorl王pidSOIublearseniecoM匹und  16th】nt．SJtp．Onthe  ryoto  63．5  

isolat（drro¶8bro■几alga．undari8   CheⅦ．Of〃at．Prd．   

pinnatirida什akane）   （川PAC）   

c49  神和夫れ．森田呂乳      札 幌  1．2    鳩葦イシモズク（Sphaerotrichiadivaricata）  日本分析化学会．日本化学  
柴田康行．林隆革＋l   及び緑惑ミル（Miu⊃rragile）からのヒ素化  会北海道支部1989年冬季研   
（事1二Ⅰ日毎通商研）   台物の単郎と同定   究発表会   

c－50  東 京  63．7  
c－51  TheZndInt．Conr．on   To吋0  

hal【）ge爪atdhydr（㌍arヒりnSi几theatt10Sphere  Atl10S．Sei．＆Appl．toAir  
bycapillarygascbro⊃at（】且r且phy■itha  Oual．  
CryOge几icpreconcentration  

c52  Tokyo  
H．Sasai＊1．H．Xurita＊1．  Atms．Sci．＆Appl．toAir  
Y．Yokouchi．  qual．  
兄．≠iて肌Cbiれ．軋Ueda”  

（11NaganoIies．】nst．ror  

HealthandPoll】t．  
椚Eng．Div．．  
＋3AthOS．Emvir（〕m．Div．）  

c－53   仙台  
安部真也   存在するC6－C■Zアルデヒド   

d  

第29回大気汚染学会  仙台  
笹野泰弘鵜野伊雄蕊  
福山九賀田伸明．  

竹内延夫  
第Zg同大気汚染学会  仙台  

笹野泰弘鵜野伊津息  
福山九賀田仲呪   
竹内延夫  

d－3   環境科学会1988年会  兼声   
高木絹夫＋l．賀田伸明   

（＋1技術部）  

d－ 4   泉克幸．福山力   α－およぴβ－ビネンの03反応からのエアロゾル  日本化学会第56春季年会  東 京  63．4   
変摸率  

d－ 5  泉克幸．福山力  α－およぴβ－ビネンのオゾン反応からのエアロ  
ゾル収率   術研究討論会   

d－ 6  Ⅹ．】zuni．T．Fukuyalla  Aerosolfo川ationbγthephot00Xidationor   Tokyo  63．10  
aro爪atiehydrocar【旧几Sinthepresen⊂eOf  Atnos．Sc王．＆Appl．toAir   
nitrogenoyides   qual．   

d－7  SiO．GeOの蛍光寿命  東京  
川崎昌博刈  
（＊】北海道大応用電気研）  

d8   長岡   
C12との反応によるXeClポ，【rC】＋の生成  

d－ g  井上元  Ⅳ0の2光子吸収における線幅の拡がり   第4回化学反IE討論会  長 岡  83．6   
d－10  井上元   XeRg分子の三光子励起とそのR－C】との反応に  

よ   
d－11  票田秀貫檻l．内田英夫＊】．  

広沢伊一郎γ．植輔羊匡  金   
（♯】長野県衡公研）  

d－12   小森悟雷1．神崎隆男事1．  レーザー蛍光・散乱法による乱流喝での二成分濃  日本伝熱シンポジウム  金 沢  63．6  
村上康弘＊1．植田洋匡  庭の同時削定   
（‡l九州大）  

d－13   吉山秀典＋】．田戎行男★1．  加熱方式によるミストの粒径分布測定   第6回エアロゾル科学・技  大 阪  悶．8   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

植田洋匡  術研究討論会  
（刈公番資源研）  

d14    平賀義之れノト疎悟↓1．  ガス吸収速度に及ぼす自由表面近傍の大スケール   化学工学協会第Zl回秋季大   福 岡  悶．1（〉  
村上泰弘1l．植田洋匡  渦の効果   田  
（♯l九州大）  

d15   植田洋匡．Y．S．Changれ．  大気汚染長距離輸送中の硫酸塩．硝酸塩の生成と  化学工学協会第21回秋季大  
G．R．Ca川iehael井1   輸送   会   
（雷1アイオワ大）   一致値予漁lト   

d－16      化学工学協会第21回秋季大  福 岡  63．10   植田洋匡．Y．S．Chang★I．  
G．R．Ca川ichaelゾ】   

（■lアイオワ大）  
d－1T  Ac王dr占川ationanddel泊Sitio爪incentral  The2ndlnt．Co几ー．0几   Tokyo  

G．R．Carnichael蝉1  Japan  At¶OS．Sci．＆Appl．toÅir  

Q岨l、  ≠．Rurita撫つ．n．uda  

（＊luniv．【0∬a．  

■℡Naga几ORes．【nst．for  

”ealth＆Pollut．）  

d－18  ThetransI氾rt．formation．anddep）Sitionor    Th（12nd】nt．（bnf．0Il  T（】kyo  

G．R．Ca川ichael蝉】   Photochemicaloxidant写andsecondary  Atmos．Sci．邑Appl．toAir  
H．Kurita＋2．H．Uda  Pllutants王ncentralJ且pan  Qual．  
（＊1univ．】0■a．  

＊2ⅣaganoEes．lnst．ror  

Health邑Pollut．）  
d－1g  Tolyo  
5．Hitsul10tO   gradientYi爪dco爪ditiロnSandlong－range  At¶OS．Sei．＆Appl．toAir  
（11NaganoRes．【nst．r（】r  trans【OrtOfair【泊11utiom   Oual．  
”eal【h＆Po11uし）  

d20  Ⅴorteli爪ducdbyaneltendedseabreeze  The2ndlnt．Conr．on  Tロkyo  

R．Mizutani＊l   OVeraridgeregioninれOuntainouscentral  Åtms．S亡i．＆Appl．toAir  
Ⅹ．Kunii＋1．1Ⅰ．Ueda．   Japan   Qual．  
H．Kurita★2   －【tsil口Pli亡ationinlongran邑etranSr伯rt  
（＋1ToyohashiUniv．or‘  
TecllnOl．．  

＊つNaganoRes．【nst．ror  

Ⅰ】ealth＆Pollut．）  
d－2】  T〔〉kyo  

H．E】rita＋1．   COmbinati〔〉几Orl∝allindsu【derljght  Atms．Sci．＆Appl．toA王r  
Y．Arisa∬き＊2．   gradienlwindconditions   Qual．  
T．首a甘a柑ura書】  ‾甑¶ericalelperime爪  
（＊】ⅣaEanORes．】nst．ror  

Hea】い】邑Pollut．．  

＋2Jpn．WeatherAssoc‥  
＊3univ．Tsuk】ba）  

d－Z2  東京   
応   

d－23  内山政弘   土壌羊アロゾル（黄砂）上での硫酸イオンの生成  日中合同大気化学シンポジ  千 斐  63．10   
ウム  

d－24  
福山九中崎畠宏”．  

小島勝彦霊つ  
（明日本‡斗学工業．  

増給野屋鉄工）  
d－25   

（＋1 近大．   ウと＿  …、の  応   金  
d 26            1g88年日本気象学会春季大  柏  63．S   大原利尿★】．戦野伊津息  
若松仲司   
（＊l計昂計画研）  

d2T   l．Uno，H．Uda   弘mecontribulionsしOthealgebraicstress  
t】rbulen⊂e¶delro「theapplicationor   
Slratiri臼】rl【〕■S  

d－ 2a  l．Ul10．H．Ueda．  仙¶ericalsi¶ul且ti【）nOfnDCturnalurban  The2几dI几t．Conf．on   T（】kyo  63．10  

S．ralallatSu   bu几daryl叩erandbehaviorofreactive  Atnos．Sci．乱Appl．tDAir   
p〕1lutants   Oual．   

dZg  The2ndlnt．肋止om  Tokyo■  

S．甘aka柑AtS］   accompan王dhighco爪Centrationorair  Atms．Sci．＆Appl．toÅ汀  
（れTheI爪Sl．ofBehav．  叩】lutanlsobservedintheTokyo   Qual．  
Sei．）   mct「op）1itanarea   

d－30   仙台   
l   スム  

d 31   第25回衛生工学研究討論会  東 京  11   
橋田洋匡  

－143－   



記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

d－3Z  尾崎裕．福山力   ArnCC】．およぴA川CF一クラスターの電子衝撃  日本化学会第56春季年会  東 京  63．4   
イオン化  

d－33  尼崎裕．福山力  Arクラスターに取り込まれた分子の電子衝撃イ  男4回化学反応討論会  長 岡  63．6   
オン化  

d－34  尾崎裕．内山政弘  

福山力．中島昌宏事1  術研究討論会   
（書1日本科学工業㈱）  

d－35   尾崎裕．福山力   Ar椚X◆質量スペクトル中のマジックナンバー  分子構造線合討論会   東 京  63．10   
一モデル計算－  

d－ 36  酒巻史郎  日本におけるメタンの増加傾向   日本化学会第5T秋季年会  仙 台  83．9   
国設大気洩11定局諷11定結果の解析  

d－37  笹野泰弘，林田佐智子   対流圏エアロゾル分布のレーザーレーダー校則  19銅年日本気象学会春季大  拍  63．5   

d－㍑  Y．Sa5anO．Ⅵ．¶akame．  Å8帆eraliヱdDIALana175is†or   11thl】lしLasefRadaT  ミan  机．も  

S．Hayashida－加a几0．   ．‘●  l‘‘  ． 1 1 ：・ ノl  （bnr．   Can山do   

N．Sugimoto   aerosoldi8trib】tion   
d－39  

S．Hay且ShidaAllaI10．   teehrliquetodeduceozonepr（】fileYithout  
N．Sugimoto．Ⅰ．Hatsu王★】  

N．Take】Chi   

（＋1Eng．Div．）  

d－40  TheZ爪d】nt．bnf．0∩   Tokyo   
S．Hayashida－AllanO   きer【）写01profilesrevealedbyHielidar  Atnos．S亡i．邑Appl．toAir   

川eaSUre¶entS  qual．  
d－41  第14回リモートセンシング  東京  

大場雅之★l．目下迫tl．  

筐野泰弘   
（＋1金沢工業大）  

d－42  
讐野泰弘．中根英昭   布言十則  
（”神戸大）  －－ニニ1－－ラルネソトワークによるFred－ho】n  

積分方程式－  
d－43   
筐野泰弘中根英昭   の那IJ法   講演会第9回年次大会   

（♯1神戸大）  

d－44  
林田佐智子．中根英昭．  定を目的とする多披見差分吸収レーザーレーダ  
松井一郎れ．秋元肇  rの製作  

（れ技術部）  

d一崩  14tl】】雨．LaserRadar   
札5ug三船tO．H．5hiMizu＋2  VaⅨ〉rbloekingfilter川eaSure円entOfthe  Co几f．  CaIldido  
（＋lcll王baI爪St．Of  MIE／Rayleighscatteringratio  
Techno】．，  

昭SJSt．Ånal．＆Pla仙．  

Div．）  
d－46  63．6  

S．”ayashida－Ama爪D．  StratOSphericandtr（〕ロ）SPhe「ic   Co几ー．  Candido  
］．Naka几e．】．Matsu王”  

乱Shi¶izu火2．  

N．Take11Chi．」．仙il10tO  

（＊1Eng．Div‥  

昭Syst．Ana】．＆Planれ．  

Div．）  

d－47  
会  

松井一点肝】．湊淳   

（れ技術部）  

d－48  63．10  
d－49  高薮緑．新田勅‡1   川S赤外ヒストグラムデータを用いた熱帯域ク  

（気象研）  ‾ド‾   
d－50   高蔽緑．村上勝人れ   

（気象研）  ‾スターの解析（Ⅱ   
d51   竹内延夫．馬喝浩司＋1．   

桜井捷海＋】，上野敏行＋2  散の観測   シンポジウム   
（刈東戻大．組子葉大）  

Sa几  

（UnlV．Tokyo）  仰山1計＝on  払n†．  Clndido 
d－53   軋Taleuchi  Ontherando¶一円dul且しion（汀coherent】idar   14tbI几t．La石erRadar   

Co几ー．  Ca几dldo  

d－54  軋Takeuchi   OIlthesch印eOra叩】itudeinしegral王0natan   18thI几t．Co几f．o11  Tbkyo  悶．7   
atMOSPherl⊂亡Oherentll由r  Quantu力E】ectron．  

d－55  軋Takeuchi  Laserr且darhe且SUre¶en【orthea抽）SPhere   OPTO’881tyogoJpn．   robe  63．11   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
d－ 56  竹内延夫   擬似ランダム変調αコヒーレントライダーの検  第13回特定研究「光波利用  東 京  63．11  

討   センシソグ」   
ービートヘテロダイン法による基礎実験－  

d－5T  N．Takeuchi  Eos－叩aCelidarprojecい力・・・TALOS佃GLE  日本リモートセンシング学   
ド▲   

d－58  竹内延夫．大石忠尚＋1  

（＊】計血研）   一誌方式の検討と′ト型桟の含十   ー・ポ√一   
d59  什．Naka几e．Y．Sasano  臥）ulder，  ∬．5  

lidar   Tro【旧SphericProfili叩：  Colorado   
Ⅳeds＆Technol．  

d60  
杉本伸夫．林田佐智子．  

松井一郎刈．湊淳   

（れ技術部）  

d61   Tokyo   
N．SuglMOtO，1．Hatsui簾1  breezestr創1写叩rti几gPhotochem王占als鰍）g  At恥S．S亡i．＆Appl．toAir   
（Eng．DIV．）  qual．  

d－62   中根英昭   紫外レーザーによるオゾン層の観測技術  平成元年レーザー学会学術  大 阪  1．1   
講演会第9回年次大金  

dも3  畠山史払秋元撃   1－メチルシクロヘキセン，メナレンシクロへキ  
サ’とノ’と  

d－64  畠山史郎   C恥SとNO2との反応機構   第4回化学反応討論会  長 岡  悶．6   
d－ 65  花輪秀史   有限深さの成層流における抵抗係数とupslrea＝  

Ⅱ   
d－66  花崎秀史   

科会  
密度成層流における内部重力波の数値酵折  
一上流への内部彼の伝播と抵抗係数Ⅲの時間  
発展－  

d－67  花崎秀史  有限深さの密度成層流における物体の上流側への  第2回数伍流体力学シンポ  東 京  63．1Z  
亡01∪れ爪ardisturba几Ceの伝描の数値シミュレ  ジウム   

‾ン′ヨ．ノ  

d－68  林田佐智子．笹野泰弘   大規模な物質絶送解明のための搬解析とその  198も年目本気象学会春季大  拍  63．5   
問題点  

d－ 8g  林田佐智子．秋元琴   成層圏オゾンの将釆   講演会“フロン問題と化学  東 京  63．9   
の取組み  

d－70  第84同地球電砲気・地球惑  金沢  

中根英昭．杉本伸夫．  多波長レーサーレ【グーによるオゾン・気温の  星圏学会講演会  
松）ト郎＊1．湊淳   校則‖）  

（＋】技術部）  

ん71   

駕田†申明．秋元箪   反応   
（＋l技術部）  

d－72   坂東1専．井上元   CH300CH】十OH反応の速度定数およぴ  第4回化学反応討論会  長 田  63．6   
CHO ラジカレの′  

d－ 73  坂東博．高木博夫★1．  仙 台  63．11  
架田仲明，秋元苧   後続反応生成物   
（技術部）  

d－ 74   坂東博．高木博夫＋1．  国立公害研成層圏チャン′ヾ－を用いたフロン‥、  第29回大気汚染学会   

鷲田仲   
仙 台  83，11  

ロン頓によるオゾン破壊映膵実験   
（技術部〉  

d－15   坂東胤井上元   過醜化水素およぴメチルヒドロベルオキンドの光  環境科学会198も年会   東 京  63．11   
分解過程とその生成物  

d－76  福山力  最近の望化学モデルについて   第29回大気汚染学会   仙 台  63．11   
d－7T  

光本茂氾桔田洋匡．  円  肩口次夫頑  
（＋1長野県循公研．  

■2計測技術部）  

d一丁8   斜面風（流）の室内実験   日本気象学会1988年会秋季  
大A   

d1q  ノンリフトバルーンによる雲底高度付近の上昇  文部省科研費ー果中豪雨の  東京  
植田洋匡   ・下降流の測定   メカニズムと予抑こ関する  

d80   
研究」研究発表会  

「環境流体力学」からの2，3の話題  平塚   
d－さ1  宮帯武．福本康秀＋】  

（”名古屋大）   

京大数理解析研究所研究粂  
会Ⅳavier－S10kes方程式   

d－8Z  T．HiyazakL   
の解の動的構造  

Longbendi噌▼aVeSOnaVOrteXfi】aMenl■ith   1Tthlnt．馳ng．Th即r．邑  Grenoble  83．8  
y．Fuku¶OtOガl．  alial‖0†   毎pl．Hech．   
軋”asimt（〉刈  

く1LNaEDyaUniY‥  
■2鵬DSeiUniY．）  
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催郡市名  年月   

d83  福本康秀＋1．官署武  渦菅の短波長安定性   日本物理学会1g88年秋の分  
（名古屋大）  料金   

d一肌   富市武福本康秀事l  密度成層流体中の鉛直渦の安定性   日本物理学会第‖回年会  平 塚  1．3   
（■1名古屋大）  

d－85  林内雨の物質収支（1）波丘他案験施設の結果  
大宮多掛」1．  

堀江勝洋＋3．松本光弘ヤ．  

福山九戸塚績蝿つ  
（■1桜美林大．  

増発京農工大．  

＋3奈良県南研）  
d－86  Tokyo  

∬．加ra的g′Sekigu⊂hi昭  fogatthet（】♪OfMt．Akagibya¶atbe  AtlOS．Sci．＆App】．toAir  
（♯】IyotoUniv．，  ロatical血（元e】   qual．  
＋2Gum柑】nst．or  

PublicHealth）  
d－8T  第29回大気汚染学会   仙台   

泉克幸．福山力  

d88  森林への大気汚染物の沈着  第2g同大気汚染学会  仙台  
大事多敏～★1．  

腐江勝牢★2．松本光弘紹．  

戸嘩績昭  
（＊1桜美林大  

呵責京農工大．  

♯1奈良県衡研）  

d一朗  赤城山の南東面に発生する需の化学組成（Ⅳ）  仙台  
相野杜太郎．土屋哲♯1．  

池田有光昭．原酋彦＋l．  

福山力  
（れ群馬県衛公研  

♯2京都大）  

d－90  中国山地に発生する放射霜の化学組成  第Zg回大気汚染学会  仙台  
村野健太軋瀬戸信也れ、  
福山九硝口次夫把  
（刈広島県環境セ．  

▲2計漁蜘i部）  
d－91  仙台  

村野腹太瓜関口恭一♯2  

（山京都大 ★2 

群馬県衝公研）  
dg2  第Zg同大気汚染学会  仙台  

若松伸司．鵜野伊津志  

酒巻史」弧水落元之事1． 玉来俊一■2 
．栗田秀℡氾．  

薩摩林光昭．  

広沢伊一郎椚，－  

早田寿文Ⅵ．鈴木英治♯l，  

吉村賢一郎や  
（‡l技術部．  

舶鹿児島県環境セ．  

胴長野県衛公研．  

＊●山口県衡公研セ．  

嘉5長崎県衡公研）  
d－g3  1988年全項墳科学シンポジ  

泉克幸，福山力  ウム  
d94   S．－akanatsu．【．Uno  StudyontIleurbamO3andi仁spr（∋CurSOrS  The2nd【nしConf．on   Tokyo  63．10  

usingathree－七iten＄io【alphotochenical  At船S．Sci．＆Appl．toAir   
Sil】ulation虹delcoveringtheTokyoarea  qual．   

d－g5  S．甘ala¶atSu  Studyoflong－rangelransI杓rtan（】dep）Sition  ThelstXorea－Japan  S∝〉ul  悶．11  

〆裏r町肌南柏＝ル抽舶   E力yjroJI．Scj′＆Tec九nol．   

Synp．  
d－96  若松伸可鵜野伊匪瓦  海風時におけるオゾン濃度の垂直分布  第2g回大気汚染学会   仙 台  63．11  

牧野宏－】．相原敬次★1  一海岸付近におけるラジコン飛行船を利用した   
（♯1神奈川県公害セ）  l賊lト   

d－97  第29回大気汚染学会   仙 台  63．11  
践野伊観相野趣大敗  
酒巻史肌水落元之※1，  

票田秀打紺．鑑産休光－ク，  

広沢伊一郎一っ．  

早田寿文＊3．鈴木英治頂．   

一146－   



ぎ己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催瓢市名  年月   
吉村賢一郎昭．  

宝来俊一糾  
（事】技術部．  

将兵野県衛公研  
増山口県衛公研セ．  

セ）  

d－g8       劃腹購墳 若松伸司．鵜野伊組  環境科学会1g8且年会   東 京  63、1l   
植田瓶上原渦㌣   
（暮1技術部）  

d－g9   若松伸司．帆  第25回衛生工学研究討論会  東 泉  1．1   
中村晃‡】．金安公道れ   

（蠣1北海道大）  
d－100   三好明撫1．鷲田仲呪  アセトアルデヒドおよぴ7セナルラジカルと酸素  日本化学会第56春季年会  東 京  63．l  

松為宏幸‡1   原子の反応   
（＋1東京大）  

d－101   三好明11．鷲田仲呪  アセトアルデヒドおよぴ7セナルラジカルの酸素  第4回化学反応討詣虚  長 岡  63．6  
松為宏幸書1   原子による酸化過程   
（東京大）  

d－102  1g88分子構造総合討論会  

格高手恵子事】．   パルス電場型飛行時間法によるクラスターサイ  
阿知波洋次■】．鷲田仲明  

（れ都立大）  

e  

e－1  

河合崇欣‡l   ン比の変動   
（事1計浪l脚  

e－ 2   相吼河鰍】，  東 京  悶．11   
大槻究れ   
（判計測技術部）  

e一】   田中秀之れ．相崎守弘．  第4回日本微生物生態学会  仙 台  悶．11   
」し川I◆1   

（事l日本犬）  

e－ l   田中秀之★I．北嗣個叩．  東京湾における宣（無）酬の形成に関する  第Z3匝】水質汚両学会   京 都  1．3  
柏崎守弘   研究   
（事1日本：た）  

e－5  京都  
青山莞爾れ  
（判計測技術部  

将来邦大）  
e－8  

森本逮矛れ．関根達也♯l  溶媒への抽出機積   

（東京理科大）  

e－ 7   稲葉一橙，岩崎一弓ん  1988年度目本地球化学会年  広 島  63．1（】   
矢木修身   一湿地帯でのuSを例として－  会  

合一 8  稲薫一枚  湿地帯における汚濁物質の挙動と浄化能力   罪7脱胡研究シンポジ  大‘津  63．12   
ウム  

e－9  
渡辺信．碩疎隆一－12．  大全  
竺園浩次椚  
（★l生物環境部  

昭技術瓢”筑波大）  

e－10  

須腑一暮1．   Tri【hig船StO■aCuCullulusによる分解およぴ  大会  
大内山高広明  脱臭  
（事1技術瓢  

噌日本間尭クリエイト）  

e－11   

領瀬瀾卜一書l   研究   大全   
（技術部）  

e－12  
竹下俊二♯1．鵠藤隆一■1．  大会  
菊池秀一項   
（霊l技術部．紹東邦大）  

e－13  
竹下俊二れ．須藤隆一事】．  

菊池芳一Ⅵ   
大会  

（れ樽柿狐舶来邦大）  

e－1l  
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吉己号   発 表 者   屈  自   学会等名称   開催瓢市名  年月   

千菱和也＃2．戒野棟一＊2  大会  
（別技術郡★2東邦大）  

e15    稲雑平．松亜一夫れ．  東 京  63．3   
婚儀掴卜Jl．菊池寿一‡2．   

（れ技術部．増発邦大）  
e－16   稲森悠平、松虫一夫九l．  生活排水の土壌トレンチ処矧こ及ぼすZnおよぴ  第22回水質汚濁学会   東 京  63，3  

狙藤隆一♯l．菊池寿一昭  Fbの影響   
（‡l技術弧県東邦大）  

e－17  東京  
渡辺信．碩藤隆一将．  里閲浩次∫‡  
（れ生物環境乱  

＋2技術部．沼筑波大）  
e－18  東京  

須藤隆一＊1．千葉和也ヤ  

戒野煉一＋2  

（11技術孤漬菜邦大）  
e19  東京  

岡田光正＋l．村上昭彦れ．  

稲森悠平   
（≠l東京農工大）  

e－20  東京   
須藤隆一れ   
（＃l技術部）  

e－21  

森忠洋幻，稲森悠平，  

娼藤隆一t3  

（＋l大牟田市．”島根太  

‡哨備）  
e－22  Errectofo柑anOChl（〕riIleCO¶匹）undso几  IAl岬RC14thBienn．Conr．＆   

X．Matsushigetl．  existeneeandgroYthorsoilani¶als  
R．Sudo＝ぐ1．H．甘ikucIli＊2  

（11E叩．Div‥  

℃TohoUniv．）  

e－23  Bri且hton  

R．Sudoれ．x．chibalつ．  

T．Ebisuno＝ぐ2  

（♯1Eng．D王Y．．  

■2TohoUniv．）  

e－Z4  ChiangMai  
だ．舶tsushige凄】．  bjoJogjca上p「OCeざSeS  E肘王roれ吊enと．Teebno】．＆  

H．Okadat2，R．Sudo■l  肌anage．  

（11Eng．Div．．  

書2TokyoUniv．Aguric拉  
Techれ1・）  

e－25  ▲l■●◆：l●川■■  Xarlsurhe  
Y．【uniyasu．R．Sudo雷1．  0柑anisⅥSuSingtheprdatingfuれCtio几Of  On†aste－ater＆Sludge  
H．【oga■2  Ci】iatdprotozo∂   Treat．  

（刈Eng．Div．．  

‡20mutaCity）  

e－28  
須藤隆一撫1．中山久克＋2．  大会  
加藤誠■つ．田中修三＊2   

（♯】技術執事2明星大）  

e－27  
村尾崇瓜，高桑敏浩”  

（♯l技術部．や筑波大   

事3東京大広微研）  
e－28  

大内山高広”．  微小動物の役割  大金  
杉浦則夫★3  

（♯】技術弧  

＋2日本項境クリエイト，  

★3茨城県企業局）  
e－Zg  

姐藤障∵劇．河野哲郎メ2  件との関係   大会   
（‡l技術部．＋2山梨大）  

e－30   国安祐子．稲森悠平．  第4回目本微生物生態学会  仙 台  63．11   
碩藤隆一tl．河野哲郎★2   

（別技術弧細山製大）  
erヨ1   稲疎悠平．碩藤隆一★l  第4回日本級生物生態学会  仙 台  63．11   

（刈技術部）   
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記弓   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
e－3Z  東京  

田・ト伸幸将，裔山完周一2．  する研究  
谷口旭■3  

（tl技術部．＋2東邦大．  

＋35氾ヒ大〉  

e33   

田中伸幸椚．育山宗爾＊2  大会  
（＋1技術部．＋2東邦大）  

e－ 34   稲夜悠平   難分解性物質含有排水の生物学的高度処理技術  国立機関公害防止等試験研  
究㍑台研究プロジェクト検   
討会  

e－35  京郁  
村上和仁＋2．岡田光正＊2．  

大竹久夫＊3  

（＊】技術弧撫2東邦大  

日東嘉大応微研〉  
e36  京都  

碩藤隆一撫l．中山久克1つ．  

加藤誠”．田中修三れ  

（＋1技術郡．幻明星大）  
e－37  京都  

杉浦則夫点，碩藤隆一＊｝  

（★l日本見境クリエイト，  

昭茨城県企業局，  

轟3技術部）  

e38   

’A  
e一閃  井上康信．海老瀾碓卜  河床付着生物股中の細菌数の変化   日本陸7k学会罪53回大会  松 山  63．10   
e 40  井上隆信．海老細心一  農薬の河川流下過程における変化   第23回水質汚濁学会   京 都  1，3   
e－ 41  岩田観閲野郁雄   山形市の地盤性状と沈下解析   第Z3回土質工学研究発表会  宮 崎  63．6   
e 42  「入山裕失．中島敏明↓1．  名古屋  63．4   

矢木修身．田ポ：l武士書1．   

（∫l詞二波大j  

e－43   海老瀬機上   雨水対策と水質汚海防止   第25回下7K道研究発表会  京  63．5   
（日本下水道協会）  

e－ 44  海老瀬麿一   新城からの流出負荷真の降水負荷塁による評価   土木学会軌3回年次学術講  広 島  63．10   
読会  

e－45  海老瀬潜一  流域からり窒素の流出負荷血の増加  第Z3匝Ⅰ水質汚濁学会   京 都  1 3   
e－ 46  大坪国服   大型ライシノーターにおける土壌7K分の移動特性  土木学会第43回年次学術講  広 島  63．10   

、‖†   蔵会   e－ 47  大坪匡陀．久保井撤  東 京  63．11  
e48  第23回水質汚濁学会  京郁  

宮崎忠国＊1．安岡酋文事つ．  

村岡浩爾 （＋l環境梢 

報弧  
＋2総会I件折部）．  

e－4g   
山‡1   部研究発表会  
（11信州大）  

e 50   山口武別♯l．久保井徹  亜金属采碩土建に対する離任雨の影響   日本土壌尾巴H学会昭和63年  神 戸  63．4   
（義1農業環境技術研）   l．カラム試験   度大会   

e－ 51  通金屑集積土壌に対する酸性雨の影響   神 戸  63．4  
2一ライシメーター ■験   大会   

c 52  ‡易医業★1．久保井徴   新 潟  63．10  
ーー 大  公開東支部大ム  

e 53   
銘木湾㍗．矢崎仁也需   会関東支部大会   
（千葉農試．日本大）  

e 54   木幡邦風波辺正孝  Pyra爪i【naSP∂rkeae同調増養にみられるカロナ  1g88年度日本海洋学会春季  東 京  63，4   
ノイトの日周変化   大会   

e 55  【．rohata．H．Watanabe      Takamatsu  62．11    Dielchangesinthec伽匹Sit王onorpho一針．  
Synthelicpigmentsi几Chattonellaantiqua   
and柚erosig爪aakash王★0（Raphidophy亡eae）  

e－ 56  陸産川β雄．遠藤邦彦＊l．  
千染透朋＋1  全   
（日本犬）  

e－ 57   関野郁雄．社本康広11  1987年千空県東方沖地震で発生した液状化現象の  日本応用地質学会研究兎表  亜 嘉  63．5  
（＋】梢水建設㈱技研）  特徴  

e－58  陶空相β雄．遠藤邦彦＊1．  1g£7年千薫県東方沖地震で生した噴砂の拉匿特性  第2ユ回土貿工学研究発表会  宮 崎  悶．6   
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訂己号   発 表 者   眉  目   学会等名称   開催都市名  年月   
安田進紹．森本願事3，  

杜本康広糾．千糞達朗書1  

（ヰ】日本犬．  

将九州工業太  
簾3基礎地盤コンサルタ  

ンツ帆  
叫滴水建設㈱技研）  

e59  芥23回土質工学研究発表会  

千私室朗1l．杜本康広暮2▲  

東川旭旧  
（れ日本丸  

黒酒水建設㈱技研  
沼地賞詞査所）  

e一拍  
安田准将  
（‡1基礎地盤コンサルタ  

ンツ㈱．  

把九州工業大）  
e－61  
刈’ 建壬  て地盤の 、  

e62  
（刈清水 き  研）  他の■ －   について  

モーも3  災害予孤工凰作成手法に関する基礎的研究   第2洞白熱災害科学総合ン   
ンポ／ウム  

e－‖  安田遮れ．陶野郁雄  第7回日本自然災害学会学  田 山  63．10   
★】九   ．招▲  

e－∬  第7回日本自然災害学会学  
千葉達朋輩1．杜本康広や  補講満会  
寒川旭将  
（♯】日本大．  

将清水建設㈱技研．  

”地質調査所）  

e－66  Che出ieale爪Viromteれt専一orredtide50r     1nt．S叩p，帥EdTide5  
J．Takashil柑刈．  Chattonellaantiqua  
H．lalanabe  
（れT（】ム0伽jy．）  

e－6T   
渡辺正孝   大会   
（れ日本犬）  

e－も8   中村泰乳梅森憶史♯1，  室内培塾系におけるCbattD几e11且紬tlquaの  19も8年ま日本海洋学会春季  東 京  63．l  

渡辺正孝   “シスド形成の試み   大会   
（■1日本大）  

e－6g   持田共之．平田健正  筑波山周辺の土地利用と河川水質   水文・水資源学会1988年研  東 京  63．8  
、蔭   i．主 河JJ・   のクラスター  究 耳   

e 丁O  袴田共之   放牧草地の土壌及び牧草の平面分布の評価  昭和朋年度日本車地学会大  松 山  63．8   

e－71  昭和椚年度日本土壌肥料学  新渇  
河Jl    の、  

e一丁2   神戸   
度大会  

e－73  服部浩之   土壌中の物質代謝に及ばす重金属の影響（第2報）      昭和63年皮目本土壌肥料学  新 潟  63．10  
回            （追一    口 の   ノゝ   

e－74  原島省．渡辺正孝   生物対流バターンのフラクタル次元について  1g88年庶日本海洋学会春季  
大会   

e－7S     ′ ′   ．  ．．，．・■■  Physical血ellingorthea几OXic■ater  Tecll】10－Ocean■8aInt．   【obe  63．11   

khavlOrlnthec（】a写Ials（，aS  SylP．  
e－7も  原島省  生醐流における遷移取  東京大学海洋研究所共同利  

用シンポジウム「地球の進   
化と対流現象」  

e－77  T．Hjr且ta．X．Huraoka  Runorfofdi6SDIY由一aterialsinTsu如ba   61bCbngr．APtiIト】AHE   【yoto  65．7   
ex匹rl■entalforest（dぬも1n  

e－ 78  平田健正．村岡浩酎   森林域における物質循環と渓流水質（1）   水文・水資源学会1g88年研  東 京  ∬．8   
先発表会  

e－79  平田健正，村田浩調  疎林小流域の渓流水質（2）  土木学会第13回年次学術講  

痕   
e－80  平田姓正，村田活用  地下水流れによるトリタロ＝ロエチレンの溶出につ   

いて  ウム  
e－81  広木幹也  土壌中のヒ素耐性菌（第1報）ヒ素汚染地の教生  

物相  慶大ご  
e－82  広木幹也吉原負⊂刈．  土壌中のヒ素耐性菌（第2幸P）  昭和63年度目本土卿斗学  新 潟  65．10   
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吉己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

小尾直吉れ．隅田裕明♯1．  全開東支部大会   
松坂秦明■】   
（tl日本大）  

e－83  U〃CtiD／ILEC／UⅣEP．  ba叩kok  

札Aizaki．H．Harasa▼a刈．  【asutligauraanditsenviron■ental   2ndExpertGro］p  
Y．Ea■ai噌．H．Yokotat2．  つ飢ag印即t．PartⅣ．LillnOlogica18几d   ● l●l● l   ．・  
Y．FukazaTa♯2   ＄○ぐio－eeOr10■icco⊃pariso爪▼ithLagun8Lake  BasinApproachesto  
（暮15yst．加al．色Planれ．  Environ．So肌d舶nage．of  
piY‥  ーaしerResour．  

頂Environ．Bur．】baraki  

Prefecl．Gov．）  

e－8l  
竹本篤郎‡l．滝和夫＊】．  術研究発表会  
細見正眼福島武彦，  

天野桝二椚．茂庭竹生＋3  

（＋l千葉工太  

頂組合解析部  
関東海大）  

e一閃  第23回水質汚濁学会  京都  
竹本篤郎♯l．穐和夫＋1．  

細見正呪福島武彦．  
天野桝二れ．茂庭竹生＋3  

（♯】千里工大．  

紹総合解析部  
一氾東海大）  

e－86  
原島省   員三響  
（刈摂南大）  大船浪湾卜  

e－87  LaleXasu■igaura：Developdent且nd  Xesztllely   
H．Harasa■㌔l．  e】1VironllemtalYariation  Co几SerV．a爪dHanage，Or  

T．Fukushila．軋Aoya且i＝ぐl  Lakes“8alaton■88’  
（＋】syst．Anal．＆Plan几．  

Div．）  

e－8も  日本農芸化学会大会   63．4  
内山裕夫  
（れ技術部）  

e－89  第53回日本陸水学会大会  

河野行経書1．振田他れ．  

矢木修身  
（判長野県衛生公審研）  

e－90  領域科学会1988年会   東京   
岡田光正＋】   

（刈東邦大）  

e－91  
l．【noue将．   hosしOfagreen－COlor由訂mn〔dinioid  
T．Sa▼a8uChi暮1  Srnbiosis  
”．Chillara霊つ  

ltl）pn．刊℃S．  

れUniv．Tsukuba）  

e－92  払ppertoleranceorabentlli亡diat（札   3rdln【．Phycol．伽ngr．   

ach】1antbes■1n山】SS川a  

e－93  
（書】BasicHd．Sci．8iv．）  

1enlaleffecIs   Lakes“8alato几’88”  
e－94  
井上劃轡  いて  
（＊1日木肌S軌氾筑波大）  

e－95   葦類の保存   つくば   
究会秋のセミナー  

e－96  
はrunugi＋】   associatd▼itlldielverticallligrationby  
（▲1ch伽．＆Phys．Div．）  

phosphates【ratifi（，atio】15  

ロ  
トl   
白石不二隠村上正孝れ  の班   
（＋】環境保心部）  

ト 2   河越昭子．米元絶三  アスベスト気管内授与による肺形態への亜急性影  仙 台  63．11   
響   
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言己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催獅名  年月   

r－ 3  河越昭子，米元絶三．  〃02＋03良斯長尾のラットに及ぼす影響   第29回大気汚染学会   仙 台  63．11  
村上正孝刈   11．病理形態学的変化のまとめ   
（環境保健部）  

ト・d   河田明治．局博一   暴露実験を目的とした7ルアヒド煩，有機ハロゲ  仙 台  63．11   
、化   

卜 ～  小林饉弘   免疫（とくにⅣⅩ活性）と転移   第26回療治疫学会   新 潟  63．g   
r－6  第椚匝旧本癌学会総会  
大著信Jl，楓馳♯ク，  一無水マレイン酸共重合体の制癌活性とその機  
′J胤塚越茂輩2  頒  
（れ繊維高分子材料軌  

紹癌研・癌化療セ）  
f一丁  
篠崎友美事】   タミン  
（れ東邦大）   エアロゾル吸入に対する気道反応性におよぽ  

す影響  
f－8  仙台  

清水明‡l．平野靖史郎幻．  

新関満♯i．畑中健三璽3．  

高摘弘＋1．横山栄二  

（れ技術部．  

現環境保健部．  

旧製鉄化学工業）  

ト9   仙台   
横山栄二  ぽす影響   
事1大  

f－10   
T．Ichino＄e   i恥ZyneSby5uperOXide．hydroge爪perOXide  Of tlleSoc．f（】rFree  

a几dlipidperoよides   RadicalIモe＄．   
f ‖  関理恵刈．佐野友温  アスベストとタ′ヾコの煙による8机鎖切晰につ  第1Z回日本過酸化脂質・フ  京 郡  63．10  

三澤手首‡l．嵯峨井勝  いて   リーラジカル学会   
（筑波大）  

卜1Z   白石不二雄．河越昭子．  ホルムアルデヒドの細胞遺伝毒性に及ぼすガス状  第2g回大気汚染学会   仙 台  63．11  
】刀刀正行－l．彼谷邦光  

＋1●－   

ト13   東 京  さ3∴」   
（技術部）  （6）ノ′コンを用いた呼気吸気塁の測定  

ト11   鈴木明．清水明↓l  堺  63．11   
■】技術部  （7）′ノコンを用いた呼吸代謝の測定  

r－15   Ⅳ02と03の複合影響に関する研究  第29回大気汚童染筆会   仙 台  63．11   
呼吸生  

r－16  高構久⊂子．高橋勇ニ  

三浦息鈴木和夫構】  Ca．他Pe．Zn．Cu．仙．Sr）濃度に及ぼすビタミン  総会   

lこ三■  A欠乏の影響  

f－17   ラットのNasal“flo▼’receptorに関する生理  和歌山  悶．4   
学的知見   

ト18  

札Ono♯1．H．Ⅳagakura米l．  Soc．】ncl．theⅦtll【．S．【．  
軋Watamabe■1－Y．honda＋1   A．〃．  

（♯1JikeiUniY．）  

f－1g   H且St⊂ellres匹nSeStOenVironbemtal   k〉几Ireal   

FSh■－h■LK  BlOl．  
ト20   

彼谷邦光   
仙 台  63．11   

ぎ；  
f－21  山根一祐ノ」琳隆弘   

r－ZZ  山根一箱ノJ、休隆弘  モルモット気管におけるカブサイシン収縮の伝播  第82回目本業理学会総会  京 都  1．3   

g  

g－1   第47回日本公衆衛生学会総  
兜真徳   会   
（＋1航空公害研究セ）  ついて－－   

g－ 2      弟4回日本ストレス学会学  東 京  銅．】l   相木篤子．鬼昇級  種々の生活脛苦に対するうるささの変動要因に関   Yl  
繭正信  する研究（罪2幸ロ）   術総会   
Jホj■  

g－3  広島  
賢兄和平．鈴木卓朗椚．  

鈴木事【】夫  
（判生物頂墳部．  
紹聖マリアンナ医科大j  

g－4   
曽木康展．鈴木和束   カドミウム結合蛋白質はアルコール脱水素酵素  トキシコロジーシンポジウ  
（事l千葉大）   である   ム  
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催瓢市名  年月   
g－ 5  Y．Aoki．肌M．Lipsky＋l．  【nd】Ctio几OrStreSSPrOteinsbygal】ium．  So⊂．Toxic〔〉1．theZ8th  A11anta  1．2  

B．A．Fo■1er■1  indiu¶aれdar5eniteinくullurdratkidn町  An几U．Meet．   
（＊1u■  Cel16  

g6  
S．A6anuna★】．  bypesticidepartiele  Chen．Aspec10fFree  
l．臨書allara＋2  Radicals  
（★lsakuCc爪．Hosp‥  

椚Hatsunotol）e几t．  

α11l．）  

g－7  育姦  
佐々木喜一郎れ．  扮しんへの自覚症状調査  
内藤英輔＋1．松島松翠れ  

安藤温田村憲治  
（れ日本農村医学研）  

g－＄  

佐々木喜一郎才l．  研究  
内藤英輔1l．黒沢和雄＊1．  

安藤温田村憲治．  
川原一祐刈  
（事1日本員村医学軌  

昭松本歯科大）  

g－g  膏森  
浅沼信治♯1．松島松翠才l．  

川原一祐昭  
（♯】日本農村医学軌  

＋2松本歯科大）  

g10  
田村憲治．松島松撃頂  
浅沼信治★2．  

佐々木喜一郎‡ク．  

内藤英輔墳  
（刈松本歯科大．  

＋2日本農村医学研  

8－11  
S，Asanu¶a∫1   andrelated⊂ロ几ta¶i几a11tSatrUralareain  Hd．andPri¶aryHealth   
（★1sak】Ce几t．Hosp．〉  Japan  Care   

g－1Z     肺内蓄積徴塁元素に関する検討  大 阪  63．4  
中野駕浩＋】  ンポジウム   
（匡1立水俣病研究セ）  

g－13  
本多周章刈  元素研究発表会  
（♯】環境分析セ．  

t2武蔵工大原研）  

g－14  13c炭素粒子の肺内沈着  第25回理工学における同位   

粒子状物質吸入実験への安定同位体の利用   
g－15  Y．Ol止a   Accu¶Ulatjo爪andco耶OS王tio几Ofinhaled  

8rt■lt■bl   払nr．  

g－16  
M．鵬atsum10．F．Li※1  hum訓hairrro¶⊂hildrenli〉dinXeshan  Elem．andltealth  
（＋1Liao爪ingAcad．or  diseas（－distri亡tinChina  
Hd．Sc】．）  

g－17   浮退校子状物質吸入に係わる肺内蓄積元素濃度の  仙台   
検討   

g－18  太田庸逗子   屋内浮遊‡正子に関する調査知見（3）   第2g回大気汚染学会   仙 台  63．11   
一弾遡粒子状物質温暖と汚染の評価について－  

E－19  第47回日本公衆衛生学会絶  
新田裕史tl．前田和甫－l．  

小野稚司  
（書】東京大）  

g－ZO  仙台  
新関裕史＋1．中井男史＋】．  

前田和甫■1   

（＋l東京大）  

g－21  弟Zg同大気汚染学会  仙台  
前田和甫事1．小野雅司．  

村上正孝   
（■】東京大）  

gZ2   第47回日本公衆衛生学会総   
さ”評価‾   

㌢・∽  影山隆之．兜其徳  自治体昇順i音苦†創牛救統計は「環境ストレス」の  第4回目本ストレス学会学  兼 京  63．1l   
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記号   発 表 者   三l主  至   学会等名称   開催都市名  年月   

相木男子．森口祐一♯1．  術総会  
田村正行■l．大井紘■2  

（11総合解析郡．  

瑠環境情報部）  
且24  第7T匝泊本筋理学会総会  

許軸添れ．宿輸三郎▲1． 川瀬義久＊l 
．松本浩二れ．  

本田実＋l．伊藤正博＋l．  

今村租之11．兜真徳．  

加藤進昌将．秋元慶子♯3  

（霊1長崎大．  

頂滋賀医科大  
関東眉女子医科大）  

g25  
宿絵三郎1l．川瀬義久れ．  

七集和子れ．関根一郎＋l．  

秋元属子昭．兜真徳  

（れ長崎大  

将東京女子医科大）  
g－26  

宿輪三劇押．七粂和子＊1．  

伊藤正博＋1．秋元慶子＋2．  

兜見繕  
（漉1長崎大，  

事2東京女子医科大）  
g－27  Tokyo  

C．E．Land幻．  breasteaれCerrisk  Endoerinol．5atell．Sy叩．  
Ⅰ．恥rinoto＋3．M．Pike＋l  一＿▲lll・●・l  
（刈RERF．t2NCl．  TuⅣ）rS  

薫】Na且aSakiUniv．．  

＋lusc）  

g28  
（＋りikeilkd．払11．〉  rhytb】l   Gland．ASatell．Synp．or  

the8tbInしCo几gLOf  
E几dotrinol．  

g28  
軋Saito＋】．Ⅳ．Ohs且■a将  UrinarytotalfOlyalninesduring  
（れ〃agasakiUniv．．  

墳univ．Tokyo）  
g－30  東京   
影山隆之   て  

一美験とフィールド調査による成績の比較－  
g－31  

Ⅹ．T．Suzuki   nott刀und tohetallothioneinusing   Hist（光hel．軌Cytochell．  

（暮Ist．HariannaUniv．）  1■c－1abeledtlliazolylazonaphtt101  

g－32   環境科学会1988年会   63．12  
平野靖史郎  

g－33  ラット・ガラクトース白内障レンズ可溶性画分の  第15回水晶体研究会  東京  
碩展宏行Ⅵ．鈴木和夫．  

小林静子＋3．糸井真一射  

（＊1白内陣研．＋2千詣大．  

昭共立藁科九  
11京都府立医科大）  

g－34  広島  
城島宏行＋2．下条信弘＊1．  

鈴木和夫   
（★観波大．＋2千薫大）  

g－35  第47回日本公衆衛生学会総    札幌   
金子勇．村上正孝   ー小地域における疾病構造把掘の信頼性につ  

いて一  
g－36  

浅招信治れ．  の粉じん暴露調査  
佐々木喜一郎γ．  

内藤美術‖．松島松翠＋】  

（＋1日本屋村医学研）  

g－3T   

ca血1u止一a几dれerCUry－1reat由rats  EmvlrOn．＆Occup．Toxl亡01．  

g－38  西村久雄tl，西村典子♯1．   カドミウム星霜ラ・ソト胎盤中  第81回旧本産業衛生学会  金 沢  63．4   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名 年月   
遠山千春．  メタロチオ永インの局在性  
†．R．Roelfzela昭，  

Å．F．l．は）rSelt■2  

（暮1愛知医大  
＋2アムステルダム大）  

g－3g  Changesinlocalizationofmelal】0仙ionei几  The島th】山．馳ngr．or  lasbington  63．8  
N．Ⅳish紬】ra才l．  inrattissuesduringdeYelop僧erlt   Hi6t∝he口．a几dCyto亡hem．  DC  
C．Tohya■a．M．仙r8ka皿i  

（書】Aichi頗．U几iv．）  

㌢㌧摘  63．8  

H．Ⅳisb血ー且れ．   hγperpla写iacausdbytopicalappliealion  皿isl（光hel．邑Cytochem．  DC  
C．Tohya吼   Ofatumrpromter，12－0－tetradeca爪0γ1－  
肌【arasa▼aゾ2．  ●l●■l■一．■●一●・  
T．Xuroki＋2  

（れAichiHd．Univ．．  
＊2」nst．Md．Sci．．Univ．  
Tokγ0）  

g41  
西村典子竃2．波柴弘樹♯1．  

黒木豊志夫ヤ  
（＋1史大医科研．  
■2愛知医大）  

g－42  
遠山子亀結末和夫   
（れ共立薬科大）  

g43   西村久雄★l．西村典子＊1．  再生肝におけるメタロチオネインの細胞内局在性  第Z咽日本組級紬樹ヒ学会  宇都宮  63．10  
遠山千春   の経時的変化   総会   
（愛知医大）  

g－44   西村典子♯】，西村久地れ．  雌性生殖器（子宮，卵典〉及び乳牒におけるメタ  第2g回目木組繊細胞化学会  宇桁宮  63．18  
遠山千春   ロナオネインの粗梅内吊在性   総会   
（愛知医大）  

g－45   西村久雄＊1．西村典子↓】，  ラットメタロチオネインの生理的意義に対する免  環境科学会1988年会   兼 京  63．12  
大島秀彦＊1．遠山千春  疫組織学的アプローチ   
（愛知医大）  

g46   西村典子暮1．西村久雄＋1．  2．カドミウム及び亜鉛一回投与ラットにおける  昭和63年度日本産糞衛生学  名古屋  83．1Z   －l 

大島秀彦．遠山千春  メタロチオネインの組織内局在性   会東海地方会   
（愛知医大）  

g－4T  水晶体におけるメタロチオネイン誘導と抗白内陣  第15回水晶体研究会  
拍谷美雨子♯ク．  効果  

東京  
石井康雄象1．酒井一夫★■．  

柏木宰己夫＋4．西村久雄★5，  

西村典子喝．遠山子亀  

糸井素一＋6  

（れ共立薬科大．  

嗅白内閲吼  
＋3新川稽病院  

霊l東京大鵬愛知医大  
輔京瑚立医大）  

㌢朗  
鈴木庄亮象1．遠山千春．  

村上正孝   関東地方会例会  
（霊1群馬大医公衛）  

g－4g  
塚本直美ノ小林悦子．  トキシコロジーンンポジウ  
鈴木和夫   ム  
（‡1共立薬科大）  

g－50  
塚本直美．玉川洋子．  肺胞洗継続中の炎症応答   

東京   
錆木和夫  

g－い   平野靖史郎．遠山千諷   ラットにおける2－タロルジベンゾフランの代謝  環境科学会1g88年会   
三森文行給木和夫  東 京  63．12   

g－5Z  松本塚．安藤溝．  →塩化ジベンゾフラン4異性体の変異原性  日本薬学会第108年会   広 島  63．4   太田庸起子  
g－53  松本租安藤演．田村憲治  都市および尉寸における大気中浮遊拉子状物質の ■  第2g同大気汚染学会   仙 台  63．11   

変男  
g－54  F．Hitsumr三川．lsh‖■】  13th】ntConr．onHagn．  Hadisoll  83．8  

K．Takahashi■】   nol】uscaれStl（Mthmuscle   Reso几a几亡ei爪Biol．5）・St．   
（U几1V．TDkyo）  

g－55   三森文行   invivoWRにおける磁化移動法  第Z7回N岨討論会   札 幌  63．勺   
－その意義と訂題点  

g－56  三森文行  invivoⅣ肥法による生体内の酵素反応速度の解   日本化学会邦7秋期年会  仙 台  63．9   
折  
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言己号   発 表 者   脇  目   学会等名称   開催郡司i名  年月   
g－57  東京  
三森文行．竹内英夫＋l．  相互作用  
原田一誠11  赤外・ラマ．ンこM偶による研究一  

（tl東北大）  

g－58  －orlshop“舶1．Åpproaches   Oiso  
plantcells  totbeElueidationor  

Bi〔〉1．Funct．byStable  

】sot．Aided㈹  
S匹CtrOS． 

g－59   札幌   
田・ －   －、   監に する 室・一   会  

「6e  生体影響研究からみた大気汚染の現状と将来に対  仙台  
する樋言  
一沿道汚染と榔響－  

九  
h－1   

上野隆平．佐竹潔  いて  
h－2  日本陸水学会第53回大金  
花里事象林秀剛刈．  －特にメソコスムへのドライアイス投入実験を  
安田杏頂  中心として－  

（11信州太  

将長野県短大  
h－3  日本陸水学会茶53回大会   

（＋1富山医薬科大）   

ゎ 4  札Ⅹaebi．】．∬．RDriso爪1】  R∞tandshootactivityo†t▼OgraSSeSYith  Br．Ecol．So亡．Symp．   Abberdee爪  83．9  
（暮IshefrieldUniv．）  COnlrastdgro■thratesillrelationtoloY   

nutriemtavailabilityandt印Perature  
b－ 5  E．londo．Y．Takeuchi   Changesinmitratereduetaseactivityi爪  51hlnt．Co叩r、Pla几t   【yoto  ち3．8   

SquaShsedllngSIlthNO2fun18atlOn  
h一 古  柵近藤娃朗  オノン毒性の解毒系  弟29回大気汚染学会   仙 台  63．11   

一葉緑体の捌旨賢台成酵素による遊離脂肪酸の   代謝→  
h－ 7  榊吼近藤矩朗  オゾン毒性発現の初期過程  第29回大気汚染学会   仙 台  63．11   

オゾン暴露植物毒iこおける脂肪酸の遊離と脂  

質組成の変動－  
h 8  構剛．近藤矩朗  大気汚染カ′スによる葉繰爛の代謝変動  好評口63年皮基陸生初学研究  

山田晃弘事1  所研究会植捌】旨質の分子   
（れ東扇大）  的7ブローチ  

h－ g   佐竹譲．安野正之   河川底生動物の定性的採粟法に関する研究  
一人工基物としての金桁法の検討－  

h－10  頒田隆一♯】．清水英幸．  Plag血ni皿（ツルナヲウナンブナ屑）救揺の生  日本発苔類学会熟7回大会  神 戸  63．き   
岩月酋之肋▲1   長と温度環境   
（■1広島大〉  

h－11      日本菊苔頸学会第17回大会  神 戸  83．8    清水英幸．須田隆一★1．  Plagi鴫niu■（ツルチョウナンブナ屑）教権の生   
岩月孝之助”   長と光環境   
（♯1広島大）  

ト12  第29回大気汚染学会   仙 台  83．‖  
の生良及び形態形成  

h－13  清水英幸  菊苔顎の生長に及ぼす大気汚物質の影響  大気汚染学会関東支部植物  東 京  1．2   
影響部会講演会  

Irユ4  高村健二．花望孝幸  グルコース不11悶水城に対する殺虫剤（NAC）  仙 台  63．4   
の均  

h－15  高村健二  循環水路を用いた平地型河川生物群集の研究  
－LA添加実験  

h－18  LaだOC九e‖  
札Aizaki★1．H，Yasuno  phytoplanktoninthelittoralzoneorLake  MicroalgalGro■tb：Ⅰ几pUt石  
（■】later＆Soil  las畑igaura   ＆LossesPr且Ct．Appr（）aCh－  
E■ ）        nvlrOm．DIV．  eS  

h－17  Melh〕urne  
H．H．Watanabe潰  bemthicalgae【oheavy■etal  
（刈Eng．Div．．  

121ater＆Soil  
ErlViro几Div．）  

h－18  松山  
渡辺信＋2  

（れ技術部  

呼水質土盛環境部）  

h－19   林冠ギャッ7■下の林休における光の分布   

田山   仙 台  63．11   

→ユ56－   



ぎ己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
古川昭雄  与えるか  

一ベチュニ7の場合  
第35回日本生疫学会   仙 台  63．4   

h－21   多田満．岩熊敏夫  日本産ユスリカ放種の基礎的室内実験  日本陸水学会第53回大全  松 山  63．10   
ト23  田中浄．佐治光．近藤吏巨朗  オゾンによるホウレンソウ過酸イヒ水素解母系酵素  仙 台  63．11   

タンパク質の増加について   
h－24  野原精一．多田満   コカナダモの湖内分市域は何で決るか？  第∬回日本生態学全   仙 台  63．4   

一局瀬沼の場合－  
河川の東金屑汚染と付着藻類群落との関係につい         h－25  福島情事1．畠山成久   日本陸水学会第58回大会  松 山  悶．10  
安野正之   て   
（＋1横浜市公番研）  

h－26  

宮下術．佐竹汲  

菅谷芳雄”．福島悟搬  

（■1技術部．  

幻横浜市公壱研）  

h－2T  第35回日本生態学会   仙台   
h－28  花里孝幸．安野正之．  湯の潮におけるDaphnia個体群に対する名妓素  日本陸水学会第53回大会  松 山  63．10  

細見正明暮1   層の忠義   
（11水質土壌環境部）  

b－29   花里孝幸．安野正之  屋外水軌こおける動物プランクトン群更に対する  
異なったタイミングで投与した殺虫剤の影響  
諏訪湖におけるメソコスムス実験（1g86jドライ   沖縄  

岩熊敏夫．安田郁子＋1．  

林秀剛Ⅵ．平林公男＋2．  

森正幸将，御Il忠夫頂．  

寺沢恭子■2  

（雷l富山技術短期大．  

将信州大）  

1「31   仙台   
高村典子宮下衛   

h－3Z  
（＋1技術部）   感受性の相違  

ロ  
i1   仙台   
高橋弘ノ」＼形岳三郎れ  ぽす影響   
（＊1筑波大）   一肺の病理形態学的所見－   

i－ 2  蛍光動画像計測による植I勿診断   昭和63年皮日本農業気象学  郷 間  63．4  
会全国大会  

i一 っ  大政謙次   レーサースキャナーを用いた植物の画像計削   首本生物環境謁節学会第26  宇都宮  63．8   
回年会  

i－4  
古川昭雄ヤ．藤沼康実  ウム  
（＋】農環技研，  

将生物環境部）  

i－5   光合成棟臆の画像診断  精密工学会   習志野   
i 6  大政謙次   植物における高度な生体計測技術を用いた解明研  

究の現状と新標題化合物長用いた研究の展望   
i－ 7  T．Ⅰぐhitりrall．F．X且Sai   

（＋1univ．Tokyo）   †Drl輔delyinc001・10tichabitatsintbe   
Closter山Iehrenbe柑iispeeiesco叩1ex  

i－ 8  F．【asai．T．】chinura♯1   Ge爪et王CeVidenceforMatingtype¶inus  3rdInしPhycol．α）れgr．  Helt旧urne  63．8  
（れUniv．T（】kyo）   do雨nanceintheclosteriu】】ehrenbergii   

SpeCies⊂0叩1ex  
i－9  仙台  
伊藤勇三山元昭二  
高橋慎司．高橋弘   

（れ川村理化学研）  

ト10   

安野正之★1   

（＋I生物環境部）  

ト11  日本水処理生物学会第封回  
稲森悠平Xl．河野哲郎＋2  大全  
（■1水質土壌環境部．  

＋2山梨大）  

i－12  
稲森悠平■＼志村一彦■2  大会  
（＊l水質土壌頂頒部．   

増発邦火）  

i－13  

ー157－   



記号  発 表 者  垣  日   学会等名称   開催都市名  年月   

溝口芙敏メ2．茅原一之♯2 の浄化   大会   
（”水質土壌環境部，   

＋2明治大）   

第22回水質汚濁学会  東京  
匡隈祐子，大内山高広墳 解に果たすTrithi卯）StDn且eueUll】1usの役   
（■1水質土壌曙随弧   割   
職日本環境クリエイト）   

i－15 領意隆一  東京   
オテクノロジ▼を活用した除去技術の開発に関  分離技術等の開発研究」合   
する研究   同委員会   

i－16 姐藤隆一  微生物による水の浄イヒ   東 京  63．8            第8回高分子と水に関する   
研究会  

卜17 碩藤隆一  バイオテクノロジーを活用した廉売物理め立て地   し尿処理における勝利用技  長 崎  63．6   
浸出水の処理   術合同班会議   

i－18 須藤隆一  環境保全の現状と課層   東 京  63．7            箭2S回理工学における同位   
元素研究発表会  

i－1g R．Sudo．Y．【namori斗I prdationanddedorizalio几OrmUStydor   l－PRC14thIlien几．Co】1f．＆  Brighton  
Y．XunlyaSU＊】．  prducingfila柑entDuSalg且ebyprotozoa  Exhjb．onWaterPolluし   
T．OuchiyaⅥa刈  trithignostonacuculhlus   Co爪tr（〕1  

（＋1WaterSoilEnvir〔几   

Div．   

★2Nippつn【ankyo   

CrJヲ81e〉   

i－20 須藤隆一  東京   
府生動物繊毛虫頓によるバルキング御伽及び   
カビ臭除去－   

iZl須藤隆一  これからの生活排水処理技術   日本廃棄物コンサルタント  
協A篇5回フォーラム   

i－22 姐藤隆一．松竜一夫． 包括固定化・生物膜2段処理法における負荷条件  日本水処理生物学会第25回  川崎  
稲森悠平＊】，千葉和也12． と窒素除去特性との関係   
菊池寿一＋2   

大会  

（れ水質土壌項項郡．   

や東邦大）   

トZ3 柑．Sudo．打．舶tsushige， So円ePloble¶Singray■aterCOntrOl   Seo］1  

Y．】n8¶Ori＝tl   OnBiol．1aste■ater   

（”－aterSoilEnvirD几   Treat．  
Div．）   

環境科学会1988年全  東京  
稲践悠平＊】．   

古窯ろな子≠2，  河野哲郎t3 
，森思洋＋■   

（＋1水質土壌環境乱   

＋2大牟田市．メ3山梨大．   

則包傾大）   

川崎  
稲践悠平↓1．志村一軒聖侠   大会  
中村以正書2   

（＋】水質土壌環境弧   

沼筑感大〉   
i－26 媚藤隆一  東京  

処理技術の開発   研究事業昭和63年度官民共  
同プロジェクト研究成果シ   
ンポジウム  

i－27 須藤隆一  これからの生活排水対講  広島   
中国・四国支部設立ぎ己含こ講   
碩会  

卜2∂ 須藤隆一．題意一一兎  水生櫛物による生活維排水処理  盈点領域研究（り肌き－2  fL幌  
稲森悠平＋1   「頂頓に適合するタ）散塑排   

（＋】水質土壌環境部）   水処理方式の検討」址成果   
報告会  

i－29 高木博夫坂東博十1． 国立公番研成顎圏チャンパーの特性  第2咽大気汚染学会   仙台   
架田仲明＋l   
（れ大気環境部）   

日本家禽学会昭f口63年庭番  東 京  63．l  i－30 高橋慎司／高橋弘   NDV・H【抗体産生惚の低選抜系に出現した羽装   
水間豊＋l  突然変異ウズラの抗体産生能と繁殖能力  季大会   
（刑責北）   

18thWorld’sPoult．   NaEOya  68．g   
H．Takahashi．Y．Hizu柑且＊】 vatedne■C且Stlediseasevirusvaccinej爪  【b叩ー．   
（＊】TobokuUれ王Y，川 apanesequailthrough35generations   

i－32 藤沼成東大政謙次． 環境調節装置内で生しる植物の生育異常   昭手口63年度目本農業気象学  那 覇  桐．4  

一158   



記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催獅名  年月   
相好」酔1  一望調機袷抑こ起因する異常   会全国大会   
（★】大阪府立大）  

i－33  
竹内正11．菅原淳＋2  同年会  
（▼1研究企画官．  

現生物領域郎）  

i－34  仙台   
（事1大阪府立大）  

i－3S  
笹野康弘＊】．清水浩■2  ン時間相関ライダー  
（♯】大気環境部  

頂総合朋折部）  

i－86  
矢木修身＋2．竹下俊二  大会  
（11㈱環境プラント．  

★2水質土壌環境部）  

卜3T   

♯】脚環境研究セ）   第㈹匡全国大石  
i－38  

稲森悠平れ．丁賢＊2．  大会  
北畠佳房＋2  

（＋】水質土壌環項郡，  

＋2筑波大）  

i－39  京都  
稲薙悠平＊】．丁聖事2．  

北畠佳房＋2  

（■1水質土壌環境部．  

★2筑波大）  

i－40   京都   
竹下俊二   培養   
（貫1水質土壌環境部）  

卜」1  第6回エアロゾル科学・技  大阪  
尾崎裕‡2．内山政弘れ．  術研究討論会  
福山カー2  

（★1日本科学工業㈱．  

霊つ大気環境部）  

i－42  仙台   
清水呪高倍快司．高橋弘  9．第2回目暴矧共珊物の飼育経過   

－159－   



付  銀  

1．予   

（単位：千円）  

区  分  昭和4ト53年度  昭和54年虔  昭和55年度  昭和56年度  昭和57年度  昭和58年度  昭和59年度  昭和60年度  昭和61年度  昭和62年度  昭和63年度   

運 営 費   9，786，611  3．674，667  4，190，554  4，570，466  4．560，373  4，598，967  4，415，891  4，275，855  4，139，888  6，096，733  3．955，199   

1．人に伴う経費   2，164．878  780，619  868．004  942，519  1，006，513  1，128、429  1，154，朗4  1、175、042  1，304，335  1，355、850  1，386．722   

（1）人 件 費   2，140，851  773．604  860，501  935，192  999，441  1．121．846  1，148．223  1，168．414  1，297．716  1，348，743  1．379．475   

（2）人当庁費   24，027   7，015   7，503   7．327   7．072   6．583   6，621   6，628   6，619   7，107   7，247   

2．一般事務処理費   701．819  258，486  281，141  307．047  304．307  3〔）L151  316，158  317，664  316．891  309，732  311，540   

3∴曝境情報関係経費 ・  1．172，568  328，058  375．866  398．476  388．559  384，292  381．147  380，170  379．741  376，402  378．665   

（1）情報収集経費   103，884  38，991  37，QO2  36．247   35，316  34．24：i  34，243  34．244  34，242   34．242   34，242   

（2）情報処理経費   1，062，179  287．923  337，740  361．127  352，168  349，011  345，866  344，888  344，462  341．123  343，386   

は）インターナショナル・リ   
6．505   1．037   1，037   

ファラルシステム経費  

4．研究費   3，026．234  1．022．726  1，174，719  1，227，335  1．197．874  1，138，785  993，085  920，269  852，8S7  2，832．038  663，539   

（1）人当研究費   

（2）経常研究費   

（3）特別研究費   

5．大型特殊施設関係研究賢  2，721，112  1，284，778  1．490，824  1，695，089  1，663，120  1．642，310  1，570，657  1．482，710  1．286，034  1．222，711  1，214．733   

施設整備費   1，144  1，124  1，102  1，075  1，038  1038  1，038  1．037                                412，717  156，552  172，086  190，912  194．467  191，739  193．607  196．672  197，285  197．285  200．350    2．00邑．149  388，482  382．147  364．126  337，061  290，906  193，180  160，674  137．621  2，182，610  57．415    605．368  477，692  620，486  672，297  666．346  656，140  606，298  562．923  517，981  452．14ゴ  405，774                            14，089．132  2，117，098  1，738，942  1．369．102  1，235，330  475，396  16．331  9．309  459．507  0  0   
注）補正後予算を示す。   



2．組織及び定員（昭和63年度）  

所   長  

副 所 長  
主任研究  
企 画 官  

研   究 企 画 官  

生   物  
環 境 部  

環   境  
保 健 部  

環   境  
生 理 部  

水質土壌  
環 境 部  

大   気  
環 境 部  計   測 技 術 部  総   合 解 析 部  環   境 情 報 部  

技 術 部  総 務 部  

生理生化学  
研 究 室  

環境保健  
研究室  環墳生理 研究室  陸水環境  

研 究 室  
大気物理  
研 究 室  

大気計測  
研 究 室  

情   報  
管 理■室  王顎境管理 研究室  

技 術 室  総務課  

動物施設  
管 理 室  

会計課  水生生物  
生態研究室  

環境疫学  
研究室  

環境病理  
研究室  

海洋環境  
研 究 室  

大気化学  
研 究 皇  地域計画 研究室  水質計測 研 究 室  情   報  

システム茎  

生物施設  
管 理 室  

陸生生物  
生態研究室  人類生態 研究室  環境生化 学研究室  計画研究室  水質環現   

大気現場   
計画研究室  生体化学 計測研究室  資源循東 研究室  情   報 調 査 室  

理工施設  
管 理 室  

生物環境  
管理研究室  

環境心理  
研究室  土壌環境 研 究 案  

傾性毒性  
研究室  底質土壌 計測研究室  エアロノ′ル 研 究 室  王筏境経済 研究室  

電 算 機  
管 理 室  

管理部門  情報喜即ヨ  研究部門  鱒術部門  計  62年度未定貝  34  23  163  30  250  63年度増減只    2 △2  ロ △1  2 △2  計  34  23  163  30  250   

地盤沈下  
研 究 室  総合評価 研究 室  分 析 室  

△印は削減   



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧   

（1）文部省科学研究費補助金  

科研苧種別  所   属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

重点領域  総合解析部  内藤 正明  なし  都市環境計画策定のための予測・評価方法と情報シ   
研究（1）  ステムの確立   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  東 京 大 字  中村 英夫  西岡 秀三  交通に起因する環境影響予測のための環境状態調査   
研究（1）  方法と交通計画分析モデルの開発   

重点領域  東 京 大 字  石谷  久  清水  浩  輸送機関の転換による地域交通エネルギー需要変化   
研究（11  飯倉 善和  の分析   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  信 州 大 学  村山 忍三  乙間 末広  医療系廃棄物管理システムの計画と評価規範の策定   
研究（1）  に関する研究   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  東 京 大 学  稲本 直樹  溝口 次夫  不定期・不均質排出特性を有する排水の小規模処理   
研究（1）  システムの設計と評価   

重点領域  東京農工大学  戸塚  績  河合 崇欣  酸性雨が陸域生態系に及ぼす影響の事前評価とそれ   
研究（1）  村野健太郎  に基づく対策の検討   

重点領域  東 京 大 学  富永  健  秋元  撃  揮発性有機ハロゲン化合物の環境中での挙動解析と   
研究（1）  中杉 修身  防除   

遠点領域  京 都 大 学  志田 忠正  賀田 仲明  凝集系における荷電分子種常磁性活性分子電子付加   
研究（1）  錯体の分光および動力学的研究   

喜一≡主・・■  
研究（1）   

重点領域  東 京 大 字  矢野 圭司  矢木 修身  人為起源難分解性物質に対する生物分解能の開発ヒ   
研究（1）  環境浄化への応用   

重点領域  九州工業大学  安田  進  陶野 郁雄  埋立地における地盤沈下を考慮した諸施設の耐震化   
研究（1）  システム   

重点領域  京 都 大 学  中川 博次  大坪 国順  土石流の発生に対する浸透流の役割とその発生確率   
研究（1）  評価への応用に関する研究   
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科研費種別  所   属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

重点領域  東 京 大 学  茅野 末男  鈴木 和夫  重金属特異反応生物の検索・育成と生物の環境適合   
研究（1）  性   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  大 気現境郡  驚田 仲明  井上  元  光イオン化質量分析法を用いた非発光ラジかレの測   
研究（2）  克と反応の研究   

重点領域   
研究（2）   

重点領域  九 州 大 字  小森  悟  植田 洋匡  レーザー蛍光法による燃焼反応速度の測定とそのス   
研究（2）  トキャスティックモデリング   

重点領域   
研究（2）   青木康展  

高村典子  
安野正之   

特定研究  東京理科大学  田幸 敏治  竹内 延夫  高分解能光センシングの基礎   

特定研究  名 古 屋大 学  今関 英雄  近藤 短朗  機能物質の動態と作用性の解析   

総合研究（州  千 葉 大 学  鈴木  伸  秋元肇  
植田洋匡  
村野健太郎   

総合研究（郎  東 京 大 学  梶本 興亜  鷲田 仲明  液相化学反応への分子レベルからの新しいアブロー  
尾崎  裕  チ一気相と液相とをつなぐ研究   

総合研究（刃  東京農工大学  船田  周  大政 謙次  水ストレスによる果実の品質管理とその評価に閲す  
る研究   

総合研究（刃  国立遺伝学研究所  沖野 啓子  藤沼 康実  作物におけるストレス回避の遺伝学   

総合研究（B）  岡崎国立共同研究  村田 紀夫  菅原  浮  「弟9回国際光合成会議」開催準備のための統合研  
機構基礎生物学研  究   

一般研究（B）  環境保健部  村上 正孝  嵯峨井 勝  呼吸器系悪性腫瘍発現に及ぼす慢性吸入大気汚染物  
市瀬孝道  
佐野友春   

一般研究（B）  環境保健部  兜  真徳  なし  体脂肪分布と代謝ホルモン動態との関連性に基づく  
新しい肥満評価法の開発   

一般研究㊥）  東京都立大字  阿知波洋次  暫田 仲明  レーザー光電子分子光法による陰イオン金属クラス  
ターの電子構造と表面吸着過程の研究   

一般研究（C）  計測技術部  藤井 敏博  なし  アルカリ金属イオンの付加反応を利用した質量分析  
法のための新しいイオン化法   

一般研究（C）  計測 技術 部  相馬 光之  瀬山 春彦  粘土鉱物に吸着した金属イオンの化学結合状態に関  
田中  敦  する研究   
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科研費種別  所   属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

一般研究（C）  計測 技術部  岡本 研作  なし  有機スズ化合物分析のための生物標準試料の調整法  
に関する研究   

一般研究（C）  計測 技術部  相馬 悠子  田中  敦  土壌及び粘土鉱物上でのクロロアユノールの吸着と  
反応   

一般研究（C）  大 気環境部  福山  力  内山 政弘  非球形サブミクロン粒子の発生とその動力学的，光  
尾崎 裕  
宮寄 武   

一般研究（C）  大 気環境部  井上  元  なし  マトリクス・アイソレーション法による光分解生成  
物の角度分布の測定   

一般研究（C）  水質土壌環項部  矢木 修身  内山 裕夫  有毒ラン藻ミクロキスティス・どリデイスの異常増  
稲築一徳  
富岡典子   

一般研究（C）  水質土壌環境部  海老瀬潜－・  柏崎守弘  

大坪国順  
福島武彦  
井上隆信   

一般研究（C）  水質土壌環境部  渡辺  侶  なし  共生緑色渦鞭毛藻の宿主と内部共生藻の系統分類学  
的研究   

一般研究（C）  水質土壌環境部  平田 健正  村岡 浩爾  森林渓流水質の変動要因と起源に関する実験的研究   

一般研究（C）  環境生 理部  嵯峨井 勝  市瀬 草道  アスベストによる培養細胞のDNA障害に及ぼすタ  
佐野 友春  バコ煙の相乗効果とOHの役割の解析   

一般研究（C）  環境生理部  小林 隆弘  山根 一祐  気道の過敏状態と各種の刺激により誘起される気道  
のアラキドン醸代謝に関する研究   

一般研究（C）  生物環境部  近藤 炬朗  島崎研一郎  植物葉表皮における紫外線吸収物質の生合成と紫外  
線障害保護作用に関する研究   

一般研究忙）  技  術  部  須藤 隆一・  矢木 修身  バイオテクノロジーを活用した汚水の人為的浄化に  
渡辺信  
稲森悠平  
内山裕夫  
細見正明   

一般研究（C）  筑 波 大 学  宮本 定明  大井  紘  ファジィ情報検索の理論とシステムの開発   

一般研究（C）  九 州 大 学  小森  悟  植田 洋匡  レーザー蛍光法によ，る気液界面更新渦の乱流構造の  
解明とそれに基づくガス吸収理論の確立   

一般研究（C）  法 政 大 学  橋本 英典  官尊  武  流体中の微粒子の軌道とその安定性   

奨励研究伍）  計測 技術部  向井 人史  なし  隠岐島における大気中鉛及びその同位対比の変動に  
関する基礎的研究   

奨励研究（刃  大気環境部  笹野 泰弘  なし  円錐走査型レーザーレーダーによる風測定に係わる  
エアロゾル濃度時間変動の研究   

奨励研究胱  大気環境部  鈴木  陸  なし  電子状態の混合による蛍光寿命の変化   

奨励研究（心  大 気環境 部  酒巻 史郎  なし  大気中微粒子によるHO2ラジカルの除去過程に閲す  
る研究   
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科研費種別  所   属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

奨励研究（心  大 気 環境 部  鵜野伊津志  なし  都市域における高濃度大気汚染発現のメカニズムに  
関する研究   

奨励研究（心  大気環境 部  泉  克幸  なし  α－ピネンおよぴβ一ピネンからのエアロゾル生成に  
関する研究   

奨励研究（勾  大 気環境 部  尾崎  裕  なし  分子会合体の電子衝撃による分解過程に関する研究   

奨励研究仏）  水質土壌環境部  細見 正明  なし  湖沼底泥における脱望遠度の現場測定に関する実験  
的研究   

奨励研究伍）  水質土壌環境部  木幡 邦男  なし  光合成色素を指標とした海洋生態系の食物連鎖に関  
する研究   

奨励研究（郎  水質土壌環境部  中村 泰男  なし  赤潮生物の有性生殖過程の研究   

奨励研究仏）  環境生 理部  白石不二雄  なし  環境汚染塩素化化合物の培養肝細胞株を用いた細胞  
遺伝毒性評価法の検討   

奨励研究（郎  環境生 理部  国本  学  なし  株化ヒト白血病細胞の分化誘導に伴う秤胞骨格系再  
構築の解析に関する研究   

奨励研究（刃  環境生 理郡  局  博一  なし  環境有害物質，とくにガス物質が鼻粘膜の神経性調  
節機構に及ぽす影執こ関する研究   

奨励研究（如  生物環境 部  佐治  光  なし  葉緑体内酸化還元酵素迫伝子の発現解析   

奨励研究（郎  生物環境 部  花里 孝幸  なし  湖の動物プランクトン群集に係わる生物間相互作用  
の解析   

奨励研究伍）  生物環境 部  高村 健二  なし  循環水路を用いた平地型河畔生物群集の研究   

海外学術  水質土壌環境部  相崎 守弘  村岡 浩爾  日中富栄養化湖沼の水質変動特性の湖沼学的比較研   
研究  福島 武彦  究   

海外学術   
研究   

海外学術   
研究   

海外学術  東 京 大 学  大塚柳太郎  遠山 千春  メラネシアにおける環境の多様性に対すると卜個体   
研究  群の適応機構の比較生態学（第2次調査）   

（2）昭和63年鹿厚生科学研究費補助金  

代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

副 所 長   小 泉  明  な  し  〔特別研究事業〕 
プライマリ・ケアに関する総合的研究   

所 長   不 破 敬一郎  森 田 昌 敏  〔新薬開発研究事業〕  
臓器特異性貴金属化合物の開発研究   

虎 ノ 門病院  小 坂 樹 徳  不 破 敬一郎  〔新薬開発研究事業）  
微生物産生クロム含有物質による脂質代謝改善薬の開発  
研究   
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（3）日本学術振興会の助成による研究  

代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課   

大 気環境 部  植 田 洋 匡  な  し  〔日米科学協力事業・共同研究〕  
複雑気流下での大気汚染物質の卑距離輸   

（4）ヒューマンサイエンス振興財団の助成による研究  

代表者所属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

技 術 部   須 藤 隆 一  中 杉 修 身  廃棄物埋立地浸出水中の有害汚染物質のバイオテクノロ  
矢木修身  
稲森悠平  
細見正明  
岩崎一弘  
渡辺信  
松重一夫  
菅谷芳雄  
笠井文絵  
竹下俊二   

環境保健部  鈴 木 和 夫  な  し  元素識別機構を利用した生体機能並びに防御機構の解明   
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4．外国人受け入れ状況  

国  名  氏   名  期 間   研   究   課   題   備 考   

中  国  謝   平  63．4．26  有害汚染物質の水界生態系に及ぼす影響解析に関する  岩熊 敏夫  
～元．3．31  研究   

シ ン ガ  グナシュグアム・  63．5．23  共同研究   森田 昌敏   
ポール   ハリサラン  ～63．5．24  大槻  晃   

中  国  郡 徳 民  63．5．25  大気汚染の輸送・拡散・変質温度データ解析及びモデ  植田 洋匡  
～63．11．24  ルに関する研究   

アメリカ  リチャード・A・  63．6．1  環境大気中におけるオゾン浪度予測のための炭化水素  若松 仲司  
ワーゲン  63．11．27  リセプターモデルの応用に関する研究   

アメリカ  エドガー・  63．6．1  笹野 泰弘   
クノブロツホ   ～63．9．15   

アメリカ  ジュデス・G・  63．6．11  植物器官の発達と生理機能の画像診断技術の開発とそ  大澱 謙次  
クロックスディル  ～63．6．13  の応用に関する研究   

イギリス  スーザン・E・  63．6．16  植物のクロロフィル覚光画像計測診断技術の開発とそ  大政 謙次  
ヘザリントン  ′－63．6，18  の応用に関する研究   

イギリス  ポール・ケネス・   森田 恒幸   
パーカー   

中  国  張 永 良  63．7．3  
へノ63．7．10   

中  国  金 相 仙  63．7．3  
～63．7，10   

イ ン ド  シータラム・  内藤 正明   
イスフラン   

韓  国  金 誠  稲森 悠平   
（加藤）   ～元．3．31   

韓  国  白 京 姫  63．9．25  
～元．10．10   

中  国  唐 常 源  63．9，27  地下水流れによるトリクロロエチレンの溶出と拡散に  平田 健正  
～63．10．31  関する研究   

ポーランド  チラウスカ・  
スピカラ・D   

中  国  戴 豪 良  63．10．1  太田庸起子   
′、】元．3．31   

タ   イ  スパビス・   63．10．11  アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度化と  内藤 正明  
ポルンガム  ～63．11．14  その応用に関する研究   

中  国  碍 居 菜  63．10．20  久保井 徹   
′一元．3．31   

アメリカ  グレプリー・R・  63．10．25  SO∬－NOズHC系の地域規模輸送一変質モデルを用い  櫓田 津匡  
カーマイケル  ′一元．3，31  ての日本における酸性雨間趨の解明   
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国  名  氏   名   期 間   研   究   課   題   備 考   

オースト  森田 恒幸   
ラリア   ～元．3．31   

アメリカ  ジュデス・G・  63．11．28  バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に  大政 謙次  
クロックスディル  ～63．12．28  関する研究   

韓  国  李 寅 善  63．12．5  柏崎 守弘   
～元．5．20   

韓  国  権 五 相  63．12．5  柏崎 守弘   
～元．5．20   

アメリカ  ワイン・W・  63．12．5  富栄養湖における有事藻類の発生機構とその挙動に関  渡辺  信  
カーマイケル  ～63．12．17  する基礎的研究   

フランス  ジャン・フィリッ  
プ・ギャロン   

フィジー  パスカ・ラオ  元．2．14  南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の  大槻  晃  
～元．3．13  解明に関する研究   

バヌアツ  ジュレス●   元．2．14  南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の  大槻  晃  
スタナリソン・   
テマコン   

アメリカ  シヤオ・C・   秋元  革   
リュウ   

フランス  ソ7イ・マリナ   秋元  箪   
ゴーディン   

韓  国  ヨーン・   元．3．10  富栄養湖における有害藻類の発生機構とその挙動に関  渡辺  信  
ソー・スー  ～元．3．19  する基礎的研究   

韓  国  キル・   元．3．10  富栄養湖における有害藻類の発生機構とその挙動に関  渡辺  信  
チュル・リー  ～元．3．19  する基礎的研究   

イギリス  ニコラス・M・   三森 文行   
ポラス   

イギリス  マイケル・H・   鈴木 和夫   
レイナー   

イギリス  トゥルディ・  森田 恒幸   
マンスフィールド   
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5．職員海外出張等  

所  属  職 名  氏 名  出  張  国   用  務   期 間   

計 測 技 術 部  主 任  古田 直紀  ア メ リ  カ  誘導結合プラズマ質量分析装置  63．4．1   
水質計測研究室  研究員  に関する研究及び同位体比の測  

足方法の研究   

大 気 環 境 部  主 任  笹野 泰弘  ア  メ リ  カ  オゾン層保護に関するワーク  63．5．8   
大気物理研究室  研究員  ショップ出席等   ～63．5．19   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  イ ンド ネ シ ア  インドネシア国北スマトラ地域  63．5．31   
水生生物生態研究室  保健対策プロジェクトに係る研  

究打合せ   

大 気 環 境 部  研究員  内山 政弘  中  酸性雨生成機構に関する日中共  63．6．16   
エアロゾル研究室  同研究   ー、一63．6．29   

環 境 保 健 部  主 任  遠山 千春  パプアニューギニア  メラネシアにおける環境の多様  63．6．18   
人類生態研究室  研究員  性に対すると卜個体群の適応機  

構の比較生態学研究   

環 境 生 理 郡  主 任  藤巻 秀和  カ   ナ   ダ  カルガリ→大学との共同研究  63．7．3   
環境病理研究室  研究員  「環境因子による肥満細胞多様  

性の修飾の研究」   

大 気 環 境 部  鱒究員  天野佐智子  アメリカ，西ドイツ  成層圏オゾン層数値モデル開発  63．7．9   
大気物理研究室  フ  ラ  ン  ス  に関する研究   ～63．8．22   

大気環境部  63．7．19  
大気環境計画研究室   ～63．8．6   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  ナ イ ジ ェリ ア  国際協力事業団（JICA）派遣調  
査団員としてナイジェリアにお  
ける有害廃棄物の不法投棄に関  
する調査   

計 測 技 術 部  室 長  相馬 光之  ナ イ ジ ェリ ア  国際協力事業団（JICA）派遣調  63．7．29   
底質土壌計測研究室  査団員としてナイジェリアにお  

ける有害廃棄の不法投棄に閲す  
る調査   

環 境 生 理 部  主 任  持立 克身  ア  メ リ  カ  線維芽細胞の増殖機構に関する  63．8．5   
環境生化学研究室  研究員  共同研究   ～元．8．4   

総 合 解 析 部  主 任  原沢 英夫  フィリピン，タイ  国際連合地域開発センター，国  63．8．10   
環境管理研究室  研究員  際湖沼環境委員会主催のフィリ  

ビン，タイヘの海外ミッション  

のため   

環 境 保 健 部  主 任  三森 文行  ア  メ リ  カ  生体の画像検診手法の開発とそ  63．8．13   
環境保障研究室  研究員  の環境科字領域への適用に閲す  

る基礎的研究の一環として第13  
回生体系の磁気共鳴国際会議及  
び第7回医学における磁気共鳴  
国際会議出席   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  タ  イ  アジア太平洋経済社会委月会  
（ESCAP）開発事業環境影響評  
価専門家会合出席   
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所  属  職 名  氏 名  出  張  国   用  務   期 間   

水質土壌環境部  部 長  村岡 浩爾  中  国  中国の湖沼の水質調査打合せ  63．8．29  
～63．9．3   

環 境 保 健 部  室 長  鈴木 和夫 ソ連，スウェーデン   国際化学物質安全性計画立案会  63、g、3   
人類生態研究室  議出席及びカロリンスカ研究所  

において研究打合せ   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  中  国  アジア諸匡＝こおける都市開発の  
一環としての固形廃棄物処理改  
善に関する国際専門家グループ  
セミナーに出席し，基調論文の  
発表   

計測技術部  イ  大気汚染物質測定分析指導   63．9，5  
大気計測研究室   ～元．9．4   

水質土壌環境部  主任  国  中国の湖沼の水質調査   63．g．5  
研究官   ～63．9．21   

水質土壌環境部  国  中国の湖沼の水質調査   63．9．5  
水質環境計画研究室   ～63．9．21   

水質土壌環境部  主 任  渡辺  信  ハンガリー．西ドイツ  第3回世界湖沼会議出席及びド  63．9．9   
海洋環境研究室  研究員  オーストリア，スイス  ナウ川，ボーデン湖汚染状況調  

査   

環 境 情 報 部  研究員  横田 達也  イ  ギ リ  ス   
情 報 調 査 室  ンシンクシンポジウム出席  ′－63．9．19   

総 合 解 析 郡  主 任  飯倉 善和  イギリス，ノルウェー  欧州におけるリモートセンシン  63．9．11   
総合評価研究室  研究員  フィランド，フランス  グ技術の動向調査   ～63．9．23   

水質土壌環境部  主 任  稲森 悠平  西 ド  イ  ツ  日独科学技術協定に基づく第4  63．10．1   
陸水項＝蓑研究室  研究員  回排水及びスラッジに関する  

ワークショップ出席   

水質土壌環境部  主 任  細見 正明  ア  メ  リ  カ  廃棄物埋立処分地からの浸出水  63．1（1．1   
陸水環境研究室  研究員  の管理に関する研究   ～元．9．30   

大 気 環 境 部  室 長  竹内 延夫  ア  メ  リ  カ  レーザー大気風測センサー会議  63．10．2   
大気物理研究室  出席及び衛星技術調査   ～63．10．16   

計 測 技 術 部  室 長  大槻  晃  フ  ラ  ン  ス  海底精密地形調査・研究に閲す  63．10．9   
水質計測研究室  る会議出穂   ′、63．10．15   

総 合 解 析 部  主 任  乙間 末広  タ  イ  UNEP／GRID派遣システムア  63．10．15   
資源循環研究室  研究月  ナリシス専門家派遥   へノ元．10．14   

水質土壌環境部  主 任  稲森 悠平  タ  イ  国際シンポジウムにおいて講演  63．10．19   
陸水環境研究室  研究員  等を行うため   ～63．10．26   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  イ ンド ネ シ ア  プロジェクト形成（インドネシア  63．10．26   
水生生物生態研究室  ア，マラリア対策無償資金協力  

プロジェクト）調査   

大 気 環 境 部  部 長  秋元  畢  オーストラリ ア  国際地球大気化学計画会議出席  63．11．5  
～63．11．13   

水質計測研究室  ける海底精密地形の調査・研究  ～63．12．3   計 測 技 術 部  室 長  大槻  晃  北フィ ジ【海盆  北フィジー海盆（南太平洋）にお  63．11．9  
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所  属  職 名  氏 名  出  張  国   用  務   期 間   

計 測 技 術 部  主 任  河合 崇欣  北フィ ジー海盆  北フィジー海盆（南太平洋）にお  63．11．9   
水質計測研究室  研究員  ける海底精密地形の調査・研究  ～63．12．3   

橋 台 解 析 郡  主 任  田村 正行  ア  メ リ  カ  第2回日米音響学会ジョイント  63．11．13   
総合評価研究室  研究員  ミーティング参加   ～63．11．20   

総 合 解 析 部  主 任  飯倉 善和  タ  イ  アセアン諸国とのリモートセン  63．11．14   
総合評価研究室  研究員  シング技術の高度化とその応用  

に関する共同研究   

大 気 環 境 部  室 長  植田 洋匡  ア  メ リ  カ  複雑気流下での大気汚染物質の  63．11．17   
大気環境計画研究室  長距離輸送の研究   ′－－63．11．30   

生 物 環 境 部  室 長   北スマトラ地域保腱対策プロ  63．11．17   
水生生物生態研究室  ジュクト評価調査   ～63．11．27   

大 気 環 境 部  主 任  若松 伸司  韓  国  第1同日韓環境シンポジウム出  63．11．21   
大気環境計画研究室  研究員  席   ～63．1ユ．25   

水質土壌環境部  室 長  渡辺 正孝  韓  国  第1回日韓環境シンポジウム出  63．11．21   
海洋環境研究室  席   一、－63．11．25   

環 境 情 報 部  室 長  阿部 重信   日中環境保護協力センタープロ  63．11．24   

情 報 管 理 室  ジュクト調査   ～63．12．22   

大 気 環 境 部  主 任  杉本 伸夫  ア  メ リ  カ  大気微量分子の遠隔計測手法  63．12．1   
大気物理研究室  研究員  （レーザーリモートセンシング）  

の研究   

計測技術部  63．12．5  
水質計測研究室   ～63．12．28   

総 合 解 析 部  室 長  森田 恒幸  オーストラリ ア  オーストラリアにおける環境政  63．12，10   
環境経済研究室  策（森林問題）に関する調査  ～63．12．21   

水質土壌環境部  主任  国  韓国における湖沼の書架査化調  
研究官   査   ～63．12．25   

水質土壌環境部  赤潮生物の生活史に関する研究  元．1．10  

海洋環境研究室   ～元ご3．31   

総 合 解 析 郡  主 任  原沢 英夫  タ  イ  河川・湖沼流域管理に関する日  元．1．15   
環境管理研究室  研究員  本の事例研究発表会出席   ー、一元．1．27   

水質土壌環境部  主 任  福島 武彦  タ  イ  河川・湖沼流域管理に関する日  元．1、15   
水質環境計画研究室  研究員  本の事例研究発表会出席   ～元．1．22   

大 気 環 境 部  室 長  植田 洋匡  中 国・香 港  日米科学協同研究（複雑気流下  元．1、16   
大気環境計画研究室  での大気汚染物質の長距離輸  

送）   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ソ  連  気候変動政府間パネル（IPCC）  元．1．28   
環境管理研究室  舅2ワーキンググ′レープ弟1回  

会合出席   

研究  国  水管理技術指導   元．2．5  
企画官   ～元．2．19   

計測技術部  
水質計測研究室   

国  富栄養化調査指導  元．2．5 一、一元．3．5   
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所  属  職 名  氏 名  出  張  国   用  務   期 間   

技   術  部  部 長  須藤 隆一  韓  国  富栄養化調査指導   元．2．5  
～元2．19   

水質土壌環境部  ン  ド  湖沼現状調査（データ収集）   元．2．12  
水質環境計画研究室   ′、元．3．5   

大 気 環 境 部  主 任  若松 伸司  韓  国  成層圏オゾンの研究に関する惜  元．2．14   
大気囁境計画研究室  研究員  報交換等   ～元．2．17   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  象 牙 海 f箪 匡  世界保健機関（WHO）オンコセ  元．2．17   
水生生物生態研究室  ルカ症対策生態学グループ会議  

出席   

環 境情 報 部  主 任  春山 睦美  ソ  連  1990年代の環境情報交換に閲す  元．3．12   
情報システム室  碗究員  る世界会議（インフォテラ参加  

国会議）出席   

総 合 解 析 部  室 長  西岡 秀三  ア  メ リ  カ  気象関連環境影響評価国際ネッ  元．3．13   
環境管理研究室  トワーク形成のためのケーク  

ショップ出席並びに地球温暖化  
に関する米国の研究体制およぴ  
情報の蓄積状況に関する調査   

大 気 環 境 部  主 任  井上  元  中  国  光化学チャンバーの特性に閲す  元．3．17   
大気化学研究室  研究員  る共同研究   ′、元．3．31   

環 境 情 報 部  室 長  阿部 重信  中  国  日中環境保護協力センタープロ  元．3．29   
情 報 管 理 室  ジュクト調査   ～元．4．7   
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6．委員等委嘱  

現   職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

所 長   不破敬一郎  化学物質調査検討会検討員   環境庁  
第5回国際生態学会誇組織委員全委員  第5回国際生態学会議  
地球環境世界会議諮問委貞全委員   環境庁   

江上 信雄  評議員   岡崎国立共同研究機構  
放射線審議会専門委貞   科学技術庁  
学術審議会委員   文部省  
国立遺伝学研究所評議委員   国立遺伝学研究所  
「環境賞」審査委員   （財）環境調査センター  
財団法人ヒューマンサイエンス振興財団  
評議委員  
国立大学共同利用機関の共同利用の改善  
方策に関する調査研究についての協力  
葛  
自然環境保全基礎調査検討会委員   環境庁   

副 所 長   小泉 明  産業医活動推進委月余委員   （財）産業医掌握興財団  
職業がん対策専門家会議専門家   労働省  
評議員並びに研究助成選考委員全委員  （財）健康科学振興財団  
人口間窺審議会委員   厚生省  
変異原性試験等結果検討委員   労働省  
環境保健学研究連絡季貞全委員   日本学術会議  
理事（非常勤）   （財）日本自動車研究所   

主任研究企画官  片山 徹  環境大気調査結果等の整理解析研究班委員  （財）日本公衆衛生協会   

環境情報部長  後藤 典弘  再資源化貢献企業表彰審査委貞会委貞  （財）クリーン・ジャパン・センター  
分野別（環境）援助研究会委員   国際事力事業団  
市街地土壌汚染環境影響検討会委眉   環境庁  
有害廃棄物対策研究会検討員   〃  
エコマーク推進委員全委員   （財）日本軍墳協会  
炭酸ガスのエネルギー変換に関する調査  
委員会委員  
新開発技術による適正処理が困難な廃棄  
物の処理基盤整備基礎調査委貞会委員  
アーバン・エコシステム研究会蜜月   （財）環境調査センター  

政策委員会委員   （財）クリーン・ジャパン・センター  

環境行政情報基盤強化検討会委員   環境庁  
無機系有害廃棄物新処理技術評価研究委  （財）日本産業廃棄物処理振興セン  
貞会委員   ター   

情報システム室  春山 暁英  JIS原案「単一言語のシソーラス」作成  （社）情報科学技術協会  
主任研究員  専門委貞全寮貞  

国立衛生試験所      国際有害化学物質登録制度（IRPTC）国  

内協力委員会委員   

情報調査室長  松本 幸雄  化学物質調査検討会検討員   環境庁  
環境影響審査等支援システム検討会検討  
貞  
土壌汚染監視手法確立調査検討会委貞   
水質環境情報高度利用システム開発技術  
検討会委員  
総合研究推進会議幹事   〝  
大気汚染に係る環境保健サーベイランス  
システムのあり方に関する研究」研究班   
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現   職  氏  名   重  唱  名   委   嘱   先   

情報調査室   宇都宮  水質環境情報高度利用システム開発技術  環境庁   
主任研究員   陽二朗  検討会褒員   

情報調査室   新藤 純子  監視測定機無雑持管理適正化検討委員会  （社）日本電気計測器工業会   
主任研究員  委員   

電算機管理室長  常盤 昇次  環境影響審査等支援システム検討会検討  
貝  
水質環境情報高度利用システム開発技術  
検討会委員   

電算機管理室  古川 満信  水質環境情報高度利用システム開発技術  環境庁   
システム設計  検討会委員   
専門官  

総合解析部長  内藤 正明  低公害検討会検討貞   環境庁  
環境保健総合検討会委員   
電気自動車普及促進懇談会委員   
水域環境評価手法確立調査検討会委員   
項墳行政情報基盤強化検討会委員   
地域環境政策懇談会検討貞   
東京湾水質予測モデル検討確立調査検討  
会検討貞  
水辺環境に関する計画策定検討会委員   
「大気汚染に係る環境保健サーベイラン  
スシステムのあり方に関する研究」研   
究班  
沿道局地汚染対策特別委員会委員   （社）土木学会  

未来の森林つくり委員会委員■   神奈川県   

環境管理   西岡 秀三  自然環境保全基礎調査検討会検討貞  環境庁   
研究室長  自然環境保全自然景観資源分科会委員   

地球温暖化問題に関する検討会委員   
総合研究推進会議幹事  

ロ  
分科会検討員  

田  
会検討貞  
先端技術産業公害防止対策専門委員会委  
貝  
山形市環境計画策定委員会専門委貝   山形市  
地球環境技術研究委月余委員   （財）地球産業文化研究所   

環境管理研究室  原沢 英夫  瀬戸内海情報検討会委員   環境庁   
主任研究員  水質環境情報高度利用システム開発技術  

検討会委員  
東京湾水質予測モデル検討確立調査検討  
会検討員  
海域水質汚濁指標調査検討会委員   
研究企画担当委員会委員   （社）日本水質汚濁研究協会  
生活雑排水対策推進調査検討委貞全委員  （株）エックス都市研究所   

地域計画   清水  浩  新しい超電導材料が運搬技術に与えるイ  （財）運輸経済研究センター  
研究室長  ンパクトに関する調査研究委員全委員  

富山県      立山地区電気自動車走行調査委貞会委員  
電気自動車の高性能化研究会委員   （社）システム総合研究所  

ライダー開発作業分科会委員   郵政省  
沿道局地汚染対策特別委員会対策評価分  
科会委貞   
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地域計画研究室  青木 陽二  湖沼環境保全検討会委員   環境庁   
主任研究員  水域環境評価手法確立調査検討会委員   

非常勤講師（社会工学演習）   筑波大学   

資源循環   中杉 修身  化学物質調査検討会検討員   環境庁   
研究室長  廃棄物埋立跡地対策検討会委月   

地下水質保全対策検討会委員   
有害廃棄物対策研究会検討貞   
有害化学物質土壌環境影響基礎調査検討  
会検討貞  
統合研究推進会議幹事   〃  
シアン化合物使用電気めっき事業場指導  ロ  
指針作成検討会委員  
編集委員会編集企画部委員   （社）日本水質汚濁研究協会  
査読専門要員会委員   （社）全国都市清掃会議  
かながわサイエンスパーク「環境保全垂  
員会」  
水質管理計画調査（地下水質保全対策調  
査）委員会委員  
不燃ごみ減量化等推進計画策定調査」検  
討委員会委員  
「廃プラスチックの処理資源化技術に関  
する調査」専門委員会委員  
「廃棄物処分基準規制項目追加調査」業  
務に係わる検討委員  
総合化学物質対策検討委貞全委員   富士通エフ・アイ・ピー  
先端技術環境保全対策検討調査委員   （財）日本環項協会   

環境経済   森田 恒幸  非常勤講師（環境アセスメント）   埼玉大学   
研究室長  つくば市公害対策審議会委貞   つくば市  

社会要素としての環境情報システムに関  
する検討会委員   

総合評価   安岡 善文  非常勤講師（地域環境情報持論）   東京工業大学   
研究室長  MOS－1衛星検証ワークショップ委員会  

委貞  
リモートセンシング推進会誘分科会委員   
リモートセンシング画像処理システム研  （財）リモートセンシング技術センター  

究委員会及び基盤技術分科会委員   ＼  

総合研究推進会議幹事   環境庁  
衛星画像活用による櫓生調査手法の検討  
調査委月会委員  
地球観測データ利用実態調査委員全委員   

総合評価研究室  飯倉 善和  アルデヒト分析法ワーキンググループ委  （財）石油産業活性化センター   
主任研究員  員   

地域計画研究室  森口 祐一  「局地的汚染の健康影響調査手法検討調  （社）環境情報科学センター  
研究員  査」検討会委員  

（財）日本公衆衛生協会      「大気汚染に係る環境保健サーベランス  
システムのあり方に関する研究」研究  
旺   

計測技術部長  松下 秀鶴  環境測定分析検討会委員   環境庁   

大気計測研究室  構内 陽子  質量分析方法通則JIS改正原案作成委員  （社）日本分析機器工業会   
主任研究員  余香貞   

水質計測   大槻  晃  水質分析方法検討会委員   環境庁   
研究室長  「プレート形成機構の研究」プロジュク  

ト研究委貝全委員   
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水質計測研究室  河合 崇欣  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
主任研究員  水質自動モニター高度利用検討会検討員  田   

水質計測研究室  環境庁   
主任研究員   

生体化学計測  森田 昌敏  非常勤講師（環境科学概論）   徳島大学   
研究室長  〟 （衛生学）   東京大字  

化学物質調査検討会検討貞   環境庁  
大気汚染物質測定法基準作成検討会委員  n  
農薬残留対策調査技術検討会要員   
農薬登録保留基準設定技術検討会委員   
JISK0050化学分析通則原案改正調査作  
成委員会委員  
指定化学物質環境残留性調査検討会委員   
化学物質水質保全検討会検討貞   〟  
底質環境保全対策調査委員全委員   （社）日本水質汚濁研究協会  
「廃棄物処分基準規制項目追加調査」業  
務に係わる検討委貞  
非常勤講師（環境分析化学）   筑波大字  
中央公宅審議会専門委員   環境庁   

生体化学計測  安原 昭夫  化学物質調査検討会検討貞   環境庁   
研究室  悪臭規制基準強化対策検討会検討月   
主任研究員  

生体化学計測  （社）日本分析化学会   
研究室  
主任研究員   

生体化学計測  項境庁   
研究室  
主任研究員   

分析室長   港口 次夫  礫墳測定分析検討会統一精度管理調査部  環境庁  
会専門委貞  
（財）建材試験センター        「建築材料等の耐久性に関する憤準化の  
ための調査研究」委員会環境分科会委  
月  
環境大気調査検討会委員   環境庁  
環境大気測定機器管理手法検討会委員   
監視測定機岩雄持管理適正化検討委貞会  （社）日本電気計測器工業会  
委員  
（財）石油産業活性化センター        新燃料油研究開発調査排ガス分科会委貞  
成層圏オゾン層保熟こ関する検討会検討  
員   
「乾式自動測定幾の精度に関する研究」  日本環境技術協会  
検討委員全委員  
化合物データベ岬ス委貞会委員    オゾン層等監手法討作部会 （持）日本科学技術情報センター  

視検業検討委  
員   
乾性降下物成分分析調査・検討委貞   （社）大気汚染研究協会   

分析室第二係長  西川 雅高  乾性降下物成分分析調査・検討委貞   （社）大気汚染研究協会   

－177－   



現   職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

大気環境部長  秋元  琴  季姉大気汚染対策検討会委員   環境庁  
地球温暖化問題に関する検討会委員   
成層圏オゾン層保護に関する検討会委員  〃  
酸性雨対策検討会委貞   
低硫黄軽油の自動車排出ガスに与える影  
響調査検討会検討貝  
窒素酸化物対策検討会検討員   
総合研究推進会議地球環境研究分科会委  
員  
沿道二酸化窒素高濃度生成分析調査検討  
会検討員  
地球温暖化問題に関する検討会対策分科  
会検討貞  
非常勤講師（環境保健学科）   東京農工大学  
光化学オキシダント長期予測モデル作成  
詞査検討垂貞全委員  
オゾン層等監視手法作業部会検討委貞   
地球温暖化の観点からみた既存の大気保  
全対弟に関する研究会委員  
東アジアのエネルギーの消費と地球環境  
に関する調査研究会委員   

大気物理   竹内 延夫  統合研究推進会誘幹事   環境庁   
研究室長  編集委員会委員   （社）応用物理学会  

財団法人資源観測解析センター調査委員  
会委員  
LD励起小型高出力固体レーザ専門委貝  
会委員   
フィージビリティ調査宇宙開発と光技術  〝  
応用システム専門委貞会委員  
資源探査用将来型センサ調査検討委員会    （財）資源探査洋観測システム研究関  

委員   発機構  
温室効果気体センサ概念設計検討委員会   
委員  
ライダー開発作業分科会委員   郵政省   

大気物理研究室  笹野 泰弘  総合研究推進会議幹事   環境庁   
主任研究員  エネルギー消費と地球環境の熱工学的検  

討研究分科会垂貞  
ライダー開発作業分科会委員   郵政省  
日本気象学会第25期要員   （社ほ本気兵学会  

乾性降下物成分分析調査・検討委貞   （社）大気汚染研究協会   

大気物理研究室  杉本 伸夫  総合研究推進会議幹事   環境庁   
主任研究員  ライダー開発作業分科会委員   郵政省   

大気化学   賀田 伸明  地球温暖化問題に関する検討会影響評価  環境庁   
研究室長  分科会検討員   

総合研究プロジェクト検討会助言者  
フロンモニタリングに関する検討会委員  （財ほ本環境衛生センター  
非常勤講師（童子化学Il）   千葉大学  
／／ （放射化学持論）   東京都立大学   

大気化学研究室  井上  元  非常勤講師（大気環境学ⅠⅠ）   筑波大学   
主任研究貞  ／／ （基礎科学科特殊講義）   東京大字   

大気化学研究室  環項庁   
主任研究員   

大気化学研究室  千葉大学   
主任研究員   
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大気化学研究室  酒巻 史郎  光化学オキシダント長期予測モデル作成  （財）計量計画研究所   
主任研究負  調査検討委員会委員   

大気環境計画  植田 洋匡  酸性雨対席検討会委員   環境庁   
研究室長  大気環境に関する緑地機能検討会委員   

沿道二酸化窒素高濃度生成分析調査検討  四  
会検討員  
非常勤講師（環境保全概論）   京都大学  
／／ （移動現象工学特別講義1Ⅰ）  広島大学  
〃 （大気拡散論）   千葉大学  
〃 （化学機械工学持論第二）   九州大学   

大気環境計画  若松 伸司  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室  窒素酸化物対策検討会作業委員会検討眉  n   
主任研究員  東京湾の埋立等に伴う気候変動等に閲す  

る検討会検討貞  
光化学オキシダント長期予測モデル作成  
調査検討委貝会委員   

大気環境計画  千葉大学   
研究室  
研究員   

大気環境計画  鵜野伊津志  土壌汚染監視手法確立調査検討会委員  環境庁   
研究室  東京湾の埋立等に伴う気候変動等に閲す  （財）日本気象協会   

研究員  る検討会検討貞   

エアロゾル   福山  力  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室長  浮遊粒子状物質削減対策手法の検討に関  

するシミュレーション検討会委員  
地球温暖化の観点からみた既存の大気保  
全対策に関する研究会委員   

エアロゾル  村野健太郎  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室  
主任研究員  

エアロゾル   金谷  腱  廃棄物埋立て跡地対策検討会委月   環境庁   
研究室  文献専門委員会委眉   （社）全国都市清掃会議   

研究員  沿道局地汚染対策特別委員会処理装置分  （社）土木学会  

科会委員   ぶ・   

水質土壌環境部長  村岡 浩爾  育潮発生槻構解明調査検討会検討員  環境庁  
湖沼現場保全検討会委員   
地下水質保全対策検討会須貝   
海域に係る窒素・燐等水質目標検討会委  田  
員  
有害化苧物質土壌環境影響基礎調査検討  〟  
会検討眉  
技術委貞会委員   （社）日本下水道協会  

海外技術援助に係る企画委員会蚕月   （財）国際湖沼環境委員会  
（財）国際湖沼環境要員会理事   

陸水環境   矢木 修身  化学物質調査検討会検討貝   環境庁   
研究室長  農薬残留対策調査技術検討会委員   

非常勤講師（環境アセスメント）   埼玉大学  
組換えDNA技術の開放系における安全  
性に関する基礎的研究の研究推進委貝  
全委員  
川崎市先端技術環境対策専門委員全委員   

ー179－   



現   職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

陸水環境研究室  稲森 悠平  小規模事業場排水対策検討会委員   環境庁   
主任研究員  総合研究推進会議幹事   

総合研究プロジェクト検討会助言者   〃  
非常勤講師（環境アセスメント）   埼玉大学  
湖沼浄化プロジェクトチーム研究委貞会  神奈川県  
委員  
小規模事業場汚濁負荷量削減対策調査  
（総合調査）委員会委貞   

陸水環境研究室  内山 裕夫  バイオテクノロジーの安全性に関する研  斗学研究所   
主任研究員  究余香員   

陸水環項研究室  細見 正明  廃菓物埋立跡地適正管理対策検討会委員  環境庁   
主任研究員  研究企画担当委員会委員   （社）日本水質汚濁研究協会   

海洋環境   渡辺 正孝  膏潮発生機構解明調査検討会検討員  環境庁   
研究室長  海洋汚染調査検討会検討貞   

大阪湾における富栄養化間顎検討会検討  田  
員  
未査定液体物質査定審査会委員   
海域に係る窒素一燐等水質目標検討会委  〃  
貞  
閉鎖性海域汚濁機構解明調査検討会委員  ロ  
赤潮対策調査検討会委員   

海洋環境研究室  環境庁   
主任研究員   

海洋環境研究室  原島  省  総合プロジェクト検討会助言者   環境庁   
主任研究員  日本海洋学会50周年記念事業準備委貞会  日本海洋学会  

垂貞  
「海洋遠隔探査技術の開発研究」研究委  
員会委員   

水質環境計画  海老瀬瀾」  非特定汚染源対策調査検討会垂貞   環境庁   
研究室長  酸性雨対策検討会委員   

市街地土壌汚染環境影響検討会要員   
面源負荷調査検討委貞全委員   茨城県   

水質環境計画  筑波大学   
研究室  ぐ＼   

主任研究員   

水質環境計画  大坪 国順  論文集編集委員会査読委員   （杜）土木学会   

研究室  水理委員会「環境水理部会」委員   
主任研究員  大阪湾底質等調査専門委員全委員   工業技術院中国工業技術試験所   

水質環境計画  福島 武彦  海域水域汚郁旨標調査検討会委貞   環境庁   
研究室  底質環境保全対策調査委員全委員   （社）日本水質汚濁研究協会   

主任研究員  非常勤講師（構造環境論）   筑波大学  
研究企画担当委員会委員   （社）日本水質汚濁研究協会  
生活雑排水対策推進調査検討委員全委員  （株）エックス都市研究所   

水質環境計画  今井 章雄  廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会検討  環境庁   
研究室  員   
研究貞  

土壌環境   高松武次郎  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室長  市街地土壌汚染環境影響検討会委員   〃  

再利用資源土壌還元影響調査検討会委員  ロ  
非常勤講師（環境分析化学）   筑波大学   
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土壌環境研究室  袴田 共之  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
主任研究員  土壌汚染監視手法確立調査検討会委員   

砂漠化の機構解明等に関する調査の調査  
推進委員全委員   

土壌環境研究室  久保井 徹  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
主任研究員  土壌汚染環境基準設定調査検討会委員   〝  

日本土壌肥料学雑誌編集委員   （社）日本土壌肥料学会  
植物栄養分析法編集委員   
浮遊徴立金属探査技術開発委貞会委員  金屑工業事業団   

地盤沈下   陶野 郁雄  積雪地域地盤沈下対策調査検討会委員  環境庁   
研究室長  地下開発地盤環境管理検討会検討員   ／／r  

地盤沈下防止のための目標値設定手法詞  
査検討会検討貞  
「快適で安全な大深度地下空間利用に関  
する緊急調査」調査推進委員全委員  
群馬県地盤沈下調査研究委貞全委員   
土の繰り返し圧密研究委員全委員   （社）土質工学会  
特殊圧密試験方法に関する研究委貞全委員  n  
規格基準検討委員会物理試験小委員会委員  ロ  
日本応用地質学会評議員   日本応用地質学会  
日本第四紀学会特別刊行物企画編集委員  
全委員  
大深産地下技術体系化検討委月余委員   

主任研究官   柏崎 守弘  霞ケ浦浄化懇談会委員   茨城県  
海外技術援助に係る企画委員会委員   （財）国際湖沼環境委員会   

環境生理部  河田 明治  衛生化学調査委員全開東部会委員   （社）日本薬学会   

環境生理  
研究室長  

環境生理研究室  獣医循環器研究会   
主任研究員   

環境病理  彼谷 邦光  総合研究プロジェクト検討会助言者   環境庁   
研究室長  

環境生化学   三浦  卓  化学物質調査検討会検討員   環境庁   
研究室長  総合研究推進会議幹事   

環境保健総合検討会委員   
「大気汚動こ係る環境保健サーベイラン  
スシステムのあり方に関する研究」研  
究班   

慢性毒性  嵯峨井 勝  環境保健総合検討会委員   環境庁   
研究室長  

慢性毒性研究室  
主任研究員   

環境保健部長  村上 正孝  大気汚染健康影響継続観察調査検討会検  
討員   
環境保健総合検討会委員   
鼻薬環境動態影響調査（大気）検討会委貞  n  
ディーゼル排出ガス生体影響評価検討会  〝  
委員  
非常勤講師（人間集団生物学Ⅰ）   筑波大学  
メタ （衛生行敢芋特論）   東京大学   
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環境保健部長  村上 正孝  「大気汚染に係る環境保健サーベイラン  
スシステムのあり方に関する研究」研  
究1旺   

環境保健  太田庸起子  非常勤講師（RI放射線応用）   東京理科大字   
研究室長  

環境保健研究室  安藤  消  大気汚染に係る重金属等による長期暴露  環境庁  
主任研究員  影響（遅発性影響）評価の手法に関する  

調査研究検討会検討員  
非常勤講師（環境科芋）   鹿児島大学  

環境疫学研究室  小野 雅司  「局地的汚染の健康影響調査手法検討調  （社）環境情報科学センター  
主任研究貞  査」検討会委員  

（財）日本公衆衛生協会  
スシステムのあり方に関する研究」研  
究班  

（財）日本環境衛生センター  
貞   

人類生態   鈴木 和夫  非常勤講師（有機化学Ⅰ）   東京大字   
研究室長  〝（微立生体成分の分析に閲す  

る研究）  

学術修士学位論文審査専門委員全委員   

人類生態研究室  
主任研究員   

環境心理   兜  真徳  総合研究推進会譲幹事   環境庁   
研究室長  総合研究プロジェクト検討会助言者   

癌特別調査専門委員   （財）放射線影響研究所   

生物環境部長  菅原  浮  化学物質調査検討会検討貞   環境庁  
農薬生態影響評価検討会委員   
指定化学物質環境残留性調査検討会委員  n  
バイオテクノロジーと環境保全に関する  
検討会検討眉  
非常勤講師（細胞生物学特論1ⅠⅠ）   お茶の水女子大学  
「生態影響評価試験に関する調査研究」  
事業のための委員  
バイオ技術利用緑化等検討委貞全委員   

生理生化学   近藤 姫朗  非常勤講師（植物生理学持論Ⅰ）   東邦大学   
．研究室長  ノ／ （植物生理学）   東京農工大学   

生理生化学  島崎研一郎  非常勤講師（総合科日B，光と生物）   筑波大学   
研究室  
主任研究員  

水生生物生態  安野 正之  化学物質調査検討会検討員   環境庁   
研究室  農薬生態影響評価検討会委員   〃   

陸生生物生態  古川 昭雄  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室長  大気環境に関する緑地機能検討会委員   

地球温暖化問題に関する検討会影響評価  
分科会検討員   

生物環境管理  岩熊 敏夫  酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室長  底質環境保全対策調査委員会委月   （社）日本水質汚濁研究協会  

理学博士学位論文審査専門委貞全委員  筑波大学   
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主任研究官   伊藤 訓行  総合研究推進会議幹事   環境庁   

主任研究官   召武  充  環境影響審査システム検討会検討員  環境庁   

技術部長   須藤 隆一  大阪湾における富栄養化問題検討会検討  
貞  
湖沼環境保全検討会委員   〃  
微生物農薬安全性評価法検討会委員   
′りオテクノロジーと環境保全に関する  
検討会検討貞  
小規模事業場排水対策検討会委員   
窒素・燐暫定基準適用業種指導マニュア  
ル策定検討会委員  
生活絶排水対策推進検討会総量規制地域  
分科会委員  
生活雑排水対策推進検討会検討員   
東京湾水域環境懇談会委員   
淡水赤潮原因究明調査検討会検討貞   
海域水質汚濁指標調査検討会委員   
総合研究プロジェクト検討会助言宅   
バイオテクノロジーを活用した新排水処  
理システムの開発委員（酵素・微生物バ  

ンク開発部会）委員  
流入水の直接浄化技術の確立に関する研  
究」委員会委員  
生活雑排水対策推進調査検討秦員全委員   
先端技術産業公害防止対策専門委月会套  
員  
生活環境審議会専門委貞   厚生省  
非常勤講師（水質浄化）   東京大学   

動物施設管理室  胡刀 正之  「化学物質の環境汚染に関する総合的研  （財）日本公衆衛生協会   
動物専門官  究」研究班班員   

生物施設管理室  藤沼 庚実  光化学大気汚染質等による複合影響調査  （財）日本公衆衛生協会   
植物専門官  （植物調査）研究班班員   

理工施設  竹‾F 俊二  筑波地区化学工学懇話会幹事   化学工学協会   
管理室長  
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7．研究所日誌  

年月 日   事  項   年月 日   事  項   

63．4．1  パラグアイ厚生省環境保全局次長来所  63．11．16  栃木県産業公害対粛協会一行来所   
4．18  11．16  銚子市役所生活環境課一行来所  

施設一般公開（4．22）   11．16  ドイツ民主共和国報道関係者一行来所  

4．25   11．18  凍結及び乾燥研究会一行来所   
4．27  オゾンレーザ岬レーダー完工式   11．22  ノルウェ十漁業研究調査団一行来所   

5．13  参議院環境特別委員会視察   11．24  国税庁醸造試験所一行来所   
6．1  会計実地検査（6．1～6．3）   11．29  中国科学院一行来所   

6，3  日本製薬ユ菜協会環境対顔検討会一行来所   ユ2．5  銚子市芋佼保健合一行来所   
6．5  12．6  

施設一般公開（6．10）  （第1回）  

6，15   12．8   

6．21  総務庁管区行政監察局首席調査官一行来所   12．10  中国国家環境保護局監測所所長視察   
6．2S  熊本県議会厚生常任委員会一行来所   12．12  

6．29  来所  
議一行来所  ユ2，21   

7，6  12．21  フランス都市計画担当官関係者一行来所  
来所   元．1，19  

7．13   来所   
7．15  大学等廃棄物処理施設協議会一行来所  1．23   
7．20  1．25  

来所  （第2回）  

8．4   1．26  

8，5  柏市家庭排水明拡域推進協議会欄  （1．26～1，27）   

8．9  水戸市教育会社全科研究部一行来所  2．2  

8，25  三和町立大和田小学校PTA一行来所  裁視察   
∂．26  つくば市谷田部地区教育研究会一行来所  2．2   

9．1  盈慶市科学技術交流視察団一行来所   2．2  中国圏家環境保革局監測処処具視察   

9．2  2．3  

会一行来所  力に関する検討会（第8回）（2．3～2．4）  

9．19   2．3  
9．20  行来所  
担当理事来所  2．9   

10．4   2．9  東京都教育委月余一行来所   
10．14  EPA研究開発担当次官補佐来所   2．9  

10，19  所室長来所  
資源部局長来所  2．15   

10，25  2．16  仙台市衛生試験所一行来所  

行来所   2．18  栃木県水産振興協議委員一行来所  
10，26   2．20  草加保健所管内保健連絡協議会一行来所   

10．31  栃木県塩谷地区小中学校教職員一行来所   2．22  東京都大田区公害課一行来所   
11，7  狭山市公害対策審議会一行来所   2．23  公害等調整委貞合一行来所   

11．8  神奈川県県央地区公害行政研究会一行来所   2．28  人事院給与薄監査   

11．8  タイ国自動車工学専門家一行来所   3．1  ESCAf環境調査室長束所   

11．8  3．ユ  中華全国百年連合会職員一行来所  

ム室長来所   3．2  神奈川県環境保全協議会一行来所  

11．10   3．3  海洋科学技術センターー行来所   

11．14  評議委員会（於・東京）   3．4  評議委貞会研究体制検討専門委員会   
11，15  相模原市公害対策審議会一行来所  （第3回）   
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年月 日   事  項   年月 日   事  項   

元3．6  中国環境保護協力センターー・行来所   元3．22  評議委員会（於・東京）   

3．10  兵庫県衛生公害研究所一行来所   3．22  熊本県衛生公害研究所一行来所   
3．15  創立記念日・永年勤続者と所長との懇談   3．24  UNEPカニアル官房長来所   

3．18  評議委員会研究体制検討専門委員会   3．28  動物慰霊祭  

（第4回）   3．29  静岡県衛生環境センター所長来所   
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8．研究所構成員  

（1）職 員   

（63．4．1へ′元，3．31）  

職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   

所長  不破敬一郎  財務専門官  
任  経理係長  

江上信雄   ら転任  
副所長  小泉  明  64．1．1採用  63．7．16関東財務局へ  

不破敬一郎  63．7．1併任（所長）  出向  
64．1．1併任解除  経理係員  

主任研究企画官  から配置換  
任  

片山  徹   63．7．1厚生省へ出向  〝   塚田 良一  63．10．ユ環境情報部電  
研究企画官   算機管理室から配置換  

海野英明  契約係長  
63．8．26環境庁長官官  契約係員   
房国際課（併任）   調度係華  

竹内正  任  

総務部長  郡司 進  桑田信男  
調度係貞   

総務課長  藤屠 願  63．4．1環境庁から転  
任  環境情報部長  後藤 典弘   

〃   熊谷 哲治  63．4．1環境庁へ出向  情報管理室長  阿部 重信   
課長補佐  平山  博  元．3．20環境庁へ出向   室長補佐  大島 則夫   
〝   龍崎 惣一  63．4．1情報管理室照                                 情報管理係  坂‾F 和恵   

総務係長  小山  悟  63．4．ユ環境庁から転   長   会係長から配置換  
任   横田さおり        照会係長   63．4．1情報管理室図   

〃   岡谷 輝雄  63．4．1厚生省へ出向   書資料係から昇任  
総務係員  川村 和江  63．4．1会計課経理係  編集係長  

から配置換   図書資料係   
〃   菊池 圭一  63．10．1会計課経理係  長  

から配置換  63．10．1総務課人事係                   図書資料係  松井 文子   

〃   小磯 美紀  63．4．1環境庁へ出向   員   から配置換   
〃   泉  愛子  63．12．1辞職   木村 幸子  
厚生係長  幸紆管理係から配置換  

長から配置換  情報システム  
厚生係貞  室長  
人事係長   主任研究員   
人事係貞  赤塚 輝子  宮崎 忠国   
〟   63．5．1会計課調度係  研究員  須賀仲介  

から配置襖  63．4．1採用  

業務係長  久米 英行  63．4．1技術部技術室  

管理係から配置換  主任研究員   
車庫長   阿久津 勇  新藤 純子   
副車庫長  染谷 竹男  研究員   横田 達也   
会計課長   市川 茂敏  電算機管理室  常盤 昇次   

63．4．1環境庁から転  長  
任   システム設  古川 満侶   

関村 武光  63．4．1環境庁へ出向   計専門官   
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職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   

管理係長   白井 邦彦   主任研究員  植弘 崇嗣   
63．10．1会計課契約係  63．4，1生体化学計測  

から酉己置換  研究室研究員から昇任  
操作係長  猪爪 京子  研究員  柴田康行  
総合解析部長  内藤 正明   底質土壌計測   相馬光之  
環境管理研究  研究室長  
室長   主任研究員  相馬 悠子   

63，4，1環境管理研究  〃   63．4．1底質土壌計測  

室研究員から昇任  ■‾lll▲   

〃   甲斐沼美紀子   63．10．1環境管理研究   研究員   田中  敦   
室研究員から昇任  分析室長  溝口次夫  

研究員   森  保文  第一係長   伊藤裕康   
地域計画研究  第二係長  
室長   63．4．1採用  

主任研究員  青木 陽二  第三係長  柴田 恵子  63．4．1分析室第二係   

研究員  森口祐一  員から昇任  
資源循環研究  大気環境部長  
室長  大気物理研究  
主任研究員  室長  
研究員  天野耕二  主任研究員   
環境経済研究  63，4．1大気物理研究  
室長  室研究員から昇任  
研究員   青柳みどり  63．4．1大気物理研究  
総合評価研究  室研究員から昇任  
室長  研究月  鈴木睦  
主任研究員  室研究員から配置換  

63．4．1総合評価研究  天野佐智子  
室研究員から昇任  〃  湊淳  
63．8．16併任（九州大  

学工学部）  室長  
計測技術部長  主任研究員  

衆衛生院地域環境衛生  坂東博  
学部長）元．3．31併任  畠山史郎  
解除   酒巻史郎  

大気計測研究   研究員   橋本訓  
室長  用電気研究所へ出向  
主任研究員  藤井 敏博  大気環境計画  植田 洋匡  
〟  構内陽子  研究室長  
研究員  向井人史  主任研究月  若松 伸司   
水質計測研究  大槻  晃  63．4．1大気環境計画  

室長  研究室研究員から昇任   
主任研究員  河合 崇欣  研究員   言寄  武  

古田 直紀  鶴野伊津志   
白石 寛明  花崎 秀史   

研究員   野尻 幸宏  高車  緑   
生体化学計測  森田 昌敏  エアロゾル研  
研九室長  究室長   
主任研究員  安原 昭夫  主任研究員  村野健太郎   

岡本研作  泉  克幸  
〃   佐竹研一  



職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   

主任研究員  尾崎  裕  63．4．1エアロゾル研  主任研究員  局  博一  63．11．1東京大学へ出  

究室研究員から昇任  向  
研究員   内山 政弘  研究員   野原 恵子   

金谷  健  環境病理研究  
室長  

水質土壌環境部長  村岡 浩爾  63．10．1併任（大阪大  主任研究員   
芋）元．3．31併任解除  藤巻秀和  

陸水環境研究  矢木 修身  63．10．1環境病理研究  
室長  室研究員から昇任  
主任研究員  稲森 悠平  研究員   河越 昭子  

内山裕夫  環境生化学  
63．4．1陸水環境研究  

室研究員から昇任  主任研究員  
研究員  稲葉一穂  研究員   国本学   

冨岡 典子  高橋 勇二  
岩崎一弘  慢性毒性研究  

海洋環境研究   渡辺正孝  室長   
室長  主任研究員  
主任研究員  渡辺  信  
〝   

研究員   市瀬草道  
木幡 邦男  山根 一指   
原島  省  〃   佐野 友春   
中村 泰男  環境保健郡長  村上 正孝   

水質環境計画  環境保健研究  太田庸起子   
研究室扇   室長  
主任研究員  平田 健正  主任研究員  安藤  滴   

大坪 国順  三森 文行   
福島 武彦  研究員   松本  埋   

〃   63．4．1農林水産省へ  

出向   室長   室主任研究員から昇任  
研究員   井上 隆信  研究員  金子  勇  

63．5．1採用  田村 愚治   
土壌環境研究  人類生態研究  鈴木 和夫   
室長   室長  
主任研究員  袴田 共之  主任研究員  遠山 千春   

久保井 徹  研究員   青木 康展   
向井  哲  〃   杉平 直子   

研究員   服部 浩之  〃   平野婿史郎  
〃  広木幹也  環境心理研究  
地盤沈下研究   陶野郁雄  室長   
室長  研究員  相本徳子  
研究員  岩田 敏  63．4．1採用   
主任研究官  
（臨湖実験施設  

生物環境部長  

担当）  
生理生化学研  
究室長  

環境生理部長  主任研究員  
衛生院労働衛生部長）  島崎研一郎  
元，3．31併任解除   倒剛  

環境生理研究   研究員   佐治光   
室長  〃  久保明弘  
主任研究員  鈴木  明  〝  63．4．1採用  
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職  名   氏 名   備   考   職  名   氏 名   備   考   

水生生物生態  共通施設第  
研究室長  二係長  
主任研究員   エ作係長   

春日清一  動物施設管理  
63．4．1水生生物生態  

研究室研究員から昇任  動物専門官  
研究員  高村典子  ガス専門官   
〝   佐竹  潔  63．4．1動物施設係員   

〃   花里 孝幸  長   から昇任   

陸生生物生態  古川 昭雄  伊藤 勇三          検疫係長   63．4．1検疫係員から   

研究室長  昇任  
63．4．1農林水産省へ  

出向  室長   
名取俊樹  63．4．1陸生生物生態  欠  

研究室研究員から昇任   門官   
藤沼康夫  増田啓子   63．4．1情報管理室換   

室植物専門官から配置  理睾係長  管理係長から配置換   
換  ガス専門官  

研究員  可知直毅   微生物専門   

清水英幸  官  

竹中明夫  植物施設係  町田  孝   

生物環境管理  長  

研究室長   水生生物施  菅谷 芳雄   
63．4．1生物環境管理  設係長  
研究室研究員から昇任  研究員   安保 文彰   

研究員   野原 精一  理工施設管理  竹下 俊二   

上野隆平  室長  

多田 満  大気施設第  高木 博夫   
63．6．15環境庁から転  一係長  
任  大気施設第  水落 元之   

百武  充  63．6．15環境庁へ出向   一係員  
大気施設第  

技術部長   須藤 隆一   ‾係長   
技術室長  佐藤三郎  大気施設第  
室長補佐   藤田和伸  ‾係員   

63．4．1総務課厚生係  水施設係長  松真 一夫   
長から配置換   特殊施設係  

共通施設第  長   
一係長  
共通施設第  
一係員   
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（2）評議委員会構成員  

垂
 

（社）全国労働金庫協会理事長  

東京大学名背教樫  
原子力委員会委員  
放送大学長  
亜細亜大学経済学部教授  
日本学術会議会長  
東京大学名誉教授  
岡崎国立共同研究機構分子科学研究所長  
学術情報センター所長  
厚生省国立公衆衛生院長  
九州大学理学部教授  
滋賀県琵琶湖研究所長  
大阪大芋工学部教授  
（財）日本気象協会常務理事  

埼玉大学大学院政策科学研究科長  
（社）東亜科学技術協会相談役  

東乗大学生産技術研究所教授  
（財）国際湖沼環境委員会副理事長  

神奈川大学教授（知識情報研究所主任研究員）  

後
々
坊
月
見
藤
上
 
口
瀬
田
野
良
石
内
塚
光
瓶
本
部
 
 

船
佐
向
香
逸
近
江
井
猪
長
小
吉
末
竹
手
伸
二
橋
服
 
 

秀
謙
次
侶
洋
 
 

正
 
 

道
学
隆
雄
三
郎
雄
夫
博
公
 
 

貝
 
 

垂
 
 
 

専
 
 

泰   
勇 】  
龍 夫  
冨太郎  
清 秀  
晃  

佐
好
道
明
 
 

（3）客員研究員・共同研究員受入人数   

客員研究員  256人  

共同研究員  73人  
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9．昭和63年度研究発表会，セミナー等活動記録   

（1）国立公書研究所セミナー  

No．  年月 日   題  目   発 表 者   所   属   

142回  63．6．16  温室効果の研究の現状   岡 本 和 人  東京学芸大学数青学部   
143回  63．6．21  地球環境における海洋の役割   高 野 健 三  筑波大学生物科学系   
144回  63．6．23  医の心と環境行政   内 山  裕  鹿児島県環境センター   
145回  

苧物質の体外排泄に関する新技術   Smith  
146回  Nigel A. MRC Experimental 

teT’atOgeneCity   Brown  Embryology＆Tera－  

tologyUnit．U．K．  

147回  Sven  UmeaUniv．Sweden  

resistance   Lindskog  

148回   筑波大字電子・情報工学  
系  

149回  NASAAmes  

ーChemistryordynamicsq  ResearchCenter  

150回   

経緯と今後の展開  
韓匡匿おける環境保全の課題と展望  権   粛 杓  延世大学校医科大字  

環境公宅研究所所長  
152回  元．3．14  大深度地下開発と環境問題   清水建設技術本部  

地下空間開発部長  
153固  元．3．15  光合成と環境   大阪府立大学学長  

（2）（所内）年次発表会  

開催日：昭和63年12月8，9日   

場 所：国立公善研究所大山記念ホール・中会議室   

発表課題数：口頭発表32件，ポスターセッション13件   

（3）サロン・ド・ニース  

No．  年月 日   題  日   発 表 者   所   属   

24回  閑   荘一郎  環境庁長官官房国際課  
アジア太平洋地域におけるUNEPの活動   太 田 正 詔  環境庁企画調整局企画  

調整課  
25回   所長  
26回  63．7．27  アメリカの環境研究動向   西 岡 秀 三  総合解析郡   
27回  63．10．24  環境変異原をめぐって   江 上 信 夫  所長   
28回  元．3．28  化学物質のリスクアセスメントを進める   横 山 栄 二  環境生理郡  

化学環境と計測   松 下 秀 鶴  計測技術部  
水環境間逸の中の環境水理   村 岡 浩 爾  水質土壌環境部   
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（4）第4回全国公害研究所交流シンポジウム 化学環境と計測一有幸汚染物貿をいかにとら   

えるか一  

関催日二平成元年1月26，27日   

場 所：国立公害研究所大山記念ホール  

題  冒  発表 者   所  属   

開会挨拶  小 泉  明 国立公害研究所副所長   

［アスベスり   

アスベストの分類と分析法  瀬 山 春 彦 国立公害研究所計測技術部   
東京都における一般環境中のアスベスト濃度の 渡 辺 武 春 東京都環境科学研究所   
現況について   
分析電子顕徴掛こよる環境中アスベストの計測 高 尾 真 一 福岡県衛生公害センター   
について   
討 論  栗 原  崇 環境庁大気保全局   

［有機スズ化合物］   

沿岸海洋環境における有廣スズ化合物の濃度分 岡 本  拓 広島県環境センター   
布   
環境試料中における有機スズ化合物の定量法 高 見 勝 重 大阪府公害監視センター   
有機スズ化合物分析のためのNIES「魚肉粉末」   

標準試料について  岡 本 研 作 国立公害研究所計測技術部   
討 論  成 田 昌 稔 環境庁企画調整局   

［ダイオキシン頬］   

都市環境大気中のダイオキシン及び高沸点有機 中 野  武 兵庫県公害研究所   
塩素化合物   
塩素系ポリマーの熱分解生成物について  安 原 昭 夫 国立公害研究所計測技術部   
討 論  成 田 昌 稔 環境庁企画調整局   

［環境変異原］   

変異原性を指標とする環境モニタリングの現状 松 下 秀 鶴l国立公害研究所計測技術部長   

と課題   
寒冷地における都市大気中変異原活性の季節変 松 本  寛 北海道公害防止研究所   
動   
高感度Amesテスト（microsuspension法）によ 玉 川 勝 美 仙台市衛生試験所   

る室内空気汚染の評価   
妹妹染色分体交換を指標としたガス状大気汚染 白 石 不二雄 国立公害研究所環境生理部、   

物質の細胞遺伝苛性   

［総合討論］   

閉会挨拶   
不破敬一郎 国立公害研究所所長   
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10．施設の整備状況一覧  

（平成元年3月現在）  

施  設  名   構  造  面 積   竣  工  時  期   

研究本部Ⅰ   RC－3   11，436nf  Ⅰ期昭和49年3月竣工  

lI期昭和52年5月竣工   

管理棟   RC－2   1，144Ⅰげ  Ⅰ期昭和49年5月竣工  

11親昭和52年2日竣工  

研究本館ⅠⅠ  RC3  Ⅰ期昭和54年11月竣工  

（共同利用棟）  

ⅠⅠ斯昭和57年2月竣工  

（共同研究棟）  

エネルギーセンター，厚生棟  RC－2   昭和49年10月竣工  

昭和51年一部増築  

廃棄物処理施設  特殊実験排水処理  昭和49年10月竣工  

能力100Ⅰげ／d  

一般実験排水処理  昭和54年2月竣工  
能力500nf／d  

大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  RC－1   昭和52年1月竣工  

大気拡散実験棟（風洞）   RC－2，  2，329m≧  昭和53年3月竣工   

地下－1  

大気汚染質実験横（エアロドーム）  SRC－8  1．321m｝  昭和54年8月竣エ   

大気モニター棟   RC－1   81m】  昭和53年3月凌エ   

ラジオアイソトープ実験棟   RC3   1，564m，  昭和53年3月竣工   

水生生物実験棟Ⅰ（アクアトロン）   RC－3   2，198m2  昭和51年10月竣工   

水生生物実験棟ⅠⅠ（アクアトロン）   RC－2   337nf  昭和55年11月竣工   

水理実験棟   S1   1，167nf  Ⅰ期昭和51年10月竣工  

Il期昭和55年11月竣工  

土壌環境実験棟（ペドトロン）   RC3   昭和53年2月竣工      1，931nf   

動物実験棟Ⅰ（ズートロン）  SRC－7  5，185rげ  

ll鞠昭和51年11月竣工  

（中敷物棟を含む）  

動物実験棟ⅠⅠ（ズートロン）  RC－3  1．862ml   

植物実験棟Ⅰ（ファイトトロン）   RC3   3．348m’  昭和5け年12月竣工   

植物実験棟ⅠⅠ   RC－4   3，722m】  

騒音・保健研究棟   地下－1   

実験ほ場（本構内）  管理棟  427rけ   

温室3室  575】1f  

ほ場6面  4，600nf  

実験ほ場（別団地）  管理棟  218m’   

ほ場11面  13，500rげ  

生物生態園  1．5ha   

危険物倉庫  B1  86rげ  昭和55年11月竣工   

工作棟   RC－2   189m？  昭和56年9月竣工   

微生物系統保存棟   RC2   800m象  昭和57年12月竣エ   

大気共同実験棟   RC－3   885mI  昭和58年12月竣エ   

霞ヶ浦臨湖実験施設  実験管理棟   1，750m’  昭和58年3月竣エ  
用廃水処理施設   910Ⅰぜ  昭和58年3月竣工  
実験水路   110rげ  昭和58年3月竣工  

フリースペース   1．Oha  昭和58年3月竣工  
奥日光環境観測所  管理棟   180Ⅰぜ  昭和61年11月竣工  

観測所   187rげ  昭和63年3月竣工   
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昭和63年度 編集委員会  

委 員 長  後 藤 典  弘
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